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一 是は 大正 十 一 年の 正月から 大； 止 十二 年の 七月まで 一 ケ年 半に 互って、 松 根の 主宰す る 睡^ 

っ^^株』 に 連載され たもので ある。 そのため 私達 は 凡そ 月に 丁度の 割合で 諸 所に 會 合した。 第一 

囘 S は 色色 打合せの 不備から、 僅に 三 句 だけで 研究 を 終らなければ ならなかった。 ニ囘 目から よ 

松 根、 小宫、 寺 田の 顧に 十 句 づっを 選んで、 順番に 發聲を 勤めろ 事に なった。 最後の 囘は、 小宫 

の 渡歐が 目前に 迫った ため ミ、 夫 を機ミ して 了 M 此 研究 を 切り 上け るに 就いて、 鬼 も 角 も 發聲の 

役目 力 一 順した 方が 心 持が 可い 7.- いふ 理由から、 小 宮ミ寺 田ミが 五 句 づっを 選んで、 それ そ r\i 

聲を 勤める 事に したので あった J 

一 筆記 は、 第一 囘目 は、 適當な 人が 見つからなかった ために、 聽 きながら 言 ひながら、 松 根 

が 筆記した。 ニ囘 目から 四囘 目まで は 西 岡 十師王 君の 筆記で ある。 あ、、. 一は 凡て 三輪 靑舟君 を 煩 は 

した。 勿 i^l 私達 は 筆記に 手 を 入れた。 又 かう して 纏める に 際しても、 削ったり 加，、 たり 改め こ 0 

した. おし、 かう して 纏めろ 事が 出来る の も、 あの 面倒な 頭の 痛くなる 樣な 筆記 を、 よくも 飽き 


やに 積け て吳れ た、 諸君の 御陰で あろ。 私達 は 出版に 際して 篤く 其 好意-、〕 勞カミ に 感謝 を 致した 

いミ思 ふ。 

一 私達 は此 研究に よって、 漱石 先生の 俳句の 重要な もの 全部 を 研究し 悉 した ミは 決して 思つ 

てゐ ない。 是だ けで 又 かう いふ 方法で、 それが 出來 得る もの. た V- 考 へる 人 も. 恐らく は あまり あ 

るまい ミも思 ふ。 唯 併し 私達 は此 研究に 際して、 先生の 俳句が 何う いふ 風に 發展 して 行って ゐる 

か、 又 その 特徴 は 凡そ 何う いふ 點に 存在して るる か、 それ ミ 先生の. s: 生活、 環境、 おく は 先生の 

他の 藝術ミ は 何う いふ 交渉な 持って ゐ るか、 さう いふ 事 を、 與 へられた 範園內 で、 機會が 許す 限 

り、 明らかにして 見たい 希望 を 持って ゐた事 は事實 である。 然も それ ミ 同時に、 私達の 心の 隅の 

何 所 かで は、 さう いふ 煩瑣な 研究 なぞ は 何う でも 可い、 集って 先生の 話 をす る、 俳句 を 方便に 何 

かしら 先生の 事 を 思 ひ 出したり 言 ひ 合ったり する 事. か樂 みなの だから、 ミ いふ 樣な、 凡その 研究 

ミは た緣の 遠い、. iS? 感 的な 心 持が 動いても ゐたミ いふ 事 を、 白狀 して 置かない 譯に 行かない。 

さう いふ 色色の 因子が 此 『研究』 に 何う いふ 「顏」 を與 へて ゐ るか、 それ は 私達が 讀 者から 聽か 

せ て 貰 ふ ベ き 事. たら う ミ 思 ふ 。 

一 此 に 出て 來る 俳句-、〕 引用文-、) は、 凡て 『漱石 全集』 で統 一 した。 唯 引用文の うち 『全集』 


第 十二 卷第 十三 卷に屬 する もの は、 まだ 出版の 運びに 至らなかった から、 火 正 十四 年 版な 用 ひる 

事が 出來 なかった。 從 つて 此 種の 引用文の 頁 づけ は 八 年 版 (若く は 六 年 版) によった もので あろ 0 

十四 年 版に は 可^ 澤 山の 補遺が 這 入る から、 頁 づけが 前年 6； 版-、) は 違 ふ。 

五月 二十 四 a 
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そ の 1 (松 根 費 次 郞抄) 


御 降りになる らん 旗の 垂れ 工合 

東洋 城 三ケ 日の こミで 家家の 軒先に は 國旗か 出て ゐる。 門 並 町並に 新年の 景色 も 氣分も 満ち 渡 

つて ゐる。 只 空 はさんより-、. - して ゐる。 風 もない。 すこし 重い 鬆陶 しい 心 持 はないで はない が、 

それでも 何物 も 動かない 靜 かな 落着いた そしての びく ミ した 心に 又 別趣な 初春の 味が 栩曳 く。 


さう して： i りが 濃く なれば なる だけ 凍 雲が 下って 來れ ば來る だけ、 その 壓 しつけられ 氣 味に 對し 

て 長 S1 な 満足 氣な 感じが 身體に 充満す る やうに 覺 える。 鬼に 角 目出度 は あるが 大に 飽満 倦怠の 分 

子 を 醸して ゐる 新年 氣分ミ 層 層の 雲が 次第に 催す 御 降り 氣分ミ が 互に 融合して 道 を 行く 人 も 門に 

立つ 人 も 凡そ 人ミ いふ 人が 皆 その 屮に 包み込まれて ゐ る.^ l まあ， さつ ミ さう いふ 世界に 立ち さ 

うい ふ 心に なって ゐ ながら、 極めて 分明に 極めて 強力に その 眼 はさつ きから 軒の 國旗 G たらり ミ 

垂れた 垂れ 工合に 引 留められて ゐる。 

寅 日子 ん" ミ いふ 言葉が 何だかい や だミ思 ふが、 小宮教 はずつ です 力 

蓬 里 雨 私 はそんな にい や だ ミは思 はない。 併し 此言薬 は 或 瞬 を隨 分際、 ごく 捕まへ てゐ る。 其 

所に 貴方の 厭な 心 持が 出て 來 るの かも 知れない- ひます。 併し 此際、 ごい 瞬 問 は 一 面から いふ 

ミ、 さろ んミ した 空 を鮮 かに 暗示す ろの だから、 活ら きの 上から いふ-、) よく 活 らいて ゐる。 

東洋 城 寺 田 君の ii£f ^ぎい や？ いふの は 先 牛； の 江戸つ 豪 分の 流れ出で. か氣に 入らない の 

ではない か i?v 卽ち1^^^£ロなんてぃふ卑俗な俗語を平氣で句の屮へ使った上然もそれをー 

：? の 尻く くりに して ゐ るつ 無 雜作ミ いふか 無頓着-、〕 いふか、 その 點に眞 面目 さ 眞劍さ を 缺く嫌 こ 

か ある ミ いふので はなから うか，" 


蓬 里 雨 さ うぢ や あるまい。 それよりも 垂れ 工合 ミ いふ 事が あんまり 活らき 過ぎて、 少し ギラッ 

ク 感じが あろから なんだら う。 

寅 日子 垂れ 工合 7〕 いふ 言葉の 印象 自身に も 厭味が あるが、 それよりも、 むしろ 垂れ 工合に 興味 

を感 する 事に も 厭味が あるの かも 知れない。 

東洋 城 僕の 垂れ 工合への 觸れ 心地 はすこし ちが ふ。 垂れ 工合 卽ち 旗の 或狀 態の 印象が 强く 明ら 

かな 事 は兩君 ミ すこしも 變り はない が、 假令 それが 强 くあって も、 饌 以外の 周圍の 光景 やその 時 

の 作者の 心 持 や、 さう いふ ものの 前に は それ 程 不愉快な 大きな 邪魔に はならないで、 少 くも 兩兩 

ffl 對 時し 相 折 合うて 一句の 全 體感の 中に 融解し 得て ゐるミ 思 ふ" 第一 に 先づ御 降り-、) 云って 來る 

間に 我我 は その 季題の 感じに 熟し、 從 つて 季題 を 中心に する 環境に 熟し、 次で になる らん ミぃふ 

問に 最初に 熟した 感じ を搪充 しながら そこに 或 餘裕が 出来る。 さう いふ 風に 心 持が 成熟して 行く 

中に、 視覺 から 來る强 い 印象が 同時に その 心 持の 象徵 でも あろ やうに 感じられて、 そこに 心-、〕 眼 

ミ . か 合體す る。 さう いふ 所が 此 句に は ある -、) 思 ふ 。 

寅 日子 それにしても、 此句は 先生の 他の ー體の 句に 比べて 品の 惡ぃ句 だ ミ思 ふ。 工合 ミ いふ 言 

葉 をつ か は卞に その 工合な り 其れから 来る 心 持 を 出して ほしい。 


束洋城 さう も 寺 田 君 は 矢 張 言葉の 音に 捉 はれて ゐる 所が あり はせ ぬか-、 -思 ふ。 垂れ 工合 ミ いふ 

言葉の 用途が ミ かく 下卑た 場合に 多い からな。 

蓬 里 雨 品の 惡ぃミ いふ こ ミが首 葉から くるので なく、 つかまへ 力た ミ云 ふか、 つかまへ たもの 

の 示し 方 ミ 云 ふ か 、 そんな 方面 から 來 るの だミ いふの なら、 私 も 多少 そ んな 氣 がしな いで もな 

い。 何だか 一 寸 俺の 手柄 を 見て 吳れ -、) いふ ミころ が ある。 

寅 日.^ 先生の 句 は 大抵 好きだが 此 句な さは 僕の 好かない 極 少數の 内の 一 つ だ。 

蓬 里 雨 私 は此句 をよ むミ、 不思議に 明治座の 光景 を 思 ひ 浮べる。 明治座の 前の 河岸に 幾 本 も 役 

者の 名前 を 大きく かいた 幟が 立って ゐて、 よく 風に 吹かれて 河の 方へ ハタ ハタ 動いて るる。 夫が 

ふ-、〕 動き 止んで. たらり ミ 垂れ下がる。 向う を 見る ミ轔 竿の 上屋 根の 向う にさんより-、 X 町 雨空 だか 

雪 たかが 卞り 落ちさう に懸 つて ゐる。 —— さう いふ もの か 私に は 吃度此 景色が 眼前に 見える。 

勿論 此句は 家の 門の 側に 斜に國 族が 出て ゐる、 國 旗の 上に は 立 木 か 何 かが 顏を視 けて るる、 その 

立 木の 上に 曇った 空が 懸 つて ゐる、 ミぃ ふやうな 景色 を 詠んだ もの. たらう が。 

寅 日子 僕 は 先生が 風呂 星からで も歸 つて 來て 自分のう の 門の 國旗を 見て ゐる やうな 場合 を聯 

te ひする 0 


蓬 里 雨 芝居の 職な さ を 私に 聯想させる こミ は、 一方から 云 ふミ此 句に 御 降りの 氣分、 三ケ 8に 

降る 雨 雪の 氣分， か 出て ゐ ない ミ いふ 事に なり はしない か-、」 も 思 ふ。 鬼に 角 私 は 特に 此 句から 御 降 

りら しい 氣分を 受け ミる 事が 出来ない。 創作 心理の 方に 立ち 人って 考 へる ミ、 先生 は 特に 旗の 垂 

れ 工合-、. - いふ 事に 興味 を 感じて、 夫 を 後で 御 降りに 喻 つつけ たので はない か-、) いふ 氣も する。 

寅 日子 僕に は 充分 正月の 氣 分が 出て ゐ る-、〕 思 はれる。 正月 頃 は 正常の 天氣 ならば 季節風 か强ぃ 

けれ さも、 唯 雨 雪の 前に 無風の 日の 来る 事が 多い。 それで 旗の 垂れて ゐる 無風の 狀 態-、， 止 月のお 

降り-、. I は緣 かない *、- は 云 はれない。 

蓬 里 雨 私 は 旗の 垂れ H 合ミ 時雨 空 だの 雨雲 だの、 さっち かさ 云へば、 廣ぃ 漠然.、〕 した 意味での 

冬の 空の 曇り や 風 S ない 場合-、〕 の 繋がり を 可也 直接に 感じる けれ さも、 御 降り ミは 何う も 必然の 

連絡. かない やうに 思 ふ。 

寅 日子 僕 は 族 を國旗 ミ解釋 する から、 其 所から 三ケ 日に 限る やうな 感じが する らしい。 


人罟ゃ 田-しふ こ ぐ」 なき 三ケ日 


柬洋城 正月の 三ケ日 はお R 出たい 樂 しい 賑やかな 心 持の 最^ 厚な^で ある。 その 三ケ U に 一人 

で ボ カリミして ゐた。 一 人で は あるが しかし 淋しい-、， -か 悲しい、、 ：- かいふ こミ はちつ 7> もない。 極 

め て 落着いて 満悅 して 晏如ミ 在ろ ミ いふ 句 だ。 何. た か 先生，： HI 身が そこに 坐って ゐ る やうな 氣 かす 

る。 —— 僕は此 句な 好い 句. た-、) 思 ふ。 

寅 La 子 僕 もい い 句 だ ミ 思 ふ 。 

蓬 里 雨 僕 も 先生 を 聯想す る。 例へば、 奥さん は紋 付で も 込んで 年始 ま はりに 出かけて ゐて、 

うちに ゐ ない。 お嬢さん 達 は 裏の 庭 かなん かで 1^ 极を ついたり して 遊んで るる。 しん ミ した 窨齋 

の眞ん 中に 先生が ほつ んミ 一 人 机の 前に 坐って ゐる樣 な 51 合が あった-/) する。 . 私 はさう いふ 場合 

を 聯想す る. - 

東洋 城 此 句を實 際に 當 てて 見る 7) ちが ふね J 元 曰 を 主に 二 日 三日-、) 弟子 達 か 四方から 集って 來 

て、 野 間 君の =jK れる 猪の 雜煮を 御馳走に なったり して 先生 を 取阅む 時、 先生 は 非常に 愉快 さう に 

相恰を 崩して、 さう かする-、) ヒ ィヒィ いふ やうな 聲を 立てて 笑 ふ 事 なぞ もあった。 平生は 一 人つ 

くねん ミ して 居られる こ 7； は 度度 あつたが。 —— 何だか 僕 は； 止： n: なんかに 先生が 弟子 達 7:- 底拔け 

(先生 ミ して) の 愉悅に 漬かる ミ いふ こミ に、 先生が 先生 自身の 爲め 又は， 弟子 達の 爲 めに 强 ひて 


(虛僞 の 意味で はなく 寧ろ 努力の 心 持で) 本來 でな いこ-、 1 を やって ゐられ たので はな いか ミぃ ふ 

氣 かして、 一種の 悲哀 を 感じないでも ない。 だけ それだけ 此 句の 境地の 方に 先生の 本来の 面目な 

見る 心地 かする。 

寅 B 子 しかし 先 牛； に はさう いふ 陽氣な 一 面 もあった ミ思 ふ。 

蓬 里-. S 僕 もさう 思 ふ。 先生に は 賑やかな 事の 好きな 所ミ 寂しい^の 好きな 所-、) 兩 面あった。 11 

實 際三ケ 曰に は 多勢 弟子 達 か 押し かけ 先生な 取卷 いて わいわい 云って るた。 さう いふ 景色 を 背 "京 

にして 考 へて 見る. V 一、 此 句の 中から、 先生が その 賑 かな 中に ゐて、 孤 ©G、 寂しい けれ-ごも 靜か 

な、 自由な、 境地 を 憧憬して ゐる心 持が 汲めない でもない。 

寅 日子 何 まなく いい 句. た 75-5 ふ。 しんみりし にものが 滲み出て ゐ る." ，ての 心 持が 何 所から 出て 

来る か ミ いふ 譯を つかま へ て 見たい。 . —— 思 ふこ ミな きの 思 ふこ ミ はずつ いふ 種類の 事 をい ふの 

だら う。 

東洋 城 無念… 無想… すこしち かふな" 

蓬 里 雨 夫よりも 煩 はされ る 思 ひがない ミ いふ 意味. たらう。 

寅 日子 Care  - かない こ ミ か な。 

* 


蓬 里 雨 ええ、 さう でせ う。 —— 此 句に は 「悠然看^！山」 -、) いふ 心 持に 通じる 所の ある 心 持が あ 

る 0 

柬洋城  一.^ Di5 'の 一 人 居-、) いふ 言葉の 本來の 意義 は、 獨り #ミ いふ やうな 意味 丈に 限られて ゐ 

るの かも 知れない" 併し 此 所では、 過去 も 現在 も 一人 居る 獨り 者ではなくて、 家族 も あり 仲 も 

澤山 ある 人が、 偶 一人で 居る 7) いふ 意味に 解す るので なければ、 詰らない。 

蓬 里 雨 無論 さう でなくて はならない。 

寅 日子 此 句に は 文字の 意義の 周 圍に緣 が ある。 11 運座な さで は あまり 出來 ない 種類の 句で は 

ないか しら。 

蓬 里-泡 さう です ね、 生れた 句です ね。 さう して 此 句に はやつ ばり 人情 か ある-、〕 S ふ、 洗濯され 

た 人情が。 

東洋 城 眼な つぶって この 上 十二 字の 下へ それぞれ 下 五 を箝 込んで 兌る ミ、 三ケ 日に 至ってび つ 

たり ミ きま つて、 動かない。 思 ふに 作 は 始め 三 ケ B  V) いふ こ -0 に 自分が 漬り 切つ てゐ たらう。 

而も 又 一 人 居 -、} いふ 境地 75-5 ふこ -、.- なき V,- いふ 心 況-、 ) の 外に 何 希 もなかった であらう。 卽 ちかう 

いふ 或 境涯に 直に 立ち去った のであった。 境涯の.？、  ^^泥のぁる句、 いつでも それが よい 句で あ 


るの だから、 境涯の 句 を 得ろ 時 は その； g- その 句 を 詠まう ミ いふ 心 もな く、 勿 譲 自分 もな く、 きつ 

ヾ> 自分 ミ 大自然 ミが ひた ミ 一 致して るる 害 だ。 此 句の 鴣合 もさう であらう-こ ふ。 

蓬 里 雨 是は 大正 元年の 句だった ミ思 ふ。 ミ にかく 先生の 修善寺 大病 後の 作で ある。 大病 以後の 

先生の 心 持 は 段段 人間から 自然の 方 へ 、、- 向いて 行った。 その 心 持の 向き 方が 此 句に は 出て， Q る。 

寅 日子 「則； 火 去 私」 です か， - 

蓬 里 雨 さう です。 此句 は晚年 先生の 口にして 居られた 「則天去私」 の 方向へ 段段 先： iH の 心が 向 

いて ゐる事 を 指示す る 句 だ-、 )5-5 ひます。 

蓬 里 雨 席上で は此句 を何氣 なく 火 正 元年の 作 だ V】 して 解釋を 進めて ゐ たので あるが、 あ ミで考 

へる ミ是は 明治 四十 四 年の 句で ある。 此句は 森圓月 君が 害いて 貰って ゐろ 3 圆 s^!!;? が 初め 元年-こ 

指定して 來 たから 『句集』 に は大； 4- 元年の 部に 入れて あろ。 夫が 後に 圆月 君から 四十 四 年-,】 訂 ，汇 

された。 夫 故 『全集』 に は 明治 四十 四 年の 部に 入れて ある。 明治 四十 四 年の； 止 月 を 先生 は €： 幸 町 

の胃臈 病院で 迎 へた。 若し 圓月 君の 記憶が 誤であって、 此 句が 1： 十四 年に かいて K つた もので も 

元年に かいて 貰った もので もな く、 其 後 例へば 大正 二 年 S;$3a いて^った ものであった ミ しても、 

此 句の 中に 織り込まれて ゐろ 世界 は、 さう しても 先生に は 特別な Mi^ 驗 である 所の 明治 四 卜 四 年の 

丸 


一 o 

三ケ 曰の 光景で ある ミ、 云 ひ 切って 差 支な ささう に 思 はれる。 (追 ii) 


大喪 中 

此春を 御慶 も 言 はで 雪 多し 

東洋 城 明治 三十 年の 一 月英照 皇太后が おかくれ になった。 その 翌年の 卷は 諒闇の 新年で ある。 

偶 其 新年に は頻に 雪が 降って しめ やかな 諒闇 を 一層し め やかに した。 が、 雨ミ 違って 夫 は 雪で あ 

る。 ミぃ ふこ- は 人人の 悲 みの 心 を淸ら かな 一 ：1 ぃ何ミ なく 引締 つた ものにする のであった。 此卷 

は、 いつもなら 新年お めでたう ミ 賀詞 を 述べ 出さん ミ する 笞 であるのに、 國の 悲み國 人の 欵 きの 

幕が 下りて ゐる。 そして 慶賀の 心 は 滅却した が 流石に 年の 新な 心 持ば かり は殘 つて それが 識域 * ト 

に 天地 を こむ る この 大雪の 純白 ミ打向 ふので ある。 

寅 u 子 皇太后 の 御 かくれ ミ雪ミ に は 何 所 かに 心 持の 通 ふ 所が ある ミ 思 ふ が。 

鬼洋城 それ は 白雪の 優しい 氣 分が、 御大 葬の 主體が 女性で ある.、」 いふ こ ミミ 通 ふ 所が あるから 


かもしれ ない。 

蓬 里 雨 其 通 ひ は 併し 識域 下の 通 ひで 意識の 表面に 出て 來 たもの ミ しない 方が よい。 V 

東洋 城 此春は 御慶 もい はで ミ 言って 來て、 その ぁミを 知らん顔して 雪 多し、 殊に 多し ミ ボン 7> 

外ッ方 を 向いて 了った V.- ころ に 俳諧の 面 a 味 か 溢れ てゐ る。 

蓬 里 雨 雪 多し-二 いふの は 雪の 分量が 多 い ミ い ふ 事 だら うか、 夫 ミも 雪の 降る 囘數が 多 ぃミ いふ 

事. たらう か. - 

柬洋城 今年 は 雪が 多い な， ごミ いふから 多い ミは囘 数の こ-、〕 であらう。 併し 必ゃ しも ここ は同數 

に 限る 必要 もな く、 自然 分量に も 及んで 近年 稀ら しい 大雪で ある やうな 心で よから う。 

^日子 雪 多し ミ いふの で 間の ひつ そりした 靜 かな 氣 分が 出て 來る。 

蓬 里 雨 私は靜 かな ミ いふより ももつ ミ 進んだ 心 持 を 感じろ。 寧ろ：^ しい 心 持が ある 様に 思 ふ。 

寅 日子 此れ. ->餘 計な 事で は あるが、 英照 01 太后 は餘 程え らい 方であった-、〕 思 はれて 居る から、 

やさしみ 柔 かみ ミ いふ 點 ばかりでなく、 まだ 別に 雪の 或る 凛烈-、〕 でも 云った やうな 感じ ミ合ふ 所 

が あるか も 知れない。 

蓬 里 雨 御慶 もい はでので はさう だら う。 


一二 

東洋 城 此春を 御慶 もい はや-、) いふ こ に對 して 却て ミか 否-、) かいふ 心の 動き 轉 ぜん-、〕 する 瓣み 

たやうな 桐み たやうな もの だら う。  、 

蓬 里 雨 何だかで で. ぐつ ミカ Si5 く 前の 句 を 結んで そして 押へ つけて 了った ので、 雪 多し-、】 いふ 言 

葉 か 大變樂 に 自由に 出て 來る 事が 出来る 樣な氣 がする。 從っ てこので は 子供達の やる see-saw で 

1 方の 端に 加 へ られた 力の 樣な ものである。 


その 二  (松 根豐 it^ 郎抄) 


人に 死し 鶴に 生れて 冴 返る 

束洋城 天地の 風物 はしか ミ 春色. か 動 いてる るに 拘ら f  - 此 めっきり 立 返っての 寒さに きりり ミ氣 

の 引し まる 感じが する。 是か冴 返る である。 かう いふ 春 さきの 長閑な しかし 肅 たる 感じ を 作者が 

體 したのに 此句は 始まって ゐる。 此感 じに 立って 作者の 理想が 流れ出て ゐる。 次の 世に は 牛に 生 

れろミ か 馬に 生れる ミ かいふ 佛說の 因果 應報話 な  一 }J の 聯想 から 「鶴に 生れる」 ミぃ ふやうな こ .Z 

も さ う 突飛で なく 聞かれ. るし、 鶴ミ いふ もの が 目出度 い 高 尙淸潔 な咸 じの もの だから、 人に 死ん 

で 鶴に 生れる ミ いふの は極氣 持の よい 高潔な 感じ を與 へられる。 要するに、 人ミ して は 死んで 行 

一三 


つて さて Sf ミ して 新に 生まれる ミ いふ 想 上の 美し さに 愤憬 する ので ある。 この 句の 場合で は 人 一 

ミ して か 死んだ が やつ-、〕 まあ 鶴 位に は 生れ 得た-、】 いふので はなくて 、人-、〕 して 死んだ が よりょく 一 

61^ゃ-,^-.^ミぃふ位にぃぃ氣持なのでぁる。 人に 死し 鶴に 生れ ミ いふ 所に 應 報-、) いふ 程で はない 一 

が 一 種の 因果の 樣な ものが ある やうに 思 はれる 11 何だか その 死ん. た 人の 人格 を 因-、】 し 生れた 鶴 一 

の 屬性美 を果ミ したやう に。 

蓬 里 雨 ^^1?^}ひに對する感じに就ては僕も同感だ0 季節 はもう 春の 季節に なって るるのに 寒さ は： 

、、、、、、、、、 

季節-、 一 逆行し でもす る樣に 冴え 冴えして 身にしみる 心 持な の だら う。 人に 死し 鶴に ゆ 一れ て-、) レ. ムー 

其ハ は 併し 別 に 理想が 高 かったり 人格. か 高潔 だ つたり する 機な 人で はなから う-、〕 忍 ふ。 若し 此所 

に 高潔 ミ いふ 言葉 を 使 ふなら 此 人は不 高潔な 人な の だら う。 さう して 此人は 或 個人 を 指した もの 

でな く 云 はば 人間 一 般を 代表 させた 意味の 人で ある。 鶴から 受ける 感じ は 純粹で 高潔で 雪白で あ 

る。 人から 受ける 感じ は 不純 粹で不 高潔で 不 雪白で ある。 二つの ものに 對 する H 、見方から 出立す； 

るミ、 人に 死し ©5 に 生れ 7.- いふ 感じ ミ 冴 返る 7】 いふ 感じ- 、/かびたり ミ 合- J ので ある-  i 

東洋 城 僕 はちが ふ。 人ミ 鶴-、〕 の 純 不純の 反對 律が 冴 返る に 合 ふので はなくて、 今 まさに 此 あな 

たかい 人間の 血の 罔って るろ 自分が 突-二して 戶 外の あの 雪白な 鶴に なった-、〕 思 ふこ ミ により、 そ！ 


の 立 場の 置換の 激烈な の に 急 に 冴 返る 心 持になる の だ J 

寅 曰 子 此句は 作者が 實 物の 鶴に 對 しての 心 持 ミ解釋 け.. へき もの か、 それ-、】 も 頭の 中の 鶴ミ 見た 

方が、 いか、 さっち だら う。 事に よる ミ 先生 自身の 希望 を 表 はした もので は あるまい か。 

蓬 里 雨 私 はか は 作者の 眼前に あろので はなくて 作者の 頭の 巾に あるの. た-、) S ひます。 ^望 ミ云 

つても いい かも 知れない が、 此心持 は 後の 「則天去私」 に 通 ふ、 psre な ものに 封す る 先生の 愤憬 

-.f.-^^ てゐる もの ミも 見れば 見られる 7】 思 ひます. - 

寅 日  比 句の 出來 上った 過程 は、 ごうで あつたか を考 へて 兄たい。 ^返ろ 感じから 鶴が 引出され 

たの か、 鶴に 生れる-、 一い ふ考 から^ 返ろ が 出て 来たの だら うか。 

蓬 里 雨 私 は 矢 張 か 1^;;? 陽氣 を沁沁 先生が 經驗 して、 其 感じ を 人に 死し 鶴に 生れる ミ いふ 架空の 

事實 で象徵 的に 表現した もの-た ミ思 ひます。 さう して 其 架空の 事實の 巾に、 鶴に 對 する 愛 若な り 

尊敬な りが 背景 ミ して 動いて ゐるミ 見る のです。 併し それ は必卞 しも 鶴 を 服^に して ゐる 必要 は 

ない。 頭の 中で 鶴の 印象が 活活ミ 動いて ゐ さへ すれば、 いつでも 攫み 上け て 来て 用に 立てられる 

譯 なの だから。 

寅 日子 私 も 冴 返る 7^ ふ 季^の 感じ を 思って ゐる 時に 鶴が 突然 頭の 屮へ 出て 來た のか-、〕 思 ふ、 
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そして 其 鶴が あ ミ か ら 人格化 さ れて來 たので はない か、、】 思 ふ。 

蓬 里 雨 だから 私 は 此句を 非常に 觀念 的な 句 だ-、〕 思 ひます。 或 意味から 云へば、 此句 は搏へ 物で 

ある。 併し 觀念 的で も 捲へ 物で も此 所迄來 る-、〕、 もうさう いふ 事 は 少しも 問題に ならない。 

寅 日子 此句 にも 先生 特有の 漢詩 的 趣味が 現 はれて るる。 

蓬 里 雨 私 もさう 思 ひます。 次の 「明 天子」 なへ；」 にも 同じ 趣味が ある。 

東洋 城 鶴 は 眼前 だミか 頭の 屮に 在る V- かいふ 議； 1 があった が、 私 はいつ そ 直に、 吾輩 は 鶴で あ 

るミ いって 了 ひたい。 人に 死し の 人 は 過去で 鶴に 生れての 鶴 は 現在で ある。 現在 鶴な ので ある。 

鶴が、 鶴で ある 私が！^ 返って るる、 ^返る 中に 自分 は 鶴な ので ある、 ミ いふ 句 だ-二 思 ふ。 

蓬 里 雨 併し 僕 等の 論じて ゐ たの は 夫ミは 意味が 違 ふよ， - 僕 等 はさう いふ 空想. か何處 から 生れて 

來た のか、 鶴 を 眼前に して 生れて 來た のか、 冴 返る を經驗 しながら 生れて 來た のか、 さう いふ 事 

を考 へて ゐ たの だ。 11 此句は 明治 三十 年の 二月に 子規の 所へ 送った 句 稿 (『漱 石 全集』 《s 十卷 

四 九 三 I 六) の 中の 一で ある。 此句 稿の 前に は 正月に 送った 句 稿 (同上、 四 九 二— 三) が ある。 

是には 大晦日から 元日へ かけての 句^ か 多い。 夫で 是は 一 月 七 八 曰 頃までの 冬 休に 作った 句で は 

ないか ミ 想像され る。 すろ ミニ 月に 送った 「人に 死し」 の 句の ダル— ブは其 後卽ち 一月 七 八日 以 


後に 作った ので、 從 つて 冴 返る ミ いふ 心 持 を實感 して 此の 句が 作られた の だ、 ミ 空想す る 事 も 出 

來 さう である。 11 さう して 此句は 先生 獨特 の、 俳句 のみでな く 先生の 後年の 藝 術の 一 切 を 貫ぬ 

く 先生の 鮮やかな 特徵の 一 つ を、 最も 顯 著に 示して ゐる 句で はない か-、) 思 ふ。 感じ は 違 ふが 「落 

ちし 雷 を盥に ふせて 都の 石」 なさ ミ いふの も 21 じ 行き方で ある。 


明 天子 上に 在る 野の 長閑なる 

鬼洋城 世 は 今治國 平： 大 下で、 聖 明の 天子が 上に まします、 時 は 今 陽春の さ こも かも、 殊更 大野 

の 長閑 さで ある。 ミ いふ 意味の 句で ある。 

寅 日子 ここで 野ミ いふの は 漠然 ミ した 意味で、 國 中ー體 V.- 思っても いいやう に 思 ふ、 唯-た 長閑 

な 心 持から 明 天子に 考へ 及んだ ミ 思 はれる。 11 明 天子 7) いふ 特殊な 感じの ある 漢語 を 句の 頭に 

持って来る レトリック の 手法 は 何でもない 樣で强 い 效果が ある。 此句 にも 先生の 特徵が 可也 出て 

居る。 


蓬 ai 雨 私は赏 在の の 長閑な ぶ- w 色の 方をミ りたい。 春の is の 長閑な 景色 を、 あな 力ち 作者.^ 瓜 

前にして ゐ なくても 可い かも 知れない が、 少くミ も 作者 は廣廣 -、〕 した 野に 立、 つ マ 1、 か f 日 をう け 

て 魂が 欠 仲 をす る 樣な心 持に はなって ゐ なくて はならない。 その 心 持 を 明 天 >^丄 にある ミ いぶ 

に 結/つけて 此 所に 描き 5£ したの だミ思 ふ。 メ. 1 テン シミ いふ ミ何ミ なく 響が 堅苦しい 感じ を 持 

つて ゐ るが、 夫に も 拘らゃ 此の 言葉 は、 非常に 全體の 感じ をよ く 出して るろ。 

寅 日子 僕 は メイ テン シミ いふ 音 も 堅苦しく なく 非常に 朗らかな 感じ だ-、) 思 ふ 

蓬 里 雨 朗らか ミゃ ふの か、 澄ん まい ふの か、 さう い. i じ は 確に あろ。 併し 夫；： f 時に 私に 

はやつ ばり こちこちした 感じが ある 0  純に 音から 來る 感じ を 明 天子-、〕 いふ 言葉の 意味が ョ 0& 『ベ 

する ので、 長閑な 感じに よく 調和す る 樣な氣 がする ので はないで せう か。 何う も 私に は 音-たけ か 

らい ふミ、 明 天子 は 長閑に は 遠い 感じが する。 

柬洋城 K:<t; ミ いふ 堅苦しい 首 葉が 天子の 崇高 さ を 示す から 却って 長閑な 野の 《. ^の 大きく 長閑 

なこミ によく 調和す る。 

寅 日子 長閑な 感じの 内に は氣 高い 樣な 感じ も 肥 タ.. コ 臭い 樣な 感じ もま じって ゐる、 その 浪然- 、一 

した感じの中から&.^<ゃミぃふ特殊な感じを抽出して親はしてゐる-、)思ひます。 


蓬 里 雨 氣高 い ミ か 崇高 ミ かいふ 特殊な 感じ を 明 天子が 呼び出し て 、 長閑に 制限 を 置く -、〕 いふ 說 

に は 私 は不贊 成です。 長閑 は 只. た 長閑で、 肥タゴ 臭い 長閑 ミか氣 高い 長閑-、， - かは考 へなくても 可 

い-、.！ 思 ふ。 

寅 日子 併し 俳句 7> して は 或 季題の 屮の或 特殊な 中心 點を 見つけて それ を强く 印象 さする こミは 

必耍な 事ミ思 ひます。 

蓬 里 雨 「曰 常り や 熟柿の 如き 心地 あり」 ミ いふ 先生の 句が ある。 これ だって 日當 りの 感じ を 熟柿 

の 如き 心地で 焦點 的に 現 はして るる けれ も、 日當 りの 感じが 是で 制限され てゐ る-、) は 思 はれな 

い。 同じ 意味で、 明 天子 上に ある ミ いふ 言葉 は、 長閑の 感じ そのもの を 焦點 的に 現 はして ゐ るけ 

れ f。、 夫が 長閑に 或 制限 を 置く もの. た ミは考 へられない 3 

寅 日子 僕 も 制限して は 惡ぃミ 思 ふが、 唯 だ 中心 を 何處に 置く か-こい ふだけ の 事です。 

蓬 里 雨 餘談 では あるが、 句 稿 を 送られた 子規 は、 此句 だの 前の 句 だの 次の 「朧夜 や」 の 句 だの 

に 二重 圈點 をつ けて 先生の 所へ 返して ゐる。 是 等の 句 は 何う 考 へて 見ても、 子規の 主張す る 俳句 

ぐ】 は 正 反對の 方向 を 歩行 かう V.- する 俳句 —— 子規の 主張 ミ 相容れない 俳句 だ-、〕 いふ 氣 がする。 夫 

にも 拘らす 子規 はさう いふ 俳句の いい ものに は 二重 圈點 をつ けて ゐる。 其點は 子規に もえら ぃ听 
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が ある ミ甲 3 ふ。 子規 は、 先生が 自分の かな はない 所 を 持って ゐるミ いふ 事 を 認めて、 其い い 所 を 

大きく 育て て 行く 爲に 自分 を 空しう して 褒めて ゐ たの だ ミ も考 へられる。 

東洋 城 子規 は 外の 弟子な さに は 君臨して ゐ たが、 句の 上手 下手に 拘らす 先生に 對 して は 常に 別 

扱 ひ をして ゐ たらしい つ 

寅 日子 此句ミ 同時代の 明治 三十 年頃の 先生の 句 は 一 體に 脂. かの つて ゐて 特に 所謂 レトリックに 

重き を 置いて 作られた ものの 樣に思 ふ。 丁度 其 頃 私が 初めて 先生のお 宅 を 尋ねた 時に 色色 俳句 ミ 

いふ ものの 說明を 聞いた。 その 話の 屮に、 俳句 ミ いふ もの は レトリックの =11=: じ 詰めた もの だミぃ 

ふ樣な 意味の 事 を 云 はれた。 其 時の 話ミ思 ひ 合 はせ て猶更 私に はさう 思 はれる。 

蓬 里 雨 私 もさう 思 ひます。 二十 九 年 三十 年頃が 何う も 一番 脂 かの つて ゐる樣 です。 

東洋 城 成程。 

蓬 里 雨 君が 選んだ 今日の 十 句の 内で、 三十 年 二月の 句 稿に 入らない もの は 二 句し かない。 

東洋 城 さう かな あ、 僕 は 漫然 V.- 春の 全體の 句を涉 つてい ぃミ思 ふの を 拾った 丈なん だが。 


朧夜 ゃ顏に 似合ぬ 戀も あらん 

東洋 城 春の 夜 は である、 それが 朧に 至って 最も 濃厚で ある。 自然に も 猫の 戀な さが 現 はれて 

宵 宵 を 色 づける 時分、 人の 心 も 自ら 戀心 になり 易い。 若い、 美しい 顏の 持主 達 はミも かく、 醜い 

顏 土臭い 顏鹿 爪な 顏、 いづれ も戀 な、 ごし さう もない 貌. 戀 なさ 出来さう もない 顔の 人で、 思 ひか 

けす 春の 朧夜 は戀の 奴、、) なる の も あるで あらう。 ミ いふ 位の 意味. たらう-、) 思 ひます。 

寅 日子 似合 はぬ ミ いうても、 それが 性格にまで 立 入った 道德 的の 意味で はなく、  §sf 匚顏 の外觀 

ミ いふ 意味 ミ解 しない V ) 俳味 に 遠 かる 樣に 思 ふ。 その 意 味で 似合 はぬ 人が 騰夜 の 影響 で 戀を す る 

處に 多少 hii ヨ orous な 俳句 的 輿 趣が ある。 

蓬 里 雨 芭蕉の 句に 「顏に 似ぬ 發句も 出で よ 初 櫻- ミ いふの が ある。 「朧夜 や」 の 句 は 一 寸此 句に 

似た 所が ある。 併し 「顏に 似ぬ」 の 方に は 或 餘所餘 所し さが ある、 他人に 向って 云って ゐ る-、) い 

ふ樣 な。 「朧夜 や」 の 方に は單に 興じた 心 持ではなくて、 ふざけた 樣な 言葉の 裏に 切ない 淚が隱 さ 

れてゐ る、 -、〕 でも 云 ひたい サム シン. クが ある。 芭蕉の 句ミ は、 切り出さう、、) する 世界が 違 ふ 7.- 思 
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ふ。 例へ ズ、 一人 S. か I に そそのかされて 一人の 女に？ する。 其 男は 醜い 顏 をして ゐ るか 

ら 相手 か；： 受け入れられない。 さう して 人から は醫ま か S 出來 ない 霧) か 云つ 

れ たりして ゐる。 II さう いふ 場合に 述懷ミ して 此 句が 生れた I るので あろ。 さう いま f 

、 ヒ もの-、， して 見た くなる 心 持が 此 句の 中には ある。  • 

；羊城 別-まい.、， 限る 必 S ない、 美しくても よい。 5」 んな顏 でも、 要するに 普通に 見て は 

!}  i  -t  i.t フも ぶ、 でら" よお、 -。 さう いふ 顏の內 で 男で も 女で も 勝手 

戀； ヒ) t さう もない 顏 又は. 來 さう もな， -顏ー ..^:v7r、  ^  i  ^  .  > ぶ、.^、  u^f-y 

二 その 一 つ を 苗、 二」 見る. かよい。 -I 或は 漠然-、 一頓に 似まぬ 卽ち戀 しさう もな k  I さつ 

I  ？  、  -  )  . て-. ■ ： も， よ 比墜カ 鎮， か 入れ 代り 映る ミ する のも^ 白レ 

もない 顔-、〕 ほかして あって そび ほ 力し.^, リ」 色色 プ让 禾ク 資力 ノズ 4 

ではない か 

逢 里 雨 僕 はさう は 思 はない。 僕 は 此顏を 可也 嚴密に 制限す る。 餘程ョ Jivsupl な ものにして 

i 僕 は S 醜い 顏. た-、〕 きめる 必要かない、 それ^^.^.^別別び、、)ぃふのだ。句を見る人1 

Mi; か 一つに 極める I はない-、) いまち 僕に は i お？  I. か f 浸し 切って しまって 

君の 所謂 indiv き 1SS は 却って 間接の 部分 el でで も あ II がせぬ でもな.^ 


蓬 里 雨 さっき 寺 ffl さんの humorous な 所が ある-、. - いふ 說 です が、 此ュ —モ ァは 面目-、) 紙 一 枚 

の 裏表 になって ゐる もの だ ミ 思 ひます。 滑稽な 事 そ れ 自身が 旣に淚 を 含 んでゐ る もので あろ -、.- い 

ふ樣 に. -  . 

寅 日子 勿論 さっき 私の humorous ミ いったの もさう いふ 意味の hiimour の 積り でありました。 

—— そ れ か ら戀も あ らん-、 一い ふ 口調が 句の 内容 を 表現す る 上 で 非常 な 效果が あ ろ ミ 思 ひます。 

蓬 里 雨 戀も あらん V】 いふ 言葉に は、 ある 訴 へて 來る樣 な 心 持が あろ。 私が 此句を 自稱の 句-、) す 

る 理由 は そ、 にあります。 

東洋 城 僕の 戀も あらんに 感服す ろ點 は、 句の 中 七 以下の 人事 的の 事が、 此 五 文字のお に 一 氣に 

人間から 抛り 出されて 小さく 小さくな り、 朧^|--、〕ぃふ自然現象その物の偉大さが浸み渡って來る 

所に ある。 それ を 私 は 「人間の 最後の やるせな さ」 -、  >  いふ 言葉で 說 明したい。 矢 張 夫 は 例の 「則 

天 去 私」 なので、 先生が 晚年頻 に それ を 口にせられ たさう-たが、 口にせられ たの は la? に 角、 もう 

すつ-、〕 以前から それが 先生 の 腹中で あった こ -、) を 思 はせられ ろ。 

蓬 S 雨 あらん ミ いふ 言葉に は、 投 出した 樣な 他人 事に して 了った 樣な心 持が ある。 然も その 投 

出した 樣な 他人 事に して 了った 樣な 蔭に、 何だか 投出 しきれない 他人 事に して 了 ひ 切れない サ ム 
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シン. クが ある。 夫が 僕に は而 白い。 

東洋 城 鬼に 角 先 iH でなくて は出來 にくい 句 だ。 

山 高し や や ./J も すれば 春 曇 る 

東洋 城 山 高し V) いふの は 山の 上で いふの か 山の 下から いふの か は 一番 先に 疑問 を 生じる が、 す 

ベての 因緣を 離れて 單 純に 考へ るミ 低い 方から 仰いで 高い 方 を 高し ミ する のが 普通 だから、 下 か 

ゝ、、  、 、 、 

ら上を 見ての 山 高し-、， - する のが 穩當 である。 そこで 自分 は 下から 上 を 見 上 ゆる， - それ 力ら 春 暴る 

ミ いふの は、 花の 前後の 三春の あの 霞んだ 樣な ねむたい 樣な、 日が 當 つて ゐても 薄ぐ もった 樣な 

天氣を さすの だら う 思 ふ 。 雨 を 催す 7) か 雲 を祷く  7 一い ふやうな 夏 秋 冬に 常な 物凄 い 陰 儀な 曇り 

ではない。 さんより-、 一 薄 曇る 位 な 花 曇 式 の 心 持で ある。 さう し て此 言葉 か ら は 今 急 に 晴れた 日が 

暴って 來たミ いふより、 やや 長い 時の 連績を 用意され る。 昨日 も 一昨 a もミ いふ 樣な。  そこ 

でかうな る。 ある ー职忖 が ある、 それが あろ 高山の 下に ある、 その 高い 山 はさんより ミ蒲 曇って 


ゐろ。 その やや ミも する-、〕 春 曇る 中に その 高い 山が そそって ゐる、 その 村里 や 谷 や 平地 か lis はつ 

てゐ る。 山が 高い から 何よりも 先に 春 曇 をす る。 ここに 里 村 を 描く のは必 しも 里 村で なければ な 

ぬ ミ いふので はなく、 又 そこに 住みつ かねば ならぬ •》 いふので もな く、 旅 中の 行き やりの こ-/ J 

でもよ いので は あるが、 少 くも そこに 曰の 春 曇 を 想像 し 得る だけの 馴染 心 を 要する ミ 思 ふ 。 

蓬 里 雨 僕 は 夫-、) 反對の 景色 を 思 ひ 浮かべる。 是は 作者が 高い 山に 登って ゐて 下の 景色 を 見下ろ 

して ゐ るの-た ミ思 ふ。 僕 は 去年の 春 叙 山に 登って 丁度 これ ミ 同じ 心 持 を經驗 した。 やや-、) も すれ 

ば は、 短い 時間の 內に、 うらら かな 日が 照る か-、 一思 ふミ 失が 直ぐ さろ んミ する、 卽ち、 ミも する 

ミさ ろん ミ したがる ので ある。 從 つて 之 は 幾日も 鑌 くので はなく、 或 一 日の 內の或 時間 內の 事ミ 

して 詠んだ もの だミ思 ふ。 此句は 明治 三十 年 四月 十八 日に 子規に 送った 句 稿 (全集、 第 十 卷四九 

七 ー 五 〇一) の 中に ある。 明治 三十 年の 舂 休みに 先生 は久留 米の 方 を 旅行して ゐる。 此句 稿に 添 

へて 先生から 子規の 所へ 出した 手紙 (全集、 第 十二 卷八ー —八 二、 四月 十六 日 づけ、 四月 十八 曰 

ハ 便の 消印) にこん な 事が 書いて ある。 「今春 期 休に 久留 米に 至り 高 良 山に 登り 夫より 山 越 を 致し 

發心ミ 申す 處の櫻 を 見物 致 候。」 —— 此句は その 山越しの 時の 句ぢ やない かミさ へ 僕 は 想像す る。 

もつ ミも其 二つ 許り 前に、 「人に 逢 はや 雨 ふる 山の 花 盛」 いふ 句が ある。 山越し は 或は 此方 かも 
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知れない。 ミにかく此句が旅中の句でぁるミぃふ^^^^'は、 此 句が 「筑 後路 や 丸い 山吹く 春の 風」 -、) 

いふ 句の 次に あって、 然も 此 句の 次の 次まで 旅ら しい 感じの 句が 續 いて ゐる 事から 想定す る 事が 

出来る。 

洋成 さう いはれ るミ さう 思 はれる 樣な氣 もせぬ ではない. か、 俳句 ミ いふ もの はいつ も 自分の 

直接 間接 の 經驗が 土臺になって！？^：現するものでぁるから、 假令 小宮 君の いふ 樣な 順序 で 此 句が 出 

來 た-、〕 しても、 現に 紀行文の 屮に 又は 前書 を附 して 發 表して ない 時 は、 その 句を獨 立した 作品 ミ 

して 兑 たい ミ思 ふ。 色色な その 時の 作者の を 加味し なくて は 句意の 通じない 揚合は 仕方がない 

が、 此 場合な、 ご はよ く 分る し. 請 者 銘銘の 聯想で 大和に ならう さ 信 州に ならう ミ 一 向に 差 支 はな 

いから。 又 山の 上 だ 下 だミ いふ こミに 就ても (假に 先生の 九州の 山 旅行の 時 V) しても) 必然に 上 

だ ミ 極められるべき 何者 もない から、 出 高し ミ讀み 出して 普通の 觀 念から 下から 上 を 仰-ぐ ミ 見て 

了 はう、、. >  いふので ある。 

寅 日子 僕 も 此れ は 自分が 高い 山の 路を步 いて 居る 心持ミ 解して 居た。 唯 僕の 感じで は 晴れ 曇り 

が もつ ミ 急激 だミ思 ふ。 高い 山の 上で は 雲の 往^が かなり 早い から。 

東洋 城 春の 山. たし 春 曇 だから さう いふ 急變 は事實 上 稀に ある こ-、) に は 相 遠ない が、 一句の 感じ 


からい ふ ミ反對 だ。 第一 、 やや-、. "も すれば ミ いふ 繰 返す 樣な 習惯 性の 樣な 言葉 は、 卷ミ して は 陰 

慘な、 雲の 急激な 變化を 導いて 來 にくい。 • 

蓬 里 雨 僕 も 急激な 變化 ではない-、〕 思 ふ。 敷 山の頂から 下 を 見下ろす-こ、 琵琶湖が 見えろ。 湖水 

の 左の 近 江の 國は 菜の 花 だらけで ある。 夫 を ぢっミ 見て るる-、)、 いつの 間に か麗 かだった 空が さ 

ろん-、； して ゐる。 曇る-、 と W つて は强 過ぎる かも 知れない、 煙る ミ 云った 方が 可い かも 知れない。 

何 ミ なく は 間 か ほう ミ して 了 ふ ので ある。 やや ミ も すれば 春 曇 る も、 さう いふ 所 を 云った もの. た 

らう ミ思 ふ。 

ハ！ u 丫 山 高し-、〕 いふ 言葉に 重き を 置く-、. -、 雲の 往來 晴れ 曇が 急激な 感じが 僕に は 適切で ある。 

蓬 里 雨 山 高し ミ いふ 言葉 は、 高い 山 ミ いふ こ-、」 を 現 はすよりも、 私に は、 より 多く 下 を 見下ろ 

す 方の suggestion を與 へる 樣な氣 がする リ 

束洋城 山 高し ミ云 へば 高い 山が 常に 聳えて 見えて ゐ ろの. か 普通で ある。 それ.. かや や、、. "も すれば 

卽ち 又して はミ かくに 春 曇る、 卽ち 春の 曇り 癖ミ いふの. たから、 山 下から 山 そのものの 曇り 姿 を 

兑 るので あろ。 

蓬 里 雨 君の 樣に する 7 ヽ 作者の 位 li は-》」 うなる か。 


東洋 城 無論 山の 下 だ。 作者 は 山の 下の 村里の 住人で でも あれば 尙 よい。 たミへ 君の 考 へる 樣に 

先生の 旅 中 だ-、〕 しても、 先生 卽ち 作者が さう いふ 山 下 を 通る 時 さも その 住人の 樣な氣 になって、 

け ふ もき の ふ も-、 ，- や や 長く 引續 いた 時間に 住す るこミ によって 此 やや-、』 も すれば その 山 ミ の 問 

に 密接な 交渉が 起る。 山の 上 だ ミ する ミ 僕に は その やや 長い 時間-、) か 習惯性 S かいふ こ ミ の 立揚 

に 立つ の に餘り 特殊な 場合 過ぎる。 

蓬 里 雨 春 曇 るミ いふ 言 薬 から は 僕 はさう して も廣 い { 仝 全體が さ ろん ミ する 心 持 を感 じる。 從っ 

て 若し 是が 山の 下 だ ミ する ミ、 作者 -、，- 山 若く は 山家-こ は、 其 間に 可^ 遙な 距離が ある 必耍か ある。 

、 、 、 

併し さう する 7.1 山 古问し 7〕 いふの が 働かなくなる。 

東洋 城 僕 は 寧ろ 山 高し が餘り 働き過ぎな いこ を 希望す る。 一句の 生命 はより 多く やや.、. - もす 

れ ば 春 曇る にか かって ゐ る氣 がす るから。 季節が 春で あり、 殊に や や ミ も すれ ば 春 曇る ミ する-、. -、 

さんな 高い 山で も 君の いふ 樣に空 まで も、？」 ろん ミ して ゐる その 大きな さ ろん ミ した 屮に ほかされ 

てし まって、 その^ 立 その 者 はむしろ 空の さ ろん 地の さ ろん の 大きさ を こそ 助ける 樣な 位置に あ 

ろミ思 ふ。 作者 (： 止 確に いへば 讀者) がそ. の 高い 山の 下に 居、 自分の 上に 山が 聳え、 その 山も自 

分 も 春 曇る 屮に漬 つて ゐる ミ いふに 何の 不自然が あらう。 夫に やや V； も すれ. は 7,- いふ 言葉 だの、 


春 i るミ いふ 言葉 だの、 句 全體の 調子に ゅミ りのある 所-たの、 日日に そんな 天氣の 屮にゐ る-、) い 

ふこ -つ を 想像 させ る に 充分で ある 7  > 思 ふ 。 

蓬 里 雨 やや ミ も すれば-こ いふ： 一一 e 葉から は、 僕 は、 幾 曰に も 互って 繰 返される ミ いふ 樣な心 持 を 

感じない。 刻刻に 一 つの 方向に 傾いて 行かう ミ する もの-か、 此 言葉で 現 はされ てゐ るミ 見る。 從 

つ て うらら か. た ミ 思 つ てゐた 空か い つ の 間に かさろ んミ してし まふ、 乂 うらら かにな つ たか VJ 甲 I 

ふ ミ さ ろん-、， 1 してし まふ。 さう いふ 意味で 短い 時 問の 出來斟 である ミ思 ふ。 

寅 日子 强て 異說を 主張す るので はない が、 僕に は 作者が 歩いて ゐる 山路の 附近. たけの 光景 を兒 

て 居る ので も 差 支が な い。 唯 だ それが 日の 照って 居る 時には いかにも 麗 かにの さかに 見えて 居る 

が 曇って 來るミ それが 急に 淋しく 心細く 見えて 來る、 その 心 持 を 春 曇る 7> 言 ひ 現 はした もの だ-、. - 

感じても 惡く はない やうに 思 ふ。 これ も 勿論 唯 だ 僕の 狹ぃ 經驗か 素因に なって 居る の だら うが。 

寅 日子 少 くも 南國 では 春風の 吹く 日に 山脈の 頂 近く 雲の 去來 する は 極めて 普通な 事で、 少しも 

珍ら しくはありません 0  (追記) 
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靑樓 ゃ攔の ひまより 春の 海 

柬洋成 品 H は^ 道 を そのままの 色里で 一 方 は 海、 夫で そこの 茶屋 茶屋 はすぐ 座敷の 下が 海に な 

つて ゐる、 卽ち醐 千の 間から す. ぐ 向 ふに 海が 展 いてる る。 ミ いふ 風な 光景が 自ら 眼に 描かれる。 

殊に は 春の 海の のさ かさが 靑 樓の晝 間の 事靜 かなの-、〕 相應 じて、 かかる 境の まこ-、) にかく もや-、. - 

思 ひ やられる ので ある。 さて 此 句は此 景色に ゐる 人が その 靑樓に 登って ゐる のか、 それ ミも 街道 

筋から 茶屋 を兑 たの か、 さちら か はっきり しない。 が、 これ は樓 上に ゐて もゐ なくても 結つ W 靑樓 

を 描き 靑樓の 樓欄を 描き その 間に 春の 海 か 描かれれば よいので ある。 現に 此句は 私が 先生 ミ 一 緒 

に大森 方面 へ 散歩に 行った 時 作られた 句で 、 寳際ぁ の 街道 を 行き つ つ 海岸の 方 の 女郎屋 の 或數軒 

がその 入 n の 暖簾の ひまから 卞 っミ向 ふに 攔 干の 向 ふに 海 を 見せて ゐ るのに 逢着した の だから。 

— 此句は 先生の 傑作 ミ して 選んだ ので はなく、 自分 ミ因緣 の 深い 點 から 出した までで ある。 

蓬 里 雨 此 散歩 は 三十 九 年 十月 二十 一 日で ある。 森 m が 先生から 貰った 手紙の 屮に 「君の 夜中に 

かいた 手紙 を 兄て ゐる V:- 東洋 城が 誘 ひに 來 たから 手紙 は 洋服の 力 ク シ へ 入れて 品 川の 先の 鮫洲 


の 川 崎 屋-、 にい ふ 料理屋で 飯 をく. ふ …… ス全 集、 十二 卷四八 六— 七) ミ あって、 其 終に 「十月 二十 

1 日夜 十 一 時 池 上より 歸 りて 夏 目 金 之 助」 ミ 害いて ある。 

束洋城 その 川 崎 屋で飯 を 食った 時、 下の^ 敷に 水 野 鍊太郞 氏 か 來てゐ て、 廊下で 不 怠に 先生 V.- 

逢って 擧生 時代 以後ら しい 挨機を 先生 ミ 交して ゐ た。 

蓬 里 雨 池 上の 本 門 寺で 先生が ィムブ レツ ショ 二 ズムの 話 をして、 tjj? が 夫 をお 詣 りに 来たさ こか 

の 藝者を 見ながら 筆記して、 「文章 一 口 話」 - 、一 して 『ネト、 ギ ス., に 出した の は、 ^4、時の事ぢゃ 

ないか。 

束洋城 そんな 事 はない よ。 藝 者なん かに は 逢はなかった し、 筆記 を そんな 散歩 先でした こ V) は 

ない。 あれ は 先生の 宅で 別の 時. にした の だ，^ 

蓬 里 雨 いや 先生が さう 云って ゐ たよ。 外に 證據も ある。 

^^洋城 さう かな あ、 そんな 害 はない。 若し 先生. かそん な こミを 雷ったら、 それ は 先 牛； の 思 違 ひ 

だ。 併し あの 時を考 へる ミ實 に懷 しい。 先生 を 自分 一 人 か 占領して ミも かく 終日 二人ぎ りの 世界 

に 住んだ の-たから。 

蓬 里 雨 話 を 句に 戾 すが、 此句 は晝間 靑樓の 二階 か 三階 かに 寢そ べつて ゐる、 顏を潢 にむ けろ ミ 
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欄干の 問から 春の 海が 見える、 ミ いふ 句 だら う ミ解釋 す る。 さう して 先生の 此 {八> ^想 は 恐ら く 東洋 

城ミ あるいて るる-、」 いふ 意識から 特に 動いて 來 たもので はない か-こ 思 ふ。 〈：s 時の 三重 吉ゃ 東洋 城 

が gl 道して ゐた 「花魁 憂 ひ 式」 ミ いふ 様な 冶艷な 趣味の 影響 をう けて、 先生の 頭の 巾で は 一寸 靑 

樓に 上 つた 樣な 遊興 的な 心 持に なって 見た ので はない か。 

東洋 城 何. たか 僕が 女郎屋に 寢轉ん だ 經驗の 問 星で でも ある 樣に 聞こえる. ちゃない か。 

蓬 里 雨 いや、 さう 云 ふ 意味 ぢ やない。 事實の 問題で なく、 當時君 等に よって 代表され て ゐた特 

別な 冶 鼬な 氣 分の 問題な の だ。 

來洋城 さう いへば 「おいらん うれ ひ 式」 時代 を 思 ひ 出す ね、 あの 三重 古の 『千鳥』 や 『山彦』 趣 

味の。 

寅 日子 此句 にも 先せ の 支那 趣味が 見え はしません か。 

、 、  、 、  ， 、 

• 蓬 里_.§ ミ いふよりも、 靑樓 -、，- いふ 方が 品が よくなる。 その 方で 靑樓 -、，> か澜ミ かが 使 はれて ゐる 

ので はないで せう か。 

寅 日子 さう 云へば さう でせ うが、 それば かりで もない やうな 氣 がする。 品 をよ くす る 仕方 は 外 

にも あるから。 —— 漢詩 趣味で 思 ひ 出した か、 子規が 先 牛； に 贈った お 眞か何 かに 漱石 詩伯ミ して 


ありまし たね。 11 子規が 始は 先生の 詩 を 無闇に 直して 居た が其內 にたう ミぅ  一 E おく やうに な 

つた ミ いふ 話を閒 いた 覺か ある。 

蓬 里 雨 先生が 明治 二十 二 年に 『木屑 錄』 (全集、^ 十 卷三四 九— 五 七) ミ いふ 題で 漢文で 房 總紀 

行 を かいて ゐる。 其 終の 方に 子規が 「余 與吾兄 入校 也 共 舉缺舌 草 蟹文而 兄 然現 頭角 話 南蠻語 

猶 邦語 余 以爲長 于西者 漑短于 東 吾 兄亦當 不知 和漢 之舉矣 而今 及見此 詩文 知 吾 兄 天 禀之才 其 能 詩文 

^|?則其才之用耳不必問文字1\ー自他與舉問之東西也如吾兄者千^年 一 人 psll …… 翁 者 接 M= 兄 時 使 余 

一 驚 而今 復讃此 詩文 使 余 W 驚 不知 後 來復欲 揮 何等 奇才 而 使 余 幾 驚耶」 ミ 最大 級で 推 讚の 辭を呈 し 

てゐ ますよ 0 

束洋城 是は資 際 上の 興味 は 深いが、 獨 立した 詩-二して は 前 前 来の 句に は 及ばぬ かミ思 ふ。 

.XHr 同 咸、^ です。 

蓬 里 .1 僕 も 感 です。 併し 前のに 比べて は 及ばない けれ さも、 獨 立して 夫 程 詰らない 句 だ-こも 

思 はない。 


i 

1 に 乙 # つき らんぐ」 して は！^) る 

柬洋城 そこに 一 つの 大きな 瀧が 懸 つて ゐる。 落ちた ぎつ 瀧の 水は虛 空から 奈落へ 雪 S の 大布を 

垂れる。 瀧 壷の 水 は 一度 水而 下に 落 込んで 更に 急に むくむ くミ 湧き上がり、 湧いて こ ほれて 下へ 

下へ ミ 流れて 行く。 その 瀧 壺の上 を 下流の 方から 眞 一 文字に 飛んで 來た 燕が つうう っミ 行って、 

あは ゃ瀠 布の 面に 突當 らう ミ する。 もうあの 水勢に はたき 落された かミ思 ふ。 ミ、 ヒラリ -、， - 反つ 

て サッミ 下流へ 流れる 樣に 飛ぶ。 …… 行った かミ 思ふミ やがて 又 一 散に 新 寄せて 瀧に ぶつからう 

- こして は 反す。 瀧 は 始めから 聲鼕ミ 落ちて るる。 瀧壺は 終始 莊厳 である。 そこに 微小な 輕 快な 勇 

敢な 小鳥の 勇者の 行動が —— さう して 瀧 はいよ いよ 大きく 壯に 美しく 佳い 景色で ある。 

蓬 里 雨 僕 は 此句を それ ほさい い ミは思 はない。 只 だ 突當 らん ミ して は 返る ミ いふ、 特に 突當ら 

んミ して は 7〕 いふ 表現が、 先生 獨特の 表現で ある ミは思 ふ。 例へば 『草枕』 の屮の 「鏖角 は 鋭く 

週って、 按摩なら a 與逆樣 に 落つ る 所 を、 際さく 右へ 3^ れて」 (全集. 第二 卷四 一 四) ミ いふ 樣な 表現 

の 仕方 ミ全然 同一 である。 、點で 先^の 表現 法の 一 つの 特色の 現 はれ ミ して は 意味が ある けれ、 ご 

も、 夫 を 離れて は 味が薄い。 何だか 普通の 場所で 燕が 飛んで ゐろ所 を 見て ゐて、 それに 瀧 を 配合 


した 樣な氣 かする。 

寅 日子 思 S つた 變 つた 句法が 矢 張 巧み だミ思 ふ。 殊に、 はの 字なん か隨 分よ く 利いて 居る。 

束洋城 後から 思 ひ 合せて くっつけた 7 一い ふ 様な 不自然に は 思 はない。 こんな 風の 場面 を 持つ 或 

瀧 を 想像す る こ 7,- は 左程 W 難で はない" 例へば 日光 ゃ鹽原 あたりの 瀧な さで 附近の 農家 や 茶店の 

燕. か屢 かう いふ 場面 を 作って ゐる。 かう いふ、 場面が あり 所作が ある、 かなり 裨 雑な もの を 一 も 

角 靜な方 は靜な 方、 動く 方 は 動く 方で 明確に 現 はして、 そして それが 一筋繩で くくられて ゐろミ 

ころに かなり 手際 を 認めて いい。 义 その 手際 を 生んだ 作者の 見据 ゑろ 力に 感服し なくて はなる ま 

い。 これまで 研究して 来た 先生の 句の 多くが 殆さ主 觀味を 筋-、) して ゐ るのに 對し てこれ は 又サラ 

リミ純 光 E 一 0^ 的な 所に 先生の 一 面が 見えて ゐる。 さう して 先生の 句に はかう いふ 稀 類の 句 も かなり 

ある。 而も その 純 客觀の 句が 子規の 純客觀 の句ミ はぐつ ミ ちがった 或 者を冇 つて ゐるこ ミ を 兄 逃 

して はならない。 此方； e にも 亦 先生の 一 角が 現 はれて ゐる。 

蓬 嵐 雨 客觀 的.、〕 いふが、 突當 らん ミ して はミ いふ 樣な 言葉 は客觀 的ではなくて 寧ろ 非常に 主觀 

が 這 入って ゐるミ © ふ。 夫から、 瀧に 燕の 景色 は 想像し 得られろ ミ いふ けれ さも、 瀧に 燕 は 想像 

出來ろ 所ではな く、 さぅぃふ^^^さ へ澤山に見せられてゐる。 瀧-、. -燕ミ いふ だけで は 火した 働き 
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がない やうに 思 ふ。 

東洋 城 華厳の 瀧な さの K 景 である" あの 瀧 を 見る 茶屋の 軒な さに は 燕の 巢 があった。 

蓬 華厳の 瀧で は 僕 も 燕 を 見た。 其 t. は 燕が、 蝙 娼の樣 に、 ヒラ くして 飛んで ゐた。 

寅 日子 僕 は 岩燕 だ し て も此 運動の 描寫を 少し も 不穩當 7〕 は 思 ひま せ ん： 

束洋城 岩燕 は 瀧壺の 側の 岩に 巢を 持って ゐて瀧 壺の上 を 飛んで は ¥ 化 あさるから、 瀧 壺の上 を 

輪 を 描いて ま はって ゐる。 一 直線に 瀧へ 向って 突當 らうます るの は、 ごうしても すこし 離れた 所 か 

ら 瀧へ 向って 飛んで 來ろ 只の 燕ミ 見たい。 —— 小 宮君は 縛な、 ヒ にかう いふ 圄 柄が あるから つまり 

陳腐. たミ いふので はない かつ 

蓬 里^ さう. た、 其 意味で 僕 はつ まらない ミ思 ふ。 

寅 日子 翁に ある 圊柄 だから 陳腐 だ-、) いふ ミ 大抵な 句 は 陳腐に なり はしない か ミ 思 ふ。 

蓬 里 雨 景色に 對 する 作者の 特別な 感動が 現 はれて ゐ さへ すれば、 何も 同じ 景色が 前に 幾つ 繪に 

描かれて ゐ たって 陳腐 ミは思 はないけれ-ごも、 此句は 何だか 「突當 らん ミ して は 返る」 ミ いふ 言 

葉 丈に 非常な 意味が あって、 瀧-、 ー燕ミ から 出て 來る 景色に 對 する 作者の 感動 は、 大して 出て ゐな 

い。 寧ろ くっつけた 樣な氣 がすろ." その 嘴 5 味で つまらない ミ 思 ふ。 


寅 日子 それ はさう 思 ひます。 しかし 此 時代に 先生が 特に 重き を SE いて ゐられ たか-、) 思 ふ 所 ii レ 

トリックの 立場から 見て、 燕の 特殊な 飛翔の 仕方 を 巧に 言 ひ 現 はした もの ミ いふ 點 から 見れば そ 

ん なにつ まらない ミ いふ ほさで はない ミ忍 ふ。 

蓬 里 雨 それ は 同感です" 11 唯 だ 併し 芭 蒸の 「時鳥 聲 as た ふや 水の 上」 なさに 比べる ミ、 此句 

は 大分 落ちる。 時鳥の 句 も 運動 を 描いて ゐる。 時鳥の 聲を 流動的な 線で 現 はした やうな 描 であ 

る。 然も 此句 は、 時鳥の ®5 の 運動の み を 現 はした だけでなく、 それ- 、二 緒に、 時鳥 V.- 水 7.- を 活か 

して ゐる。 

寅 日子 成程 その 方が 此れより は餘 程い い 句 だミ思 ひます。  • ， 


ぶつぶつ ビ大 いなる 田螺の 不平 かな 

東洋 城 春の 田に ころがって ゐる 大きな 田螺が 日當 りの 水の ぬくもりで ブ ッブッ いうて ゐる。 夫 

がいかに も： r たか 不平が あって 獨 りで ブ ッブッ こ ほして ゐる やうな。 ^！^日は長閑でぁる。 長閑な 


三 < 

m 圃の 景色の 中に W 蝶 一；" ころがって ゐろ。 —— 此句も ：！：. た か 作者 自身が 出て ゐ る 樣に思 はれる。 

大きい 偉大な 作者が 世に 隠れて 陋巷に でも ゴ ロゴ 口して るて 未. た 伯 樂に逢 はぬ 樣な、 そんな 不平 

をい うて ゐる aiH な  C 

蓬 里 雨 .i^liiv) は 偉大な ミ いふより 只 大きい の. たらう-、 i ふ。 が、 田螺 自身に なって 兄れば 

他の に 比して 俺 は 大きい-、) つてる るの かも 知れない。 それ を 併し 人 問から 兄る-、)、 大した 

問 超で も 何んでも な い，， - 

^^u^ 廣 もさう 思. ふ， -大 いなる-、. - 云った ミころ に獨 得の lumiour が ある。  . 

蓬 里 雨 私 は、 作者が 自分で 自分 を 嘲って ゐる樣 な 心 持を此 句全體 から 受ける。 さう いふ 意味で 

humour が あろ-、】 いふ 御 一一 一一 C 楚 なら、 同感し ます。 

柬洋城 大 いなる-/) は 無 iim 蝶 の 形の 火き なこミ であるが、 その 大きな wif 、を 13^ てゐる 間に さう 

詠んで ゐる 人.； E 身の 大 き さ 偉大 さが ほ の め く 樣に思 ふ の だ。 ， J の 句 は表而 入 口 か 滑穆で 心 は S 典劍 

である。 

蓬 里 雨 僕 は 作者の 偉大が 兄え る V) は 思 はない。 ここで は 滑稽-こ 眞劍ミ は、 云 はば 絢-ひ まぜに な 

つて ゐる。 二つの ものが 同 ゆに 此方の 頭の 中にはい つて 來る" mii は大 a 典 面目で ある、 それが ro 


螺 を 兄 てるろ 人 問に は^ 笑し い。 同時に 自分の 不遇に 平ら か で ない 人間、 何ぞ -、〕 いふ ミ 不平 計り 

云って ゐる人 EE を、 一段 S0 越して 眺めて みる ミ、 夫 は 丁度 大きな mir かブ ッブッ 云って ゐ ろの を 

人 問が 見て ゐ る-、】 同じ 樣に 滑稽で ある。 然も 其 不平 を 言って ゐる 人間 は此 51 合 自分なん だから、 

其 所 に 滑稽 ミ 悲哀 ミが線 ひ 交ぜになる。 

東洋 城 中 七が 字餘り になって ゐるこ ミが 偶然 自ら 此 句の iH 命に よく 調和して ゐ る。 

蓬 里 雨 僕は大 いなる m 螺ミ いふ 事柄 それ 自身が 生命な ので、 字餘 りで ある 事が 其 生命に よく 調 

和す る、 /.- は 思 はな い。 

寅 日子 田螺が ブッブ ッ音を 出して ゐ るの を 聞いて、 不平 を 云って 居る ミ解釋 する のは隨 分奇拔 

ではない でせ うか。 

蓬 里 雨 此奇拔 は 併し 一方から いふ-、)、 極く 輕ぃ 程度で は あるが、 厭味になる 樣にも 思 ひます。 

寅 日子 前に 出圃の 景色な さが 引合に 出た やう だが、 僕は此 句に 直接に は 季節の 感じ や？^ 境の 自 

然の 感じ は. S てるない ミ思 ふ。 "たから E 圃を 想像す る 代りに 例へば 家の 中の 臺 所で 筑の 中へ でも. 

入れて あろ 場合 を 想像し て も 差 支 はない ミ 思 ふ 。 

蓬 里 雨 さう です か。 私に は、 m の錄に 水溜りが あって £螺. かゐ る、 其 水溜りに は 日が 當 つて ゐ. 
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る、 背中に 水垢が 喰つ いて ゐる、 大きな S 螺 がその ぬくぬく ミ した 日 南の 水の 中で ブッ ブッ 鳴い 

てゐ る、 さう いふ 景色が 兒ぇ るので すがね。 

寅 日子 さう 考 へても 勿論 差 支 はないで せう か、 併し： 山螺 それ 自身が 持って ゐる 田螺 だけの 或 俳 

味 を 句に し てゐ るぐ. >  見た 方が い い ミ 思 ふ 。 

蓬 里 雨 田螺が E の 中 ミ か 日 南 ミ かで ブッブ ッ泡を 立てて ゐる 7〕 いふ 樣な ij^ を考 へす に、 唯 だ 田 

螺其^！^だ け に 集注 し て 考 へ る 方 が 面{11 い -、 〕 い ふ 御說 な-, T 贊 成します。 併し さう いふ 景色が m 螺ミ 

いふ 言 薬から は 出て 來 ない ミ いふの なら、 出て 來 る-、、 いひた くなります。 

束洋城 同感、 實際上 その 方 を 見出す こさが 普通 だ。 

寅 日子 聯想 は 自由 だが、 此 句の 直接の 解ミ して は m 螺が 人に 捕られて 籠の 中な さで 自由 を 束縛 

されて ゐる ミ解釋 する の も 不穩當 ではない-、， -S ふ。 

蓬 里 雨 それ こ そ 特別の 揚合だ ミ思 ひます。 さう いふ 場合 はも 少し 違った 叙述が 必婴だ 7  5-5 ひま 

す。 


寒 山 か 拾得 か 蜂に 螫 されし は 

東洋 城 山寺の 所 化か 何 かが 二人 庭の 掃除 をして ゐた 時、 その- s の 一人が 不意-、〕 蜂に さされた。 

同じ 樣な 二人の さちら だか 見ても わからな いが、 螫 された の もさつ ち だか わからぬ。 寒 山 拾 は 

見立てで、 其 見 立 は 洒落 だ。 ミ にかく 興じた ので は あるが 一句の：. m 白 さは 其 寒 山 拾得ら しさに 於 

て 最も 多く 感じられる。 何に せよ 寒 山 拾 5!!: ミ いへ ば 閑寂な 境 を 想 はしめ るのに さう いふ 境の 春靜 

さに 於て 春ら しく もない 極眞 面目な 二人が 蜂に 蝥 された ミ いふ 一 小ァ クシ デン 卜に 逢着した ので 

ある。 そこに 聊の可 笑 さも あれば 又 春の 閑 靜な氣 分 も 漲ろ。 面白い 句 だ。 そして 誰かれ に は出來 

ない 句、 ここ も 先生の 獨舞臺 である。 先生の 性格の 一面が、 先生が 見える やうで ある。 

蓬 里 雨 さう して 寒 山 拾 の 事に すれば いけない のか。 

朿洋城 蜂に 螫 された-、) いふ こ ミが餘 り 卑近な 事 だから、 寒 山 拾 a: 其 者で なく 矢 張 普通の 世界の 

人の §1 にあった こ ミを與 じて 洒落れ て さう いった ミ 見た 方 が穩當 な氣 がすろ。 それで 充分 寒 山 拾 

得 の 趣な 得られ、 つ 尋常 茶飯事 でで も ある 面. m い 所. か 出る ミ 思 ふ 。 


四 二 

蓬 里 雨 僕 は 寒 山 拾 なさ-、〕 いふ 仙人の 樣な ものが 卑近な 蜂に 螯 される、 換言すれば 作者. か 蜂 を 

して 寒 山 拾お を螫 さしめ た 所に 作荐の 働き 11 作^1^の火ぃに^^|:.)ミすろ所がぁるん.ちゃなぃかミ 

思 ふ。 さう 解釋 する ミ、 此句は 其 働き だけの 句で、 云 はば 奇拔な 洒落 を 聞かされた 樣な ものに な 

ろ。 それ 以外に 大した もので はない ミ いふ 氣 がする。 奇拔ミ いふ 點 では あつ ミ いはされ ろが、 其 

奇拔 が濟ん でし まふ ミ、 ぁミは それつ きりだ-、) 云って 可い 位に 味かない" 

束洋城 奇拔 が奇拔 で、 それが すんで しま ふミ それつ きり. た、 V) いふ こ 7) が而 白い。 それに は禪 

の 公案 じみた 面白味が あら。 二人の 人が ましい が 蜂に 螯 された-じ いふ 小 葛藤の 舉句、 ^葛藤 も 

.^-0 しい もの も 消えて しまって、 それ を した 一 匹の 蜂が すうつ ミ向 ふへ 飛んで 行く のが 見える 

樣な氣 がする。 

寅 日子 僕は此 3- は實 はよ く 分らなかった が、 今 思ひ附 いた 一 說が ある.  作者 か 寒 山 拾 5£ の 

繪を て 居る ミ する" 縛の 中の 人物の 一人の 擧 動か 姿勢 か 容貌 かに、 こいつ は 蜂に 蝥 された な、 

ミ いふ 様な 事 を 暗示す る ものが あった-、〕 すろ、 そして 此の 螯 された 方の 男 は 一 體寒山 か 拾 5;! かさ 

つち. たらう 7- いって 興じて ゐる だけ ぢ やない か-、】 思 はれる。 其 同じ 集の 屮に 「三 聖攀す 桃の 花」 

- 、一い ふの が あるが、 それ もさう いふ 搶 から m>w ひついた の だ、、】 思 ふが、 此句は 矢 張 それ ミ 同じ 樣な 


部類の 句ぢゃ あるまい か。 縛の 表^から 蜂に 螫 された-、. - いふ 架空の 事實を 聯想した ミころ に 先 4 

の 頭腦の 機能の 特色が 出て ゐ るので はない かミ思 ふ。 

ia- 洋城 ミ にかく 古今 を 通じて 珍ら しい 俳句た。 


董 程な 小さき 人に 生れた し 

東洋 城 春の 長閑な 天地の 間に 生れた 莖の 花の 小さき が 作者 固冇の 情緒に 觸れ る。 そこに 人-、〕 戴 

ミの 間に 或 一致-か ある、 卽 ちその 菌の花 をめ でい つくしみ 昵近 になる 極、 作者が 薄-、 二 ロ體し 同化 

すろ。 そこに 先 の 人格が 伴 ひそ こに 先 の 情趣が 溢れる、) 此 種の 理想 句 は 鬼 角に 月並に 墮 して 

鼻 持 もなら ぬが 多い 屮に、 是は又 非常に 高遠な 純 美な 藝術 である。 この 句、 一 而に 一 種の 人生 觀 

を K 胎し 他面に 人情の 温かい 所 を 保有して ゐる。 薰 程な 小さき ミ いふ-、〕 ころに 自然の ー微 物に 封 

する 人間の 省慮ミ その美し い 同情が 仄 見え 小さき 人に 生れた しミ いふ 點に 人-、〕 大きな 顏 はして ゐ 

れ、 ご觀 すれば 亦： 大地の の 一 粟に 過ぎぬ ミ 悟って いっそ 始めから 小さい 併し 穢れも 迷 ひもない 蒙 
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稃な 小さき 物に 生れて 來た い ミ い ふ樣な 人生 觀が根 を さす。 この 句に かう いふ 二 方面 か 現 はれる 

ミ 同時に 先生の かう いふ ニ而が IT はれる。 

0M0 人生 觀 云云 は 言 ひす ざた ミ ふ。 大きな 顏 云云に は反對 する。 この 句 は 窜に董 を 愛する 

心 持から 出發 して 菌の樣 な 小さな 人に 生れたら よから う 位な 意味 を 詠った もので、 是には 餘程西 

洋の 詩の 趣が 這 入って ゐるミ 思 ふ。 いい 句 だ ミは思 ふけれ さも、 何だか しんみりした 感じが 少な 

い。 芭 藤の 「山路 來て 何やら ゆかし 霞草」 や 園 女の 「鼻紙の 間にし ほむ 蕙 かな」 なさの 方が、 蕙 

を 愛する 心 持が 純粹で それが 巧 まやに 出て ゐる 樣な氣 がする。 先生の 此 句に はさう もす こし 巧み 

を感. f る。 本氣 で異劍 にかう いふ 事 を 感じた のではなくて、 愛する 心 持 を かう いふ 表現 若く は考 

へ 方 を 借りて 来て 現 はした-、〕 いふ 氣 がする。 小さき 人に 生れた しによ つて、 蕙に對 する 愛 か 出 

はする が、 併し 一 方で は 其 云 ひ 方です こし 其の 愛情が よそよそしく なって ゐる事 も爭 はれない。 

空想 ミ して は而 白い. か、 味の 點 からい ふ 7 ヽ 充分 墻能 か出來 ない。 

朿洋城 「山路 來て」 や 「鼻紙に」 ミは 全然 別の 境地-、〕 思 ふ。 此句 は董を 愛する ミ いふよりも、 畢 

竞は 自分 を 愛惜す る 事が 非常に 深く、 其 餘现想 73 して 蕙の樣 な ものに なりたい ミ いふので、 何 だ 

か 第； を 自分が 愛 する-、〕 いふ 餘裕か なく、 自分 の 結局 行く先 落着き さ ころで あろ かの 樣に犇 -、. - それ 


を 目指して 憧憬して ゐる樣 な 心 持 だ。 ニっの古句は^3^が本體でそこに人の惝が流れて行く、 此句 

は 人の 心が 本で 人 卽ち薰 である。 

寅 日子 吾々 は 時折 自分の 肉 體の不 態 さや 醜 さ を 可也 强く 感じる 事が ある。 又 病弱な もの は 五 尺 

のから だ を 持て 餘す 事が あろ。 さぅぃふぃゃな自分の肉體ミ薪ミ對照した^^にちょっ-、ーかぅぃふ 

感じが する ので は あるまい か。 要するに 人の 「肉 體」 を董の 「肉 體」 ミ針 照した 時に 出来る 句で 

よな いか ミ 田、 い ふ つ 

束洋城 僕の 蕙 より 小さき 人に 云云 ミ いうた の も 矢 張 その 醜 さ-、】 か不態 さ ミかを 人 か 持ち あっか 

つて、 その 極、 小さい 董の 前に さへ 尙す つ ミ 存在が ない ほさ 小さ い もの-、) 感 やる ミ いふ や で あ 

つた。 

蓬 嵐 雨 先生の 『文鳥』 の 中に 文鳥の 籠の 中に Iff^ を 人れ る-、) snMn な 文鳥が 驚いて バタ バタ 羽搏き 

をす る。 夫 を 見て 自分の 手 を いかにも 火き く 醜く 不愉快に 感じろ 描寫. か ある。 併し 此 句から は 私 

は、 さう いふ 心 持 を 充分に 汲み ミる 事が 出来ない。 『草枕』 の屮 に、 「日本の 望 は 眠って 居る 感じ 

である。 天 來の荀 想の 樣 に-、 - 形容した 西 人の 句 は 到底 あてはまるまい」 (全集、 第二 卷 三 四) ミ 

いふ 言葉が ある。 又 『文鳥』 の 中に 「其 昔が 面白い。 靜に聽 いてる ろ ミ>  丸くて 細やかで、 しか 


四. K 

も 非常に 速やかで ある。 薰 程な 小さい 人 か、 黄金の 槌で 瑪瑙の 碁 器で もつ づけ 樣に敲 いて，.^」 ろ樣 

な氣 かする」 (ST 第 九卷ー 七) ミ ある。 是は 文鳥が 粟 を 喰 ふ描寫 である。 

日子 先生 は 自分の 颜を きたない ものの 樣に 感じて S られ た-、」 思 はれろ 節が 色色 あ つ た ミ 記. 位 

する。 


春 はものの 句に なり 易し 古短册 

來洋城 ^！^はのさか、 うらら か、 お ほろ、 その外の いろいろに 人の 心 も 餘裕の ある 頃-、〕 なる。 ^ 

はものの 何 を 见ても 何 を 間いても ほ 句に なり さうな、 ほ 句が 口 をつ いて 出さうな  。 そこに 一 

枚の 短册が ある、 短册は 古いい にしへの ものである。 その 金の 色 その 雲形の 模樣が 只 だまさに 古 

色 蒼然の 中から 輝く ある もの を 兌せ てゐ る。 それだけ である。 —— 此 句に 就て 特に 强く 注意して 

兒 ろべき こミが 二つ ある。 一 っは靜 動の 關係 である、 卽ち春 はものの 句に なり 易し-、〕 いふ 動的な 

考か古 短盼ミ いふ 靜 的な 物に きめられた 點 である。 今一 つ は 印象の 明暗の 問 超 である、 卽ち上 十 


！ 一 字 は 漂渺ミ する 心地 を 流し 出し 下 五 は 精確 分明 眼前 である。 以上の 二種 の反對 律-か い か に 截然 

明白で あるか、 7) 同時に 叉 此の 二種の 反對 律が ひた ミ W 八" 致して いかに 相渾融 して ゐ るか ミ いふ 

事で ある。 —— 序に 此句は 下 五-たけ 直して 京の なって ゐる のが ある。 

蓬 里 雨 京 si- は 『虞美人草』 に 先生が 「春 はものの 句に なり 易き 京の 町 を」 (全集、 第三 卷五) 

ミ いふ 言葉 を糙か 新聞の 上での ニ囘 目の 書き出しに 使つ た^が ある。 „^=： 〈後、 人に 書いて やった も 

のに、 兩 方が まじって 京の 町 ミ いふ 形に なった もの も ある。 卽ち 先生 は 始めから 京の 町-、〕 して 作 

つたので はなく、 古 短册ミ あった 俳句が 頭の 中に 動いて、 それが 『虞美人草』 を 書く 時、 京の 町の 

描 5^1 ミ して あの 調子の ある 文章の 一 片 -、〕 して 流れ出た ので ある。 是は 僕の 想像で ある。 併し かう 

想像す る 事に 間違 はな い 思 ふ。 だから 先^ は 古 短册を  ー26 の町ミ 改作した ので はない ミ云 へる。 

然も 一 ー樣の 句が 存在して ゐ るの は、 右の 樣な 事情な ので ある。 

束^ 城 先生 はさう いふ 事 を 平氣で やった。 それ か 僕 は 嫌 ひなので 先生に よく 抗議 を 申込んだ。 

さう する ミ 先生 は ゥンゥ ン-、 ) いって 齊 直した。 併し その後で 又 忘れて かま はや 短冊に 書く。 いつ 

も 手帳な さ 見ないで ド シドシ 書く から 尙 そんな 事が 起る ので ある。 かう いふ 事に 先生 は ； 向 無 © 

着であった" 「稻 妻の 宵 宵每ゃ 薄き 粥」 ミ いふ 句 を 「蝙蝠の」 ミ lilll いて 平 氣でゐ たりした 事 は 珍ら 

四 七 


四 八 

しくない 0 

蓬 里-. g 「稻 妻」 の 句 は 併し 「蝙蝠」 の 初 案 を 直した のか もしれ ない。 11 先生の 無雜 作に はかう 

いふ 例 も ある。 「先生 かう いふ 句 を 書いて 下さい」 -、) 頼んで、 然も 此方が 其 句 を 間違へ て覺 えて ゐ 

る 樣な揚 合、 先生 は 澄して その 此方の 覺ぇ遠 ひの 通 を 書いて 吳れ る。 さう いふ 事で、 先生の 方で 

は 改作の 積で も 何でもな いのに 一 つの 句が 幾樣 にも 書かれた ものが 可也 ある だら ぅミ思 ふ。 

a- 洋城 それで 古 短册ミ 京の 町 ミ で 句 V.- して さっちが いい かミ いふに 僕 は 問 にならん ミ 思 ふ 。 

京の 町-こい ふの は 小せ：： 君の 說 明の 樣に 前に 出来た 句の 意 を小說 を 書く 時 散文に 援用した に 過ぎな 

いので、 かう いふ 句を獨 立の 一 俳句 ミ して 扱 ふこ-、. -は 不賛成 だ。 

蓬 里-. S 京の 町 も さう まづ い 句. た ミ は はない。 勿論 古^ 册の 方が いい に は 違 ひない けれ 々： も。 

但し 君の 古 短冊-こ い ふ ものの 解釋は 少し 極端す ぎる 樣に思 ふ。 矢 張 古 短 肌 はい い 短册で い い 字で 

いい 句が 書いて あったり なんかして 夫 を 眼前に して ゐ るので ある。 ミ にかく 十 ：！ 短册は 眼前に して 

ゐる ものでなくて はならない。 眼前の 古 短冊から 上 十二 字の 聯想が 生れて 來る。 夫が 古 短冊 ミ不 

卽 不離に くっつく。 其 所へ 行く ミ君 ミ 同說 になる。 

寅 日子 此句を 味って 見る につけ 思 ひ 出す こミが ある。 先生が 熊 本の 高等 擧 校で 英語の 講義 をし 


てるた 時に、 擧生が餘りぅるさく立入って.架擊がか った^^-を質問するミ、 そんな 寧 は 書いた 當人 

に 聞いた つて わかり やしないよ、 ミ 云って 構 は す 講義 を 進行 させた。 


そ の I 一一 (小 抄) 


束 風 吹く や 山 一はい の 雲の 影 

蓬 里 雨 明治 二十 三年の 夏 先生 は 箱 根へ 行って 二十日 許滯 在して るたら しい。 、の 時に 出来た 漢 

詩が 十八ば かりあって、 失 を 子規に 見せて るる。 子規が 夫に 朱 を 入れて ゐる。 その 漢詩の 餘 白に 

三 4^ 俳句が 書いて ある。 子規 は是 にも 朱 を 入れて ゐる。 此句は^：！！^^の 一 である。 明治 二十 三年 VJ 

いふの は 先生が 高等 舉校を 卒業した 年で、 中の 漢詩の 內容 なさから 推して、 さう も 月 は 八月で あ 

るら しい。 九月に かかっても、 夫 は 極めて 僅かだった らう-、 ：- 想像され る。 此三句 も 恐らく その 箱 

根 滯在屮 に 出 來た句 だら ぅミ思 ふ。 11 此 句は是 だけ をよ めば 春の 句で あるが、 併し S らく 先生 


は 東 凰 を 春の 季の もの だ 考 へて、 此句を の 句の つもりで 作った S ではない. た" うつ 初 秋^く 

は晚 S に 箱 根の 山で 經驗 した 事 を 甘： (儘 かう いふ 風に 詠んだ ものに 違 ひない *、) 思 ふ。 此^ 分の 子規 

め 作った 句 を るミ、 季の這 入って ゐ ない 句が 隨分澤 山 ある。 子規 か 無季の 句 を 作って るた i5l の 

ゆ 分-たから、 先： iH が季の 事な. ぞ氣 にす ろ譯 もない、 ミも 云へ る。 從 つて 此束風 も季 .、> して 作った 

ので は な からう-、) いふ 推. 定 が、 かう いふ 方面 か ら も 肯定 され る。 もつ ミ も 寺 £ さんの 話 だ 春 

季に 山の 上 を 雲 か頻 に去來 する ミ いふ 事 は 珍ら しい 事で も 何で もない の ださう だか ら 、 是 を 春の 

句ミ して 兌ても、 一句の 味に 大した 變化 はない かミも 思 ふつ 併し 僕 は 是を晚 S 初秋の 箱 根の 山の 

中ミ して 解釋 する。 —— 作者 は 山の 上に 立って ゐる。 作者の 眼の 前に はま だ 向う の 方に 高く 山が 

<iS えて 行って ゐる。 -、 一、 不 S に 雲が 動いて、 今迄 明ろ く 照って ゐた； U を 卒然-、 一して 隱 して 了 ふ。 

する ミ. E 分の 周 園が， H 分の 立って ゐる所 も、 眼の 前に 卞 うつ-、〕 仲び てゐる 山の 側 も 籠め て、 すつ 

かり-階く なって 了 ふ。 雲の 影. か 山 一 ばい 包んで 了った 樣な心 持で ある。 —— 是は寫 牛： の 句で ある 

けれ さも、 山 一 杯の 雲の 影 ミ いふ 樣に， 眼前の 大きな 景色み 大きい 儘に 全體 -、』 して 摟ま ぅミ して 

ゐる V； ころに、 先生が 出て ゐて、 僕に は火變 面白い。 勿論 此句を 僕 は 完全な 句 だ ミは思 はない。 

が、 さう いふ a に 見て 來る ミ、 後年の 先生の 獨特な 所が 旣に此 處で豫 言され て ゐる氣 がすろ。 束 


五 二 

風 吹く ゃミ いふ G は、 恐らく 此處 では、 初秋の 風が サ アサ アミ 吹いて 自分の 周 ii の 草 か 何 か を 靡 

かせて 行く ミころ を 示唆しょう ミし たもの だミ思 ふ。 せ、 景色 を 束 風 ふく やで 現 はして 置いて 山 一 

。か i で 大きく W くるめて ゐ るので あろ。 11 是 は餘談 であろ が、 草稿に 此 句の 次に 「雲の 影 山 又 

巾 を 這 ひま はり」 ミ いふ 句が あろ。 それ を 子規が 上 五 を 白雲 ゃミ 直して ゐる。 先生 は 恐らく 此句 

で 山 一 ぱいの 雲の 影ミ いふ 句 を、 外の 言葉で そして 雲の 動き 方 を 主にして、 詠まう-、〕 した もの だ 

らう-、〕 思 ふ。 SI 分が 山 を 歩いて ゐて、 自分が 雲の かけりの 中に 包まれて は 出、 包まれて は 出して 

雲の 影が 眼前 の 山を傳 つて 動き 過る の を 見て ゐる 景色が 浮んで 來る。 ミころ が 子規 は 雲の 體を 

白雲 や-、〕 K して ゐる。 白雲に する ミ全 照の 感じが 丸で 遠って 來る。 .H 雲に する ミ、 雲-、. - 作者 ミの 

距離 か、 交渉が、 非常に 離れた ものになる。 此處 にも 何だか 先生 ミ子 規ミの 個性の 相違が はっき 

り 出て ゐる 樣な氣 がする。 

束洋城 する ミ此句 を 作った 時は實 際の 春でなくて 夏 か 秋で あつたの だな。 

蓬 里 雨 何う もさう らしい。 だから この 東 虱-こい ふの は、 季題の 束 風で はなく 單に 束から 吹く 風 

で 初秋 頃の 淋しい 心 持の ある 風 だ-、」 思 ふ。  、 

寅 H 子 事實 上の 季節 は 初秋であった かもし れんが、 いづれ にしても 此處で 柬風ミ いふの は相模 


^の 方から 吹 上け て來る 比較的 暖か い 濕 氣を帶 び た 風-、」 思 はれる。 さう 考 へる 寧に よつ て 雲のお 

V  J いふの がよくき いて 來るミ 思 ふ。 從 つて 僕に は 淋しい 感じより 寧ろ 自然の 旺盛な 或ろ 力の 感じ 

が 勝って 居る 樣に ふ。 11 第二 囘に 問題に なった 「山 高し」 の 句 も此句 ミ殆さ 同じ 光景 を 詠ん 

だものの 樣に思 はれる。 

束：^ 城 僕 は 束 風は此 句の 材料に なった Ici 際の 事 資が假 令 夏で も 秋で も、 その 寳感が 春先の まだ 

蒲ら 塞い 風の 感じに 3- 取 も 調和す ろ ミ 思うて 時候外れの 季題 を 一 腔って 來 たもの ミ 思った が、 子規 

が 先生の 句 を 直す のに も 季題 を 忘れる 樣 な^代 だから、 矢 張 §Ef に 束から 吹く 風 V:- いふ 意味 だ つ た 

ミ すろ のが 自然 かな。 

蓬 里 雨 寺 S さんの 解釋 は 季題 ミ しての 声" 風から さう いふ 心 持が 來 ろので、 私 は 夫 を 「歴史的」 に 

見る から、 ^=;、處 に 感じ 方に 相違が 出て 來 るので はないで せう か。 

寅 日子 季題の 感じ ミ 云っても いい かもしれ ない が、 僕の は 寧ろ 氣象擧 上の 事 實の考 から 來てゐ 

るか もしれ ない 0 

東洋 城 若し 歴史的 見地 か ら 見て 東風 を 季題 でない ミ する-/ 、 僕 は 是を 俳句 -、) 見る こ ミ を闲難 ミ 

する。 なぜなら 僕は季 超の ない 句 を 俳句 ミ して 取り扱 ひ 得ない から。 さて _s ^風 を 季^ ミ して 此句 


五四 

を：s^oミ、 僕に は 山 一 ぱいの 雲の 影-、】 いふ ijs- が はっきり 解らない。 前に 山の 上に 登って ゐろミ い 

ふ. 説か あるが、 山の 上. たか 下-たか 句の 上から は 解らない。 そして 假に 山の 上 ミ しても、 さう も茫 

漠 7〕 して 景色 も 見えない し 感興 も 動いて.^ ない。 

黄 日子 一ば い いふ-、〕 或 面積 を 意味して ゐ るが、 .E 分が 其 面積の 内に 立って 其而 積の 視角が S- 取 

も大 になる 樣に 全部 をなる ベく 手近に 控 へて ゐる方 が感 覺の强 度が 大きい。 だから 影に なって 居 

ろ山の 上から 周 園 一 面を见 てゐる 7,- い ふ 方が-?」 ちらか-、) い へ ば 適 當-こ 忍 ふ。 

束洋城 さう する-、. -此山 は 一 つ あるので すか、 澤山 あるので すか。 

ケ飧^^雨 作 の 服 前に は 山の 斜面が 見える。 作 自身 も 或 山の 峠み たやうな 處に 立って 居る。 或 

は 前の 山の 据の樣 な、 卽ち其 一部分に 立って ゐても 可い。 それから 先 は 山 か 績 いてる ようが 續ぃ 

て ゐ ま い が 、 そ ん な 1^5- は 問 -跑 に な ら な い 。 只 だ 自 分 が 雲 の 影 に 包 ま れ 同 時 に .H 分 の 見 晴 ら す 限 り 

の 斜而が 其 雲の 影で 蔽 はれる。 1^;^の影-、)自分ミ-か可也接近した感じ.か出てゐるの-たから、 夫で 淨 

山 だ ふ。 

束洋城 風 吹く や-、〕 云 ふ 事が 大分 抽象的な 感じが する. - そこへ 唯-た 漠然 山 一 ばい ミ いふから 一 

定の 山の 一 定 の影ミ して 眼で 見る 光： >K を 形作る に は 纏まりに くい。 


蓬 里 雨 東風 ふく ゃミ いふ 言葉 から、 僕 は 東から 吹いて 来る 風が 自分の 眼の 前に 仲 び て ゐ る 山 の. 

斜面の 草 を さあつ-、) 吹いて 通る 景色 を 想像す る。 抽象的で あるよりも、 僕に は 寧ろ 視覺 に訴 へて 

* る。 是は 直く 山- 、- いふ 字が 績く爲 かもしれ ない。 さう して 視覺 から 或る 感じが 出て 來 るので あ 

る. - 山 一 ぱいの 雲の 影ミ いふ 言葉 V.- 何の 不調和 も 矛盾 も 感じない。 

東洋 城 併し 東風 吹く ゃミ いうて、 突然 山、 山 一 はい ミ いうた だけで は、 芝 山 だの 草. たの 兎に角 

1 定の 山の 樣 子が 具備し にくい. - 

寅 曰 子 僕 はさう いふ^ はわから なくても 満足す る。 


雀 来て 障子に 動く 花の 影 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 四 年 七月 二十 三 曰の 作で ある。 二十四日の 子規 宛の 端 書に 「咋日 故人 五 百. 

&』-こぃふ^1?1を兒て急に俳諧が作りたくなり十ニ三旨を5^たり」 (全集、 第 十二 卷 一 三) ミ ある。 暴 

は 其 十二 三 句の 內の 一 つで ある。 11 さて 此 句の 花の 影で あろが、 花- /.- いへば 無論 樓の 花に 極つ •； 


てるる けれ、〉」 も. 此處の 花 は樱の 花の つもりで はな いん. ちゃない だら うか- i いふ 氣か すろ. -少 く. 

ミも僕 は、 此句を 讀んで 櫻の 花を考 へす に 梅の 花 か 何の 花 か、 櫻の 花よりも もつ ミ 前の 時 臉の花 

を考 へる。 さう して、 作った のは复 作った の だが、 此 句の 巾に は 先^の 經驗 した 二月-吸の 自然の 

印象が 動いて ゐる 樣に考 へる。 此句を 讚んで 僕が 描き出す 光景 は、 四 疊半か 何 かの 離れに 火 健が 

切って あって、 其. 1 へ 作者 は寢轉 んでゐ る. - 貼り 立て かなん かの 障子に は 正月 末 か 二月 頃の 澄み 

切った 午 の；：：： が 《„5 つて ゐる。 其 障 +には 梅 か 何 かの 花の 影が 映って ゐる。 そこへ 小鳥が、 雀 か 

何 かが バタ バタ 7〕 翔んで 來て 鳥の 影 も  一 に搖れ る。 11 障子に 動く 花の 影-、〕 いふ 言楚は 可也 細 

かな 寫： iH では あるが、 然も 此 言葉 は 私に は 影よりも 寧ろ R 南 をサジ ェ ストす る。 北 〈意味で 此句は 

靜な 長閑な 感じ を 持って ゐろ。 此句は 描いて ある 事 失れ 自身に も 面白味が ある けれ さも、 寧ろ 描 

かない 所に 餘 計に f&:n 味 を 持って るる.？ である， - 

资； u 子 花が 動 いて ゐ るの か 鳥が 動 いて ゐる のか >h つ ち. たか 解ら ない 樣な ヱキ スブ レツ シ ヨン. だ 

が、 その はっきり しない 所に 一 稀の 面白味がない ではない。 矢-張 先生の 句に 「大弓 やひら りひら 

り- 、一 梅の 花」 ミ いふ 句が あろ、. あれ も 大弓 か 梅の 花 かさつ ちが ヒラ リヒ ラリ する のか 分らない、 

それに 似て ゐ る-、 5 心 ふ。 それから 鳥 影 を 材料に した 句が 後 (大正 三年-、〕 四 年) にも あろ、 それが 


皆 小 官 君の 言 はれた 樣な曰 南 を聯 や) さ せ る 長閑で 閑寂な 氣分 の ものである。 卽ち 「 爐塞 いで 窓に 

一 鳥の 影 を 印す (兄る) 」 「打つ 畠に 小鳥の 影の 厘す」 -、 -ぃ ふので ある。 此の 鳥 影-、】 いふ ものが 先： 

生の すきな 日 南 ほつ この シ ム ボ ル であって、 それが年を經る問に^^^蘇って來て句に^^はれて居. 

る 樣な氣 がする。 

蓬 里 雨 動く ミ いふの が， ごつ ち だか 解らない 所に 而白 味が ある ミ いふお 說で すが、 此處の 動く は 

假令 雀が 一緒に 動いて ゐろ にしても、 主にな つて 動く もの は やっぱり 花 だ- リ つ-、 に 心 ひます。 「大 

弓」 の 句 だって 梅の 花が ヒ ラリヒ ラリ なのではなくて 矢が ヒ ラリじ ラリ 飛んで 行く 方が 主なん ぢ 

やないで せう か。 

19- 洋城 此花は 矢 張 櫻 だ-、〕 E{i ふ。 二十 四 年 時分 だ ミ 俳句の 始の たから、 又 殊に 『十；： 人 五 百 i^LD 

を 讀んで 古人の 氣 分から 動き 出した 所から 見ても、 花ミ いへば 櫻 だ。 それから 此句は 趣向の 點か 

らも 表現の 上から も 詰らない ミ思 ふ。 第一 切 字がない し、 雀が 花に 來 る-こか 雀で 花が 動く-、〕 か、 

花の 影が 障子に 映る-、) か、 それだけで はさう も 詰らない。 小宮 君が いふ 檨に泰 の 日 南が 永く 照つ 

てるる 樣な 永い 長 閉な時 問な、？」 は此 句の 出來 では 動いて 來 ない。 

蓬飘雨 此 句が 旨 い ミ か 完全 だ ミかは 僕 も 主張 はしない。 けれ Oj も 此句は 鳥 の 影 だ の 花の 影 だ の 


其 もの だけの 描寫 ではなくて、 失 をお-具にして 或る 心 持な サジ ェ ス ト して ゐろ 所が 撲に は而， z: い，^ 

併し それ を 君 か 認めない ミ いへば 仕方がない。 

^s〈；u 子 professional な 俳人 はかう いふ 取合 せ に痛摔 して ゐ るから その サジ エス シ ヨン が 弱い の 

かも 知れない。 

蓬 里 雨 切 字の ない.：？ は 俳句. ちゃない、 此 句に は 切 字がない ミ いふが、 それ は 一寸 問題 ぢ やない 

かミ思 ふ。 

^^洋城 說明 する- ミぉ くなる が、 此 句の 雀來 ての ての 如き は、 ごうも 僕に は 切れ 字-、) して 汲 ひ 兼ね 

ろし、 切 字 V) して 扱へ ない ミ なる-, こ、 此：？ は 俳句 ミ して は 扱へ ない issf- になる。 それから 寺 ml!;; の 

言に よる I)rcfessi§al な人の 持 つ ^^^に か か つ て ゐ る か は 知れ な いが、 僕 はさう も 此ハ？ に は 閉口 

する。 「雀來 て 障子に 動く 花の 影 うららの 窓に ひ ミりゐ るか も」 なさ 付けて 兄た くな 乙。 下の.^ 

をつ けて 其 儘 歌になる 様な もの や、 下の句 をく つつけ なければ 何だか 收 まりが つかない 様な もの 

は、 まだ 完全な 俳句 だ は 私に は 云へ ない" 


弦音に ほたり，、」 落つ る 椿 かな 

蓬 里 雨 是は 明治 二 卜 七 年 三 十二 日 正 岡 子規 宛の Hf- 紙 (全^、^ 十二 卷四 六) の 中に ある。 丁度 

此の 二十 七 年の 紀元節に つ 小口 木』 が 生れた。 -、.- いふ^ は、. 子規の 俳人-、 - しての 活動が 愈 盛に 始 

まり出したミぃふ^？^-でぁる。 此 時分 は 恐らく 先生 も、 眼 か 開いて 元氣づ いた 子規から、 俳句 を 盛 

に 鼓吹され た iE^- -、〕 思 ふ。 十二 B の Hf 紙に は 五： r は かり 書いて あろが、 失が 五句ミ も 悉く 今迄の ミ 

は 違って 餘程 日本 派 式に 際立って 新ら しくな つて ゐる。 其^12?味で是等の句は先生の新しぃ俳句の 

最初の もの だ-、 > 云って 可い かもしれ ない。 又 一方から いふ-、 ヽ 子規の 主張の 影 饗が鮮 に^ はれて 

ゐる！ 3;^ 初の 句で ある ミ 兄る isj- も出來 る-、 一忠 ふ。 さう いふ 色色な 點か らも 此の.？ は 而，； I： い。 ny は 

『小 H 本』 に 载 つ た句で ぁ る 。 子 規 も 面白 い V,- 思 つ た ミ 見 え る 常ゅ 先 生 は 多 少健康 を寄し て 1^^生 

の爲 に、 今の 大 塚さん やなん か-、 二 錯に頻 に 弓の 糟古 をして みたらしい ペルト ニ卷 ra: 三— 

四八參 照)" 此句は 其 時分の 寫生だ らう-、) 思 ふ。 弓に 關 する 句 はま. た 外に 幾つか ある。 さう して 

此時 始めた 弓の 精 お が 松 山の 中學 時代まで 繽 いて ゐ るので ある。 I— 此句寫 生 だ-、) はいへ、 然も 


是は 子規の 寫 生でなくて 矢 張 先生 一流の 寫 生であった。 此 句の 作者に ミ つての 主な 興味 は、 弦音 

のビ I ンミ 鳴る の ミ榕の 花の ほたり-,、 .1 落ちる の-、〕、： W 問の 非常に 際さい 呼吸で ある V 思 はれる。 

1 種の 氣合 である。 失 を 鋭く 感じて 現 はした ものが 此句 である。 僕 は其處 が：. E 白い ミ思 ふ。 夫 か 

ら ほたり ミ いふ 言葉が 僕に はいかに も 捲 か 一 かたまり になって 落ちて 行く 心 持 をよ く 生かして ゐ 

て 面白く 感じられる。 

朿洋城 弦音で 榜が 落ちた ミ いふので は あるまい ね。 

蓬 里 雨 そこに 因果 關係が ある-、) する ミ而 白くなくなる。 

寅 日子 厥 味になる 危險 の 多い 句ぢ やない か。 

束洋城 同感" た。 

寅 日子 餘談 では あるが、 『新 俳句』 雜 之 部に 『漱石 を ふ」 V) 云 ふ で 「此顷 は 弓勢 さぞ ゃ更 

衣 波靜」 ミ いふの が あろ。 私が それ を兑 つけて 「先生 はそんな に 弓 かう まいんで すか」 ミ 問い 

たら 先生が 笑って 「さう いふ 譯. ちゃ あないが」 ミ 云って 次の 樣な話 をした。 11 さ こかへ 渡る 船 

に乘 つた 時に、 先生が 弓 を 持って 居た、 其 時 丁度 其 人 か 一緒に 乘合 はせ てるた。 それだけの 因^ 

でさう いふ 句が 出來 た、 -、 一い ふので ある。 


風に 乘 つて 輕 くの し 行く 燕 かな 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 七 年 『小 日本，』 に 載った.？ であるが、 先生の 所に は 草稿 も 何もない。 正 岡 

家に 保存され て ゐ る切拔 から 寫 して 来た ものである。 —— 是は 燕の 動の graceful な 所 を 詠ん-た 

もの-た-、 一思 ふ。 輕く のし 行く ミ いふ 一一 一一 1： 葉が 其 graceful な 線 を 非常によ く 出して るろ。 さう して 

僕 は 風に 乘 つて-こ いふ 言葉 か ら、 電信 注の 拉ん でゐる 街道み ち を 背 にして ッ ゥッミ 飛んで 行く 

燕の 姿が 自然 ミ の に 浮 いて 來る 樣な氣 がす る。 併し さう い ふ 景色 は 此處で は うで も 可 い の 

である。 注意の 焦點は 燕の 運動 そのもの にある。 子規の 同じ 二十 七 年の 句に 「燕-や 太 ：4. 洋 へのし 

て 行く」 ミ いふの か ある。 先生の のして 行く の suggesticn で此 子規の のして 行く が出來 たの か 

も 知れない ミも思 ふが、 それ は 問題外 ミ して、 子規の のして 行く よりも 先生の のして 行く の 方が、 

太平洋な -h ミ いふ 漠- こした 背景 を 持つ て來な いだけ に、 又 輕くミ い ふ 副詞 か ついて るる だけに、 

卽ち 燕の 運動の 集屮 的な 描寫を 目的 ミ して ゐ ろ だけ に、 餘程 適切な 表現に な つ てゐる 樣な氣 もす 
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る。 —— 此ニ 十七 年 は 先生の 本當の 意味での 俳句 ii^ 活の 始まろ 前で ある。 さう 思 ふ所爲 力、 此. ip- 

で も此 前の 句で も 凡て 、 何 •、> はなく す つかり 打 込んで ゐ ない-、) いふ 樣な 感じが しない で もない < 

寅 日子 此句も 巧み ミ いふ 事 を 充分に 意識して 作られた 句で、 そして 寳際 巧な 句 だミ思 ふ。 11 

一 體 この 輕く 飛んで ゐる 燕に 就て 想像され る樣な 極めて 安易な 心 持 は 寧ろ 先^の 曰 常の 心 持-、) 可 

也 かけ 違った ものであって、 そこに 多少の longing ミ いった 樣な ものが 浮んで ゐろ樣 に 思 ふ。 

蓬 里 雨 ，^； 集 第 十 一 卷に 先生が ス ミスの 曲乘 飛行 を デスク ライブした 一 節が ある。 「やがて 高い 

穴ェの 上で くろり ミ 大きな 輪 を 描いて 廻轉 した ミ见 ろミ、 其 機首 は 空に 逆 はない やうに やん わり VJ 

下から 上の 方に 向いて 故の 位 に復 した。 失から 鳥の 兩翼を ひろけ て、 空 を 仲す やうに 又；^ 搏を 

しないで バ ラ ン スを 保つ 時の やうに 自然の 勢で 右左に 搖曳 する やうに 兒 えた」 (九 五 二) 

束洋城 別に 異論はありません、 文^^-の描寫も巧みだが、 小さい 詩形の 俳句の 中で 是- たけに こな 

して ゐ ろの は 一 展巧 みだ。 

寅 日子 のして 行く のの すミ いふの を は さ うい ふ 風な 運動 思 ひ ます か。 

蓬 m 一雨 のす ミ いふの は 縮んで ゐろ 者が 仲び る ミ いふ 意味で、 私 は 運動す る 曲線 を考 へます。 九 

州の S 舍で、 百姓な さか 相撲 を、、〕 つて ゐる 時、 何ミ いふ 手です か、 鬼に 角 自分の 頸 を 相手の 腹の 


下へ 突 込んで 四つになる 事が ある リ さう いふ 狀 態で 中小 勝^が つかな い^に、 下に 這 人 つて ゐる 

男に、 早く 「のせの せ」 ミ云 ひます。 夫から 猫 をして 歩行いて ゐる 相手に もつ ミ 「のして 步行 

けし -、. -も云 ひます。 

寅 日子 僕 は 寧ろ 風に 乗りながら も 乂樂 に 其 風 を 御して る-、〕 いふ 述 動の 自山 さ をせ、 5 ゆす る 樣 に 

思 ふ。 

束洋城 風に乘って輕くミぃふ所は曲線の運動だがのし行くミぃふのはその：^線；述；^.が^51線運動 

に 移り 行く 事 だ •、〕 思 ふ。 僕 はの す ミ云ふ 言 菜の 適例 に の し 餅の の し を 提供し た い 。 

思 ふ 事 只 一筋に 燕 か な 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 八 年の 十月 末に 子規に 送った 句 稿の 巾に ある。 此 年の 八； 末から 子規 は 松 

山の 先せ， の 下 荷に 泊り込んで 十月の 中 B 、迄、 松 山の 俳人 を 多勢 集めて 頻に 運座な さ を やった。 あ 

ん まり 客に 接した 所-おもあって、 子規が 鼻血 を 出して^ 込んだ-、〕 いふ 逸話 も ある。 何 { ろ 此時は 
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六 四 

非 0 めに 盛だった らしい。 先生の 本 富の 俳句： Hi 活は此 時から 始まる ので あろ。 非常に 騷 がしい もの 

だから 勉强も 何も 出來 ない、 仕方がな いから 仲 問 入り をして 俳句 を 作った-こ いふ が 先生の 談話 

S 巾に ある。 子規 か 束 京へ 歸 つてから 先生 は 句 稿 を 子規の 所へ 送り出した。 それ か 十月から 始ま 

つて ゐる。 此句は 十月 末の 句 稿、 第二 囘 E の 句 稿の 中に あろ。 此 句の 下に 「旣經 驗定」 ミ 寄いて 

ぁ る 所 を 以 て 兇 る ミ 、 既 に 子規が 松山 に ゐ る に 作 つ て 、 子 規が 是 は い い ミ か 何 ミ か 云 つ た句だ 

-/J:15^んる。 卽ち此 句 は 九月 か 十月の 初 かに 作った もの だら う-、， - 想像す る 事が 出來 る。 —— 前の 句 

は 燕の 運動の =s 線 美 を 描いた ものであるが、 此句は 燕の 運動の 直線 美 を 描いた ものである。 さう 

して 其 直線 美 を 描く のに、 先生 は 先生 獨 得の 主觀 的な 表現 を 用 ひて、 燕の 動作 を 或 意.^ で 人格化 

して ゐろ。 人 も ああい ふ 風に 一直線に 動け たらさ ぞいいだら ぅミ 云ふ樣 な、 さっき 寺 ffl さんの 

炎った longing ぐ，" いふか admiration  -乙 いふか 或は サ | めに 對する personal  affection ミ いふ 力、 さう 

いふ 心 持が 文字の 裏に 流れて ゐる。 其 意味で、 前の 句に 比べて、 餘程燕 其 もの ミ 先生の 「人間」 

ミの 交涉の 色が 濃くな つて 兒 える。 

^*洋减 僕 はさう いふ 先生-こか 人-、) かの 交渉 を 左程に 感じない、 寧ろ 一 に ：|=j (直線 的な 運動の 形の 

一 種の 形 { せた ミ思 ふ。 思 ふ 事 只 一 筋ミ いふ 事 は 如 ：！： にも 人 問が 何 か w$ ひつめ でもした 樣な心 持 を 


引出さう v.- はする ものの、 それ は 何も 思 ふ 所な さ 全然なくて 「一途に」 ミ いふ 樣な事 だ ミ思 ふ。 

そして 其 r 1 途に」 も 畢竟い かに 一 直線で あるかの 强さを 示す に過ぎない-、) 思 ふ。 

寅 日子 人格 的で あるか 單 なる 運動の 形容で あるか ミ いふ 事 は あまり はっきり させない 方が いい 

のか もし れんが、 先生の 句ミ して 我我が 見る 時には，》」 う も 或處迄 人格化して 考 へないで はる h れ 

ない 氣 がする。 そこで、 前の 句に 現 はれて 居る やうな 安易な 心 持 は 先生 自身に 親しい もので ない 

だけに 何虚ミ なく 多少 よそよそしい 羨望の 意が はれて 居る が、 此 「一筋に」 の 句 は 寧ろ 先生 自 

身の 心 持に 近い 所が あるので 自然 形式の 上で も 一 層主觀 的に なり 又 sympathetic になって ゐ るの 

ではない かミ思 ひます。 

東洋 城 さっき 云った 「 一 途に」 ミ いふ 上に、 一 E 線なる 事の 强 さの 外に、 尙其 飛翔 力の 強さ を 

も 感じる 樣だ。 

蓬里闹 僕 もさう 思 ふ。 

寅 日子 直接に 運動の 勢力 を 現 はす 文字がなくて 非常に 强ぃ 運動 を 現 はして ゐる點 か 面白い-こ S 

弋 

束洋城 思 ふ 事 ミ いふ 冒 一 S 語に 就て、 尙 白の 「思 ふ 事 紺に 染めた る 踊 かな」 ミ云ふ 句 を 思 ひ 出し 


た。 恐らく 先生 は 此句を 知らす に 作った の だら ぅミ思 ふ。 尤も 假令 知って ゐて 作った ので も 全然 

意味 を 別にして ゐ るから 差 支へ はない が。 (追記) 


永き 日 や 欠伸う つして 別れ 行く 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 九 年 四月、 先生が 松 山から 熊 本へ 行く 時に 虛子 ミー 緖に道 後に 遊びに 行つ 

たり、 又途屮 is 島に 寄ったり した 事が ある、 其 時の 句で ある。 前書に 「松 山 客屮虛 子に 別れて」 

ミ ある。 先生 は 四月 十日に 松 山 を 立って 十三 日に 熊 本に 着いて ゐ るの だから (全集、 第 十二 卷七) 

是は 四月 十日 前後の 作 だら う ミ 思 ふ。 —— 元來 かう いふ 風な 表現の 仕方 は 動 もす るミ わざ ミ らし 

くて 厭味に なり 勝な ものであるが、 此句は 厭味に もなら す わざ -、.- らしく もない。 洒脫ミ いふか Si 

逸 ミ いふか、 兎に角 先生の 持って ゐる 仙骨 ミ でもい ふ樣な ものが 出て るて 面白い ミ思 ふ。 或 意味 

からい ふミ、 欠伸う つして 7- いふ 表現が、 少し 藥 がきき 過ぎる 樣に思 はれない ミも 限らない。 併 

し 僕 はさう は 感じない。 此言薬 は 一 つ は 先生の 當 時の 虛子觀 7) でもい ふ樣な ものから、 極めて 自 


然に 出て 來 てるろ の だから。 明治ニ十九年六月六日の子規宛の手紙に先生は虛子の^5^^.を 「同人の 

人物が 大に松 山 的なら ぬ 淡泊なる 處、 のんきな 處、 氣 のきかぬ 處、 無器用なる 點に有 之 候 云々」 

(全集、 第 十二 卷 七三— 四) ミ 書いて ゐる。 

束洋城 面白い。 併し 虛子觀 に は觸れ なくて いい。 

寅 日子 洒脫ミ いはれ た、 其 通り だミ思 ふが、 此洒脫 の 中には 矢張り 江戶 ツ子ら しい 特殊の 洒脫 

さが あろ ミ思 ふ。 11 別れろ 際の 輕ぃ 哀愁 7, 欠 仲に 依て 代表され た アン 二 ユイ-、) の 結合 は 可也 機 

微な 心理的の 描寫ミ して 俳句の やうな 短い 詩形に は 盛りに くいもの を 盛 込ん. たもの ミ思 ふ。 11 

唯 だ 永き 日 ミ 欠伸 ミが 少し 卽き 過ぎ はしない だら うか. - 

東洋 城 是は 前置 附の句 だから 獨 立した 句よりも 一 句の 內が すこし 纏り 過ぎて るても、 前置 r- の 

問に 不卽が あれば よい、 鬼 角 前置 附の句 は 一 句の 内の 幅員の 外に 一 句ミ 前置 VI の 間の 餘韻的 幅： M 

を 必要-こする もの だから。 

蓬 里 雨 春先の ほかほか 暖ぃ 日に 「のんきな」 虛子ミ 長い 道 を 長い間 のんきに あろく。 別に 大し 

て 話 をす るで もな く、 いい 意味で 返 屈な 欠伸が 出る、 向う も 同じ 樣な欠 仲が 出る、 それで 別れて 

行く。  V.- いふ 風に 考 へて 来れば、 別に 卽くミ いふ 程の 事 もなから ぅミ思 ふ。 


寅 日子 何しろ 可也 無雜 作に 言っての けて ゐる樣 で其實 さう 無 維 作で もない 所が 面白い。 


. 松 立てて 空 ほのぼの，、」 あくる 門 

蓬里兩 明治 三十 年 一月の 句 稿の 中の 句で ある。 熊 本で は 始めての、 さう して 特別な 新年の 句で 

ある。 「門」 は、 モン V,- もよ めれば カドミ もよ める、 僕 はカド -、， - よみたい。 此 句に はいかに も 新年 

らしい 心 持が ある。 然も 空 ほのほの ミミい ふ 言葉、 特に ほのほの ミ いふ 言葉に は、 奥の 方に 何 7,- 

なく な 心 持が ある。 門 門に は 門松が 靑黑く 立って ゐる、 そこへ 白い 底に 紅 味を帶 びて、 晴れ渡 

らう ミ する 明け方の 空が ほう ミ 見える。 僕に 浮んで 來 るの は それだけの！^ K 色で あるが、 併し それ 

だけで 非常に 印象が 深い。 

寅 日子 此 正月 は 先生が 自分の 家庭 V.- いふ もの を 持 たれて 最初の 正月の 句で、 此れ ミ 同時に 作ら 

れた 他の 句に も 通じて 一 體 に何ミ なく 物 新しい 改まった 心 持が 現 はれて ゐる、 さう いふ 點で 僕に 

は 面白く 思 はれる。 


東洋 城 歴史 ゃ此 句の 作られた 資 際の 場面 は おの 御說の 通り かもし れんが、 俳句-、 こて はぶ 

成です。 門松に 新春の 空が ほのほの ミ 明け かかる ミ 云ふ樣 なの は 極めて 平凡 陳腐な 心 持で、 n- つ 

さっきの 「雀來 て」 の句ミ 同じく 切れ 字 も 不満足です。 是も 下の句 をつ けて 和^に でもし なけれ 

ば 落着がない 樣な氣 がする。 

蓬 里 雨 此 句の 切れ 字に 就て 不満足が あろ ミ いふ 說には 異論. か あ <r 併し 夫 は I： く 措く。 此句を 

松ミ曙ミの配合から出來た俳句ミして見ろミぃふ；^^-は、 此.？ を 生れた.；？  V:- してではなくて 作ら わ 

た 句ビ して 見ろ 事で ある。 僕 は 先： ii- の 俳句 を、 特に 此句 を、 作られた 句ミ して 见ろ见 方に は、 ^ 

成す る 事が 出^ない。 此 句に は餘 りに 先生の 特殊な^ 情が 1® み 出て ゐる d 配合が 何う だの、 陳 

であるの 陳腐で ない の、 さう い ふ^は 問^に ならない -、，- 思 ふ。 

寅 日子 僕 も 前に 言った 樣な 理由から、 此 句に は 先生が 新しい： 活に 入って 何ミ なく 明るい 希望 

に 満ちて ゐる樣 な 心 持が、 ssf 純な 叙景の 屮に强 く 浮き出て ゐる樣 な かして 什樣 かな リ 「松 立 

てて」 は 或る 期待の シム ボルで 「ほのほの ミ 明くる」 が 其 期待の 滿 3i; のシム ボルで あろ 樣に咸 、，せ 

られ る。 —— それから 門ミ いふ ミ單 なる g;^ 築 物ん」 す 樣な咸 かじか 勝つ が iZ ミ いふ 7.- 門 n 全 n を 引 

くるめた 感じが 出て くろから、)」 うしても カド の 方. かい い ふ。 


蓬 里 雨 もう 一 つ、 力に ミ いふ-、 ヽ 何-、. - なく 家庭的な 空氣の 中に 屬 する、 さう いふ 空氣を 作る I 

つの 部分の 樣な氣 がする。 一 種の familiality が 出る 樣に思 ふ。 

寅 B 子 ほのほの、、， - いふ のが 艷な 感じ を與 へ る -、〕 いふの は 僕に はよ く 解らない が。 

蓬 里 雨 ほうつ、、， - 明るい 底に 紅い 色が あるから です。 紅い もの を 白お 二重 か 何 かで 包んだ 樣な感 

じです， - 

柬洋城 少 くも 不完全な 句ミ忍 ひます。 歴史 を 除いて は 解らない し、 その 歴史 を 引ば り 出す のが 

松 立てて ミ いふ 句の 上 だけで は 一 寸何を 意味す るか 解らない 言葉に よるの だから。 —— 是非 兩君 

の樣に 取れ ミ なら 前書 を附 すべきで せう。 

寅 日子 歴史 を 引かなくても 僕 は 前に 云った 期待の 満足の 象徵 7; 昆られ る 句-、〕 思 ひます。 

東洋 城 獨立 完成した 一 句 は 其 一 句 だけで 意味 も 粗 通じ、 意味 はすこし 不明瞭で も 感じ はすつ か 

り傳 はるべき 害の 者 だ ミ思 ひます。 それ は 一 句の 屮に用 ひられた 言葉 や 文字の 解らない 爲め 又は 

時代 を 異にして 當該の 時代の 人情 風俗が 解らない 爲 めに 考證詮 翳して、 事理 判明し、 それで 一 句 

の 味が 完全に 得られる 事 はあります。 併し さう いふ 場合で も 眞に出 來てゐ る 句なら 完全に 句意の 

解らない 時分で も 句の 全體感 -、』 して さこミ なく 感動 させられ (却て 其 感動 は 非常に 强ぃ 場合が 多 


い) 考證を 得て それがし つかり 据わる に 至る のです。 それから、 一句. 2： にさう しても 盛り 切れぬ 

場合 又は ある 因緣 道程 ミ いふ 樣な者 を豫め 知らし め 置かねば ならぬ 揚 合に は 「前書」 を附 せねば 

ならない。 是れが 「前置 附の 俳句」 を 認める 所以であります。 此 句の 如き 一方に は 「新居 新春」 

ミか 「家 を 成して」 ミか何 か 作者が 前置すべき であり、 又 他方に は 前置 を 離れても 一句 は 一應完 

成して るなければ いけなかった 7 さ- 5 ひます。 先生の 句に は 斯うい ふ 可也 無雜作 過ぎる 樣な 句が 少 

くない、 從 つて 今後 此硏究 にも 屢 斯うい ふ 問題に 逢着す る 事 を 思 ひ、 其 都度に は 煩 はしい 事故 兹 

に ひっくるめて 私 兌 を 記して きます。 —— それから 序に、 寧ろ 作者から 獨 立すべき 藝術 品た る 

一 箇の 俳句の 價 値ミ、 其 一 句に 關聯 して 繁り來 る 歴史 や 人格 や 謂 はば 作者 其 者 の 間に、 私 は 可 

也 はっきりした 境 をつ けて、 可成 双方 別別に (但し 孰れ も 充分に) 吟味し 體 して 行きたい ミ 思 

所から 「詩」 ミ 「詩人」 ミの 混雜を 避けたい ミカめ てゐる 事、 そんなに して るても 先生に 漬っ 

て 行く 事の 深い 餘り 「詩」 の評價 につい 公平 を缺き 正鵠 を 失し はしない かミ 心配で ある 事 を も 記 

して 置きます。 (附記) 

蓬 里 雨 史的 W 究 V.- 作品 ミ の關 係に 就ての 東洋 城の 附記 は、 一般論 ミ して は贊 成で ある。 併し 此 

一般論が、 「松 立てて」 の 句に 對 する 僕 等の 解釋に 適用され る 7,- いふの なら、 僕 は 敢て其 適用 を 


七 二 

忌避したい。 なぜなら、 僕 等の 解釋は 史的 研究の 結果で はない の だから。 反對 に、 此 句の 與 へる 

印象. か 史的 W 究を 促し、 夫が 夫 以前に 出 來てゐ た解釋 を確肯 したに 過ぎない の だから。 東洋 城 は 

僕 等の 如くに 感じる 事が 出来ない-、」 いふ、 夫で 可い ので ある。 僕 等 も 亦 東洋 城の 如くに 感じる 事 

が 出来ない 事が、 今後 あるか も 知れない。 しかし 是は 本質的に は 史的 研究-、 ズ土 然無關 係の ¥ であ 

る J 例へば 寅 日子 は 「ほのほの」 に な 心 持 を 感じる 事が 出來 ない-、〕 いふ、 僕 は 感じる ミ いふ。 

然も 此處に は 歴史の 這入り込む 餘地 はない。 夫ミ 同じ 事で ある。 次で 東洋 城 は 「詩」 ミ 「詩人」 

ミの 混同 や 注意したい ミ いふ。 是も 同感で ある。 併し 「詩」 が 小手先の 細工で ない 限り、 歷 sf な 

打 込んだ 表現で ある 限り、 何等かの 點に 於て 其 「詩」 が 其 「詩人」 の 「人」 を 物語る ものである 

事 は 無論で ある。 さう いふ 「人」 を 捕捉す る事ミ 東洋 城の 所謂 混同 ミは、 全然 混同すべからざる 

ものである 事 を 附記して きたい。 (附記) 

寅 日子 僕 は 或 意味で は 作者の 「人」 が 作品 全體の 前置 だ-、. -思 ふの だが、 それ は 別 問题ミ して、 

此 句が 歴史 を拔 きにして 見た 時に も そんなに つまらない ミ 思 ひません。 松 根 君の 言葉 を 借りて 云 

へ ば 體感 ミ して 感動 させられて、 あ 7; から 歴皮 を考 へて 見る-たけ ミ思 ひます。 此れ は 凡ての 揚 

合に 適用す る 事. たから 玆 でお 斷 りして 匿 きます。 (附記) 


ふる ひ 寄せ て 白魚 崩れん ばかりな り 

蓬 里 雨 是は 明治 三十 年 二月の 句 稿に ある。 白魚-、】 いふ ものに 對 すろ 非常に delicate な 心 遣 ひの 

出て ゐる のが 此の 句で ある。 四つ手網 か 何 かが 引 上 けられる、 それに かかって ゐる 白魚が 底に ふ 

る ひよ せられて かたまって ゐる。 夫 を 崩れん ばかりな りミ いふ 言葉で、 あの 透明な 長 細い、 小さ 

な 葛の 粽か なぞの 樣な 白魚の かたまって ゐ る冇樣 を、 非常によ く寫 してる る-、) 思 ふ。 然も^！：^ハ言サ架 

は、 單に 白魚 其 者 をよ く寫 して ゐる のみでな く、 夫ミ 同時に、 其 白 to? に對 する 先生の 】cve を、 

非常に 活活ミ 表現して ゐ るので ある。 其 意味で、 是 は客觀 描寫ミ しても 立派な ものであるし、 同 

時に 又 夫 は主觀 描寫ミ しても 非常に 立派な ものに もな つて ゐる。 是は 先生の 心の 網 ごしの 樣な柔 

かい 要素の 出て ゐる 句で ある。 

寅 日子 四手 網 は 最も 適切. たが、 籠 や 味噌 こしの 樣な 物で も 大した 差 支 はなさ さう であろ。 鬼に 

ふる ひよ せる-、〕 いふ 動作が 白魚-、〕 いふ 物の 特徴に 非常によ く はまって ゐろ爲 めに 印象 か 著しく 


强く なって ゐるミ 思 ふ。 

東洋 城 此句ミ 「葉 程な 小さき 人」 の 句- A- は 全く 異 つた 境地の 句 だけれ さも、 一句の 大切な ミこ 

ろ は 同 一 な 樣な氣 がする。 

蓬 里 雨 「蓳 程な」 ミ い ふ 句よりも 僕に は此 句の 方に 對象 に^する 先生の 人格 的 交渉が 餘 計に 色 

が^く 出て ゐる樣 に S はれる。 

東洋 城 それ はさち らミも 言へ ない ミ思 ふ。 それから 僕の 大切な 所 ミ いうた の は 唯. た 其 「董」 の 

句ば かりで なく 「冴 返る」 の 鶴の 句で も 皆 共通な 或 者 を 指す ので、 何ミ それ を 言 ひ 現 はしたら い 

ゝ 、„,  b 

1^ 力  

寅 曰 子 それ は 先生 の 凡ての 物の 外殼を 突き通して 其の 中に 隠れて ゐる もの を 直感的に 洞察す る 

恐ろしい 力が 到る 處に現 はれて ゐ るの だ ミ 思っても 解釋 されない 事 はない。 

洋城 その 恐ろしい. R に 更に 先生の 無限の 情味が からみついて ゐるミ 言 ひ 添へ たら 尙 いい かも 

しれない。 —— そ して 是が さ うして も 先生 でな けれ ばなら ぬ 所 だ ミ 思 ふ 。 

蓬 里 雨 le^ に 角是は 古今の 名句 だミ思 ふ。 芭蕉の 「あけ ほの や 白魚，； n き 事 一寸」 の 句に も 劣らな 


寅 日子 崩れる、、 ：- いふ 言葉に 對 して 或は 誤解の 起ろ 虞れ が あるか もしれ ない。 それ は小宮 君の 言 

はれた 樣に 白魚の 外觀 の特徵 から 兒て 白魚 自身が 溶け 崩れ 從 つて 其圑 塊が 崩れさう に感卞 ろ ミ解 

しなければ ならない ミ 思 ふが、 併し 一 方で 單に 白魚の 分量の 多い 爲 めに 其團 塊の 輪廓が 崩れる ミ 

解し、 結局 白魚が 澤 山-、， - れたミ いふ-たけの 意味に 解釋 される 虞れ が あろ かもしれ ない。 さう する 

ミ科擧 的に はよ くても 丸で. ネ ヱ トリ I が なくなり 此 句の 價 ST かなくな つてし まふ。 

東洋 城 そ ん な 心配 か 起る 以前に 正解の 樣に すつ マ〕 句意が 透 つて 了 ふ 程 完成 して ゐる 句ミ思 ふ。 

蓬 里 雨 二十 八 年の 句に 「白魚に 己れ 恥ぢ す や 川 蒸汽」 ミ いふの が ある。 是は 先生の 白魚に 封す 

る 愛情 .、) 從 つて 白魚の 捕れ る 川 を ガチャ ガチャ 航行して ゐる 川 蒸 汽に對 すろ 憎惡を 極めて 露骨 に 

散文的に 出して ゐる ものである。 多分 本 所 逢の 景色 だら う。 たった 二 年の 相違で は あるが、 「ふ 

る ひよ せて」 の 方になる ミ其 似た 樣な心 持が 川蒸汽 なんてい ふ 變な物 を 持って 來 ないで 非常に 藝 

術 的に 表現され てゐ る。 

寅 日子 川 蒸 汽の句 は實景 から 得た のではなくて 白魚の 題で 考 へて 居ろ 内に コ ン トラス ト から 一 

寸思 ひっきで 作 つ た 句に 過 ざな い ミ 思 はれ る -ー) ， J ろが 何處 かに ある。 


七 六 

木瓜 t< くや 漱石拙 を 守る ベ く 

蓬 通 雨 前の 句ミ 同じ 句 稿の 屮 にある。 明治 二十 九 年の 秋 頃 虛，. K か 「ベく」 -、 一い ふ手爾 波で 結ぶ 

俳句 を澤山 作った 事が ある d 十二月 五日の 虚子 宛の 手紙に 「所謂べ くづ くし 杯 は 小生の 尤も 耳 障 

に 存候處 に 御座 候 然し 「吾に 醉ふ ベく 頭痛 あり」 又 「豊年 も 卜すべく 新酒 も嚷 すべく」 杯 は 至極 

結構-、 >存 お」 (全 築、 第 十二 卷七 九) ミ いふ 樣な 事が 書いて ある。 ベく は 何も 虛.^ の獨创 ではない 

が、 併し 手紙にまで かく 程 問題 (先生の 頭の 屮で) になって ゐ たの だから、 其べ くが 或は 此 守る 

ベく -、> いふべ く を：：； 出して 来る 何等かの sug 巧 stion になって るない-、 ：- も 限らない。  此 句の 

解 釋には 先生 自身の 言棄を 借りて 來た 方が 都合が 可い。 『草枕』 の屮に 「子供のう ち 花の-^ いた、 

葉の ついた 木瓜 を 切って、 面白く 枝 振 を 作って、 筆 架 を こしら へた；； が ある。 それへ ニ錢五 厘の 

水 筆 を 立て かけて、 白い 穗か 花-、  >葉、、 一の 問から、 隱 見す るの を 机へ 載せて 樂 しんだ。， 其 日 は 木瓜 

の 筆 架ば かり 氣 にして 寐 たノ」 (全集、 第二 卷五七 〇) ミ いふ 所が ある" 又 同じ 『草枕』 の 中に 「木 

瓜 は 面白い 花で ある。 枝 は 頑固であって 曲がった 事がない。 そんなら 眞直か ミ 言 ふ-、 ヽ 決して 3 典 


直で もない。 只眞 直な 短 かい 枝に、 異 直な 短い 枝が あろ 角度で 衝突して、 斜に 構へ つつ 全 體が出 

來上 かって 居ろ" そこへ 紅. たか 白 だか 要領 を 得ぬ 花が 安閑 ミ^く。 柔らかい 葉 さへ ちらちら 着け 

る。 評して 見る ミ 木瓜 は 花のう ちで 愚に して 悟った もので あらう。 W 間に は 拙 を 守る-、】 云 ふ 人が あ 

る- 此 人が 来^に 生れ 變るミ 吃 度 木瓜になる J 余 も 木瓜に なりたい。」 (同上 五六 九— 七 〇) ミぁ 

る。 拙 を 守る ミ いふ 言葉 は 先生が 隨分 前から 考 へて ゐて、 さう して 仕舞まで 考へ 通した ョ ctto の 

一 つであった らしい。 明治 二十 八 年 五月 六日の 子規 宛の 手紙の 中に 「才子 群屮 W 守 拙 小人 圍裏 

獨持 頑」 (全集， 第 十二 卷五 六) ミ いふ 詩句が ある" 同年 十二月 十八 日 子規 宛の 手紙の 屮に 「是非 雲 

煙の 如し 善惡亦 一 時 只 守 拙 持 頑で 通す のみに 御座 候 此頃は 人に 惡 口され る-、〕 却て 愉快に 相 成 候」 

(同上 六 六) ミ いふ 句が ある。 明治 三十 一年の 俳句に は 「正月の 男ミ いはれ 拙に 處す」 ミ いふの 

が ある。 特に 此ニ 十八 年から 三十 一年 頃 迄 は、 斯うい ふ 心 持が 先生に 盛だった 時分の 樣 にも 思 は 

れる。 此 句で 目に 立つ 事 は 「漱石 拙 を 守るべく」 ミ 自分の 名， S を揭け 出して るる 事で ある。 尤も 

自分の 名前 を 出す 事 は、 「發 句な り笆 藤桃靑 春の 宿」 だの -瘦娃 お、 けるな 一 茶 ここに あり」 だの 先 

例. か 幾つ もあって、 別に 珍ら しく もない。 此 句で 珍ら しい は、 自分の 名前 を揚 けて 來て 自分の 

思想 7.- い ふ か 自分の 哲學 ミ いふか、 さう い. ふ もの を 表現して るる 事で あろ。 是は 俳句 始まって 以 


來 ひ，， おみ 力 ミも思 ふ。 此句は 純 粹に藝 術 的な 立場から 云 ふミ、 或は 偎値 は少 いか もしれ ない。 併 

し、 今迄 俳句で は ミても 取扱 ひ 得られ さう もない V., 考 へられて ゐた^ 界を、 先生 は 此處で 取^ は 

ぅミ して ゐる。 そこが 僕に は 面白い。 かう いふ 事 を 表現し なければ るら れ ない 先生 は、 一方から 

レ ふ-、 ヽ き.：？ で 納まる 事の 出來 ない もの を 持って 生れて 來てゐ る、 卽ち 俳句 を 離れて 散文に 人ら 

なければ ゐられ ない 先生で ある。 其 意味で 此句は 散文 期の 豫言 である，、 i る 事 も 出来る。 II f 

に、 もう 一 つ 漱石ミ いふ 名前 を 使って 作った 句が ある。 それ は 三十 年の 秋作った もので、 「妻 を 1 

して 獨り肥 後に 下る」 ミ 前書の ある 「月に 行く 漱石妻 を 忘れ だり」 ミ いふ 句で ある。 

艰洋城 さう い へば さう も 忍 はれる が 僕 は 此句は あっさり ミ 木瓜の 趣味 ミ漱石 拙 を 守る ミ いふ 興 

した 樣 な-、. - ころの 取合せ の 面白味 だけにした 、 0 

寅 日子 此拙を 守る の 或 一 面 は 又 『坊ちゃん』 によく 現 はれて るる。 序に 心 持の 似通った，、， 思う 

た 句 を 二三 拾 ひ 出して 見る-こ 「其 愚に は 及ぶ ベから す 木瓜の 花」 「梅の 花不肯 なれさ も 梅の 花」 

「上 筆 物言 はす すん すん ミ仲 びたり」 「ものい はぬ 案山子に 鳥の 近寄ら や」 「愚か なれば 獨り凉 し 

くお はします」 「能 もな き 敎師ミ ならん あら 涼し. 等で ある。 


太刀 佩い て戀 する 雛 ぞむづ かしき 

蓬 里 雨 是は 明治 三十 年 四月 十八 日 子規に 送った 句 稿の 中に， ある。 此 時分 『ネト ト ギス』 ではよ 

く 一  題 五 句 を やった () 是は 「劍」 ミ いふ 題で 『ネト トギ ス., から 課題が 来て、 それに 對 して 作ら 

れた 句で ある。 11 內裏 雛が 飾って ある。 男の 方 は 長い 太刀 を 佩いて るろ。 男 7〕 女 7 ヽ あの 二人 

が戀 をす ろの-た ミ考 へながら、 じつ ミ 見て るる ミ、 男の 佩いた 太刀 だけが いかにも 邪魔に なろ 機 

な氣 かして 來る、 太刀 を 佩いて 端然 ミ して ゐる のが 戀を する 人に 似合 はない 樣な氣 がして 來る。 

それ を かう いふ 風に むづ かしきな さミ いふ 言葉で、 輕ぃ 意味で 御 雛樣を ひやかす 樣な心 持 を 出し 

てゐ る。 小さな ものに 對 して、 其 小さな ものの 中に 潜む 小さな 矛盾 を 出して、 それみ-問題に 

する つ 其處に 一 種の logical  poetry  7) でもい ふ樣な poetry が ある。 さう して そこに 一 寸 先生が 

出て ゐ る- ヒ思 ふ。 前年に 「端然-、〕 戀 をして るる 雛 かな」 ミ いふ 句が ある。 夫よりも もう 少し 複雜 

な 言 廻し でもう 少し 複雜な 味 を 出して ゐる のが 此 句で ある。 

東洋 城 此句 はいい 句 か。 

七 九 
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蓬 里 雨 非常にい い 句. た ミは思 はない。 併し 今日の 句の 中で それ 程惡ぃ 句の 中に 這 入ろ べき もの 

ではない ミ思 ふ。 

東洋 城 僕 は それ 程い い 句 ミは思 ひません。 

寅 日子 ずつ いふ 點が いけません か。 

東洋 城 雞が戀 をす る、 ミ いふ 空想 か 第一 大した 事で なく、 それに 太刀 ミ いふい かめし い 心 持の 

物 を 現 はして， 照 的に 雛の 戀の 優しみ を ほのめかさう ミ して ゐる 所が 厭です。 も 7,- 此句は 「劍 

五 題」 で劍 を土臺 にして 句 境 を 探った ので、 趣向 を 得てから 後其愦 味が まだ 充分 爛 熱し 切らない 

-2： に 表現され たもので あらう ミ 思 ふ。 其點 から 見る ミ 寧ろ 前年の 「端然-、. -」 の 句の 方が まだす つ 

きり- 、一して ゐるミ 思 ふ。 

蓬 里 雨 太刀 ミ いふい かめし い 物 を 持って 來て 雛の 戀の優 さしみ を 仄めかした ミ いふが、 此句は 

仄めかして ゐ るので はない。 現在 正面に 持ち出されて ゐ るので ある。 太刀 も 雛の 太刀で 戀も 雛の 

戀 であるつ さう いふ 物が 同時に 存在して ゐる 事が 先生に は此 句の 興味の 屮 心になる ので 其 間に 僕 

は献 味の はいって 來る餘 地 はない-、) 思 ふ。 夫に 難の 戀は 陳腐 だ-、) いふが、 其戀が 太刀 を 佩いて す 

る戀 7- いふ 特殊な 戀 になって ゐ るの だから、 少しも 陳腐 だ ミは考 へ られ ない。 


その 四 (寺 彥抄) 


限りなき 春の 風な， 0 馬の 七 

寅 日子 此れ-、〕 道 連の.？ に 「亂 山の 盡 きて 原な り 春の 風」 -、〕 いふの が あろ。 11 廣廣ミ した、 例 

へ ば 富. H の据 野の やうな 處を 馬で 通って 居る。 たえす そよ そよ ミ 春風が 吹いて 居る。 さう いふ 感 

じ を 「限りなき 春の 風』 •、】 いふ 言葉で 現 はした ので ある。 此 限りなき は 時間に も 空 問に も 通じた 

所謂 四 元の 限りなき であろ。 此れ は 俳句- 、一して は隨分 大膽な 新しい 言 ひ 現 はし 方で ある- 、一思 ふ。 

「馬の 上」 は 一見 平凡な やう だが、 可也よ くきいて は 居る。 re? 上で 自分 は 骨折らないで、 いい 心 

持で 廣ぃ 眺め ミ 春風 ミの 享樂に 浸って 居ろ ので ある" せっせ、、〕 歩いて おろので も 駕籠で も 汽車で， 


も 此の 感じ は 出ない だら う。 —— 「秋の 風」 ではぃけなぃかミぃふ^5^'も考へ て兄たが、 身 も 心 も 

引きし まる 秋風 は此 句に はふ さはない やうで ある。 —— 大まかで 氣 持の い い 句. た ミ S ひます。 

束洋城 僕に は 何う も 一 句-かばつ ミし 過ぎて 居る 樣に思 ふ。 春風-たから ：l»r はつ ミ した 所がい いの 

かも 知れない が、 もす こし 馬の 上に 居る ミ言ふ 心 持の 出て 来る i 臺 がしつ かりして 欲しい。 馬に 

乗って 廣ぃ原 か 何 か を 打た せて 行く 時 それが 春風 春光の 中であって その 春風 春光が さ こまで も 限 

りなき 大きさの 中に ある、 ミ言ふ 心 持 は 至極 結構 だ-、〕 思 ふけれ さも、 此 句が 一句 ミ しての 纏り を 

保つ に はもす こし 何-、) かならなければ ならない 様に 思 ふ。 併し 二十 九年ミ 言 へ ば 明治 俳句 の 草創 

時代で あるから 餘り愁 の 深い 事 は 言へ ないか も 知れない し、 其 時代の 句 •/〕 して は 勿論 惡ぃ 句で は 

なから うが。 

寅 日子 近頃よ く 見る やうな 厭な 小刀細工の 多い 句よりも かう いふ 大まかで のんびりした 句 を 尊 

重し 開拓す るの は 善い 事で はない か-、. "思 ふ。 

束洋城 それにしても あまり 引締ら なさ 過ぎる。 

蓬 里 雨 限りなき 春の 風な りミ いふの は 可い。 然し かう いふ 表現 は、 俳句 ミ して は 珍ら しいか も 

知れない が、 漢詩の 方で は 「春風 無限 情」 -、) いふ 樣な 成句 も ある 位 だから、 漢詩に 親しい 先生に 


つて は、 ■ 新機軸 を 出した 積り でも 何んでも なかった ので はない か-、. ふ。 下 五の 馬の 上で ある 

が、 私 は是に 不満 か ある。 何. たか よそよそしい 樣な 資感か 乏しい 樣な氣 がすろ。 換言すれば、 此 

馬の 上 は 先 が實 際經驗 した 事で はなく 空想で 待へ 上け たもの を 此處へ 持って 來 たもので はない 

か。 さう いふ 感じが する 程に 影の 藩い 所が ある。 限りなき 春の 風な りミ いふ 非常に 長閑な ふ はり 

ぐ J した 心 持が、 下 五で もう 少し 實感の ある、 其 意味で 重味 を 持った 言葉で 結ばれて ゐ たら、 此句 

は 屹度 大變 いい 句に なったら ぅミ思 はれる。 是は さう しても、 先生 自身が 馬に 乘 つて 限りない 春 

風 を經驗 して 其の 感動 を 詠んだ もので はなく、 設書 なさで 得た 感與を 「他人 事」 ミ して 詠んだ も 

の だら ぅミ思 ふ。 

寅 日子 詩の 世界で は 想像 ミ實 際-、) の 限界 は それ 程 はっきりし たもので はない から 必 しも 自分の 

經驗 でな くミも 可い、 のみなら 卞僕は 馬の 上が そんなに つまらない ミは 感じない。 馬で 旅 をす る 

事の 滅多にない 我我に 取って 此の 下 五 は 何-、) なく 呑氣な 時代ば なれの した 樣な 感じ を與 へる。 そ 

れが上 十二 字に 調和して 居ろ ミ思 ふ。 尤も 馬の 上が 最上で 絕 封に 動かない ミは 言へ ないか も 知れ 

ん が。  . 

東洋 城 限りなき 卷の 風な りミ いふの は 現に その 春風 春光の 中に 居ろ ので は あろが、 其 心 持はバ 
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ッ-、 > 末说 がりに^がって ゐる。 馬の 上ミ いふの は 自分の 事に も なれば 他人の 事に もな" 其 上狹ま 

つた 一 定 點の樣 である。 そこで上十ニを證んで來てそれが當然自分の^^！-で而もさっきから-ゅ^？上で 

あって 丑 つ 末廣 がりに な る 心 持 を 急 に收 縮す るから、 上 十二 字の 心 持 ミ 馬上 にゐる い ふ 事實 -こ 

の の 折り合が 自然で なく、 從 つて 折 持った. たけの 句 境 を 示す に は 其表观 方が 木に 竹 をつ いだ 

樣に 際さくなる の だ -、】 思 ふ 。 

蓬3_^雨 僕 は 際-ごい-、〕 は 思 はない。 

寅 日子 際さい ミ いふの は 僕に は 分らない。 

蓬 里 雨 成^ ミ した 所 を暖ぃ 春風に 吹かれて 行く 心 持 はよ く 出て 居る。 唯. た 馬の 上に 來て 締め括 

り. かなくな つて ゐる。 夫 を 私 は 實感か 伴 は ない せゐ. た V〕 說明し て ので ある。 詩の 世界で は 想 

像-こ 實ミ の^ 界は 勿論つ け 難い。 唯 だ 問題 は (處に 作^の 實感が 出て ゐ ろか 何う かで ある。 

束洋城 上 を 直して 下な 極める か、 下 を 直して 卜； を 極める か、 でもしたら  一.！？ が 締め括り かつく 

であらう。 

蓬 里-.！ 「お 馬遲遲 たり 冬の 日 薄き 砂 堤」 -、 > いふ 先生の 句が ある， -此句 も 此處の £^ の上ミ 同じ 樣 

に 「5; 馬遲々 たり」 に 資感か 乏しい、 從 つて 是も喻 だ 本で 設んだ 知識 を 借 川して 夾て 喰つつ けた 


ものの 樣な氣 かする。 

寅 日子 さう 云 ふ樣に 物足りない 感 がする ミ言ふ 人が 多ければ 致 方がない が、 唯 だかう いふ 風の 

大まかな 句 を 鼓吹したい もの. た-、！ 思 ひます。  • 

蓬 里 雨 今日の 句の 內で 「花 暴」 の 句な、 ご は 大まかで 佳い 句だミ 忍. V か、 何う も 此句は 大して 大 

まかな 句 だ-、) は 思 はれません。 

束洋城 の 風な りミ いふの がいけ ない のか もしれ ぬ。 唯. た 「卷 M や」 ミか 何-、』 か. たけいうて 限 

りなき  なり さ 一一 m ひ 現 はした 大切な 所は餘 情に 託し、 もつ ミ -if の 上に ゐるミ いふ^ 實ミの 折 合 

を圖 つた 方が よかった ので はなから うか。 小 宮君は 馬の 上がい けない ミ いふが、 馬の 上 は そ 6： 儘 

据 ゑて S いても、 上 十二 字 を 直したら、 それでもよ からう V〕 思 ふ。 上 十二 字 を その 儘に して 下 五 

に 手 をつ ける-、，" なる ミ勢ひ 「馬に 何」 ミ か 何 ミか下 五 を複雜 にしなければ 一句の 納り がっかない 

だら う。 

蓬 里 雨 袍雜 にす るの はいかんよ。 

束洋城 限りなき 春の 風な り V.-- ハ ッミ いて 夾- てもう ぁミ： A 字の すこしの 部分で 輕く 受けて M;f た 

けの 廣 がり を收抬 しょう ミ する こ V- は 難 かしい。 是を 受けて 鬼 も角收 めよう ミす るに は 假令多 少 


窮屈に なっても 殘 りの 僅かの 部分で ある 下 五で 何ミ かせねば ならぬ。 かう いふ 際に 不得止 下 五 を 

複雜 にして IB^ も 角 も 上 十二 字の 勢を收 める 事が 必要な 場合が ある。 さもなければ 不得止 遡って 上 

十二 字 を 修正して 假 令〕 "取 初 所願した だけの 大きさに は 及ばす ミも 一 句で 料理 せられる 卽ち下 五で 

收め 切れる 樣全句 を 整へ て.^ ねばならぬ。 先生 はかう いふ 點に 往往 無雜 作す ぎる。 

蓬 M 雨 限りなき 春の 風な りミ までが 出來 て、 取り合せ の 上から 色色 考 へて、 下に 馬の 上ミ 置い 

たので はないだら うか。 

束洋城 さう かもしれ ない。 11 尤も 此 句に 「旅 中」 ミか 何ミか 前置 を附 ければ 此 儘で 救 はれな 

いこ ミ もない。 何故なら、 前置 か あれば、 馬の 上ミ いふの が 始めから 自分が 馬上であった- 、- いふ 

事ミ して (旅 中の 或 一場面) 動く にさう 不自然でなくなる から。 

蓬 里 雨 芭 藤に 「春 M 一 や 煙管く はへ て 船頭 殿」 ミ言ふ 句が ある。 是には 限りなき 春の 風な り は 

云 つ て はないけれ さも、 其 限りなき 感じ. か 非常によ く 出て ゐ る ミ 思 ふ。 

寅 日子 「殿」 は 面白い。 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 九 年 三月 二十四日に 子規に 送った 句 稿 (全集、 第 十 卷四六 四— 七) の 中に 

ある。 此 年の 四月 十 = に 先 i}- は 熊 本へ 向け 松 山 を 立って ゐる。 是 から 暫 らく 句 稿が 途絶える、 七 


月 八日まで は 


舂の 江の 開いて 遠し 寺の 塔  一 

寅 =3 子 此の 句の 內容は 先生の 頭の 屮に畫 かれた 一 幅の 南畫 だ- 、-思 ふ。 霞の 棚引いた 江が 淡 墨で！ 

圆の 全面に 擴 がって 居て、 遠景に ほつ ちり 黑く寺 塔が 點 せられて 居る。 此れが 全幅の 屮心 になり 

しめくくり になって 居る 譯 である。 —— 此句も 平凡 ミ か 陳腐-、) かの 非難が 俳人の 中から 出る かも 

知れない が 私 はさう 思 はない。 技巧 も あり 餘韻も ある。 —— 開いて-、〕 云 ふ 言葉 は截 面の 江の 形狀 

輪廓 を 規定す る もの ミ して は 不充分 であるが、 併し 句の 咸， ^ じ を 支配す ろ 上 で は 重要な 役目 をして 一 

居る。 此言葉 を 引き去ろ ミ 凡ての 幻影 は涫 えてし まふ。 —— 此處の 江 は 河より は 寧ろ 入江 かなん 一 

かの やうな ものら しい。 序ながら 先生の 春の 句の 中で 南 畫匚緣 の あろの を 二つ 三つ 拾 ひ 出して 0^ 

ろミ 「驢 に騎 して 客來る 門の 柳 哉」 「柳 ありて 白き 家鴨に 枝 垂れたり」 「柳 あり 江 あり 南 叢に 似た 

ろ 吾」 なさ ミ いふの が ある。  . 
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蓬 sf/.s 私 は iS いてが よく 利いて 居る ミ思 ひます。 掣に 感じの 上 だけでなく、 此言_|^^にょって作 

^の 位置 も 分明になる。 景色の perspective が 出て 來る。 此 句の 景色 全體 が南螯 だ-、. - いふ j^K そ 

れ から 先生に は 南 鼓 的な 俳句 か 多い ミ いふ 事 は、 大 變 面白 い 現象 だ ミ思 ひます。 唯だ此 句の 遠 し 

VJ い ふ 言葉です が 、 是は舉竟寺の塔が遠 ぃ所にぁ る^；^-を意^す る ものな の で せう が、 江が 開いて 

行く：^ の 長さに も 駒 保ん，」 持って ゐ ろから、 つまり 二重に 働いて ゐる譯 になる。 其處に 工夫の 餘地 

が あり はしない か-、〕 も考 へ られ ます。 

束洋城 此江ミ いふの は 川だミ 思 ふ。 例へば 支郎 の揚， f 江 ミか黃 河 かいふ 非常に 大きい 川の 樣 

な氣 がする。 問いて いふ 語が 一句の： iH 命 を 握る ミ いふ is^ は 小官 君ミ 同感で ある。 唯 だ 其 開き 方 

ミ いふの はさう いふ 風に 開く のか ミ いふに、 夫 は 大きな 川が 段段 廣く なって 行く、 何だか 川下に 

なり 行く 様な。 遠し-、〕 は 猶小宮 君の 解の 如く 二重に 働いて は 居る が 夫 は 謂 はば 結杲 で、 江 か 開い 

て 遠い、 r- いふので^ 味 は 3； れて、 夫で 巳に 遠く 遠くに 及んで ゐる 眼に ポ チリ-、】 塔が 見える ので 

ある。 卽 ち江が 開いて 廣く逡 く 遠くへ 行って、 海の 樣に思 はれる まで 廣く 開いて 居る 樣な氣 がす 

る。 寺の 塔 も その 遠くへ 行って 居る 心 持の 端に 塔が 引つ かかる 位で よい。 寺の 塔 は 開いた 江の 向 

うに 唯だ餘 ig 的に 出れば よい。 寺の 塔 は 遠い ミ いふより は資際 吾人の 眼に 小さい ミ いふ 感じで あ 


る。 いふの は 開いて 遠し ミ いふ 所に 切 字が あって 甘；、 處に心 持 を 保って 夫から あ-、) は餘景 的に 動 

くからで ある。 さう 解す るの は此 句の 味 を 減じない のみなら や 却て 南 螯的氣 分が よく 出 はせ ぬか 

ミ思 ふ。 11 僕 は 此句を 面白く は 思 ふが、 一 つの 難點か ある。 前の 句の 榻合 に似て、 ^ いて 遠し 

ミ下五 ミ の 精き 合の 所に ある。 併しせ；、 折 合 はなさ 工合 は 前の 句ミは 寧ろ 反 對で卽 き 過ぎて ゐ ろ。 

此句を 讀む時 何だか 解り 切った 寺の 塔 を 又 今更 作者に 强 ひらる る 樣な氣 がする。 折角 鏢救ミ なつ 

て 行く 上 十二 字の 餘照 的に 擴 がった 氣分を も 少し たっぷり 受けて それに 調和す る もの を据 ゑた か 

つた。 —— 寺の 塔 は 他の物に も：. a き換 へらる るし、 且つ 其 き換へ 方に 依って 此 句の 全 境み-より 

よく 展開し S!: ろミ思 ふ。 

寅 日子 置き 換へ る 事が 不可能-、) は 思 はぬ が、 出來上ったものミして兒るゅは寺の塔かl^s:龍點晴 

の 役 をして 居る-こ 思 ふ。 別に 强 ひられる ミ 言ふ氣 はしない。 遠し がさ ちらに 掛ろミ 言 ふ 事 は！ fl^ 議 

しても 決定す る 事 はむ づ かしから う。 

朿洋城 春の 江の 開いて 遠し V. 一い ふだけ でもう 支那の 大 江の 樣な氣 になる から、 卽ち 早く 巳に 南 

螯氣分 になる から、 潜在意識 は 巳に 寺の 塔な 、ごに 向って 動いて ゐる。 そ れ程 寺の 塔 は 始め から 解 

つて ゐる 樣な豫 期されて ゐる樣 な 心 持で ある。 寺 m 君は螯 龍點晴 ミ いはれ た が 、 寧ろ 此句寺 の 塔 
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あるが 爲 めに 在り 来りの 南畫 その 儘に なって 了って 居る 樣な氣 がする。 句 境で は 先生 は南晝 的の 

趣味に 立って 居られる ので あらう が、 出來た 句に はま だ 淸 新な 感興の 世界 ミ いふ ものが 動いて 來 

ない 樣に思 ふ。 

蓬 里 雨 寺の 塔 は 差 支ない ミ思 ふ。 開いて ミ いふ 言葉で 眼の 運動が 始まろ。 視線 は 曲線 を 描きな 

がら 遠く 動いて 寺の 塔に 至って 止まる ので ある。 開始され た 運動 を哈 ひミ める もの-、. - して 寺の 塔 

は屮屮 よく 利いて ゐる。 江が 開いて 遠い ミ いふの は、 南畫の 景色-、) して は 在り 來り だミ いふ けれ 

さも、 前に も 云った 樣に、 開いて-、 ：- いふ 言葉で 或る 運動 を 刺戟し 寺の 塔で 其 運動 を收 めて ゐる。 

そこで 作者の 立って ゐろ 位置 も はっきりす るし 從 つて 讀 者が 景色 を 見る 親點も はっきり 規定され 

て 居ろ。 其 虚に僕 は 新しい 所が ある ミ思 ふ。 問疆は 配合よりも 描寫 である。 此處 には靜 止した 景 

色 を 描きながら、 然もお 描き 方に は 運動が ある。 然も 其 運動が 一 曰 一起され たミ 思ふミ 或ろ 瞬間の 

後に はちゃん ミ 止まらべき 所に 止って ゐる。 さう して 丁度 南畫 家の 畫を かく 所 を 傍で 見て でも ゐ 

る樣 に、 運動が すむ ミ 同時に 晝 が出來 上がって ゐ るので ある。 

寅 日子 元 來南畫 ミ 言 ふ ものの 題材 は殆 さき まった 物ば かりであって 繪の 價値 は それ を さう 生か 

すかさう plan を 立てる かミ言 ふ 事に 依って 極まる の だから 材料の 古い ミ言ふ 事 は 南晝に 取って 


は 大した 問題で はない。 

東洋 城 僕 も 材料が 古い ミ いって 非難す ろ譯 ではない。 寺 田 君の plan を 立てる 事に 依って 價値 

が 極まる -、，- いはれ た 事、 小宮 君の 靜 かな 所に 運動が あり、 其 運動が 止まる ミ いふ 說は 至極 賛成で 

あるが、 それが 寺の 塔で は 止まり 兼ねる。 卽ち、 下 五が 出て 來る前 それが 用意され るので、 下 五 

が讀 まれた 時 一 嫁 乾坤が 開けた 樣に思 はれない ので ある。 さう いふ 意味で 僕 は 此句は 完成して ゐ 

ない ミ思ふ 0 

蓬 里 雨 僕 は 此の 句 は是で 完成して ゐ る-、〕 思 ふ。 

東洋 城 寺の 塔に 文句 を附 けた 自分 は、 も 一度 夫 をよ く考 へて 見ろ-、】、 或は 寺の 塔ミ いふ 風に 寺 

の 字の 喰つ 附 いて 居る 所が 工合が 惡 いの かも 知れない。 見える もの は 唯 だ 塔ば かりで あろのに、 

寺の-、〕 附 けて 塔 を modify して 居る。 事に 依ったら 其處に 不満 か あるの かも 知れない。 

寅 日子 寺 7) 塔 を 離れた もの ミ考 へろ の は を かしい。 

東洋 城 唯 だ # で よい" 開いて 遠し ミ いふ 以上 僕に は大變 遠い 距離が 出る。 水 天 髮髴ミ でも 言 ひ 

たくな ろ 樣な氣 かする つ その 水の そなたに は 私に は 一 一 に 岸の 風物 は 見ろ 事が 出來 ない。 唯 だ 一 

かたまりの 森 か水鄉 かが 兑 える かそれ も 見えない か、 その かたまりの 巾で 非常に 高い から 塔ば か 

九 一 


りが 抽ん でて 塔 ミ 目立つ ので ある。 さう いふ 場合に その 塔み 寺の 塔-、. - 寺ので modify する|5^!>.カ僕 

に は 邪魔になる。 實 際に 於て それ は 唯 だ 一 つの 高 塔で 必 しも 何の 塔 だか 見 わけの つかない 遠距離 

なので あるから、 塔 は 唯 だ 塔で よく、 其方が 上 十二 字の 打開いて 行く 心 持 ミ塔ミ の 接 觸點を 一 層 

切赏 にす るミ思 ふ。 實際 夫が お 寺の 塔で ある ミ しても 寺 S ミ別に 限る 事に 依って 折角 進み かけて 

全 句の 大 S な 心 持が すこしで も 反れる の を^ 念に 思 ふ。 

蓬 通^ 寺の 塔ミ いふの を 君の 樣に 離して 考へ るの は 僕に は现窟 の爲の 理窟 ミ しか 映らない。 僕 

の ！f,i1ww は 寺の 塔ミ いふ 言葉 から は， ^の樣 な 穿鑿 心み」 引き出されない。 

東洋 城 僕 は 理窟 を揑 ねる ので はない。 一句 を讀 んで此 句に さこミ なく 感じる 不満 を 解剖す る-、) 

こんな 所に 來る樣 に 思 ふミ いふの だ、 誤解せられ ない 樣に。 夫から 下 五 を 離す -、 ^ 言 はれる 點は切 

字の 力の 受け 方の 相違から 來る 事-、〕 思 ふ。 

寅 日子 是 は餘談 であるか、 先 牛； の 南 的の 句に は 柳 • かよく 出て 來る。 夫に 家鴨 を 取り合せ たも 

の も ある。 處が晚 年に 敦を 描かれ る やうに なって か ら 何時 だ つ た か 柳の 下に 家鴨の 居 る緖を 描 い 

た 事が ある。 お、 時 僕達 か 色んな 批評 をす るので 色色 に 塗り 直した りして たう-、〕 う 滅茶苦茶 に 塗り 

潰して 了った 事 か ある" 鬼に 角 かう いふ 色色な 鎗か 可な り 古く か. レ， 先生の 頭の 巾に 存在して 一:^= た 


の だら う-、〕 思 はれる。 

蓬 里 雨 先生の 頭の 中で はかう いふ 景色が 始終 動いて 居た のです ね" 「柳 垂れて 江 は 南に 流れけ 

り」 -、 ：- いふの も あろ。 

寅：！ 1 子 僕 は 始めの 解で は 江 を 入江 ミ してお いたか、 そんな 句 も ある ミ する ミ 先生の つもりで は 

矢張り 大きな 川 かも 知れない。 夫に しても 兩 岸に 曲折が あるので なくて は 面白くない が。 

蓬 里 雨 人 江. たの 大きな 川 だの、 江 -、>  いふ-、 - 色色な ものが 思 ひ 浮べら れ ます。 

寅 日 f  m  口から 上流の 方 を 見て 居る ミ考へ る-、. - 背景-、〕 して 連山. か 浮んで 來る。 - ごうで もい ぃ樣 

な 事で は あるが 僕 はさう 見たい やうに 思 ふ。 

柬洋城 僕 は 矢張り 上流から 下流 を 望む 樣な氣 がする。  ， 

蓬 里； S  に は兒^ 灣が ぐつ-、) 陸地に 喧ひ 入って るる 宇 野 近くの 景色の 樣な ものが 一 番に 浮んで 

來る。 —— 先生の 頭の 中には 一 つの 好きな 風景が あって 夫が 色色に 現 はれた の だ-、) 想像す る 事 は 

出来ない でせ うか。 例へば 或 時 は 其 中の 船 丈 を 描く、 叉 或 時 は 其 中の 柳 丈 描く-こ いふ 風に。 

束洋城 それ を 緒に したり 句に したりせられ たの だら う。 支那の 舉堂へ 敎師に 行って ゐた 友人に 

昔閒 いた 所に 依っても、 支那の 山水、 就中 南淸の 山水 は實際 あの 南 貧 そのまま 寧ろ 夫 以上 ださう 


だから、 先生 は 漢詩 や 繪赘を 通じて 久しく 支那の 山水に 愤憬 して 居られた の だら う。 

蓬 里 雨 南淸の 風景 は 僕 も 活動寫 眞ゃ 唯の ゅ異で 見て ゐ るが、 南 害： は 全く リアリズムから 出發し 

てゐ るん. たね。 

柬洋城 給の 方が 句に 現 はれた 所より よかった らう。 

蓬 里-. g 夫 は 何-、〕 も 言へ ない。 ！ 此句も 前の 句ミ 同じ 句 稿の 中に 属する。 卽ち 先生の 頭の 屮で 

は、 明治 二十 九 年頃から、 かう いふ 搶が 幾つ も 出 來てゐ たので ある。 さう して 夫が 大正 二三 年以 

後 二な つて 「搶」 になって あら はれた ので ある。 さっき 寺 W さんの あゆた 「柳 ありて 白き 家鴨に 

枝 垂れたり」 な-》 Jv〕 いふ 綰は、 そのまま 私の 持って 居る 「絡」 の 景色で ある、 もつ-こも 是は昭 治 

三十六年にかぃた水彩^^5;ではぁるが。 

舊 道ゃ燒 野の 句 ひ 笠の 雨 

寅 日子 唯 さへ 道の 惡ぃ舊 道が 雨の 爲 めに 一展 歩きに くい。 道の 兩側 は燒 けた 跡で、 その 灰燼に 


雨が かかって 一 種の むせつ ほい 匂 ひが 鼻に 迫ろ。 其 中 を 笠 を 傾けて 通る ミ いふので せう。 雨の 山 

^の i 匕し い 心 ilt かよく； ig み 出て 居る やうに 思 ふ。  口調に 何處か 歌謠の やうな-一 ュ アン スかぁ 

るが、 僕 は その 爲に 別に 嫌味 は 感じない、 寧ろ かすかな 口 マ ン チックな 凝 情な 汲み取る 事が 出來 

る。 II 澤 山の 材料が 取り入れて あるに 拘ら す、 ゴ タゴ タ した 所がな いのは、 一 っは此 口調の せ 

ゐも あらう ミ思 ふ。 此 句の やうな 型の は此 時代 (明治 二十 九 年) に は 稀で、 寧ろ 晚 年の 句の 心 持 

に 似通って 居 はしない だら うか。 

蓬 里 雨 此句 及び 此 句の 這 入って ゐる ひ-、】 群れ (全集、 第 十 卷四六 二— 四) は 二十 九年ミ なって は 

ゐ ろので すが、 實は是 は 紙質 ミ書 體ミ 句の 全體の 感じ ミ 句の 材料 杯の 上から さう 推定した ので、 

外の 句 稿の 樣に 年月日が 入れて ないから はっきりした 事 は 分らない のです。 —— 私も燒 野に 雨が 

かかって 其處 から 立の ほって 來る 一 種 特別な 句を此 句から 非常に fresh に 受けます。 舊 道-、. "いふ 

言葉 は 私に は、 私の m.^ の 家から 屮舉へ 行く 山 坂 途の或 部分 を 連想させる。 道 か M んでゐ て、 其 

處を 通る ミ、 H 位の 高さの 所に 燒 野が IS 側から； S つて 來ろ のです。 舊道 だから 勿論 道が 惡ぃ。 肩 

の 所に は燒 けた 野が 展 けて ゐる。 其處へ 雨が ふって 特別に 濃厚な 匂 ひかす る。 此處 まで は 非常に 

可い。 只 笠の 雨， こい ふ、 特に 笠ミ いふ 字が、 私に 少し 細工に 過ぎた 樣な 感じ を 起させる。 燒 野の 


ひまで 讀 んで來 て、 其 あ-、】 の豫期 か、 笠の 雨で は e うしても？ gni- させられな いのです。 笠の 雨 

ミ いふ 7 ヽ 雨 そのものよりも 雨の 音 を 示唆す る。 是も 私の 感じ を 統一 させない 原因の 一 つになる 

のか も 知れません。  . 

寅 日子 僕 は 笠の 雨ミ あるので 特に 旅人の 佗しい 心 持な 感じる。 

蓬 里 IE 其 ：5M のおし さも はす もの ミ して は、 笠の 雨は餘 りに 富 感的 でない ミ思 ひます。 夫に 雨 

の 日の 燒 野の 匂に は 佗し さよりも 寧ろ 懷 かしい 感じが あり やしません 力。 

寅 日子 さう いふ 感じ もない こ-、〕 はない が、 君 は 君の 經驗 から 其方の 感じが 特に 强 いので はあり 

まナ」 んか。 僕の 感じで は 此の 句の 主人公が 何 か 落人で でも ある 樣な 感じが する。 何 處かロ マン チ 

ックな 暗示が ある。 

蓬 里 雨 1-4; か^； i は 私に も ロマンチックな 味が ある" 併し 失 は 甘い 樣な 酸っぱい やうな 濃厚な 

味が ある ミ いふ 意味で。 11 一  體此句 は 非常に 宵 能 的な 所の ある 句ではありません か。 

寅 日子 官能 だけの 句で せう か。 

蓬 里 雨 ！ -§14 で 夫が 丸で 違った ものに なって ゐる。 併し、 私の 註文から いふ、、〕、 下 五 を換 へて 

純宫能 的な 句に して 了 ひたい. - 


東洋 城 笠の 雨ミ いふの も此 場合 落つ かない" 僕 は 雨の 音 は聽き 得ない。 被った 笠の 上から 雨 を 

も かぶって ゐる、 卽ち 雨の 中 を 行きつつ ある 心 持の 方. た。 寧ろ 寺 田說. た。 夫から 燒 野の 旬 ひ-二い ふ 

のに 口 マン チックの 感じ はない。 若し 此句 でさう いふ 感じの 幾分で も 出ろ ミ すれば、 夫 は 寧ろ 笠 

の 雨の 方から 來 るの だら う。 上 五 は 暫く 措いて、 燒 野の 句 ひ-こい ふミ 非常に 强く 官能的で あるの 

に 笠の 雨ミ來 る-、) 頗る 官能の 匂 ひが 薄くな つて 却って 笠に 雨 を 遮って 行く 佗し さの 方が 動いて 了 

ふ。 そこで 寺 田 說の樣 に 笠の 雨 をき かす-、〕、 燒 野の 句 ひ を 弱く ほうつ ミ したんの にせねば ならぬ。 

寅 日子 耳鼻 足 等からの 刺戟が 集って 旅人の 佗しい 心 持を瞎 成して ゐ る、」 それ を 一 1 分解して 考 

へないで 纏った 心持ミ して 感じれば 澤山だ -、〕 思 ひます。 

東洋 城 御說の 樣に此 句が 此 表現に 依って 完全に 耳鼻 足 等の 刺戟が 順序よ く 集って 其 上 旅人の 佗 

しい 心 持 を 醸成して さ へ 居れば よいので すが、 そこが さう いかない 所に 難がある のです。 それ か 

ら舊道 やで あるが、 是も 丁度 前前の 句の 春の 風な りミ 馬の 上、 遠し V 一 寺の 塔 ミの繽 き 合に 難があ 

つた 樣に その 力 弱さ を 感ぜぬ 譯には 行かぬ。 舊 道ゃミ 請んで 来る V, -、 夫に よって 第一 に舊 道に 對 

する 情味な り 心 持な りが 動いて 來 るか、 夫-、 一.^ 舊道ミ いふ 物 其 者が 眼に 浮ぶ か、 さっち. たらう。 

蓬 里 雨 僕 は舊道 ゃミ云 はれる-、〕、 先づ舊 道の 景色 か 現 はれ、 次いで 舊 道の 持って ゐる 味が 出て 


來る。 

東洋 城 僕 は 違 ふ。 舊 道ゃミ いふ-、】、 さち.，^ か-、 - いへば 舊 道の 光景よりも 其 心 持の 方が 動いて、 

光景 は 後から 浮ぶ、 ミ いふよりも 却って 光景の 現 はれろ 事が 可也 妨 けられ さへ する。 是は、 一面 

に 舊道ミ いふ 言葉に は 新道 ミ い ふ 言葉. か對 立して るて K 對 立が あまり 强く露 はで ある" 他面に や 

ミ いふ 切 字で 是を 受けて ゐ 6 所から 其 切 字の 强ぃ 力で 「舊 道に 對 する 心 持」 が 重に 働いて 來 るか 

ら であるら しい。 例へば 同じ 舊道ミ いふ 語 もや V】 いふ 切 字 を 捨てて 外の 字 を 用 ひ、 「舊 道に 燒野 

の 雨 や」 ミ か 何-こか いふ 7.-、 この 舊道も 心 持の 方で なく 景色の 方 を 引き出す 事になる ので も、 此 

逢 の 消息 は 明ら か に な る ミ 思 ふ 。 

蓬 里 雨 夫 は 理窟 だよ。  - 

、 

東洋 城 理窟に する ので はなく、 當然 ならざる を 得ない の だ。 尙 さうな るから まだし も 下 五の 笠 

の 雨の 佗しい 心 持が すこし にても 折 合 ひ 得る。 さう ではなく 單 純に 景色の 展開の みで あったら、 

笠の 雨ミ いふ 心 持が 全く 別に 離れて 了 ふ。 ミ いうて 前言うた 燒 野の 匂 ミ いふ 官能 ミ 笠の 雨ミ いふ 

情緒 ミの不 折 合 を 折 合 はすに は 力 も 足らす 自體 その 舊道 やが 生硬で ある。 此舊道 やの 舊道は 宛 も 

非力の 者 誤 つ て 切 字 の 高位 を 冒す ミ い ふ樣な 感じが す る 。 


寅 日子 詩 を 鑑賞す ろ 時 先-つ 第一 に 背景な り 地盤な りが 現 はれて 次に 来ろ もの を 受け入れろ、 七の 

準備が 出來 る、 それから 次次に 中心-、】 なるべき ものが 現 はれて 纏まりが つく。 同じ 事 は 大抵の 藝 

術に ついて 言 はれる 事ミ思 ふ。 例へば 「荒海 や」 ミ讀ん で 第一 の 地盤が 出来、 「佐 渡」 -か 出て 來て 

漠然たる 海の 景色 か具體 的になる、 其處へ 「天の川」 が 出て 來て 段階 的に 築き h けられて、 E-g 後 

に 詩の 世界が 完成す ろ" 其 形式に 當箝 めて 考 へて 見る ミ、 舊道 や-、】 出て 次に 燒野、 最後に 笠の 雨 

が 現 はれて 來る" かう 考 へれば 「舊道 や」 でも さう 形式 上の 不都合 はなさ さう に 思 はれる が。 

柬洋城 「佐 渡の 海」 の 句 ミは大 變に遠 ふ。 「佐 渡の 海」 の 句 は 句の 運び 方から いへば 寧ろ 形で 始 

末 をつ けて KI る。 海、 その 海の 中に 佐 渡、 その 佐 渡の 方へ 天の川、 ミ資は 全く 兒ぇ も、 ごうもし な 

い 海 や 佐 渡 を さ へ 其 處其處 に まさに 見る ものの 如く 頤 よく 客 觀描寫 をして 來て、 然も 其 眼に 兑ろ 

天の川、 其 者より 却って 見えない 佐渡ケ 島、 又 更に それ を藏 する 「荒海」 に 深刻な 無限な 心 持な 

得せし める。 併し 先生の 句 はさう は 行かない。 先づ舊 道 や は 生硬で ある。 夫に 句 ひが 来り 心 持が 

來り 一 句が 矢鳕に 結び 瘤 だらけで すべりが 惡く 纏り がっかない。 — -佐 渡の 海」 の 句な さに 比 

ベて 来る ミ 却って 一 唇 難點が 明. H になる。 荒海の 句 は 光景の 展開 ミ 共に 情趣が 溢れて 行く が 然も 

讀者は 或 一 點に單 純に 立つ だけで よい。 故に 效杲 から 言へば 「舊 道」 の 句 は、 匂 を 嗅いだり 笠の 
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雨 を 佗びたり、 是非に 一 一色 色 違った もの を經驗 しなければ ならぬ し、 其 上 情景 か 幾重に も混亂 

紛糾して ゐる。 

蓬 里 雨 僕 はや を 何も 感欵に 限る 必要 はない-じ 思 ふ。 「荒海 や」. たって 特に 感嘆して ゐろミ 取る ミ 

妙な ものになる。 舊道 ゃミ云 はれれば 僕 は 直ちに 道 を 見る。 

東洋 城 舊道 や ミ 讀む 事に 於て 直ちに 感 f  - る 所 如何 に侬 つて 下が 收 まる か收ま ら ぬ かがき ま る 。 

寺 田 君の は主ミ して 情味に きまり、 小宫 君の は主ミ して 親覺 にき まる。 さちら に 立っても 下を收 

め 切れない。 

资 日子 燒 野の. 1^ ひ 7," ある けれ さも サジェスト される もの は 匂 ひば かりで なく、 あり ミ あらゆる 

ものが 同時に 見えても 來る。 又 笠の 雨から 音が 聞こえ、 濕 つた 笠の 紐が 頸 を しめつけて 居る 感じ、 

脊に莫 蘆を脊 負って 居ろ 心 持、 道ので こ ほこの 上に ある 牛馬の 糞まで 暗示の 力で 次次に 現 はれて 

そして 其れに 對 する 情味が おて 來ろ譯 だから、 餘 りはつき り 主觀ミ か客觀 かに 別けて 見る の は 

餘 計な 事ミ思 ふ。 

東洋 城 舊道 やが 不完全で あろ 上、 燒 野-、) 讀んで 多少 場面 的に 定まり かける 時、 それが 匂 ひで あ 

つて 眼の 感覺が 鼻の 感覺へ 戸 惑 ひ をし、 更に 笠の 雨で 雨中 を 行く 佗しい 心 況へミ 反れる。 卽ち上 


五に 依て 統一され 切れないから、 下が 嗅覺ミ 心情 ミの 二つに 割れて 割れ 放しになる- 二つが 對立 

しつ 放しになる。 

寅 日子 さう 窮屈に 考へ ろの は贊成 出来ない。 封 立-、) かつな がり-こか を さう 輩 純に 決める 事 はむ 

つかしい ミ 思 ふ." —— 一 體 句-、〕 いふ もの は 一 遍讀ん だ だけで 直ぐ 解らねば ならぬ もの かしら， - 

東洋 城 僕 はさう 思 ふ。 必. f 思想の 顢序を 立てて (特に 文 言を顏 倒して 置く 場合 も あるが 其 場合 

でも 後 へ 殘 して 行く 所は殘 して 行く やう 上 へ 反へ る 所 は 反へ る やうに ちゃん ミ齒 まる 所 を はっき 

り 極めて) 殺すべき である。 

寅 日子 それで は 一 つ 君が 完全 だ 7〕 認める 句 を 示して くれ 給へ。 

柬洋城 先生の 句の 中に も 完全な 句 は多數 ある" 且つ 前數 ^ に 研究して 來た 中に も ある" 君の 引 

用され た 「荒海の 句, でも さう だ。 

蓬 里 雨 僕 は 舊道ミ いはれ る、、〕、 山が かった 所を聯 すろ。 

寅 日子 僕の 經驗 でも 山に 限る やうな 氣 がする。 そして 近道 を 意味す る。 

東洋 城 僕 は 山 は 聯想し ない。 

蓬 里 雨 君 は燒野 いふ 感じがない の だら う。 

IO 一 
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東洋 城 燒野ミ いへば 平地 だ。 舊道を 山地 だミ 是非す ろ 事 は出來 ぬ。 此 句の 場合 は燒 野原 を赏ぃ 

て ゐる舊 道であって 見れば 山地-、， - より は 平地、、」 いふ 方が 自然 だ。 

寅 日子 事 實上は 山の 場合が 多く はない か。 

東洋 城 草を燒 くの は 山の 場合が 多くても 燒野ミ いへば 先づ 野 を 想像すべき 害の 物 だ。 山を燒 

くの は 燒山ミ いふ。 

寅 曰 子 僕 は 燒山も 燒野も 同じ ものの 樣に感 する。 山中の 草地の 燒 けたの 以外 は 浮んで 來 ない。 

東洋 城 經驗の 相違 だら う。 

蓬 里 雨 舊 道-こ 云って 山ら しい もの を 感じない ミ すれば、 に はさう いふ 經驗 がない の だら う。 

夫に しても、 東京の 人 は 突然 舊道さ W はれて、 何う いふ 場所 を 思 ひ 出す だら うか。 

東洋 城 葡 道ゃ燒 野の ミ いふ、 /.- 三方 ケ 原-, こか 小金 ケ原ミ か那須 野- /,- かいふ 樣な廣 い 野原が 浮ぶ。 

—— 「煙草 法度の 小金 原」 なさ ミ いふ 句の 舞臺 なさが 出て 來る。 

寅 日子 燒野 以外に もう 別に 問趙 はありません か" 

束洋城 最後に 一 つ 云 ひたいの は、 雨の 事で ある。 夫れ は燒 野に も舊 道に も關 係す る 雨で ある。 

その 重要な 雨が 笠の 雨-、〕 いふ 一 句の 一 部分の 一 部分 ミ して 一 番 仕舞に 突然 出て 來 ろの も 頗る 力 弱 


ぃ譯の 一 項 だ ミ思 ふ。 


若草 や 水の 滴た る 蜆 籠 

寅 日子 若草の 上に 蜆 籠の しづくが ほた ほた 落ちて 土に しみて 居る ミ いふ だけで、 蜆 籠の 位置 や 

作者-、」 の 關係も 直接に はよ く 規定され て 居ない。 それに 拘ら卞 萌え出る 草ミ其 上に 蜆 籠から ふり 

そそぐ 春の 水の しづく ミの 適切な 調和の 爲に、 此れ を讀む 人の 頭に 應 じて それぞれ 適切な 揚而 を. 

構成 させる 力が あ る 。 —— 私 -n し て は 自分が 蜆 籠 を さ けて 川から Si に 上った ばかりの 光景 を 想像. 

する。 勢よ くした たる 水 は 草の 上に も 自分の 泥： is^ にも ふりそそぐ。 —— 生ま 生まし い 强ぃ咸 ^覺的 

の 句で ある。 

東洋 城 若草 さ ー吕ふ 事が 言 ひ 過ぎて 居ろ。 唯 だ 草で よい。 蜆 を 取る 頃の 草の 若若し さは 解って 居 

るの だから、 敢て 若草 ミ言 つて 蜆 籠な 滴る 水 ミ草ミ の 接合に 別の 心 持 を 割込みたくない。 蜆の 籠 

から 草の 上 へ 水が 垂れる 所に 面白味が あるの だ。 若草 や V ヒー 一一 n へ ば 草の 方 へ 特別の 心 を 傾注して I©. 
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る、 そこへ 又 蜆籠ミ いうて 螅ミ いふ ものに 心 持 を 切り 替 へなければ ならぬ、 そこで 季題 を 重ねる 

こミ により 陷る 缺點を 明らかに 現 はして 居る， - 若草 ゃミ いへ ば 草に 對 する 可憐の 情ミか 若若しい 

心持ミ かが 充分に 働き 切って 了 ふのに 頓て 又蜆ミ いふ ものに も 情味 を 分けねば ならなくて 全體の 

情味が 餘程 弱められる。 唯. た 草で よい。 その 方が 餘情 的に 春 草ミか 若草-、 一 かいふ 心 持が 全 體の愦 

味 を 毀 さやに 反て 是を增 す樣に 流れ出す。 是非 若草 を 言 はなければ ならないなら、 蜆ミ いふ 季題 

を ああ 對立 させないでも っミ 影に 使って 若草 ミ 水の 滴り ミを 接合せ なければ ならない。 

蓬 里 雨 若草 は 必要で ある。 若草 V.- いふ 事に 依って fresh な感が 起る。 

東洋 城 春の 草 は總て fresh な もの だ。 巳に そこに 蜆 籠が ある、 春 は 充分で ある、 そこに それ か 

ら 水が 滴って ゐる、 それ は 草 をぬ らし その 籠 は 草に 載る、 言 はなく ミも 若草が 靑靑. 、一して ゐる。 

その 若草の fresh である 事 は 作者が 導く よりも 讀者 をして おの づ から 且つ 當然に 把握せ しむべき 

である。 

蓬 里 雨 枯芝ミ いふ 言葉 も ある。 君から 云 ふ ミ枯か 餘 計だミ いふ 事に なり さう だ。 

東洋 城 そわ はちが. r 枯芝は 春季に 於て は 當季の 季題で はない。 且つ、 若し 枯芝を 目當の 場合 

に は それ こそ 枯の字 も 要る，^ 蜈 籠に よ つ て 春 充分で あろ 草 を 更に 若草 ミ い ふの. か 餘計だ ミ云ふ の 


であろ" 唯-た 草-、) 言っても、 此 句の 場.^ 3、 枯 草が 描かれる か 若草が 描かれろ か は 夫 程 心配の 入ら 

ぬ 事 V:- 思 ふ。 親取る時分は殊に草は皆靑靑ミした^！^充分の時を想像すろのが順當だから。 尤も 枯 

れ殘る 草に 水の 滴ろ こ-、 -を 見詰めた 句の 場合 は 別 だが。 

寅 日子 松 根 君の 說は 修辭 法-、】 いふ ものの 存在 を 無視して 居ろ。 若草 ミ 草ミ では 全く 別な 感じが 

ある. - 

東洋 城 夫 はよ く 解って， Q る、 解って ゐ るから こそ 所謂 「季 重なり」 を 避けたい ミ いふの ひす。 

^籠で 春 意 充分なる 所 更に 又 若草-、) 春 意 を 加へ るの がいけ ない ミ いふので あろ。 若草で は 季題 感 

が 星 上 星 を 架す る こ- /.- になり、 從っ て 若草で 一 一重に 可憐な 感じ を 出さう ミ したりな. ぞ すろ のがい 

けない の. た。 かく 前後へ 季題 を据 ゑた 上、 中で 水の したたる-、) いうた 所 もた ろんで 弱い. - さ こか 

厭味が 隙間 を 親って 居る. - 修辭 法の 問題 は 意外 だ。 

蓬 里 雨 若草 を tH. 憐 なな 一 h ミ いふの は 大宮人 の 感じ 方 だよ。 

東洋 城 生え そろった 若草 は 可憐 だよ" 

寅 日子 僕 はさう いふ もの か 若草-、) いふ 言葉から 此れ を 踏む 足の 觸感を 聯想す ろ。 

東洋 城 それ は 理窟 だ。 足なん か 出て 來ぬ" 
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寅 日子 理窟 ぢ やない ほ感 だ。 

蓬 里 雨 僕 はかう いふ 場而を 想像に 描く。  11 春の 野 を 小川が 流れて 居る。 小川の 土手に は 若草 

が萌 えて ゐる。 其の 土手の 斜面の 若草の 上に 水の 滴る 蜆 籠が 置いて ある。 土手に も 川の 屮 にも 子 

供が 一 人 二人 づっ 居ろ。 

寅 日子 僕の 心 持で は 籠 は 下に 置いて あるので なくて 人が さけて 居る。 それ は 滴る ミ いふ 言葉 を 

强く 感じる 爲 めに 若草-、〕 蜆 籠-、〕 の 間に 若干の 距離 を感 す る。 そんな 事から 水の かかる 足 を 聯想し 

たりす るの らしい。 

束洋城 (距離 は理智 から 出る の だ。 貲は 距離の 有無 は 問題外 だが、 感じの 上で は 草 ミ水ミ の 接 

近 か 必要で、 卽ち 濡れて 居る 所が 大切 だ。 其 必要に 最もよ く應 へる 草の 上に 籠の 置かれて ゐるミ 

いふの が 一番 自然 だ。 從 つて 籠の 側の 足、 蜆 を 捕って ゐる 子供、 子供の 這 入って 居る 野 川な、 ごが 

實 際あって も、 此 句に 於て は それ 等 一 切 は ボカ シの 背景で 一 句の 世界 は、 若草-、』 蜆 籠ミ而 して 草 

の 濡れ色 ミ 只 だ 是だ けで ある。 それ 等 一切 は 一 つの 空氣 なり 春色な りに 溶け合うて 全體 的に ソゥ 

ッ ぐ. 1 や はら かに 外側から 抱擁して ゐる V,- 思 ひたい。 

蓬 里 雨 草-、) いふ だけで は 無論 若草の fresh な 感じな さは 出て 來 ない。 若草の fresh な 所がな け 


れば、 水の 滴る-、〕 いふ 言葉が 活 きて 來 ない。 是 はさう しても 若草-、， - かなければ ならな レ 

東洋 城 そんな 事より 此 一 句の 句 境 をより よく 生かす 爲 めに は 濡色を もつ ミ 充分に 現 はす 必要が 

あったらう。 —— 是非 若草 を 助けよう V:- なら 蜆の 方 を何ミ かしなければ なろ まい。 

寅 日子 さう する ミ 別の 句になる コ 

蓬 里 雨 濡れ色 は 充分 出て 居ろ よ。 鮮魚の 樣にビ チビ チ した 所の あろ 句 だ。 

寅 日子 隨分 生生しい 句だミ 思 ふ。 何-、】 なく 肉感的な 所が ある。 くさい やう. たが 僕 は 泥足 を 若草 

にこす り 付ける くすぐったい 氣 分まで も 聯想 させられる。 

東洋 城 それ は 困る。 そこに 寸毫の 人 問 を も 描いて はならぬ。 若し 假に 自分が 其 籠の 持主で. 0 分 

が 娘 を 捕って ゐるミ しても、 此 句の 句 境に は その 自分 さへ も 意識の 外に かねば ならぬ、 それが 

それだけで しか-、. - 極って 了って から、 遠い 末の 方に 足 も 子供 等 も 自分な さも あろ-、. - いふ 所 を 祝つ 

た 句 だ。 

寅 日子 僕の 言って 居る のは此 句が 例へば 僕の 言った やうな 個人の 經驗を 引き出す 强ぃ 力が ある 

ミ いふので す。 議論ではありません。 

蓬 里 雨 顏 だけ を 非常に 明瞭に 撮って ぁミ はすべ て ほかして 了ふ寫 具の 樣な句 だ ミ 思 ふ 。 
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寅 日子 二十 餘年前 熊 本で 先生の 俳句 觀を 聞かして もらった 時に 「中心 點を grasp する 事が 大切 

で、 それさへ つかま へれば あ ミ の もの は みんな 自然に 出て 來る」 ミ 云 ふ 意味の こミ をい はれた。 

此句 では 其 中心 點が 握られて ゐ る ミ僕は 思 ふ 。 

東洋 城 俳諧 は 畢竟 見 詰む る 所に 始まり、 見 詰む る 問に 無 際限に 擴 がる、 それ か 中心 點 やっかむ 

こミ になる の-たらう。 

寅 日子 此 句で 作者 は nature  7.- 相 抱擁して 居る。 

蓬 里 雨 寧ろ nature ミ 交接して 居る 氣 味が ある。 芭蕉に もさう いふ 所が ある ミ思 ひます。 

東洋 城 その 中心が 滴る-、〕 いふ 事に 繁ら ねばならなかった。 此 句の 覘ひ所 は隨分 生生しい。 昔の 

句に は 此んな 生生しい 强ぃ 新鮮な 所を覘 はう ミ した 句は少 い。 

蓬 里 雨 さう でもない よ。 芭 慕の 句に も かう いふ 意味で 生生しい のが 隨分 あるよ。 

束洋城 此 句の 視ひ所 はよ く 想像し 得る、 唯 だ 表現 は 覘ひを はづれ た。 

寅 日子 先生 は 一 面に 非常に リファイン されて ゐて又 一 面に は 自然 兒 であった 事が 分る ミ思 ふ。 

蓬 里 雨 前の 句 も 私 はかう いふ 樣な 句に して 仕立てて 貰 ひたかった のです。 —— 此句は 明治 二十 

九 年 三月 五日に 子規に 送った 句 稿 (全集、 第 十 卷四五 四— 六 一) の 中に あります。 先生 は 前年の 


暮れから 束 京へ 出て 子規のう ちの 運座なん かへ も 出席して、 此 年の 一 月の 上旬に 松 山へ 歸 つて 来 

ました。 此年は 先生が 一 番 多く 俳句 を 作った 年で 此時 なさ 一 時に 百 句ば かり 送って ゐ ます。 此.？ 5^ 

に 三十 句 近くの  一 7:- 塊り が あり、 次に 三月 二十四日に 四十 句ば かりの 一 ミ塊 りが あるので す。 


落ちさ まに 虻 を 伏せた る 椿 哉 

寅 日子 長ったら しい 言葉で 此れ 以上に 說明 する 事が 却って 闲 難な 程 明瞭な 句で あり 印象の 强ぃ 

句で あろ。 椿ミ いふ 花の 色色な 特徵 虻ミ いふ 蟲の 鈍で 執拗な 特性 ミ、 其兩 者の 問にから み 合つ 

て 起った 複雜な 葛藤 -、，- がた つた 十七 音で 遣憾 なく 現 はされ て 居る。 鬼 も 角 も 先生 の 所謂 修辭法 の 

高 頂點を 示す もので あらう。 それで 詩ミ しての 第一義 的 價爐は 別間 超ミ しても、 さう いふ 意味 か 

ら此句 は 先生の 句作の 道程に 於け る 一 里 塚の 一 っミ 見るべき もの かミ思 ふえ —— 餘 りに 巧みな 爲 

に、 又餘り 際さい 瞬間 を 捕へ た 爲に輕 い 厭味 を感 する 人が あるか も 知れない が、 それ はさう も 止 

む を 得ない 事ミ思 ふ。 此句 に比べ るミ例 へ ば晚年 (大正 三年) の 「藁 打てば 薬に 落ちく る 椿 哉」 な 
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、ごの 方が 巧が 少なくて 却って 何 處か餘 韻が あるか も 知れない。 l 此の 虻の 句 は當時 可也 人目に 

ついた ものであった らしい" 餘談 になる が、 私が 休暇で 熊 本から 歸 省の 途中 門 司の 宿 M で罾 科の 

D 1^;; ミ い ふ 人 ミ 泊り 合せた 晚に 同 君が 此句 を舉 けて 盛に 賞め ちぎ つた。 それから 先 の 噂 話で た 

う ミぅ夜 明 迄 語り 明した ものである。 先生が 旣に當 時から 若い アド マイ ァラ I の 一群 を ひかへ て 

居た ミ いふ 一 つの 證據 になろ かも 知れない。 —— 此句は 前囘の 「白魚 崩れん ばかりな り」 の句ミ 

粒んで 同じ 句 稿に 出て 居る。 今日 迄に 我我から 選ばれた 三十 餘 句の 內で十 一 句卽ち 三分の 一 は悉 

く此 明治 三十 年 二月の 句 稿に あるので ある。 尤も 此 中の 八 句 は 前に 小宮 君の 注意され たやう に 第 

7 一 囘で松 根 IS が 出した の だが。 

束洋城 寺 m 說に 大體 異論 はない。 際さい 瞬間 を捉 へた 爲 めに 輕ぃ 厭味 を 感じる 人が あるか もし 

れ ない ミ いはれ た 所 も、 あれで 結構 だ ミ思 ひます。 成程 文字 だけ 見る ミ際 さ い 句 ：ノ も 思 はれ る が 

首 葉に 伴うて 來 ろ事實 の觀 照が 確な 爲め 左程 厭味 を覺 えない 樣だ。 そこで 問題になる の は、 虻 は 

何處に 居る かミ いふ 事. た。 椿が 落ちながら そこに 飛んで ゐる虻 を 伏せながら 地上に 落ちた、 -:も 

取れる が、 さう 取れば 甚だ 際さい 句に なり 過ぎる。 寧ろ 僕 は、 途中で 虻 を ふせな くミ も、 椿の 花 

がま だ 落ちない 前卽ち 枝に ついて ゐる 時から 虻 は あの 深い 穴の 中で 蕋を 吸って 居、 夢中に なって 


吸って ゐる其 間に、 椿の 花 は 下向きに なりつつ 落ちて 行って、 たう ミぅ 地上に 着く 時分に は 虻 を 

ー緖に K せ 込んで 了った、 ミミりたい。 そんな 事 はよ く ある 事. たし、 虻の 魯鈍さ 加減 もよ く 攫 ま 

へ て ある ミ 思 ふ。 

寅 曰 子 夫 以外の 考へ方 は impossible だミ思 ふ。 虻の 執拗な こ-こ がよく 現 はれて ゐ ろので ある。 

東洋 城 事柄 は 際さい が 句 は 際さくない。 

蓬 里 雨 虻ミ いふ もの を考 へる ミ、 虻 は 飛び ま はって るる もの ミ言 ふよりも、 寧ろ さっかに じつ 

ミ 止まって ゐろ もの ミ いふ 感が 先に 立つ。  * 

束洋城 さっき 虻 は 花の 中に 居た-、、〕 いうた が、 必 しも 花の 中に 這 入って ゐ なくても よい、 花の 中 

へ 這 入り かけて ゐ るか、 さもなければ 花の 口の 邊を 飛んで 這 入らう ミ して ゐ る 所で もよ い。 

蓬 里 雨 僕 は 椿に 這 入って 居て 花ミ 一 緒に 落ちて 伏せられる ミ いふよりも、 椿の 樹の あろ 下の 草 

原 か 何 かに 虻 か のろくさして 居て、 落ちて 来た 椿の 花に 伏せられ たもの だ-、. 一思って ゐ ました。 落 

ち さまに は 落ちる ミ 同時に だから、 草原の 上に 居る 虻 を 椿の 花が 落ちる や 否や 伏せて しまったの 

だ ミ いふ 風に。 

寅 日子 possible では あろが ブ ロバ ビリ ティ は 少ぃ。 


一 一二 

蓬 里 1^ 芭蔡 に、 「落 ざまに 水 こ ほしけ り 花 椿』 -、> いふ 句が あるが、 是は 無論 這 入って ゐる水 を こ 

ほした 譯 なんです が。 

寅 日子 僕は此 句の 意味 は 唯 だ 一 つし か- 、一り 樣 はない-、) 思って 居た の だが、 すこし 意外でした- 

蓬 里 雨 解釋は 貴方の 解釋の 方が 可い ミ思 ふが、 句ミ して は 何方に も-、 -れ る、 寧ろ 私の 考 へて ゐ 

ヒケこ 取る 人の 方が 多い かも 知れない-、〕 も 思 ひます。 私 は是を 「弦音に ほたり-、〕 落つ る 椿 かな」 

や 「居 合拔 けば 燕 ひらり ミ身を か はす」 ミ 似た 意味で、 際さい 呼吸 を よんだ 句. たミ 思って ゐ まし 

た. - 實 方の 解嗶で も 際さい に は 違 ひない が、 性質 か餘程 違って 来ろ" 厭味に なら 危險の 程度が す 

っミ少 くなる。  • 

寅 日子 兎に角 活動 寫眞の 樣な句 だが、 それた け 第一義 的の 句で はない かも 知れな 

蓬 里 雨 餘程 現代的な 感じが あろ。 

寅 日子 此 種類の 句ミ して は 上乗の もの だら う。 

東洋 城 其點は 前の 句 も 同じ-たらう。 

蓬 里 雨 此句は 寧ろ 厭な 句. たったんだ-か、 貴方の 解 釋の御 藩で 救 はれました。 

寅 日子 忙は 一 體蕋の 筒の 屮に這 入る かしら。 筒の 屮に 蜜が あろので はなくて 外側の 根元に ある 


のではありません か。 

東洋 城 いや 花の 筒の 屮に這 入って ゐる 方で せう。  . 

蓬 里 雨 m 舍で 小さい 時分に は此 椿の 花の 甘い 露 を 僕 等 は隨分 吸った ものです。 

有 感 

有耶無耶の 柳 近頃 綠也 

寅 日子 枝ば かりで 一 向 目立たなかった 柳 か 僅の 問に 芽 を ふいて 美しく 綠 になって 來たミ いふの 

だら う。 此れに 前置が あるので 問題が 起って 來る。 此れ を 研究して 見たい ミ思 ふ。 11 此れに は 

かなり 色色の 解釋 がつ けられる。 (一) 永らく 考 へて 居た 問題が 解け かかった 心 持、 (二) あてに 

ならない 望が 遂 けられ さう になった 心 持、 (三) 他人の 自分に 對 する 態度が 鮮明に なった 形、 etc. 

etc. ミ 云った やうな 事の され ミ考 へても 此れ だけで 差しつ かへ はない。 寧ろ さう いふ 公案 じみた 

處に此 句の 面白味が ある。 强 ひて 一 つの 具體 的の 解 をつ けないで、 尺 さまざま 又 時時の 暗示 を 典 
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へる もの-、 ：- した 方が いい かもしれ ない。 I— 「近頃」 ミ いふ 言葉に 先生の 特 徵を感 する。 

束洋城 右愁 V しふ 前書が 不明 だ。 眞實感 する 所があって さう せられた のか、 又は 句の 出來 上つ 

た 後に 餘り 茫ミ して 居ろ から 前 £5- をつ けたの かわからない、 ミ いふ 氣 がしない でもない。 若し 之 

を 重く 見れば、 其 解 釋は寺 田 君の いはれ た 中の 一 つに 這 入る だら う。 併し 1 方から 輕く见 て 一 句 

の 補充 的の 意味に 此 前書 は 取られない でもない。 は 何 か小宮 君の 方から 史實が 出る であらう か 

ら それに 一 任す るミ したい。 本文に 入って 讀んで 見る ミ、 柳 近頃 綠也ミ いふの が 句の 本體 である 

らしい。 問 IS! ミな るの は 有耶無耶 ミ いふ 事 だ。 假に是 を 俗語に ゥ ャムャ にした なさ 7〕 いふ 樣に瞹 

妹 模糊 ミ いふ 意味 ミ すれ. は、 先づ事象ミしては煙る樣に^^^^ミぁる柳を形容したのかも知れなぃ。 

或は 又此 有耶無耶 は 柳の 或 形、 今迄 は 枯柳であって 殆さ 存在 を 認めなかった 柳ミ いふ 意味で ある 

かも 知れない。 然しもう 一 っ考 へる ミ、 是には 何 かし か ミ した 元の 意味が あって、 夫が 此處に 使 

はれて ゐ るの かも 知れない。 此語は 何處だ か覺 えない が、 禪の語 錄か何 かに 有った 樣な氣 もす る。 

兎に角 そんな 所へ 此 句の 心 持が 通ふミ 一 層 面白い-じ 思 ふ。 

蓬 里 雨 有耶無耶 は當り 前の 有耶無耶 だけで 澤山 だら うぢ やない か。 僕の 想像で は、 先生 は 熊 本 

で 白 N の 川？ にあろ 柳の 並木 かなん か を 往き復 りに 眺めて は 高等 擧校 へ 通勤す る 。 冬 を 越す 柳の 


姿は黑 やんで 汚れて ゐて、 枯れた もの やら 生きて 居る もの やら 丸で 譯が 分らない、) 其 有耶無耶の 

柳 を 長い間 見て 通って ゐ るミ、 夫 か 何日の 間に か 眼の 鱟 めろ 樣な綠 の 色に 芽 を 吹いて ゐる。 先生 

は 新鮮な 其 姿 を 見て、 はつ ミ したので ある。 「有 感」 -、〕 したの は、 此 柳に 刺戟され て 自分の 現在 を 

自然に 省みた からで ある。 此 時分の 先生に は 自分が 何も 立派な 一 廉の 仕事 をし ないで 碌碌-、〕 して 

ゐる、 自分が 有耶無耶で 暮らして 居る ミ いふ 自責の 心 持. か、 可也 强く 頭の 中に 動いて ゐ たもの の 

樣な氣 がする。 生きた ミも 死んだ ミも 分らない 柳が 何日の まに か綠 になって ゐるミ いふ 事が、 さ 

うい ふ 先生の 心 持 を 一層 強く 刺戟す るので あろ。 I— 此 句に は 柳の 綠に對 する 驚歎が、 云 はば 裏 

返しに なつ て 現 はされ て 居る。 「有 感」 ミ いふ 前書-、，" 俳句 ミの 機微な 反 観で 自ら を 責め る 心 V.- 綠に 

對 する 驚嘆-、) が 一 緒に なって 我我の 胸に 薄って 來ろ。 此 句作 年代の 三十 一 年 前後に は是に 類似の 

思想 を 取扱った 俳句が 外に も 可也 ある。 

寅 日子 何か此 句に 關 した 具 體 的の 事實は ありま せんか。 

蓬 里 雨 具體 的の 事實 はま だよ く 分りません。 

寅 日子 何 か 前から 思 ひ 立って 居た 仕事に 目鼻が つき かけた ミ いふ 樣な 事はありません か。 —— 

僕が 熊 本に 行った のが 二十 九 年で 此句は 三十 一 年 だから 此 頃の 先生の 生活 はいくら か 知って 居る 
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害. たが さ う も 別に 心當り はあり ません。 

蓬 里 雨 此句 に は 希望 を感す るミ いふ 意味 は餘り なから う -/】 思 ひます。 —— 近頃 ミ い ふ 言葉が 大 

變 よく 利いて ゐる。 此 言葉の 中には 長い間 有耶無耶な 狀 態の 柳 を 眺めて ゐた心 持が ある。 同時に 

それが 何日の まに か鮮 かな 綠に變 化して ゐる事 を 驚く 心 持 も 含まって ゐる。 

寅 日子 抱いて るる 願望が 届く かさう か あてに ならない 狀 態であった のが 此頃 になって 物に なり 

相な ミ いふ 樣な 満足の 心 持はありません か。  . 

蓬 里 雨 私 はさう も此處 では 綠 につつ かれる 心 持 を 先に 經驗 します。 早く 俺 もさう かしな くち や 

ぁミ いふ 樣な 意味で。  - 

東洋 城 僕の は 寺 田說に 近い。 11 それから 前に 「有 感」 ミ いふ 語に つき、 一句が 漠然 ミ した 所 

が あるから 補充 的に つけたの だミ いふ 樣な事 をい つたが 誤解 を 避ける 爲に 一 言 補って 置きたい。 

此句は 一 句ミ して 完成して 居ない から ミ いふ 意味で 補充 的-、」 いったの ではない。 此句 はこれ で完 

成して 居る 句だミ 思 ふ。 唯 だ尙其 上に 或る もの を 引き出さう ミ いふ 意味で 前置 をつ けたの だ、 ミ 

いふ 意味な のです。 

蓬 里 雨 其、 點は僕 も 同じ 樣に考 へる。 


東洋 城 それで 此句は 一句 ミ しての 價値は 巳に 句 だけで 充分 あろ ミ思 ふ。 其 上 「有 感」 ミ いふ 語 

も 能く 利いて 居る。 句 そのもの だけ 請んだ 時には 人の 心 持、 感じ ミ いふ 事柄 は 餘り現 はれないで、 

柳 を 見 て、 柳 そのもの の 推移 ミ い ふ 事が 主 V) なって 現 はれる が、 前置が つ く  -、) 前置 ミ句ミ が 連句 

の 前 句 後 句の 樣に 作用し あって 一 層 面白い-こ 思 ふ。 唯 だ 有耶無耶 か 俗語で 解す るより は 成語 、= し 

て 意味が 解れば もつ ミ色を 深めて 更に 何だか 高遠な 氣か しさう だ。 

蓬 里 雨 調べて 見ても 可い. か、 併し 此句 を解釋 すろ 上に 夫 は餘り 役に立ち さう にもない。 今迄 云 

つ て 來た樣 な 意味で 十分 ぢ やない か。 

束洋城 有耶無耶 ミ いふ 語に は 超越した 所が ある。 

蓬 里 雨 海鼠の 樣な 所が ある-  . 

東洋 城 禪の氣 分 も。 

寅 日子 僕 は 有耶無耶 を 形容詞-、〕 見ないで、 柳ミ 有耶無耶 V.- いふ 或る 一物 ミを 同じ もの 卽ち アツ 

ポジ ショ ンぐ ，- 見る の もい い ミ 思 ふ ，^ 

東洋 城 「有耶無耶の 關， ミ いふの が奧 州に あって 芭蕉が 行って ゐる。 玆には 「有耶無耶の 國」 ミ 

か 「有耶無耶の 鄉」 ミか 世界-、) かいふ ものが あって、 そんな 世界の もので あるかの 如く 春 柳が 煙 
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つてる ろミ いふので はない か —— 近頃-、) 俗語な 使って 居る 所 も 面白い、 是が此 頃で はいかん。 

蓬 里 雨 綠 V」 近頃 も か 面. H いの だミ思 ふ。 

寅 日子 一言 附加 へて おきます が、 前置 をぁミ から 句に 取合 はす- /.> いふ 事 は ある けれ さも、 それ 

は 作者が 思って 居た 事ミビ ッ タリ 7.- 合 ふから 附け るの だから さう する 事は必 しもい いかけん 7.- か 

いふ 事に はならない ミ思 ひます つ 

蓬 里 雨 此句は 先生ら しくて、 僕の 好きな 句の 一 つで ある。 

東洋 城 此句は 先生に 限る。 


白き 皿に 繪の具 を 溶けば 春淺し 

寅 日子 乳白色の 繪具 皿に 紅 や 綠ゃ藍 を 溶いた ミころ は 冷たい 感じの 中に 花やかな もの を 蔵して 

居る。 そこが 初春-、」 いふ 季題 そのものの じミ 非常によ く 調和して 居ろ。 此れ 以上 迂遠な 饒舌で 

說明 する 事 は 困難で あろ。 11 此句は 無論 先生が 晝を 描いて 居る 間に 自然に 生れ 出た 句で、 僕の 


大好きな ものの 一 つで ある。 —— 溶けば 春 淺しミ いふ 云 ひ 方から この 句の 深味が 出て 來る。 — 

此 句の 相手に 「三味線に 冴えた ろ 接の 春淺し 1 -、) いふの が ある。 此方 は 繪晝の 代りに 音继を 捕へ 

たもの だが 少しお ちる" 11 それから此れは少し立入り過ぎるが僕には春淺しの^^し-か何處-、-な 

く繪の 具の 色に 響いて、 色の 淺ぃ うすら 寒い 感じ を 喚び 起す やうな 氣 がする。 

東洋 城 僕 は 色 は 寧ろ 濃い ミ思 ふ。 繪の 具の 濃い 色ミ 皿の 色の 白い の-、〕 が 出逢うた 所に 春淺 ぃ感 

が ある ミ する 句の 樣に思 ふ。 

寅 日子 其の 點 では 別に 自說を 固持し なくても いい。 

東洋 城 結局 白い 皿 ミ搶の 具の 色ミの 接した 所に 春淺 し- 、- いふ 感じが あろので せう。 

寅 日子 色の 取り合せ 丈で は 感じが 薄い。 色 を 溶かす 過程に 伴 ふ 感じが 大切で ある-、) 思 ひます。 

東洋 城 溶く やで はいかんで すか。 溶けば ミ いふ 言 ひ 方 は 可也 際-ごい 表現 だミ思 ひます。 溶けば 

が 際さい 敍法 である 爲め 人の 注意 は そこへ 集屮 されて 皿の 色 ゃ繪の 具の 色な さ 遠い ものに なり ま 

す。 其の上 前に 来る 白き 皿 ミか搶 の具ミ かいふ 事が 隨分 念 的な 上に、 其 人の 溶く 動作な り狀況 

なりの 方が 厳しく 出て しま ふから、 折角の 摟ま へ た 所が 逃け て 了ふコ まだまだ 溶く や-、) いへ ば そ 

、 J で 溶く， )ミ から 溶いた ミ ころに 暫く  rcpos が あるから 自然 皿の. EE さや 繪の 具の 色に 漬かる 事が 
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出來 るで あらう。 

寅 日子 ミ けばが 面白い ミ思 ふ。 溶いて 見る ミ其 所に 淺き 春が 生れる ミ見 るの だから。 

東洋 城 溶く やで も 充分 それ は 出る- 、，- 思 ふ。 溶けば では いかにも 忙しく 心が 運ばれる から 色の 印 

象な さも 充分で ない ミ思 ふ。 白い 所に 繪の 具の 色が ある ミ いふ 結果が 極く 幽に しか 出て 來 ない。 

する ミ此言 葉の 力で は、 最後の 一段で ある 白い 上の 或 色 か幽に 存在す る 丈に 止まって、 色 を 流し 

た 所の 過程の 感じな さは 中々 出し切れな いこ ミ になり はしまい か。 

寅 日子 溶かす 過程 も 溶かした 結果 も 一 つに なって 其れが 初春の 或る 感じ を 醸す 原因になる ミ見 

れば 「ば」 の 字が 利いて 來るミ 思 ふ。 

蓬 里 雨 溶けば のば は 自分が 今 現在 溶きつつ ある 事 を 示す。 溶く やで は 餘所餘 所し くなる。 繪筆 

、 

で 繪の具 を 溶いて 居る 內に 皿の 地が 現 はれたり、 色の 濃淡. か 出たり する。 その 一 什 始終が 此 ばで 

見える 樣に思 ふ。 

東洋 城 溶く やなら 極よ ぃミ いふので はない、 唯 だ 溶けば より はよ い、、. - いふので ある。 それから 

溶く ゃミ いふの も、 無論 自分が 溶く 事に もなる。 餘所餘 所し いので はない、 ゅミ りが あるので あ 

る。 けば は 利き 過る からい けない ミ いふので す。 


寅 日子 先生 は 主に 水 彩 繪具を 使用して 居られた-、〕 記憶す ろ。 

蓬 里 雨 先生が 繪の具 を 溶いて ゐる。 溶いて ゐ ろうち に 繪の具 皿の 白い 膚が現 はれたり 隱れ たり- 

す る。  其處に 春寒い 感じが 起る。  i 

寅 日子 此句も 可也 官能的な .5: だ-、， -思 ふ。  一 

束洋城 此句 のままで は 夫 だけ を 感じ 得ない。 此 句から 夫 だけの 感じ を 得る に は 可也 理智を 働か： 

さねば ならぬ。 一句 を 讀んで 概念 を 得て それから もつ-、) 完全な 趣味の 世界 を 創設す る-、； いふ 今 マ 

段の 段階 を 要する。 

蓬 里 雨 此の 句 を 受け入れ るに 理智は 要らない。 

東洋 城 凡そ 俳諧の 上乘 は、 味 ひ は 自然に 感 やろ やう、 句の いきさつ は 述べぬ 程 かよい 0 

寅 日子 君の 所謂い きさつ は、 ミ けば-、. - いふ 所に あるので すか。 

東洋 城 左樣、 其ミ けば ミ斷る 所に いきさつ を 露出して ゐる。 其のい きさつ は 人人 腹中た るべき 

事で、 句に は、 白い 皿、 繪の 具、 その 綺の 具の 溶かれて 行く 色 合 ••：•• さう いふ もの さへ つぎつぎ 

に 出て 來れ ばよ いし、 又 それだけが 出て 來 るに 止めて、 色色の 段 取 を說明 せらろ る 事な さは 厭 は 

しいので す。 

一 二 一 


一二 二 

寅 日子 此 句の 表面に は說明 はさう 現 はれて 居ない ミ思 ふが。 

東洋 城 際、 ごい 句 V.- 然ら ざる 句-、， -が岐 れる所 だ。 —— 白き 皿に  ミ けば ミ いふの も 耳に 障る。 

白き に强 制される 上に ミ けばに も强 ひられる 事 は愈堪 へない。 ミ けばで ある 限り、 普通 繪の具 皿 

は 白い に 極まった もの 故、 まだ 唯 だ 皿-、) だけ 言った 方が 幾分の 落ち着 を 得た かもしれ ぬ。 

寅 日子 皿の 白い 事 は 分って 居る-こしても ケれを 云 ふの ミ云 はない ミで 感じの 强度 がちが ふ。 白 

いのは 極って 居ろ から 云 はぬ でもよ ぃミ云 ふので は 詩 -、>  いふ もの はなくな り はしまい か。 

東洋 城 絕對 にさう はい はぬ、 唯 だ此ミ けばの 場合の 事で ある。 此 句法の 場合に 於て は 徹頭徹尾 

此句を 讀むミ 頗る 神經 過敏な 心み-脅かされる。 佛諧に 大切な ゆ ミりミ いふ ものがない。 寧ろ 此句 

な 、ご 作者に 於て は 頗る 悠悠た る餘裕 を覘っ てゐ るの であらう が、 句の 表現 は大變 荒れす さんで ゐ 

る。 —— あなた は 却って その V> けばに 一 句の 生命 を 託さう 7> なさる のでせ う。 

寅 日子 さ うぢ やない。 僕 は 唯 だ やよりば の 方が 面白い ミ 云って 居る のです。 

蓬 里 雨 僕 は 此句は 好い 句 だ ミ思 ふ。 勿論 溶けば ミ いふ 言葉に 此 句の 命 は あるので ある。 强制を 

感 する ミ いふの が 僕に は を かしい。 11 是も 大正 三年 マ, 全集に は 指定して あるが、 其 實大正 三年 

頃だミ いふ 推定に 過ぎない。 推定の 理由 は、 年月日の 分かって 居る 俳句 や 漢詩. か、 その 帳面の 巾 


に 挿 まったり、 或は 隣り合って かいてあった りな さして 居る ミ いふ 亊ミ， 其 他の 色色の 點 からで 

ある。 

鲁 

花曇り 御八つ に 食 ふ は 團子哉 

寅 日子 此 句の 仲間に 「窓に 入る は g 白の 八つ か 花 曇」 -ニ いふの が ある。 —— 仕事に 倦んで 書齋 

の 机に 類 杖で もつ いて、 心 は 花 曇の III 外に 遊んで 居る." そこへ 突然 奥さん か 或は 女中 か 兎に角お 

八つ を 持って 來る。 ナ ン ダ團 子かミ でも 云 ひ 乃至 思 ひながら それ をむ しゃむし や 食 ふので ある。 

花 曇に よって 戸外の 空想の 世界から 形而上の 境に 誘 はれた 心が 急轉 直下で 眼前 現贄の 形而下の 食 

物に 移ろ 處に輕 い 妙味が ある。 11 先生が 存外つ まらぬ 駄菓子で も 甘 さう に 平氣で 食った 事 や、 

お八つな さに 對 して 何處か 子供ら しい 心 持 を 持って 居られた 事 も 現 はれて 居る し、 又 一 面 先生の 

江戸っ子 らしい 洒脫 さミ 云った やうな もの も此 句の 何處 か に 浮んで 居 る ミ 思 ふ 。 —— 大膽で 大 ま 

かな 7.- ころがい い。 
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東洋 城 今い はれた 樣に 先生 を 背景-、】 し、 一 1 先生 を あてはめて 先生 其 者 を 彷彿 すれば 先生 はよ 

く 見える かもしれ ぬ。 併し 一 つの 俳句 ミ して 見ろ 時 はたい した 句で はない。 外が 花 曇で さんより 

して 居る、 部屋の 中で 長閑に お八つの 圑子を 食べる。 畫面ミ して 餘り 平面 だ。 唯だ此 句で せ (平面 

が 鳥渡 脫 せられん ミ して 居る の は、 食 ふ は圑子 哉ミ言 ひ 現 はした 所で ある。 これ はお 八つに 圑子 

を 喰うた ミ いふ 事 實を鉸 したので はなく、 哈 ひながら 圑子 そのものに 强く 引きつ けられて 何だか 

外の 「花 曇」 ミ 「圑 子」 ミの 間に 一脈 相 通す る 或 者が ある、 ミ いふ 所に 平面な 場面 を 破らう-、. -試 

みた 所 は 窺 はれる けれ、 ビ、 夫が 非常な 力 を 持って ゐて爲 めに 新しい 刺戟 を與 へる ミ いふ 事 はない 

から、 たいした 句 ミは思 はぬ。 此 句に 關聯 して 思 ひ 出す 句が ある。 「牡丹餅 をく はへ て 霞む 鴉 哉 

一茶」 これ はお 八つの 句ミ心 持が 引き 辏 きの 樣な 句、 ニ枚鑌 きの 樣な 句であって、 同一 舞 臺を左 • 

右から 見た ミ いふ 樣な 感じが する。 

蓬 里 雨 「花 曇」 の句ミ 「牡丹餅」 の句ミ は、 裁 出す 世界が まろで 違って ゐる。 「花 曇」 の 句 は、 

「細雨 看 花 後、 光風 靜座 屮、 虛 堂迎晝 永、 流水 出門 空」 ミ いふ 先生の 漢詩の 中の 樣な 世界 を、 特 

に 其 「光風 靜 座中、 虛 堂迎晝 永」 ミ いふ 樣な心 持 を、 いはば 平談 俗語で 現 はした もので、 然も 家 

の- S にる る 人の 心 持 を 其 人 自身 詠んだ もので あろ。 「牡丹餅」 の 方 は 戸外の 景色 を 遠くから 眺め 


て 詠んで あるつ さう して 牡丹餅 を 烏が く はへ て 霞む ミ いふ 樣な、 妙な 巧みが 外に 出て るろ 句で あ 

る。 比較になる 害がない。 烏 か 霞む-、】 いふの は 平凡で あろが 春ら しい。 併し 其 平凡 を兔 かれろ 爲 

めに わざわざ 牡丹餅 をく はへ させろ に 至って は、 技巧で 人 を 誤魔化さう V- すろ ものである 7〕 云つ 

て も 云 ひ 過ぎで はない。 さう いふ 事實は 決してない-、〕 は 云へ ない。 併し， よしあって も 夫 は 千に 

1 つ あるかな いかの、 極めて 稀な 場合で あるつ 「花 曇」 の 方 は 極めて 平凡な 事實を 詠んで るるの か 

も 知れない。 夫 は 百に 百 ある 事實 かも 知れない。 然し 此處 から は、 春先の 何ミ なく 欠伸の 出る 樣 

な 長閑な 心 持が、 お八つに 圑子 をむ しゃむし や 食って ゐ る迎晝 永の 心 持が、 靜 かに 後み 出て 来ろ。 

表 飾 は 地味で 平凡 だが ，牡丹餅」 の 句に 比べて 第一 句 品が 違 ふ。 

東洋 城 一 茶の 句に ついてい ふミ、 鴉が 何 かくはへ て 飛ぶ 7> いふ m 舍 家な、》.. に 有り勝ちな 事實に 

於て、 そのく はへ て 居る ものが 魚の 腸で もない し 掃 溜の 塵で もない し、 意外に も 牡丹餅であった 

ミ いふ 所に 非常に 面白い所が ある。 僕 は そのく は へ てゐる 牡丹餅 V.- 霞ミ いふ もの ミの 間に 此 句に 

ひそんだ 强ぃ或 力 を 認める。 此點が 初にい つた 樣に 先生の 句の 花 曇 ミ阐子 …… 此 二つの 間にある 

或 强ぃ絲 を 認める ミ同樣 で、 其處に 二つの 句 か ニ枚續 きで ある 事 をい つたので あって、 僕 は 一茶 

の 句の 中で も 此句は 一方の 秀句 だミ 思って 居る， - 叉實 際、 ffl 舍の 百姓家な さで、 錄 先の ミころ か 
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一寸 人の 居ない 間の 座敷の 中 かで、 庭先 を胡亂 ついて ゐた ST かそ この 牡丹餅 を 失敬す るな e、 さ 

程 奇蹟で もない-こ ふ。 

蓬 里 雨 かき 餅ぢゃ あるまい し、 綠先 なさに 牡丹餅 なんか 出して sa く 家が ある もの か。 もつ ミも 

牡丹餅 を緣 先に 出して ゐ たり、 或は 烏が 人の 居な や 座敷の 中から 牡丹餅 をく は へ 出す ミ いふ こ 7J 

が、 絕對 にない ミは 勿； i 俊 は 云 はない。 併し それ は 前に も 云った 樣に 極めて 稀な 場合で ある。 覃 

に其點 からだけ でも 先生の 句ミ 一 茶の 句 ミは違 ふ。 

柬洋城 場合 はあり 得る ミ も。 —— 牡丹餅 を眞 中に 茶で も 入れて 居た 人人が さう かして そのまま 

にして 外へ 行った、 その 人の ゐ ない 暇に、 鵜が ノ コ ノ  n 上って 來る vj いふの だ。 場合 も あり 得る 

し、 第一 あの 狡猜 な圖圆 しい！！ が 見える 樣、 又 何もかも 開け放し にした ffl 舍 家な さも 見える やう 

"ちゃない か。 先生の 句ミ 一 茶の 句-、〕 に 一 條の 共通 線が ある。 感じの 上から 云へば 似て ゐる。 

蓬 里 雨 君 は、 花 曇-、〕 国 子、 霞ミ 牡丹餅、 さう いふ 取り合せ を 表面から 见て、 似て 居る ミ いふの 

だら う。 

柬洋城 取合 はせ を 表面から 見る ので はない、 別別の 其 二つの 問に 名狀 すべから ざる 興趣が 底の 

底から 湧いて 來る樣 に 感じる ので ある。 單に お八つに 團子を 食ふミ いふので はない、 食 ふ は-、. -ぁ 


ろ 所に 注意 を 要する。 

寅 日子 圑 子が 出て 來て花 曇の 心 持が 一 轉 する 點をも 認める わけに はいきません か。 

束洋城 それ だ ミ 一 脣 つまらない 句になります よ。 

寅 日子 兩立を 許さぬ 性質の 事で もない だら う。 

朿洋城 價 値が 違 ふ。 

寅 日子 僕 はこのお 八つに 團子を 喰ふミ 云ふ單 純な 事實 それ 自身の 中に 作者の 複雜な 心理 を讀み 

取る。 又 食 ふ は、 ミ いふ 投け 出した やうな 口調の 中に 長閑より は 寧ろ ennui の 表現 を 認める。 

束洋城 私は此 句が さう いふ 家庭の 光景 や 事件よりも、 花 曇 ミ圑 子- /.- の 間に かかる 何者か を 感ぜ 

しめん ミ する 句で ある ミ思 ふ。 此 句の 花 曇 團子ミ の 問の 感じの 交 涉ミ、 一 茶の 牡丹餅-、. -霞ミ の 

問の 感じの 交渉-、 ー餘程 似て 居ら。 それで 此句 はせ めて 其 點が句 境の 屮心 であろ ミ する から、 且つ 

は旣に 一 茶の 句が あって 一 茶の 句が 其點に 就て 拔群 である ミす るから、 此句 によって 新鮮な 刺激 

は 受けない ミ いふので ある。 

蓬 里 雨 君の いふ 樣な 刺激 はなくても 可い。 

東洋 城 刺激がなくて は …… 。 
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蓬 里 雨 君の いふ 刺激 は 取り合せ の 新し さから.^ る剌激 である。 此句は 「作った 句」 ではなくて 

「生れた 句」 なんだから、 さう いふ 刺激 はいらない." いい 意味での 刺激 は 此處に 充分 あろの-たか 

ら。 11 僕 は此句 を讀ん でかう いふ 所まで も 聯想す る。 先生 は 終日 書 齋に獨 りで 坐って ゐる。 奥 

さん は 子供 を 伴れ てお 花見 か 何 かに 出かけて 行って ゐる。 夫が お八つ 時分に 歸 つて 來て、 先生の 

お八つに お 土 產の圑 子 を 持たせて よこす。 茶の間で は 子供達 かさ ざめ きながら、 同じ 其 團子を 食 

ベ てゐ る、" 

寅 日子 出先で 喰 ふお 八つ ミ 取られる 心配 はないで せう か。 作者に 關 する 智識かない 場合に。 

蓬 里 雨 それ はないで せう。 —— 「八つ 時の 廣き畠 打つ 一 人 かな」 - 窓に 入る は 目白の 八つ か 花 

曇」 11 春酣な この 八つ 時に 對 して、 先生 は 特別な 感じ を 持って 居た やうに 思- r もつ ミも 大抵 

な 人 は 同じ 感じ を 持って ゐ るに は 違 ひない が。 —— 是 も前ミ 同じ 帳面の 中の 句で ある。 


芝草 や 陽炎 ふ ひま を 犬の 夢 


寅 日子 この 句の 連れに、 「圚 中」 ミ 題して 「ちらちら-、 >il 炎 立ちぬ 猫の 塚」 ミ いふの が あろ。 

—— 芝の 上に 犬が 一 匹ね て 居る。 日が 强く 照って ほかほか 暖 くて 陽炎が ちらちら すろ。 犬 は^つ 

て 居る かミ思 ふ ミ 僅かの 物音に も 耳 を 動かし 眼 を 開いて 又し ばらく まさろ む。 それ を かう いふ 風 

に 云 ひ 現 はした ので ある.^  11 中 七 字 は 隨分問 になり 得ろ-、) 思 ふが、 僕 は 別に 厭味 も 作 はの » 

も 感得し ない。 先生の 晚 年の 句に 共通な しんみりした 味が 出て 居る-、) 思 ふ。 

東洋 城 陽炎 ふ ひま ミ いふの が 解らなかった。 

寅 日子 犬 は 所謂 alert な 動物 だから 我我の 耳に 聞こえぬ 樣な 幽かな 音も閒 こえる らしい。 兎に 

角 犬の 眠りの 斷鑌ミ 陽炎の 斷繽ミ を對應 させた もの ミ思 はれろ。 それで 表面上 は簡單 な敍景 ミ 見 

て もよ いが、 併し 矢 張 安眠し 得ない 犬の 心 持 を 充分 味 はって 居る の だから 其處に 一脈の 味 は 通 

つて ゐら 0 

東洋 城 ひま ミ いふの は 陽炎が もえて るる 時間 をい ふの だね。 

寅 日子 斷續 する 時間の 間隔の 意味 ミ思 ふ。 犬の 眠り 方 をよ く 注目 すれば 此句は 自然に 解かろ VJ 

思 ふ 0 僕 は 唯 だ 陽炎 ふ ひま ミ いふ 口調に すこし 心配 か ある。 

束洋城 調子に乗り 過ぎて 居る ミ思 ふ。 概念的の 氣 がする。 11 句 全體ミ して さ こか 物足りない 
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氣 がする。 さう して 陽炎 ふ ひま を 犬の 夢ミ 調子 をミ つて 居る 所に あたりが あろ、 犬の 眠り 方の 寫 

生ミ する 事 はいけ ない。 

寅 日子 芝草に 異議はありません か。 

柬洋城 芝草 や は 少し 落着きません ね。 先の 若草 は 季題で ある 意味であった のです が 此方 は 夫ミ 

は 違って 何だか 芝なら 芝ミ いひた く、 芝草-, こい ふ ミ 一 寸 はっきり しません よ。 

寅 日子 併し 芝草 は此 句の 大事な 背景に なって るる。 

束洋城 景色 ミ 景色に 伴 ふ 情趣-、 ：- を 調子に 乘 つてい つて 了った 所 は 物 足らない。 

寅 日子 作者 は 座敷 か綠 側に 居て 庭の 芝草 を 見て 居る ので あらう が、 事實 陽炎 ははつ きり 見える 

だら うか。 

東洋 城 芝生 を 見て るれば 陽炎が …… 

寅 日子 陽炎 はよ く 見えなくても さう でもよ くて、 犬の 眠の 描寫を 生かす もの ミ思 へばい いやう 

に 思 ふ。 此句は 何處か 先生の 晚 年の 句ミ心 持が 通って 居る。 虻ミ 椿の 句な さミ 比べる ミ 大分 心 持 

がちが つて 居 やしま せんか。 

東洋 城 さう もい へる かもしれ ぬが、 一方から いふ 7」 緊張 はして ゐ ない。 


蓬 里 雨 緊張 ミ いふ 言葉の 解釋 にも 依る が、 此の 句 は 緊張して ゐろ。 活々 して ゐ る。 陽炎 ふ ひま 

杯ミ いふ 事 は 陽炎 をよ く 見て 居る 人で なければ 云へ ない ミ思 ふ。 陽炎 は 息をする。 其 息が ii 炎 ふ 

ひま ミ いふ 言葉で 非常によ く 出て ゐる。 犬の 夢の 犬 は 寺 E さんの 樣 な解釋 では 隨分祌 過敏に な 

つて ゐる樣 にも 解せられ さうな 所がない でもない" 併し 此處の 犬 は 唯. た 時時 懶さ うに 目 を 開けた 

り 耳 を 動かした りする 位の 程度に 止めて 置きたい。 其處 から 長閑な 心 持が 出て 來 るので ある。 

東！ ^ 城 さ うす る ミ 犬の 夢 は 犬が 寐 込ん で 了って ゐて よいの だね。 

蓬 里 雨 無論 犬 は 時時 眼 を あく。 神經 質な 感じ を 起させない 範圍內 で。 

寅 日子 僕の 犬の 夢の 說明は 少し 立ち入り 過ぎた かも 知れません。 人に 不安な 不愉快の 感を與 へ 

る 程で は 困る-、) 思 ふが、 何ミ 云っても 結局 犬の 夢なん だから。 

東洋 城 寐 込んで 了って 居る のが 本體で 時時 眼 を 開けたり する の だね。 

蓬 里 雨 陽炎に も 息が ある 樣に 犬の 眠に も それが ある。 一方から いふ ミ 、其處 が 際さい ミか、 巧 

み 過ぎる ミ かいふ 事になる かも 知れない。 僕 はさう は 思 はないけれ さも。 

東洋 城 陽炎 ふ ひま を 犬の 夢が 動く のだミ 思へば いいの だね。 

蓬 里 雨 さう だ。 
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東洋 城 寺 田 君の ミ同 じだね。 

蓬 里 雨 さう だ、 同說だ 。 春の 日 南の 庭の 芝草の 上に 寢て 居る 「犬」 が 如何にも よく 現 はれて ゐ 

る 0 

寅 日子 此句は 元祿に 接近して 居る。 

蓬 里 雨 「蛸壺 や はかなき 夢 を 夏の 月」 ミ いふ 句が 芭蒸 にある。 是に 何處か 似た 所が ある。 是は犬 

でなければ いけない。 犬 は 神經質 だからね。 

寅 日子 神 經質だ か 何だか 知らん が 寢坊の 動物で は 工合が 惡 いだら うね。 

束洋城 さう する ミ句境 は 面白くな つて 來る。 表現に 多少の 厭味 はの こる けれ さ。 

寅 日子 此處に 一 つの 問題が ある。 此 句-、) 「ちらちら ミ 陽炎 立ちぬ 猫の 塚」 ミ さちら かが 先に 出 

來て 間もなく あ のが 出來 たらしい が、 さっちが 先であった らう。 猫の 塚の 方 は 犬の 方に 比べる 

ミ 比較に ならない 程 簡單な もの-た。 此 二つが さんな 風に 先生の 頭の 中で 關聯 して 居った かが わか 

れぱ 面白い ミ思 ふか。  . 

蓬 里 雨 「犬の 夢」 の 方が 先き かも 知れない。 

^£ハ日子 猫の 塚が 副産物で せう か。 


蓬 里 雨 是も 前の 句ミ 同じ 手帳に 書いて あります。 此句は 四つ 一 ミ 塊り にして 書き ミ めて あるの 一 

です が、 「犬の 夢」 が 第一 にあ つ て、 次が 「早 蕨の 拳 伸び 行く 日永 哉」 です。 書齋の 南綠の 庭に 一 

齒朶が 大分 生えて ゐ ましたね。 此句は あれ を 兄て 聯想が 「早 蔟」 に 飛んで 作られた のぢ やない.？^ 

ミ思 ひます。 此ニ句 は南綠 から 見た 庭の 景色-た ら う ミ 想像 さ れる。 夫 か ら 先生 は 庭へ 下り て 行 つ 一 

た。 夫が 「陽炎 や 百 歩の 園に 我 立てり」 です。 猫の 嫁 は 北緣の 庭に ある。 北綠の 庭の 方が ひろび 

ろ-、， - しても ゐる。 其處 であ、、， -のニ 句 は 北緣の 庭に 立っての 作 だら ぅミ 想像す る 事が 出來 なく も.；^ 

ぃミ思 ひます。  ) 

寅 日子 二十 九 年の 「限りなき 春の 風」 の 句な さ-、) 比べて 隨 分複雜 になった もの だミ思 ふ。 一 

蓬 里 雨 芭蕉の 句に 「枯芝 やまだ 陽炎の  一 ニ寸」 ミ いふの があります。 巧み-、. - 云ふ點 から 云 ふさ 

是 なさ 隨分 巧みな もの だミ思 ひます。 —— 夫から 序に 『確 子戶の 中』 にへ クト— ミ いふ 犬の 事が j 

書いて (全集、 第 九 卷四六 〇| 七) あります。 此犬は 大正 三年の 十月に 死ん だんです が、 此處 の； 

犬の 夢の 犬 は 多分 此 ヘクト. "の 事 だら ぅミ思 ひます。  . ：， 一 
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ある 程 の 梅に 名な き はな かりけ り 

寅 日子 梅林に 古くて 姿態の いい 樹が澤 山 ある。 夫に みんな 名前が ついて 居る ミ いふので ある。 

—— 梅林の 景色 を 直接に 云 はないで、 あろ 程ので 梅の 多い 事 を 現 はし 名な き はで 樹の 姿の 千變萬 

化な 事 を 表現した 處が 手際で あらう。 意味 も考 へやう では 俗惡 になり、 技巧 も 取り やうで は 厭味 

にもなる が、 さう 解し ないで 唯 ださら り-、. -讀み 下せば 一 種の 味 は あらう ミ思 ふ。 —— 實は此 句 を 

きっかけ にして 先生の 梅の 句 全 體を總 括 的に 研究したい ミ 思って 居た。 いっか 引合に 出た 「大弓 

や」 の 句 を 手始め ミ して、 俳句 集に ある 梅の 句 だけで も 百 六十 一句 を算 する。 尤も その 中で 百 五 

句 は 明治 三十 二 年に 一 つの セット ミ して 作られた もの だが、 それ を 除去しても 猶ー つの 季题で こ 

ん なに 句 數の多 いのは 外にない。 一 體 さう いふ 動機から か 分らない が、 鬼 も 角 も 先生が 自身の 梅 

に關 する 聯想の 世界の 廣ぃ事 を自覺 して 居て やや ミも すれば 此疆に 心が 向いて 居た のがお しま ひ 

に は それが 惰性 的に なって しまったの ではない か- ヒ いふ 想像 もされる。 句數の わりに 佳句の 少な 

いのも 不思議で ある。 云 はば 先生が 梅-、〕 いふ 題 を 腕なら しの 稽古 臺 或は 練習曲 ミ いった やうな ェ 

合に 使って 居た いふ やうな 氣も する。 此 等の 句 を 色色の 兄 地から 分類して 詳しく 研究したら 色 


色の 意味で 面白から ぅミ 忍って 少し やり 出して は 見た が、 案外 六 かしくて 一 寸 手が 付き かねた。 

併し 其 間に 氣の ついた 事 を 一 つ 二つ 云って 見る ミ、 先づ 題が 題 だけに 支那 趣味 ゃ禪 趣味の 句が， 

也 多い。 夫から 面白 いのは 梅 ミ手習 ミ を 取合せ たのが 二十 九 年頃から 時時あって、 卞っミ 後 太 正 

四 年に 又 出て 来たりす る。 いくら 先生で も 聯想の 世界に は 制限 かあつた のだミ 思 ふ。 夫から、 例 

へば 「琴」 の 句の 後に 音に 關 する 句が 五 句も鑌 いた 後へ ひよ つくり 「香 爐」 が 出て 來るミ 夫から 

銅 瓶、 水晶の 印、 墨、 視ミ いった やうな ものが 績く. - 又 突然 畑 打の 動作が 出て 來て さう いふ 種類 

のが 績 いたりして 居る。 こんな 事 も 詳しく 調べたら 何 かものに なる かもしれ ない。 

東洋 城 句の 解釋は 御說の 通り だ-、〕 思 ひます。 唯 だ 少しく 異なる 所 は、 是 で當然 或ろ 梅林 ミ いふ 

事 はわ かるに は 違 ひない が、 出来るならば 前置の ある 方が 極まって 來るミ 思 ふ。 

蓬 里 雨 僕に は 此句は あまり 面白くない。 ある 程の ミ いふ 言葉が 一面から 梅の 木の 多い 事、 其 梅 

林の 廣ぃ事 を 暗示す るに は 違 ひない けれ、 ごも、 ある 程の ミ いふ 言葉の 持って ゐる ェ ナジ I では、 

到底 數の 多い 事、 t. 數の廣 い 事 杯 を 充分に 出し切れない 樣な氣 がする。 つまり 輕 すぎろ。 それが 

僕の 不満足の 主な 原因になる らしい。 先生に 「ある 程の 菊投け 入れよ 棺の 巾」 ミ いふ 句が ある。 

あの 句の あろ 程の の 方 は 下の 十二 字 を 充分に 支へ て 猶餘り ある er かする。 此處 では 其關 係が 巧く 
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行って 居ない。 

{3- 日子. 菊の 句 は、 あれ は 僕 も 此句ミ は 比較に ならない 情味の こもった 句. た-、) 思 ひます。 

蓬 里 雨 私の 云 ふの は、 ある 程の V.- いふ 言葉 それ 自身の 持って ゐるェ ナジ— の 問* 組です。 

寅 日子 僕 は此處 では 却って 餘り ェ ナジ— の 大 でない 唯 さらり ミ輕く 云っての けた 所が 而 白い 

かミ思 ひます。 先生の 技巧の 一 つの 面白い タイプ だ 7> 思 はれます。 

蓬 里 雨 つまり 是は 輪廓 丈 を かいた もの， たミ いふので せう。 

寅 日子 抽象的の 言楚 ばかり を 使って 居て それで 具 儷 的な 景色 を 51 接に 現 はして 居る ミ思 ふので ， 

蓬 里 雨 さう です。 輪廓 を 描いて 中味 を suggest しょう ミ して ゐ るので す。 私の 不満 2^ なの は 其 

輪廓の かき 方に ある。 

束洋城 それで 前 SE が 要る。 前置が あれば 輕 くて よい。 

寅 日子 前 か あれば すつ- 、-リ 立つ かも 知れない。 

東洋 城 これ を讀 む-、】 (前置が ある ミ して) 梅 V:- か 臥龍 梅ミか 色色の 名の あるの が 出る ミ共 

に 老木が 現？^ れる樣 に 思 ふ。 


寅 曰 子 其 處 が俗惡 になり やすい 所 だ-、 ふ。 

東洋 城 梅 星敷ミ いふ. 0 のが ー體 俗な 心 持 S ある もの だ、 その 俗な 所が 固より 極輕ぃ 意味で 仄め 

く か ら梅星 敷ら しさ も あろので はない か。 —— 是 は 寺 m 君の 言 はれた 樣に 抽象的 文 字ば か りな 連 

ねて 却って 形 を はっきり 見る 事が 出来る 所が 私に は 面白い のです。 まあ 言うて 見れば 「荒海」 の 

句が 心 持 を 形で 運んだ のに 對し、 此の 句 は 形 を 心 持で 運んだ 所に、 極めて 思想の 運び 方が 順當で 

あるから である。 

蓬 里 雨 僕 は 前置の 有無に かか はら や 此句は 好まない。 
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をの 五 (松 根豐次 郞沙) 


明 易き 夜ぢゃ もの 御前 時鳥 

東洋 城 これ は 夫婦 か 情人 同士 かの 閨中 のこ ミで、 夏の 夜 一 ミ寢 入りして 眼を覺 ました 時分に 恰 

度 時鳥が 啼 いて 通った。 で、 二人の さちら から ミも なく 「時鳥が 啼 いた」 ミ言 つて、 さう いふ 事 

を屮 心に して 一 寸 話が 流れた ので あらう。 明 易き 夜ぢゃ もの 御前 ミ いふの が對 話の 一 つに なって 

るろ。 時鳥 いふの も 話の 一部で は ある けれ さも、 是は 同時に そこに 描き出された 一 つの 事象 ミ 

して 据 ゑら れてゐ る。 其 點を僕 は 上手に 詠まれて るる-、〕 思 ふ。 それで 話 其 者 は 今い ふ 通り 明 易き 

夜ぢゃ もの 御前 ミ いふ 處に餘 計 出て はゐる けれ さ、 此 句全體 から 感じる 處は 話の 中心が 時鳥-、〕 い 


ふ處 にある。 寧ろ 時鳥に 就て 話が 交されて 「もう 明け方 も 近い ナ」 -、， "いふ 樣な 事が それから 流れ 

て 出た 位に 思 はれる。 —— 一句の 文字 を迪 つて 請む-、. - 「明 易い 夜 "たから 時鳥が 啼く」 ミ いふ 嵐に 

も 間 こえる だら うが、 夫 は 御前の 處で 一寸 切れて 時鳥 ミ行 くの だから、 前言った 樣な 事に なろ の 

である。 —— それ ぢゃ なぜ こんな 言葉 を 言って.^ たか ミ いふ ミ、 ^^鳥-こぃふものを仲介に、 拉ん 

で 寢てゐ る 二人が 描かれた 時、 この 明 易き 夜ぢゃ もの V- いふ 言葉が、 二人の 情緒の ミけ 合って る 

る 事 を 表現す るに 役立って ゐる。 —— 此 句に 就て よい ミ 思ふ點 は、 さう いふ 閨中を いかにも 露骨 

に 而も いかにも 美しく 描き 其 上よ く 屋外の 自然 を 出して ゐる 點ミ、 も 一 つ 明 易き 夜. ちゃ もの 御前 

ミ いふ 樣な極 卑俗な 平談 俗語 を 平氣で 一 句の 中に 入れ、 而も 夫で 一 句が 一 ばいに なって ゐろ樣 に 

取扱って ゐる のが 大變大 膽なこ ミミで ある。 かう いふ 風に 俗語 ミか 人の 話 ミかを 一 句の 中に 取り. 

入れて それ を 一 句に 無雜 作に 扱って ゐる 句が 先生に は澤山 ある。 それが 又 可也 多く 成功して ゐる 

のが 先生の 特色で ある ミ思 ふ。 今日 選んだ 十 句の 中に も此 種の 句が 可也 多い。 

蓬 里 雨 話が 一寸 橫 道に 這 入る が、 化 前の 「松 立てて 空 ほのほの ミ 明ろ 門」 に 君 は 切れ 字がない 

ミ 云った が、 あれ-、， -是 ミ 何う 違 ふ， か ね 。 

東洋 城 「松 立てて」 の 方 は 文意が のべつ で 句屮の 心の 轉換 する 所がない。 
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蓬 里 雨 松 立てて-、〕 いふ 言葉 は、 自分 ひ 松 を 立てた にしても 人に 立てさせた にしても、 le^ に 角. 5^  _ 

ミは 全然 別な ものである。 明 易き^ ぢゃ もの 御前で 切って 時鳥 7= つける の-、. -、 こころの 轉換が 出 一 

來るミ いふ 點 では、 同じで はない か。 

東洋 城 夜ち や もの 御前 ゴ 時鳥 7,- の 間に 比 ベ る >0 松 立 てて ミ空 ほのほの ミ ミ の 間は餘 りに 續き過 

ぎる。 御前から 時鳥に 移る 所に は 全く 違った 世界 か 讀むミ 共に 湧く のに.' 松 立てて に 空 ほのほの 

が 綾く 時 は 言葉の 調子が 餘り 滑ら か に 、 又 松 立てて そ の 上の空が ほ の ほの ミ ミ 意味 もす ベ つて 行. 一 

つて、 そこに 多 火の 時 ミ 感慨 ミ が あるべく して 其 事な しに ミっ ミ ミ 進んで 了 ふ。 で、 自然 寧ろ 

此 句の 切 字 は 門に ある ミ云 ひたい 位に なって 來る。 夫 程 立てて が輕く 浮き浮きして 了って ゐる。 

其 上、 松 立てて が 人の 心 持で 次に 空 ほのほの ミが亦 さう で 次に 明くるが 又 さう だ。 さう いふ 風に 

展 3^ に 重ねて 來た主 觀語を 門 一 つで 受 留め 樣ミ する 事が 負 ひ 切れぬ 上に 乂 この 門の 一字に 來てサ 

ッミ光 i に展け 完全に 描き 納め 樣ミ する 事の 甚 しい 無理 を 感じる。 此 無理 は 聽て切 字の 力の 薄弱 

若く は 無力から 來 る-、〕 いふべき である。  ， 

蓬 里 雨 僕 は 無 を 感じない。 さう して 兩 若の 間に 働きの 上で 別に 區 別が ある ミも思 はない。 若 

し强 ひて 區別 する 必耍が ある ミ すれば、 色 さりの 上から、 一 つ は 客 觀的ー つ は主觀 的の 切 字ミし • 


て 見たら 可いだら ぅミ思 ふ。 

東洋 城 切 字に 主 觀客觀 の 別 はわから ない。 

蓬 里 雨 まあ、 それで は 切 字の 事 はこれ で 切り 上け て 本通りに 引き返す 事に しょう。 —— これ を 

君は寫 生の 句 だ- /,- 思 ふかい。 

東洋 城 僕に は 場面 も 舞臺も 見えろ。 寫生ミ は？ 

蓬 里 雨 光景 を 描いた 句かミ いふの だ。 

東洋 城 舞臺か あり、 人が あり、 情味が ある。 若し 描いた もの V) いはう-、 ：- なら、 さう も 首 はれる 

が 結局 主要な 點は心 持に ある。 

蓬 里 雨 する ミ女ミ 5 力 ミが閨 中で 話 をして ゐる 所な さミ 特に 斷ら ない 方が よく はない か。 

束洋城 夜ぢゃ もの 御前-、 ：- いふ 樣な對 話 は 男 同士 や 女 同士の il、 又 男女で も 几帳面な 人前の それ 

ではない。 さう しても 他人 をして！^ はしめ ない 紅 闺«^ か 何 かで あるら しい。 

蓬 里 雨 此 句を讀 む-、. -、 僕に は 寧ろ 遊蕩 的な 氣 分が 湧いて 來ろ。 さう して 杏 原の、 それ も 特に 江 

戶 時代の 吉 原の 新內の 流し か 何 か を 間いて でも ゐる 樣な氣 になる。 此句は 時鳥 か 持って ゐろ 色ん 

な 感じの 内の 一 つ を 表 はした もので、 餘り くさくさ しく は 說明 しない 方が 可い か V.- 思 ふ。 

一四 I 
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束洋城 ，夫 は 夫で もよ い。 併し 夫 は 主 耍な點 で、 唯の 夫婦に せよ 情人に せよ 廓に せよ、 その 、ごれ 

か 一 つの 舞 臺は矢 張 存在し なければ なるまい。 丁度 僕 は 唯の 家の 閨中、 君は吉 原の 廓-、」 考 へろ 樣 

に。 其 上 夫 はさう いふ 場面 を說 明す る 事 や 纏て 此 句の 大切な 所、 卽ち心 持 を 指し示す 事に なろ か 

ら。 何故なら、 此句 は、 其 主眼の 心 持 は、 かう いふ 場面に 人 を 立た す 事に 侬 つて 能く 得 しめられ 

る樣 になって ゐろ 句-たから。 

蓬 里 雨 先生 は 分った 樣な 分らない 樣な、 禪語 めいた もの をよ く 書いた。 是は其 意味での 禪語的 

な 俳句-た ミ思 ふ。 明 易き 云云 ミ讀み 下して 行って、 ふうつ ミ來る サム シン ダを唯 其 儘に 味 はって 

ゐれ ば、 夫で 可い、 又 さう する 方が 可い。 其點で 盛り込まれた 味 は 丸で 違 ふが 此句は 蕪 村の 「時 

鳥 平安 城 を 筋 違 ひに」 ミ 似通った 所が ある。 

柬洋城 けれ さも、 それだけの 感じ を 持つ に は 準備 聯想が あろ か、 場面 を 用》 お， 3 する かしなければ 

ならぬ。 

蓬 里 雨 そんな 事 をして るる ミ、 夜ぢゃ ものの 始末に 困る だら う。 

東洋 城 困らない。 か はされ ろ 話の 一部 ミ して 見る から。 

寅 日子 上 十二 字 ミ 時鳥 ミの關 係 を 常識的に つけよう 7) 思へば つけられない 事 はない。 例へば 一 


人が 「時鳥 はさう して ああせ はしな く啼 くの だら う」 ミ いふ ミ 相手が それに 答へ て 「それ はお 前 

明 易き 夜ぢゃ もの」 ミ 云った ミ 思っても いい。 或は 又 時鳥に 對 して 御前 ミ 呼びかけ たもの-、 r して 

も 解せられ ない 事 はない。 

東洋 城 舞臺 なり 背景な りが 要ろ。 

蓬 里 雨 背景 は 別段 必耍 ではな いぢ やない か。 11 夜ぢゃ もの 御前-、 ：- いふ 言葉が あれば、 旣に特 

殊な 感じ は 出て 來る。 景色 を 一度 浮べて 置いて 其 上に 出て 來る 感じが さう のかう のミ いふが、 量 

色 を 浮 ベ る 手鑌 は さ う で も 可 い ミ 思 ふ J 

東洋 城 言葉 だ け でな く 其 言葉 に 背景な り舞臺 面な り が 裏付けられね ばいかぬ。 だか ら 背景が 全 

然 |?K らぬミ いふ 事 はない。 

蓬 里 雨 裏 づけろ ミ いふの は 好い が 、必要 ミ いふの はさう いふ 譯か。 「時鳥 平安 城 を 筋 違 ひに」 で 

も 光景 は 分る。 

東洋 城 眞の 立場 を 得て 眞の 情緒 を 得る ために。 

寅 日子 此句は 見方に よって 面白い かも 知れない が、 此 句に は、 先生の 初期の いろんな 作品の 中 

に 出て くス樣 な、 何 ミ なく あくの 强ぃ樣 な 趣味が 可也 出て ゐる。 此れ は 併し 先生の 持って 居られ 
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た 色色の" ものの 中で、 寧ろ 惡ぃ 方の 分子ではなかった かミ思 ふ。 —— それから ぢゃ ミ いふ 言葉 を 

使った のに は 三十 年の 「蜂よ 秋ち や 鳴かう が 鳴くまい が」 が あり 又廿八 年ので 「雁 ぢゃミ て 鳴ぬ 

もの か は 妻ぢゃ もの」 ミ いふの が ある。 IB^ に角此 時代に 先生が 特に かう いふ 種類の n 調 乃至 情調 

に 或 興味 を 持って 居られた ので はない かミ思 ふ。 —— 時鳥の 句 は 昔から 一 體 抽象的に なり 易い 傾 

向が あり はしない か、 先生の 時鳥の 句が 澤山 ある 中に も、 擬人法 を 用 ひたの や 鬼に 角主觀 的の も 

のが 一 番 多い。 ^^鳥其者が强く表はれてゐるのがすくなぃ。 夫で 先生 は 時鳥の 鳴聲を あまり 聞き 

馴れて るなかった のぢ やない か 7.- 想像され る。 

蓬 里 雨 同感。 是 なさ も觀念 的な 句 だ ミ思 ひます。 卽ち 時鳥 を 聞いて 其 實感を 基礎 ミ して 作られ 

たので はなく、 時鳥 i いふ 言葉が 持って ゐる 色んな 聯想の 内から 或 特別な 感じ を 現 はして ゐ乙聯 

想 を 取り出して 見せた もの だ V.- 思 ひます。 それから 私が さっき 遊蕩 的な 氣分を 持って ゐる 句ミ云 

つたの も、 實は 貴方の 所謂 厭な 趣味が 出て ゐるミ いふ 事 を 指摘した 積でした" 先生の 『硝子 戸の 

中』 や 其 他 先生の 談話 筆記 を 請んで 見る ミ、 若い 時分の 先生の 生家の KTM の 中には、 かなり 此遊 

蕩氣 分が 動いて ゐた 樣な氣 がします。 

東洋 城 俳句の に は、 「時鳥」 ミか 「秋風」 ミか 「月」 ミか言 ふ 題に は * 可也. M 感 でない 或は 實 


感 以上の 祖先 傳來 の氣 分が ある" さう いふ 事 を土臺 にし 又は さう いふ 事に 因緣 して 一句 を 立てろ 

事が、 普から 隨分 ある。 時鳥 V) いふ 題 は 殊に さう.；； r 芭慕 にしても 實感 いふより 歌-こか 詩-、) か 

文-こか 間接の^ 驗 によって 養 はれた 感情から 出た ものが 隨分 あろ ミ思 ふ。 そして 此方に 却って 佳 

いものの ある^が ある。 

寅 日子 さう いふ 事が 俳句の 進步を 妨害して るので はありません か。 

柬洋城 若し 所謂 實感 のみ を 進歩した もの、 7〕 いふなら ば。 

蓬 里 雨 芭 藤の 句 は 實感を 丄礎 して ゐろ ものの 方が 多い。 寧ろ- S 感 なしで 作られた もの はない 

ミ 云った 方が 可い かも 知れない。 勿論 門檀 林の 時代 は別ミ して。 例へば 時鳥の 句で も 「時鳥 啼 

くや 五 尺の あやめ 草」 「^鳥 大竹穀 を もろ EC 夜」 「京 にても 一：； 小な つかし や 時鳥」 なさ、 思 ひ 出す ま 

ま を 列擧し て も、 すべて 實感 か 根柢 になって るる。 

寅 日子 兎に角 芭蒸は 「時鳥」 ミ いふ ものに 親しむ 經驗か 多かった の だら ぅミ はれる。 

東洋 城 だから 芭蕉なら 苗蕉 が實感 した 事から 實感に 乏しい 我我が 夫 を 感じれば 夫が 愈 加 はり 養 

はれ 自分の 內容が 殖えて 實 際の 經驗に 因る もの 以外 夫 以上に 境地 を ひろめる 事が 出 來るだ らう J 

寅 日子 「時鳥」 の 句が 先生の 句集に 二十 二 句あります。 その- s: で對 話の 言葉に なった のが 十 句 
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ある。 その 內五 句が 命令に なって 居る。 稍 客 觀的ミ 云っても いいのが 唯 六 句 ある。 

蓬 里 雨 もつ ミ も 「歸 らう 7〕」 ミ 「鳴くならば」 ミは 子規 宛の 贈答の 句 だから 例外 ミ した 方が 可 

いでせ う。 II 此句は 先生の 處 にある 句 稿の 中にはなくて、 正 岡 家の 『承 露盤』 の 中の 二十 八 年 

の 部に ある。 想像す るに、 是は 恐らく 子規が 松 山の 先生の： 卜 宿に ゐた 時分に 作った ものな のでせ 

う。 もし さう だミ する ミ、 子規が 先生の 下 括へ 行った の は、 八月 二十 七 八 曰 頃な の だから、 時鳥 

を 聞いて 作った ので はなく、 鼴 詠で 作った のだミ 推測す るこミ も出來 る。 尤も 1^ 詠が 必 やし も實 

感を伴 はない 句 だ ミは 云へ ない けれ さも。 —— 『承 露盤』 ミ いふの は、 方方から 送って 來た句 を 

書き留めて 置く 控 へ の樣な もの だから 當時是 はき つ ミ 格の い い 句で あつ たものに 違 ひない。 

寅 彥桂濱 の 石 數十顆 を 5^ る 

涼し さや 石 握り 見る 掌 

柬洋城 此句 は、 issg! にも ある 樣に、 其 石が 到着した 時に、 先 が 石に 針した 啼の心 持 を 言った 


も s. たらう ミ思 ふ。 無論 石 を 手に 取って 握っても 見たら うが、 其 握った いふ 事が 一句の 中心に 

なる のではなくて、 贈り主に 對 する 先生の 情が 仄めいた もの ミ思 ふ。 勿論 石 も 美しかった か 綺麗 

だった か、 石に 對 しても いい 氣持 がした であらう が …… 。 涼し さや ミ いふの は、 その 時が 夏で あ 

つた もの だから、 時候 を 表した の ミ、 その 氣 持の いい ミ いふ 事 を 同時に 表した もので、 涼しい ミ 

いふ 題の 主觀 味の 方 を 役立てて 來 たもの ミ思 ふ。 先生 は 桂濱を 知らなかった の だら うけれ、 ごも、 

石に 對 して ゐる時 その 石が 轉 つて ゐた 桂濱ミ いふ もの を 何だか 現實に 見る 樣な氣 がして、 その M 

景 にも 涼し さや ミ いふ 聯想が 動いた 事 は あるか も 知れぬ。 —— 寺 m 君 桂濱ミ いふの はさう いふ 處 

です か。 

寅 日子 桂 濱は高 知 市に 近い 海岸の 景色の 佳い 虑で 昔から 月の 名所-、) いふ こミ になって ゐる。 其 

附近の 海岸 ー帶に 五色の 砂利が ある。 夫 を 拾って 來て 盆栽 や 庭に 撒いたり する。 此 石の 小粒な の 

を いくつか 一 緒に 布巾の やうな もので 包んで 氣長 くもんで るる V, -、 表面が 糜 かれて 美しく 光澤が 

出る。 さう いふの を 若干 先生に 贈った のでした。 石 は 滑 かで 冷たくて、 握って 見る ミ手觸 りが 好 

い。 それで 僕 は 握り 見る ミ いふ 文字から 可也 感覺 的な 氣持を 受ける。 だから 其方の 興味が 勝って 

桂濱の 景色 を 聯想す る い ふ 風に は 感じら れ ません。 
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蓬 里 雨 僕 も此石 を餘り 大きくない もの-、〕 想像して るました。 さの 位の 大きさの ものです か。 

寅 日子 大き いのも あるが、 先生に 上け たの は 雀の 卵 位の 大きさの ものでした。 

蓬 里 雨 私 は又矮 鶴の 卵 位の もの かミ 思って ゐ ました。 併し 何れにしても 此處の 涼し さや は 石 を 

握って 見る 事から 來る 涼し さかで ある ミ思 ふ。 冷めたい 滑らかな 玉の 樣な もの を 握って 見て 樂ん 

でゐる 所が、 如何にも 先. iH らしくて 無 邪氣で 面白い。 僕の 好きな 句 だ。 

東洋 城 僕 は 稍 大きい 石で 可也 握り 頃な のか ミ 思った。 小さい のなら 僕の 鄉 里の 方に ある。 夫 は 

石ミ いふより 砂利 ミも いふべき もの だ。 ^上 二 里 許の 沖の 小島の 失 も 唯 一 部の 海？ ii: にの みある。 

黄： n 子 多分 桂 濱のも 同じ 系統 だら う。 

蓬 里 雨 此句は 明治 三十 二 年 九月 五 u の 句 稿に ある。 此年は 寺 田さん、 貴方が 高等 舉校を 卒業な 

さった 年で せう。 貴方 は 東京に 出て 來る 前、 夏休みに 國に歸 つて ゐて、 此石を 御 送りに なった の 

ではない のです か。 夫から 此 句の 次に は、 「送別」 ミ して 「時 くれば 燕 もやが て歸 るな り」 ミぃ 

ふ 句が あ る。 想像す るに 此 送別の 句 は さ う も 貴方 の 寧 を 頭に 置い て 作られた 句ぢ やない かミ 思 は 

れ るので すが、 心當 りはありません か。 

资 RI 子 別に 心當 りはありません。 ただ 大勢の 生徒が 歸 るの を 云った ので はないで せう か。 


蓬 里 雨 - 燕も歸 ろな り」 ミ いふの はさう 大勢に 對 して 言 つ た 言葉 ではない やうに 思 はれ る 。 

寅 日子 「涼し さ」 の 句で 矢 張 僕が 可.^ 感覺を 主にした ミ思 ふのに 「顏に 編る ろ 芭藤谅 しゃ 籐の 

寢 椅子」 ミ いふの が あるつ 11 先生 は 特に 「谅」 匚歡 する 實 感が强 かった ではない か 7) 思 はれろ 

ふしが あるつ 11 西洋 女優の 繪 はがきに 「髪に 眞珠肌 あら はなる 涼し さよ」 なさ ミ いふの が ある 

が 是等 は 少しく 谅 しさの 安賣 の感が ある。 

蓬 里 雨 此句 は、 芭蕉の 「傘に 押し分け 見た る 柳 かな」 に 似通った 所があります。 


無人島の 天子ぐ」 ならば 涼し かろ 

東洋 城 これ はもう 何等 說明 する 事 もな く、 讀んだ だけ ミ思 ふ。 —— 或絕 海の 孤島 を 想像して 見 

る J それ を 所有して 我れ 一 人で 天下 を V) つて 自分が そこで 唯 我 獨尊を 決め こんで ゐるミ いふ 樣な 

心 持で ある。 さう いふ 境地に 立ったら さぞ 涼しいだ らう、、〕 いふの-;; r —— 句 を 読む v> 同時に そこ 

に 島 11 廣ぃ 海の 小さい 6ミ いふ 樣な 場面 か 裏付けられて ゐる樣 な 心 持が する。 勿！ _1 唯一 人き り 
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の 世界に なって しまったら、 煩く も 暑く もない。 さう いふ 場面 を 描く 事に よって、 さう いふ 心 持 

が 的確に 表 はれる。 此句 ー應は 暑い ミか 涼しい ミか であるが、 その 奥に は 現在の 世の中が 下らな 

ぃミ かうる さい ミか、 又 現世 に 對す る 不平 ミ か嫌惡 ミ かさう いふ 事 か ら 厭離し よう v) す る 心 持が 

ある 7,-E-5 ふ。 さう して、 それは此句の作^！^でぁる先生の不斷の腹中でぁったのでなからぅかミ思 

ふ。 で、 此句 がー つの 俳句 ミ して 極り のつ いた 處は、 さう いふ 人生 觀ミか 社 會觀ミ かいふ 重苦し 

い 切 富な 問 越ミ は 全然 別の 世界で ある、 廣ぃ廣 い 大洋に ある 無人島に 唯 一 人 ゐるミ いふ 樣な處 で 

ある。 此句は 先生の 句の 巾で も 一流 さ この 句の 屮に 入れたい。 かう いふ 筋の 句 は 先生に は 可也 多 

く 他の 人に は 少ない。  . 

蓬 里 雨 此句 は！ の立揚 から 言って 佳い のかね" 

東洋 城 大いに 佳い。 

蓬 里 雨 藝術ミ して そんなに 價 値 が ある だら うかな。 鬼に 角 僕に は 非常に 面白い 句なん だが、 夫 

が藝 術-、， - して 佳い 所から 來る のか 何う かが、 僕に はよ く 分らない。 

朿洋城 必 しも 作者が 先生で なく ミも 面白い。 —— 尤も 此 句に 侬 つて 見える 先生の 面白さ は 別に 

ある けれ さも。 11 無論 藝術 的に 住い 句 だ。 


寅 日子 此句は 「人に 死し 鶴に 生れて 冴え返る」 ミか ，董 程な 小さき 人に 生れた し」 -、) 同じ 樣 に- 

思 ひ 切った 空想 を 描いた.？ で、 その 點で松 根 君の 最も 好きな 句で あるか ミ思 ふ。 — 無人島 は 元 

來熟帶 に も寒帶 にもあって いい 譯だが 、 此 句で は さ うして も 南洋 あたり にある 天産の 豐富 な そ し 

て 貿易風の 吹いて ゐる 美しい 島 を 思 はされ る。 —— 無人島なら 自分た つた 一 人で、 天子 も 臣下 も 

ない 譯 なの を、 「天子 ミ なる」 ミ云 ふ處に 複雜な 味が ある。 11 これ は 第一 高等 學 校の 先生 をし 

てゐる 時分の 句で、 「猫」 の 中に 表れて ゐるミ 同じ 樣な、 煩 はしい 世間に 穀 する 反感-、〕 いふ 樣な 

ものが 出て 居る ミ 思 ふ 。 

蓬 里 雨 僕に はさう いふ 意味から 見て 非常に 面白い のです。 是は 先生の 不愉快で 不愉快で たまら 

なかった 頃の 作 だ ミ思 ひます。 さう して 「暑苦しくて たまらない」 心 持 を かう いふ 樣な 言葉で、 

が あつ ミ 吐き出して 了った 樣な氣 のす る 所が 面白い。 此句は 明治 三十 六 年 六月 八： W 以後 六月 十七 

日 以前の 句で、 一 口にい ふ-、 ヽ 『猫』 以前の 『猫』 だミ いふ 氣が します。 三十 六 年： t 月 二十 二日 

に倫敦 から 歸 つて 此句 迄に 半年、 其 間の 不愉快の 結晶が 此 句に 出て ゐ る-、) 云 ひたい" 11 熊本縣 

球 磨 郡 湯 前村ミ いふ 所に 井上 藤 太郞ミ いふ 人が ゐて、 佛 句の 囘覽雜 誌 『白扇 會報』 -、】 いふ もの を 

出して ゐた。 此 人が 何う いふ 關係 からか、 或は 先生が 熊 本に ゐた 俳壇の 名士 ミ いふ 關保 からか、 
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先生の 所へ 其き 報 を 送って よこして、 何 か 寄稿して くれ ミ頻に 賴んだ ものら しい。 その 六月 八 口 

附の 返事に 「小： iH は 先日 S. 上 候 通 最早 俳界 中の 人に 無 之 新しき 句 杯 も ほ ミんさ 作り 不申 頃日 來ほ 

ミ ミ ぎす 關 係の人に せめられて 又又 邪道に 陷 りかけ て 居候 其內藤 句 相 認め 御 送 御 笑 覽に可 供 候」 

(全集、 第 十二 卷ニ 〇 二) ミ ある， - さう して 六月 十七 日附で 送られた 一 かたまりの 句の 一句が 是 

である。 

寅 日子 三十 七 年 七月 虛子 庵で 連句 をした 時に 此れが 發句 になって ゐる。 

東洋 城 その 頃 かう いふ 句が 出る 7^ 俳人 達 は 顔色なかった 事-、. -思 ふ。 鬼に 角 先生の 句 を 仰いだ も 

ので あらう。 

寅 日子 嫌味の ない 句です ね。 

蓬 ffi^ 雨 さう です ね。 

涼し さや 蚊帳の 中より 和歌の 浦 

東洋 城 此 3- は 先生が 關西 講演の 折 和歌の 浦へ 行かれた 時、 泊ら れた 宿屋で よまれた 句-、〕 思 ふ。 


此 句は此 通りで、 宿屋の 蚊帳の 中の 前 は 海で、 和歌の 浦で、 潮が 差したり 引いたり して ゐる， - さ 

うい ふ 夏の 夜の 氣持 をよ まれた 實 際の 句 だ ミ 思 ふ。 11 此句は 先生の 第 一 流の 句-、) して 出した の 

ではなく、 自分 ミ 先生 ミ の 關係を 通して ある 時の 先生 を 見ろ 事が 强 いから 出した 譯 です" 句 V) し 

て は 一 ミ 通りの 句です。 實 際の 和歌 の 浦の 夏の 夜 は瀕戶 -2： 海の 到處の 如く 夕 a で、 涼しい-、〕 いふ ■ 

より 暑い 方で あるか、 それでも すこし 夜が 更けて 來るミ 潮の 満ち ミ 共に 海 を 通して 風が 蚊帳の 中 

に は 入って 來 た-、) いふの だら う. - —— 此 句で 僕に 先生の 印象の 深いの は、 講演が 濟んで 先生が 病 

氣で大 阪の湯 川 病院へ は 入って 居られた 時、 自分が 夏 休の 國 からの 歸り途 病 氣ミ閒 いて 途中 京都 

から 船け 付けて 行った、 その 時此 句み」 聞いた ので ある。 

蓬 里 雨 此 句を閒 いたって、 此句を その 時 作った 譯ぢゃ あるまい。 

束洋城 その 時 書いて 貰った の だ。 

蓬 里 雨 僕が 行った 時 も 寢てゐ たんだから、 其 前の 君が 行った 時 は、 先生 は 寢てゐ たんだら う。 

夫で 書いて 貰へ たかな。 

東洋 城 寢ては ゐられ たが、 僕 は 旅 中に 扇 をな くして 困って ゐ たので 先生の 處に有 4" せの 白扇に. 

書いて もらった の だ。 その 常時 は奧 さんが 束 京から 來て 色色-、〕 世話 をして 居た" 先生が 病 氣をさ 
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れた 度度の 一 つの 場合-、〕 して、 さう いふ 先生の 大病 ミ いふ 事 を 此句を 見る ミ いつも 思 ひ 出す。 丁 

度 それから 遡って 行く ミ 和歌 山で 此 句を讀 まれた 頃 は、 先生 は發病 前の 不愉快な 狀態 をつ-つけら 

れ てるた 事 か ミ 思 ふ。 さう いふ 特別な 場合 を 呼び 起す ミ いふ 事から、 僕は此 句に 特に ある 親しみ 

を もって ゐ る。 

蓬 S 雨 是は 夜の 句ぢ やない らしい。 明治 四十 四 年 八月の 先生の 日記に 「十四 □ 快晴 九時五 

十ニ分の汽車で和歌山に行く^5^-にする" 和歌 山から す. ぐ 電車で 和歌の 浦に 着" あしべ やの 別莊に 

は 菊池總 長が ゐ るので 望 海樓ミ いふのに ミ まる。 ：：： 蒲 募の 景色 を 見る。 晚に. a い 蚊帳 を 釣り 明 

け 放して 寢る 夫で も寢^ しい" 朝 起」 (全集、 第 十一 卷七六 五) ミ あって 次に 此 句が 書いて あろ。 

朿洋城 さう する-、 ー寳際 涼しく もあった らう。 

蓬 里 雨 づっミ 部屋 を 明け 放して 白い 蚊帳 を 釣って 寢る。 夏の 夜 か 明け かかって 其 蚊帳 越しに 明 

け 方の 海 を 見 はらす、 何だか 非常に 爽 かな 氣 持が する。 

寅 日子 僕 は 昔 あんな 巧みな 句 や 奇想天外な 句 を 作って ゐた 先生が、 後に かう いふ あくの 拔 けて 

了った 句 を 作る やうに なった 事 を 面白く 思 ふ。 「一人 居 や 思 ふこ-、， "おき 三ケ B」 ミ 同じで、 いか 

に も 先生 の 心 持 か シ— ン -/】 して ゐる樣 に 思 ふ。 


蓬 里 雨 四十 三年の 修善寺 大患 以後 先生の 句 は 健に 變 りました" 11 松 根 君に、 和歌の？ は 夕 a 

で 夜 は 暑苦しくて 堪らない 所-た ミ 聞いて、 此 句が 一 層 面白くな つて 來た。 

東洋 城 僕 も 君の 朝 起の 話 を 聞いて 面白くな つた。 

蓬 里 雨 前置に 「朝 起」 ミ 書いた 方が いい かも 知れない ね。 

寅 曰 子 白い 蚊帳であった ミ いふ 事 も 面白い。 

蓬 里 雨 和歌 山 だの 和歌の 浦 だのの 事 は 『行人』 の 中に 使 はれて ゐる。 同じ 宿屋の 向う 座敷で 小 

僭 丁稚の 親睦 會の樣 な ものが あって 頻に騷 いで ゐる。 一 人の 小愤か 緣侧の 欄干の 所に 出て 来て 反 

吐 を はく、 今 一 人の 小僧が 頻に. K 丈夫 だ 大丈夫 だ、、 一 繰り返して ゐた ミ いふ やうな 事實 も、 たしか 

『行人』 の 屮に使 はれて ゐたミ S ふ。 


底の 石 動い て 見 ゆる 淸水 かな 

東洋 城 此 句も說 明す る必耍 はない ミ 思 ふ。 唯 澄んだ 淸 水の 底に 動かない 石が あって、 その 動か 

is 


ない 石が 動いて 見える ミ言 つた 處に淸 水の 湧いて ゐろ處 がよく 見える。 その 淸水 をよ く 5:1 した 句 

だ-、； 思 ふ。 I 此句を 出した の は 先生に は淸 水の 句が 澤山 あるので、 その 內の 一 つ-、〕 して 出した 

ので ある。 此句も 非常によ い 句で はない が、 淸 水の 或 一角 かよく 寫 して あるの ミ、 それから かう 

いふ 寫生 的の 句が 先生に は 少な い ミ いふ 譯 ではない が —— 先生の 句 は 多く 心 持に 驚る 句 か 多 い か 

ら、 かう いふ 句 も 一方に あった ミ いふ 事 を 見る のによ いか ミ思 ふ。 尤も 同じ 寫 生す る內 にも、 動 

く淸 水の 方 は 何-、. -も いはす 動かない 石の 方 を 動く ミ いうて、 そして 本當に 動いて ゐる淸 水 を餘計 

に カ强く 生きて 兄 さす 處は、 矢張り 先生 流の 寫生 一で ある。 

寅 日子 これは^ 詠です ね。 

蓬 里 雨 明治 四 4- 年の s、 先生が 『虞美人草』 を 書いて ゐる 時に、 松极 君が 西片 町の 家へ よくや 

つて 来て は 題 を 出して、 次次に 先生に 句 を 作らして ゐ ました。 是は 其屮の 一句です。 —— 昔 先生 

の 句に 「藻 ある 底に 魚の 影 さす 秋の 水」 「藪 蔭 や 魚 も 動かす 秋の 水」 「底兒 ゆる 一枚岩 や 秋の 水」 

なさ ミ いふの. か ある。 此句ミ 睨んだ 所 は 似て ゐる。 —— 併し 動いて 見 ゆる ミ いふの か-君 は淸 水が 

噴き出して ゐ る からだ -、 いふの か。 

東洋 城 さう だ。  . 


蓬 里 雨 淸水は 噴水の 樣に 噴き出す 樣 なの も あるの か； r 此處の 淸 水 は 溜りに なって ゐ るんだら 

うから、 じくじく； * み 出る 樣な もので はない のか。 

東洋 城 すこし 深さの あろ 淸 水の、 溜った 水 は沈靜 して 居る が、 底の 石の 隙から 噴いて ゐる淸 水 

は 同じ 澄んだ水の 屮だ からし かミ わからぬ が、 その 喰き 上け て 溜った 水の 表面 近い 處 まで を 底 か 

ら すこし 搖 がして ゐる。 その 搖れを 透して 見る から 底の 石が 動いて 見えろ。 

蓬 里 雨 動いて ゐる さ すれば 夫 は 底から 動く ので はなく 流れ出て 行く 水面 か 動く のだミ 思.、 r 

黄 日子 表面が 動く 爲に、 光線の 屈折の 工合で 底の ものが 動く やうに 兒ぇ るので せう。 11 普通 

靜 かに 水の 溜る 樣な 所に は 底に 泥が ある。 底に 岩が ある ミ いふの は 大概 水が 流れて 居る か 湧いて 

居る 場合 だら う。 

東洋 城 底の 石ミ いふ 時 は 底 一面に 石の 樣な氣 がする。 

蓬 里 雨 僕 はさう 迄は考 へない。 

東洋 城 底なる 石、 底の 石ミ いふ 樣に。 

寅 日子 此句は 少し 動き はしません か。 矢 張 先生の 「むくむ くミ 砂の 中より 春の 水」 ミ いふの. か 

あ る が そ れだ 7,1 むくむ くミぃ ふ 言雜が 如何に も卷 らしい ミ E-5 ふが、 此句 はさう です か。 

Is 七 
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東洋 城 春の 水より は淸 水の 方が 動かない ミ思 ふ" それから 「むくむ く  7】 砂の 巾より」 は 言 ひす 

ぎました ね，" 

蓬 里 雨 僕 は 手 を 浸ける かなん かした 處を考 へる。 さう すれば これで は 言 ひ 足りない。 すき 透つ 

て 上から 底の 見える 事 は淸 水で いいつ 併し、 夫が 動く ミ なる-、. -、 さう して 動く かが 一寸 はっきり 

しなくなる。 そこへ 行く-、) 「底 見 ゆる 一枚岩 や 秋の 水」 の 方が、 單純 では あるが 纏って ゐるミ 思 

ふ。 此句 「二人して 片足 づ つの 淸水 かな」 -、，- いふの が 次に あって、 その 前に は 「心太の たたかれ 

てるる 淸水 かな」 ミ いふの が あろ。 僕は此 二つの 景色の 何方 かが 先生の 頭の 中に あって、 夫 を、 

一寸 氣を換 へて、 かう 詠んで 兄た ものの 樣な氣 かする。 —— 夫 はさう ミ 君に は此 句の 表現で 淸水 

が 底から 噴き出して ろる もの だミ考 へられろ か。 

束洋城 見える。 

蓬 里 雨 岩の 間から 噴き出して ゐる のか。 

束洋城 石に は 外から 見えない 隙間が あって、 その 隙間から 噴いて るるの-た。 

蓬 里 雨. さう かな あ。 僕に は是. たけで は 何う も其虚 まで 表現され て ゐるミ は 思へ ない がな。 

束洋城 事 實は澤 山 ある こミ だ。 早くい ふミ 大小 はミも かく も、 筘 根の 姥 やの 湯の 湯 底な さの 樣 


に或淸 水の 溜りの 底が すっかり 石で 其 下の 石の 間から 水 か 喰いて るろ-、〕 して、 幾らでも 想像が 出 

來る だら う。 


落ちし 雷 を盥に 伏せて 炸の石 

東洋 城 是は、 雷が 落ちた、 ミ、 その 雷 を (よく 雷： 默を 捕まへ たな さ -、} いふ 話 も あろの だから そ 

んな 事が 意識の 下に 動きで もして) 盟に 伏せた、 さしもの 雷 公 も 地上で は-ごう すろ 事 も出來 や、 

唯一 つの 盥に 伏せられて 土龍 同樣 にへ n タレて ゐ ろつ それ を 伏せろ や 否や、 ついそ こに 有り合 は 

せた ：3W 壓し石 を、 其盥の 上へ ちょい ミ のせた、 -、 一い ふので あろ， - 11 i& の 石、、 ：- いふ もの は 一 夜： 

ミ言 うて 一 夜 も 重石に する もの だから 如何にも 靜 かな 動かない 寂. 二した 心 持が あろのに、 一 方に 

は ^雷-、〕 いふ 心 騒がしく 亂れ 心地の もの を無雜 作に 伏せた 上へ 更に 至極 無雜 作に：^ の 石 を 載せた 

ミ いふ 所に 滑糟 的な 心 持が 續 いて 出て ろろ ミ思 ふ，" 大津 翁なん かに ある 氣 分-こい ふ樣な もの を 動 

かして 来て、 それに 又 ぢっミ 始めから 終りまで 靜 かな 動かない：^ の 石 を 載せ 去って 知らん顔 をし 
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てるる 7^ いふ. 處に 我我の 興味が 動かされる。 通り 一 遍な 滑稽な 句で はない。 

蓬 里 雨 此：^ の 石-、， - いふの は 鮮の石 を盟の 上に のせる-、〕 いふ 意味に 使って あろの. たらう か。 . 

寅 a 子 僕 は 別の 解釋 を.， て 居た。 

柬洋城 僕 は 段段に 轉 じて 行き 意外に 意外が 重なり 又 次 に無雜 作に なり 行き、 又 動が 漸く 靜に 

なって ゆく 所 か 面白い ミ 思った。 たう ミぅ 末に は その 砥石 程な 鲊の石 位 を 載せられて 雷 公 金輪際 

動け なくなり、 其 まま 其；^ 石 は 永久 的な 靜 かさ を 保って ゐ るの だ。 

蓬 雨 の 石 ミ いふ ものに そんな 寂た る 感じが あるかね。 

束洋城 ある ミ S ふ。 

蓬 里 雨 さう かな あ。 僕に は 併し、 雷 を盟に 伏せて 其 上に 鉢の 石.^ 載せる ミ いふの は、 餘 りに 時 

間が かかり 過ぎて、 ややこしい 上に たるんで、 面 ，11  くない。 僕 は 伏せた 雷が：^ の 石になる の だぐ J 

いふ 風に、 此 鉢の 石を考 へて ゐた。 

寅 日子 僕 もさう いふ 風に 考 へて ゐた。 

束洋城 伏せる ミ石 になって 了 ふの か。 

寅 日子 僕 はなって もよ ささうな 氣 がする。 天に 居る 間 は 偉かった ものが 地上に 落ちる ミ 何でも 


ない 唯の 石塊に なって 了 ふ、 そして 大人しく：^ の 石に なって だまり 込んで 居る ミ いふので あろ。 

柬洋城 それ も 面白い、 別に 一 解で せう。 

寅 日子 事件の 納りは 石に なって しまった 方が いい。 

柬洋城 唯. た 句法 上 伏せて ミ いふ ミ、 伏せて それから 鮮の石 を 載せる ミ いふ 風に 感じる 方が 自然 

だし。 盟に 伏せられて 盟の 中で 石に なった その 石 を盥ご 71:^ 桶に 乘 せる ミ いふ 事 は 一 寸考 へに く 

いからな。 

蓬 里 雨 その 石 を盥ご ミ^ 相に 乘 せる なんて 事まで 僕 等 は 云って ゐ やしない。 — 第一 、 君の 樣 

に解釋 する ミ 奇想天外な 所がなくなる よ。 

寅 日子 一高で よんだ 句ら しいが、 いくらか 一高 氣分ミ 云った 樣な ものが 出て るる-、〕 思 ふ。 

蓬 里 雨 是は 三十 七 年 五月の 一高 俳句 會の 席上での 句で ある。 一高 氣 分の 或 ヱレメ ントを 無限に 

廓大し 延長して 天 迄も屆 かせたら、 或は かう いふ 空想が 出て 来ない ミ も 限らない。 I 『S:J 輩 は 

猫で ある』 -/,- 何處 かに 共通す ろ 所が あり はせん かな。 

寅 H 子 夫 も ある. - 此 句に は 例の 此 時代の 不平な 心 持はありません か。  . 

蓬 里 雨 別にない 樣ぢ やありません か。 

 f   . I   ！  E  — 


一六 二 

柬洋城 僕 は 幾分 屮； I てゐ る、、〕 思 ふ。 

寅 日子 是は 雷の 句です か、 鮮の 句です か。 

東洋 城 雷の 氣 分の 方が 餘計 にある、 當 時：^ ミ いふ 超で 作った かもし れんが。 

寅 日子 『句集』 に は鮮の 部に はいって るます ね。 —— 此句會 の 時に 雷鳴 か 鳴った ミか、 或は 生 

徒の 間で 雷の 話が 出た ミか何 かそん な 引つ かかりが あつたの では あるまい か。 

蓬 里 雨 何 かさう いふ 示唆に なろ 話が あつたか も 知れません が、 先生に は 恐ろしく 突飛な もの を 

繁ぎ合 はせ る 事が 好きだった 樣な所 も あるの だから、 別に 話 はなく-、〕 も、 こんな 句 か 出て 來 たも 

のか ミも思 はれます。 —— 松 根 君の 大津繪 氣分ミ いふのに 一 寸贊 成します。 

束洋城 これ は 「無人島」 ミ 同じ年の 句 だ。 


南聲會 の 招 飮を辭 したる 手紙の 端に 

時鳥 厠 半ばに 出かね たり 


東洋 城 此句は 前置 附の 句で 前置 v> 關 係して 見るべき は 言 ふ 迄 もない.' 手紙に は-ごう いふ 事が 書 

かれて あつたか 分らない けれ さも、 恐らく 單 純な 斷り狀 7〕 想像され る、 文字 は 極めて 叮嚀だった 

らう ミ思 ふ。 その 手紙の 端に 此 句が 付いた の は 色色の 意味が ある。 此句は 厠に 這 入って ゐた 時に 

S. 鳥 か 一 聲啼 きわたった、 時鳥-、) いふ もの は 昔から 風雅 人の 聞かなければ ならない ミ いふ 風に な 

つて ゐ たもの-たから、 珍重す る 意味で 早く 厠から 出よう ミ 思 ふが、 鳥 はー聲 かニ聲 であ -、.- がな 

い、 自分 は 州の 半ばな ので それ を さなければ なら 卞、 爲 めについ それ を 珍重す ろ 機會を して 

いかにも 殘念だ V いふの だ。 廁を 中途で 出られな いのは 餘 儀ない 事で、 又 時鳥 を 聞く 席に 缺 ける 

の は 残念な 事 だミ いふので、 この 二つの もの を 取合 はして 斷 つたの が此 句の 身上で ある. - それ か 

らも 一 つ 別に 僕に は 違った 感じが ある。 時鳥 を 珍重す るの は 所謂 月並 者 流の する 事で あり、 又 同 

じく 差 支へ て 止む を 得ない ミ しても 便所の 事 を 持って 來 て斷ら ないでも、 卽ち 特にき たなら しい 

もの ミ 合さなくても よさ さうな もの を わざわざ 夫を假 用した 所に 或 物が ある， こ 思 ふので ある， - 

ち、 こ 穿ち 過ぎる かもしれ ない が、 此 句の 奧 には隨 分-、】 皮肉な 分子が 含まれて ゐ やしない か。 それ 

は 雨聲會 の 催し ミか 連中の 顏觸 かの 感じ ゃ陶庵 氏が 月並の 俳句 を やろ 事 やに 時鳥 を 聽くミ い， S 

月並 事が 通 ひ、 社會 的に 地位の 高い 人の 處へ 低い もの は 行く を 憚る 7; いふ 謙 返さ を 示しながら も 
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それ を 便所の 事で 答へ る こ-、) に 聊か 相手 を 弄した 處 もないで もない。 手紙が 極めて 單 純な もの 

ぐ J 想像 せられる の も此句 の 方に 色色 な 深み を感卞 るからで も ある。 或は 作意 は そ んな複 維な 心理 

でな く單に 風雅な 處 ばかりにあった かも 知れぬ が、 當 時の 先生 を 想像して、 句の 奥を覬 いて 見る 

ミ、 必し もさう でもない らしく 思 はれる。 中中 味 を やった もの だ-、. -思 ふ。 

蓬 里 雨 これに 皮肉が あるかね. - 

東洋 城 皮肉 か 下で む づむづ して ゐ るよ. - 

蓬 里 雨 僕 は 皮肉 はない ミ思 ふ。 厠 半ば は 無論 餘 儀ない 手前 用 V.- いふ 意味で、 卽ち 『虞美人草』 

を 書いて ゐるミ いふ 事 を 意味す る。 是は 四十 年 六月の 事で ある。 私 は 今、 腹の 中へ 溜って ゐるも 

の を 押し出す、 創作に か かづら はって ゐる" 卽 ち申譯 もない 話 だが、 手前 用に かまけ て 伺へ ない 

で 殘 念で すミ いふ 事 を、 唯 だ 夫 だけ の 事 を 云 ひ 現 はした もの だミ思 ふ。 

寅 日 僕 は 矢 張 皮肉 を 感じる. - そして 其處 から 嫌味 を 感じる。 厠 半ば は 相手から 見れば つまら 

ぬ亊 だら うが、 自分に ミ つて は 重大で ある ミ 云った 樣な 意味 も 怒 じる。 —— 時鳥が 啼 くから 厠 を 

出なければ ならぬ ミ いふ 處 にも 厳 味が ある。 

蓬 里 雨 元祿に 「時鳥 顔の 出されぬ 格子 かな」 ミ いふ 句 も あるの だから、 「そら 時鳥が」 ミ 云つ 


て 厠 を 出る の もあって 可いで せう。 —— 鬼に 角 私は此 句に は 皮肉 はない ミ 思 ふ。 さう してつ まら 

ない 句 だ ミ 思 ふ。 

寅 日子 出たい 樣な氣 がしても いい かもしれ ぬが、 出なければ ならぬ 必耍 はない。 自分 は 用 を 足 

して ゐ るから 行かれない ミ 言った のぢ やありません か。 

蓬 里 雨 此句を そんな 皮肉に 考へ るの は 少しい けない 樣な氣 がする。 是は 寧ろ 先 の 社交的な 江 

戶っ 子が 輕く 出て ゐる挨 機の 句 だ-、〕 思 ひます。 昔の 人が 見たら 厠、 時鳥-、〕 屮中 手際よ く挨援 がし 

て ある ミ思 ふに 違 ひない。 

寅 日子 皮肉がない 7.- する ミ餘り 月並 ぢ やありません か。 

蓬 里 雨 ええ、 僕 は 此句を 月並 だ 7,- 思って ゐ ます。 是は唯 だ 何ん の氣 もな く 書きつ けた ものな の 

でせ う。 

東洋 城 僕は此句が^5^^の底を持っミし、 又 それ だからい い-、， -思 ふ。 中中 月並 さ ころで はない。 

「格子」 の 句 は 只 夫れ だけの 叙事に 時鳥 を惜む 心を謠 つたに 過ぎな い が、 此句は 一 方に 世間 並に 

愚劣な 事 一 方に 権勢に 媚びる 事の 憫 笑すべき 事 を戯談 の樣に 言っての けた 所に 大 皮肉が ある- /J 思 

ふ。 かぅまで大きな皮肉を輕快に扱ふ事は0:並者流には出來なぃ^^^-だ。 
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寅 日子 此 句に は 先生の 或 時代の 云 はば ウィク ネス ミ い つ た 様な ものが 出て ゐる 樣な氣 がする。 

夫 で 小 宮君 は さ う い ふ 風 に 考 へ た く な い 7  > い ふ の ぢ や ぁ り ま せ ん か 、し 

蓬^^雨 いや、 さう ではありません。 

東洋 城 勿論 主 耍な點 V- して は necessary な 事に 由る 斷り では あるが、 同時に 又 故意に 皮肉 をい 

つた 樣に思 ふ。 雨 聲會ミ いふ もの も 性質 や 其會へ 呼ばれる 顏觸れ な、 ご を考へ て ての 上で、 特に 

下卑た こんな 事で 挨拶した のだミ …… 。 

寅 B 子 結局 は 夫 は 先. 生に 聞いて 見ねば わからぬ 事で ある。 

東洋 城 先生から 雨 聲會の 批評 を 聞いた 事はなかったです か。 

蓬 里 雨 別に西園寺さんにっ っかかって^5^sをぃふ必耍はなぃvs-5ふ。 

寅 日子 その 連中の 顔觸れ が氣に 入らなかった ので はなから うか。 

蓬 里 雨 そり や 或は さう いふ 事が あつたか も 知れない。 併し 夭 ミ 是ミは 別物 ぢ やありません か， - 

東洋 城 僕の 皮肉、、) いふの は 底の 底の 事で、 表 は あっさりして ゐ ていい。 

蓬 里 雨 僕 は 第 一 厠 を 夫 程 非常にき たない もの ミは思 はない。 

寅 日子 いづれ にしても 则 いふの は 少し 皮肉 だ ミ しか 思 はれない。 


蓬 里 雨 雨 聲會ミ いふの は會 合した その 晚に つけた 名前 だ。 

東洋 城 名前 は 前から あつたの ぢ やない か。 

蓬 里 雨 若し 先生に 此際 何等か 皮肉な 所があった ミ すれば、 先生が その 會へ 出席し なかった-こい 

ふ 事に、 其處 丈に 皮肉 か あろ ミ いふ 氣 かする。 

東洋 城 此 句の 如き は 世間 體 からい ふ-、. -穩 かで ないか もしれ ない が、 飄 逸に 言った 處が 先生の 巧 

妙な 所- 、-思 ふ。 そして 不愉快よりも 一 種の 痛快 さが あり はせ ぬか。 

蓬 里 雨 僕に はさう はミれ ないから、 勿論 痛快 味 も 感じない。 

柬洋城 僕 は先づ 前置に 示さる る此 際の 先生の 內 外の 立場に 重き を 置く。 

蓬 里 雨 手紙が 簡單で あったらう ミ い ふ 想像に は 同意す る。 

束！^ 城 贈答の.？ は 先生 得意の 所 だ。 

蓬 里 雨 僕 は是を 純粹な 藝術ミ して 取扱 ふ 事に 躊躇す る。 


弔 古白  -. 
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御 死にた か 今少ししたら 蓮の 花 

東洋 城 先 牛 一が 松 山に ゐる 時分、 藤 野. fn 白が 自殺した。 その 古白 を つたの が此 句で ある。 古白 

は 子規の 從 弟で 矢 張 句 を 作って ゐた。 その 古白が 死んだ ミ いふ 事 を 松 山で 聞いて、 先生が 子規の 

所へ 本當に 惜しい 事 をした ミ いふ 意味の 事を蔷 いて 手紙 を 出して ゐる。 11 此句は 今 は 死んだ 古 

白 其 人に 呼びかけた 樣 になって るる。 「御 死にた か」 は 松 山の 方言で、 「御 死にな りました か」 ミ 

いふので、 或ろ 親し さ を 含んだ 言葉で ある。 「お行きた」 ミか 「お 見た」 ミか松 山地 方で は 言 ふ。 

「古白 死んだ か」 ミ言 ひながら も 先生が そこに 情味 を 持 たれて ゐる。 そして 古白 は 初夏に 死んで、 

蓮 はま だ^いて ゐ なかった ので、 も 少ししたら 花が 咬く、 死で 蓮臺 にの る-、】 いふ 事 も あるから、 

も うぢき に 蓮の 花 も^くよ、 ミ 慰める やうに 言った 句で ある。 —— 此句 でも 先生 は 俗語 を 平氣で 

用 ひこな されて ゐる. - それから、 松 山に 居て その 松 山人の 死に 對 して その 方言 を 用 ひ、 且つ 夫が 

親しみ を 含む 言 薬で ある 所な さ 中々 旨く こなされて ゐる。 此句は 好きな 句 だ。 

蓬 里 雨 僕 は是を 幼稚な 句だミ 思 ふ。 古白の 死に 對 して 先生 は 特別の 感情 を 持って ゐた事 は瞎か 

だが、 此處に は 其 特別な 感 か 表現され 得て ゐ ない。 「御 死にた か」 ミ いふ 言葉 は 僕の 國の 方で 


も 使 ふ。 此 言葉が、 或 種の ファミリア リ ティ を 現 はして るろ 事 は、 僕 も 認める。 又 蓮の 花 その物 

にも、 佛 臭い、 日本の 花ら しくない 特別な 感じが ある。 併し 此 二つの 特別な 感じ を 持って ゐろ言 

葉が 連結され て、 さて 何う いふ 感じが 全體の 上に； S み 出て ゐ るか ミ いふ-、〕、 夫 等が 離れ離れに 存 

在して ゐた 時の 方が 却って 濃かった ミ 云って 可い 程の、 弱い 特別な 感じし か 持って ゐ ない 氣 がす 

る 。 恰度 鶯 が 啼き 始めに 片 言 をい ふ樣 に、 此處 では 先生 は 廻らぬ 舌で 片言 を 云って るるの だミし 

か 思 はれない。 —— 古白の 死んだ の は 何んでも 四月だった ミ思 ふ。 先生 は 夫 を 五月に 知ったら し 

い。 さう して 此句は 二十 八 年 十月の 末に 子規に 送った 句 稿の 中に 這 入って ゐる。 想像す るに、 此 

句 は、 先生の 頭に 其 時の 感じが 動いて るて、 夫 を 先生が 眞 面目に 句 を 作り出してから、 先づ 俳句 

の 上で 表現しょう ミ 思った ものである。 俳句に 馴れない 先生 は、 又 かう いふ 事 を描寫 する 事に も 

馴れて ゐ なかった、 從 つて 作って 見て 自分で も 何ん 7:- なく 不満な 樣な氣 がして ゐた、 ので はな か 

つたら うか、 7) も 想像され る。 7】 いふの は その 翌年、 二十 九 年 三月 二十四日の 句 稿の 中に 「思 ひ 

出す は 古白 ミ 申す 春の 人」 ミ いふ 句が ある。 此 句で 先生 はもう 一度 古白の 死に 對 する 自分の 特別 

な 感情 を 俳句に しょう ミ したの だ、 V.- 見る 事 も 出来さう だからで ある。 尤も 是は弔 ふので はなく 

て 思 ひ 出す の だから、 句の 性質が 違ふミ いふ 人が あるか も 知れない けれ さも、 私に は 何う も是が 
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前の やり直しの 樣に思 はれて ならない。 普通？ IP ふ 方に 感情が 濃く 出て 思 ひ 出す 方に は 夫が ほか さ 

れる ものであるが、 此處 では 反 對に思 ひ 出す 方に 先 ii- の感 かよく 出て ゐる樣 である。 

资 u 子 「もす こししたら」 ミ讀ん ではい けません か，" 

蓬 里 雨 さあ。 —— 「いますこし」 は 江戸っ子で すね。 

柬洋城 「春の 人」 7,- いふ 句 もい い、 併し 其 句 かいいから 此句は 存立 を ゆるさない ミぃ ふこ 7』 は 

ない。 假令 同じ 古白 ミ いふ 一 人に 關 しても 一句の 目的が ちがって ゐる。 是は是 で 悼みの 句 ひの 

句ミ して it めて いい。 前に もい つた 通り 其 死 を 弔 ふに 當 つて 作者の 情 故が 人に 對 して 動く、 其 動 

く內 で先づ 故人 は 松 山の 人で ある v.- いふ 事が 先生の 心 を 引いた、 そして 其峙 先生 は 松 山に 來てゐ 

た。 そこで 故人に 敬意-、」 親愛 ミを 表する 爲め - お死にた か」 ミ 土地の 言葉 をつ かった ので ある。 

蓬 里 雨 そり や ファミリ ァリ ティが 出て ゐる事 は 確 だ。 

柬洋城 夫から 親愛の 表現 は 作者が 此 人の 自殺 いふ 事に 一倍 同情し 同感して ゐた 事に 源 を發す 

る 7.- 思 ふ。 

蓬 里 雨 方言 もい い、 蓮 もい いが、 全體 ま-、. - まって 感じが 薄い-、." いふの だ。 

柬洋城 前置の 句 は 前置に 一 半の 力 を 託する。 少 くも 前置の 力 を 利用す る。 そして 殊に 贈答 弔 祝 


の 句 は 寧ろ 句 は餘り 前置に 卽 かすに、 或は 輕く 或は 無雜 作に 或は 磊落に 或は 瓢逸 にものした 方が 

いい 7- 思 ふ。 例へば 連句の 平 句の 多くの 如く 一  句で は 左程 カ强 くな くも 前句ミ 併せて 至大 を感 す 

る-、〕 いふ 風に。 

蓬 里 雨 さう まで 前置 を祀り 込む 事に は贊 成出來 ない。 殊に 此 前置が 覃に弔 古白 ミ いふ、 あり 來 

りの 前置で あるに 於て を やで ある。 鬼に 角 僕 は此處 によみ 出されて ゐろ 感情が、 弱くて 足りない 

ミ思 ふ。 

寅 日子 先生 は 古白が 餘 程好き ではなかった かミ思 ふ。 「春の 人」 の 外に もま だ 「古白-こ は 秋に 

つけたる 名なる べし」 ミ いふの が ある。 —— 此 蓮の 句 は 一寸 考 へる ミ餘り 空空しい 事 を 云って 居 

る やうに 見える が、 併し 愛する 人の 去る の を 引き V,- めたい 心が 一杯に あって * さて 引き める ベ 

き 言葉が 一 寸 見附から ない、 そこで 其 時の 第 一 の 衝動 を その 儘に、 「まあ 今に 蓮の 花が さくから 

待て」 ミ 云った S だミ する ミ 可也 深い 情味が 酌み ミれ ない 事 はない つ 

蓬 里 雨 解 釋の點 では 私 も、 も 少しして 蓮の 花 を 見て 行け、 ミ いふ 樣に考 へて ゐ ました。 又 さう 

いふ 風に 解釋 した 方が いい ミ思 ひます。  . 

ぉハ 日子 お 白が 生前 先生 ミ 實際松 山 言葉で 話して ゐたミ する ミ 一 層此 句が 面白くなる -、，- 思 ふ。 
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束洋城 蓬虽雨 さう も 思 はない。 

寅 日子 ある 切實な 感情が あるに も かか はらす、 夫 を 露骨に 表現せ やに 此 句の やうに 表現す るの 

も 美しい 7 一思 ふ。 

東洋 城 さう-;; r 

蓬 里 雨 さうな る ミ 大分 議論が あろ。 『寺子屋』 で 松 王が 首 實驗 をす ませてから、 源藏 夫婦に 向 

つて、 自分の 子 はかう いふ 御 役に立って 忠義 を盡す 事が 出來て ありがたい、 併し 其 難 有い につけ 

て も 死んで 行った 弟の 櫻 丸が 可哀想 だ、 かう した 所 を 見せたら、 さぞ 羨し がる だら う、 さう 思 ふ 

ミ櫻 丸の 爲 めに 淚が 出る、 V:- いふ 樣な 意味の 事 を 言って 泣く。 是は 併し 實は 自分の 子供が 可哀想 

で 泣きたくて たまらな いの だが、 子供の 爲に 泣く の は 武士 ミ してき まりが 惡ぃミ いふので、 櫻 丸 

に かこつけて 泣く ので ある。 併し 此 場合 は シチュ ェ— シ ヨンが S 來てゐ るから、 いくら 餘所事 を 

云って ゐて も、 見物 は 松 王の 心の 屮を 察して、 松 王の 爲に 泣いて やる 事が 出來 る。 併し 此 俳句の 

方で は 素より 前置で さう いふ シチ ュヱ —シ ヨン は出來 ない の だから、 餘所餘 所し い 他所 事 を 云つ 

てゐれ ば、 ただ 他所 事ミ してより 受け ミる 事が 出來 ない ミ思 ふ。 

東洋 城 此 句で シチ ユエ— シ ヨン が 出来ない ミ小 1 呂君 はいふが、 前置 は 古白で ある。 弔 古白 ミ 


いふ 言葉から は、 古白 ミ いふ 人 及び その 人の 特殊な 死に 關 する 準備が 出來 るから- 其處に 立派に 

一つの シチ ユエ —ショ ンが 生れる。 それに 作者の 深い 思 ひやり が あり、 世間の 批評に 喑に 擁護の 

態度 を 採って ゐる 事に なろ ミ思 ふ。 そして 夫 はいつ も 先生が さう い ふ 社會 的の 弱者 敗者の 爲 めに 

持 たれる 温い 情 だ ミ思 ふ。 

蓬 里 雨 此 前置に 夫 程の 仕事 を耍 求す るの は 無理 だミ思 ふ。 句に 就いて いふ- 、ヽ 僕 は此處 では 先 

生が 一 種の 型 を 使って ゐる樣 な氣. かする。 本當に 先生 自身の ヱキ スブ レシ ョ ンで 表現した ので は 

なくて、 型 か あるから まあ これで 間に合 はせ て 置け-、〕 いふ 樣な氣 持で、 —— さう いふ 7.- すこし 極 

端になる が、 まあ 夫に 近い 感じ を 僕は是 から 受ける。 

東洋 城 そんな 事 はない よ。 

寅 日子 鬼に 角 意 あまって 言葉 足らす、、】 いふ 樣に 解釋 して 置いて はいけ ません か。 

蓬 里 雨 夫 はま あさう 云っても いいで せう。 併し 夫 は 非常に 同情した 見方になる 譯で すね， - 

東洋 城 月並 だミ いふの か。 

蓬 里 雨 月並 だ ミ は 思 はない。 

i 


一七 四 

蓮 剪りに 行つ たげ な 緣に僭 を 待つ 

東洋 城 此句は 先生の 書齋で 先生 ミー 緖に 作った 句. た： 此頃は 先生の 處へ押 かけて 行って は 二人 

でよ く 句 を 作った-」 此句は 先生の 句の 中で は隨分 複雜な 句だミ 思 <.r 日本 派の 俳句 かだん だん 進 

んで 行って 太祇 な、 b を 研究し 出した 時よ く褸雜 複雜ミ 言った が、 其 時で も 先生の 句 は それ 程複雜 

ではなかった. - 子規が 亡くなって 以來も 形に 心に 益 俳句 は褸雜 になって 行った. - さう いふ 世の中 

で 先生 は 一 向 無 頃 着で サラ リミ した 句 を 作って もられた が、 此時 作られた 句 はさう いふ もの か 皆 

大分 複雜な 事件 だミか 景色 だミ かが 含まれて ゐた。 此外 「石橋の 穴 や 蓮 ある 向 側」 「蓮の 築に 魅 

は-、. - さまり ぬ 鯉の 色」 「看 經の下 は 蓮 池の 戰ぎ かな」 ミ いふ 樣な句 も 先生の 句の 內 では 複雜な 部 

に屬 する が、 中に も 此句は 複雜で 可也 一句に は 盛りに くい ミ思 はれる 迄で ある。 これから 以後 か 

うい ふ 句 を 作られた 譯 でもなかった が、 かう いふ 時代が あった 事 も 珍ら しい 事で ある。 11 此句 

は、 ある 寺へ 僧 を 訪問に 行った、 又は 寺 を 見に 行った つ そしたら そこの 坊さんが 居ない ので それ 

を そこの 綠で 待って ゐ たつ 坊さん は 今 向 ふの 池へ 蓮の 花 を 切りに 行った ミ いふので あった。 此句 


の 中には、 蓮 を 切りに 行った 坊さん ミ 坊さんの 行 先 を il" けた 寺男な り 小僧な り-、】 来た 人-、 一人 間 か 

三人る る こミが 第一 に複雜 である" 坊さん を 待って ゐろ人 は 蓮 池-こ は 遠った 光景の 中に 可^長い 

心 寺で 待つ てゐ る、 同時 に そ ， ) に 留守の 坊さんが あちらの 池で 蓮 を 切 つてる ろの が 想像され もす 

ろ、 夫 も 複雜な 二つで ある" 更に 綠 側に 待って るる 心 持が 唯 だ 長長 待って ゐ ろので は あるが、 

緊急な 用で 待って ゐ るので なく 且つ 相手 は 坊さんで それ も 持 佛の花 か 何 か 切りに 行った の を 待つ 

て ゐるミ いふ 悠長な 心 持の 出て ゐる のが 第三に 複雜 であろ。 そして さう いふ 段段の 複雜さ を みん 

な 前 へ た 或る 立場 に 立 つて 而も 一 向 錯綜す る ， ) V- な く 閑 か に 一 Q る ミ いふ 事の 纆 りが ついて るる。 

俳句 は複雜 がいい 譯 ではない つ が、 かう いふ 複雜な 方面 も隨 分よ くこな される もの だ-、〕 いふ 事が 

わかり、 かう いふ 方 も 先生 はやれば やれろ ミ いふ 事の よく 見える 句で あろ。 此句 にも 亦 蓮 剪りに 

行った けな ミ いふ 例の 先生の 俗語の 使用が あって それが 又 成功して ゐ るつ 

蓬 里 雨 待って ゐる人 はさう いふ 人 だ V- 思 ふかつ 

束洋城 さう いふ 人で もよ いが ミ にかく 俗人 だ. - 

蓬 里 雨 行った けな ミ いふ 言葉が あるん-たから、 其處 にあろ 特殊な 人間が 出て 來ろ だら うぢ やな 

いかつ 

一七 五 
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東洋 城 けな は 方言で ある、 中國 あたりで 最多く つか ふ。 そして 同時に 古語で も ある。 併し ここ 

で は 方言 や 古語 ミ して 用 ひたので はなく、 唯だ此 語の 意味 其 音調 による 興趣 氣分 ミを 雇った 迄 

だ。 俗語で は あるで う 言葉 は 借り物で 其 心 持 を 云 ふ爲 めで、 從っ て此言 葉 で 其 人 の 身分 や 人物 ま 

て は 出な く  VJ もよ く、 出 もしない つ 

蓬 里 雨 言葉の 質ミ昔 調ミに 興趣 を 持つ 以上、 猶 特殊な 人間が 出て 來る 必要.. か ある。 

東洋 城 留守 だ ミ いうた 人の 言葉が、 その 儘 第三者の 心に 移って 了って ゐ る。 

寅 日子 僕の 方で はけな は 甲が こへ 丙に 關 する 丁の 云った 事を傳 へる 場合に 用 ひる。 だから も 一 

人、 合計 四 人の 人が. 要る。 

蓬 里 雨 僕に はけな は 古めかしくて 卑しい —— 云 ふ 者の 身分が 低い ミぃ ふやうな 感じが ある。 だ 

から 庄屋さん みた いなもの だの、 百姓み たいな もの だの を 聯想す る。 ミ にかく さう いふ 種 頃の 人 

間が 緣 側で 待って ゐ るので ある。 

東洋 城 僕 はさんな 種類の 人ミ いふより 寧ろ 此 場合 來た人 73、 答へ た 寺男 や 小僧な さミの 間の 親 

しさ を 感じる。 でな くば 其來た 人の 吞氣さ を 感じろ。 卽ち其 人の 特殊な 心 持 を 感じて 其 人の 特殊 

な 人物 を 感じない。 或は 其 訪問者 は 寧ろ 先生 自身で でも ある 樣 にさ へ 思 はれろ。 


蓬 里 雨 僕に はさう も是が 作者. た ミは思 はれない。 11 僕は此 句な 見て、 是は 散文 だ-、 しふ 氣が 

すろ。 敍述味 報 味の 勝った 文章で ある。 かう いふ もの も 先生の 中に 一 つ はあって もい い ミは思 

ふが、 併し 佳い 句で はない。 

寅 子 僕は此 句に 少し 厭味 を 感じます、 境地の 見附け 虛を 少し 强 ひられる やうな 氣 がします。 

蓬 里 雨 實際 手際 を 兄せ ただけ だ ミ云 つても 可 い 句で せう。 

寅 日子 少し 作爲の ぁミが 見える ミ思. r 四十 一年の 句に 「門に 立てば 酒 乞 ふ 人 ゃ帽に 花」 ミぃ 

ふ 句が ある。 多少 是に 似た 褸雜 さが ある" そして 是は 決して 先生 本.^ の 面 m ぢ やない 樣な氣 かす 

る. - 

蓬 里 雨 僕 は 松 根 君が さっき 擧 けた 句の 內で _ 看經」 の 句 は 一寸 好きだが、 あ 7.- の 句 は餘り 好ま 

ない。 

東洋 城 連句の 樣な處 が あるから ね： 蓮 剪りに 行った けな ミ 思 ひながら ゆっくり 錄に 待って ゐろ 

所に 隨 分な 落 付が 感ぜられる。 その 長い 氣持 もい い。 

蓬 里 雨 僧 を 待つ V】 いふ 言葉に、 こせ /\ した 感じが ある。 

東洋 城 夫から 小 i 呂 君が 是は 散文 だ 叙述の 文章 だ- A- いふ 氣 がする ミぃ はれた が、 是は 散文で はな 

一七て 
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い、 詩で 俳句-たよ。 俳句に も 叙事詩 は ある。 唯 だ 事 を较し 景を敍 して そこに 深い 餘韻を 持つ こミ 

を 必要 ミ する。 其 意味に 於て 此句 は受 入れられる。 

蓬 里 雨 僕に は此 句は餘 韻がない。 だから 散文め くミ いふので ある。 是は少 くも 俳句の 大道 ぢゃ 

な い ね。 是は君 か 作ら したから， J んな句 を 作 つたん-ちゃ ないかな。 

寅 日子 先生 一は la^ に 角 あらゆる susceptibility に 富んで たから 夫れ も 可能で ある。 

東洋 城 さう かも 知れない。 併し、 俳句の 大道 ミ いふ 問題 はさう 一 言に は片づ かない。 


悼 亡 

靑梅ゃ 空しき 籠に 雨の 糸 

隶洋城 此句も 自分に 關 する 句 だから 非常に 印象が 强ぃ。 甞て 私が 文鳥 を 飼って ゐて、 それに 逃 

けられた 時 夫 を 知らした お 悔みに 貰った 句で あろ。 丁度 夏だった から 時候 的に 靑梅 をつ か はれた 

事-、. -思 ふ。 先生の 處 にも 文鳥の 穴 >i 籠が あって、 丁度 僕の 報知の 行った 時分に 雨が 降って 居た ので 


その 光景 を ミられ たもので あらう つ 靑梅 のなる 頃 は 五月雨 か 降って ゐて 陶 しく、 鳥 を 逃した 殘 

念 さに 加へ て 時候 的に も 不愉快に 思 はれる。 その 不愉快 を かう いふ 風に 描いて、 亡くなつ たもの 

を 接び 弔 ふ 樣な心 持 を 出した もの ミ思 ふ。 さう いふ 「悼 亡」 の 心 持を鉸 すろ に 就ても、 そこに 先 

づ i 仝し き 籠 を 提け來 つて、 鳥の 事 は 何もい はな いのも 淋しくて よい。 靑梅は 謂. はば 時候の 感じ を 

現 はした もので 必 しも 實 在し なくても いいが、 緣 側の 籠に 庭の 靑梅か ある-、. "しても よい。 さう い 

ふ 光景に よって 琳し いもの を 出さう ミ したの ぢ やない か-、〕 思 ふ。 これ は 僕 か. U くした 鳥 を 悼まれ 

たので は あろが、 先生に も 小鳥 を哀 まれる ミ いふ 樣な 同情が あって それが 出て 來た句 だ-、 る- 5 ふ。 

—— 先生の 句に は -悼 亡」 ミ 前書した 句が 澤山 ある。 それ は 度度 さう いふ 場合が あつたの でも あ 

らうが。 此 「悼 亡」 7〕 いふ 樣な心 持が 先生に は 動き 易かった ので はなから うか" 卽ち 慈悲-、 一 か 慈 

愛ミか 同情 ミ かいふ 先生の 心根 か、 自然 さう いふ 「悼 亡」 ミ いふ 樣な句 を澤山 作らせる 樣 になつ 

たので はない か。 それから、 此句丈 を 見ろ ミ 一寸： n 本 叢の 簡素な 趣がない でもない。 

寅 日子 先生の 「文鳥」 は あれ は 何時でした か。 

蓬 里 雨 これより 前、 四十 年の 冬の 比でした。 

寅 日子 さんな 籠でした か。 

一七 九 
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東洋 城 竹の 一 本 磨の 上等の 籠で 底 は 丹 塗であった。 僕の 持って ゐ るのより 少し 大きかった。 

蓬 里 雨 僕に は此 俳句 は四條 派の 繪を思 はせ る。 非常に 美しい。 

寅 B 子 此句は 僕の 好きな 句の 一 つです。 初夏から 梅雨の 頃の 何 ミ なく 操った ぃ樣な pensive な 

心 持が よく 出て 居る。 —— 籠の 竹の 並行した 線に、 銀色の 雨の 線が 斜に 交叉して ゐ るの だら う。 

これに 靑梅を 配して 季節の 感じ を强 めて 居る。 其 間から 「悼 亡」 の 心 持が 自然に 浮んで 居る。 

蓬 里 雨 是は讀 者が 先. つ 光景 を 描 いて 見た 方が 可 い ミ 思 ふ 。 

東洋 城 おの づ から 光景に も 立た される が、 光景 を 描いた 句で はない。 

蓬 里 雨 此 句に は 可也 赏感が ある。 これ は 先生 か 自分の 文鳥の 死 を 深く 味 はって ゐ たせ ゐ かも 知 

れ ない。 

柬洋城 句の 中へ 主 觀語を 入れない でかう いふ 事 を 言 ひ 現した のが 實に 佳い-、. -思 ふ。 「悼 亡」 VJ い 

ふ 事に 就て は 僕の 樣な說 は 成立た ないかね。 

蓬 里 雨 君の いふ 樣だ ミ、 何だか 先生が 「悼 亡」 の 句 を 好んで 作って みた 樣 にも 聞かれる。 

柬洋城 さう ではない。 此句は 違 ふが 多くの場合 は 人の 死んだ 寶 際の 場合の が 多い。 先生 は 死ぬ 

る ミ い ふ 事が 嫌 ひだ つたから 死ぬ る-、〕 い ふ 事に 就て は 感じが 深 か つ たの だら う。 


蓬 里 雨 愛して ゐ たもの が 死ぬ-、 1 いふ、 さう い ふ 經驗. か 先生 に 度度 あ つた-、 ：- いふまで. ちゃ な い の 

かな。 もつ V.- も 先生 を 情愛の 濃 やかな 人だった ミ いふのに は 異論 はない。 ただ 「悼 亡」 の 句數ミ 

先生の 情愛の 濃 やか さ-、) をす-ぐ 結びつけ るの は、 すこし さう か 7,- 思 ふ。 —— なんにしても 此句は 

名句 だよ。 

寅 日子 はる かな 悲しみ ミ い ふ樣な 形容詞が あるなら さう 云 ひたい 句 だ。 

束洋城 女の 惚れる 句 だら う。 —— 靑梅ミ いふ 事が 綺麗-、】 いふ 事 をす こし 打消して は ゐるか 

寅 日子 蓬 里 雨 そんな 事 はない。 綺麗 だよ" 

蓬 里 雨 少し セ ンチ メンタ ル なかだった ら、 それが 堪らなく 可い ミぃ ふだら う。 

東洋 城 靑梅ミ いふ ミ 葉が 無暗に 茂ったり 毛蟲が ゐ たりして US 陶 しいだら う。 

寅 日子 その 鬆陶 しい 樣 な處. かいいの だ。 —— 鳥-、) いふ 文字が なく ミも 一般に わかる だら うか。 

束洋城 それ は 解かる、 空しき 籠で。 —— 僕は此 葉書 を 受取った 時には 非常に 嬉しかった" 小宫 

君、 君 も 先生の 句-、」 して かう いふ 句 は 好き かね。 

蓬 里 雨 是は 名句 だよ。 


i 八 二 


そ の 六 (小宮豐，^|:抄) 


歸 らうぐ」 泣かずに 笑へ 時鳥 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 二 年 五月 十三 H 先生から 子規へ 宛てた 手紙の 中に ある。 多分 此前晚 か 前前 

晚 あたりに 子規. か 吐血した、 それ を 子規から 先生の 所へ 通知して よこした か 何 かで、 先生 はこの 

十 三 日に 子規の 所 へ 當 時本鄹 3 典 砂 町の 常磐會 寄宿 舍 へ 見舞に 行った ものら しい" さう して 其 足で 

子規の 爲に醫 者の 所へ 行き 樣子を 聞いて やったり なんかし たもの らしい。 さう して 宅へ 歸 つて 慰 

藉の爲 にかいた のが 此 手紙で ある。 手紙に は 子規の 見て 貰った 醫 者の 不親切 に^する 憤慨 だの、 

あんな 者 を 頼んで ゐ るより も 早く 大擧で 見て 貰つ た 方が い い -0 いふ 忠告 だの 、 其 他 色色 窨 いて あ 


つて、 その 御 仕舞に To  live  is  the  sole  end  cf ョ an! ミ いふ 言葉 ミ 一 緒に 此句ミ 外 一 句が 添へ て あ 

る。 內藤鳴 雪の 話に 依る ミ、 子規が 始めて 吐血した 翌朝 はケ ロリミ した 顏 をして ゐて、 ゆうべ は 

1 晚中寢 ないで 時鳥の 句 を 作つ たんだ ミ 云って 夫 を 見せた、 子規 ミ いふ 號は其 時から 自分で 用 ひ 

出した ミ ある。 先生 も 子規の 所へ 見舞に 行った 時だミ か、 或は 其 前の 手紙 だ ミか、 子規から その 

時鳥の 句 を 見せられ たもの だら う。 此句は 夫に 絡んで 出來 たものに 違 ひない。 予規の 其 時の 句な 

一寸 調べ かけて 見た が 解らなかった。 先生の 此 句から 想像す るミ、 子規の 其 時の 句 も， 血 を 吐く 

ミか歸 るに 如か f- ミか、 さう いふ 樣な 內容 V.- 時鳥 7 一  を 結びつけた、 ごく 月並な 句だった らう ミぃ 

ふ氣 もす る。 此句は 先生の 作った 俳句のう ちで 一 番 初めの 句で あるが、 今 云った 樣な關 係から、 

是は藝 術 的な 結晶-、〕 しての 俳句-、〕 いふよりも、 相手から 引き出されて 作った、 云 はば 出來 心の 贈 

1^: 句なん だから、 特別 扱 ひに した 方が 可い かも 知れない。 I— 解釋 は、 そんなに 歸 るに 如かすな 

んて 云って 泣く よりも 笑って ゐる 方が い いぢ やない か、 ミ 時鳥に 向って 云 ふので、 その 時鳥 は卽 

ち 正 岡 子規で あるつ 是は 極めて 月並で ある。 泣かす に 笑へ なさ-、 一い ふゥ ヰット には檀 林の 臭味が 

ある。 一 口にい ふ-、)、 此 句の 身上 は 理窟で ある。 先生 はかう いふ 所から 第一歩 を 始めて ゐ るので 

あろ。 然も 先生の 俳句 生活 はかう いふ 丁度 一 人 立の 出来ない 赤ん坊の 樣な 階， 叔 から 僅か 七 八 年の 
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うちに 「ふろ ひよ せて 白魚 崩れん ばかりな り」 ミ いふ 樣な 句が ぞろぞろ 出て 來る樣 な、 やば 拔け 

た 一 人前の 大人に なって 了った ので ある。 俳句 丈に 限った 事で はない が、 先生の 俳句 は 赤ん坊 か 

ら 大人までの 發展. 5 一 一  の 階段 を、 すっかり 其 中に 疊み 込んで ゐる 樣な氣 がする" 夫が 面白い。 

11 此句は 理窟 を 身上に して ゐるミ 云った が、 後の 先生の 句に も、 理窟 は 色色な 形で 現 はれて ゐ 

る。 夫-、. -是ミ をく つつけ るの は 少し 無理 かも 知れない が、 併し かう いふ ェ レメン 卜が 先生の 屮に 

は 昔から あった ミ いふ 事 は、 此 句から も 見られる ミ思 ふ。 

寅 日子 先生 は 不幸な 目にあった 人 を 慰める 55 によく 端 書 や 手紙 を 書いた- そしてく さくや) しい 

說敎 じみた 事 をい ふ 代りに、 簡 iSf な そして 一 見 思 ひやり がない 樣で實 は 同情の 籠った 文句み-書い 

て 居ろ のが ある。 それ ミ 同じ 樣な 一種の 口調 態度が 此句 にも ある。 さう いふ 點 でも 先生の 面目 を 

よく 現 はして るるの が 面白い 7 一思 ひます つ かう いふ 場合に 不幸から 超越す る 事を勸 める 意味の 言 

葉 は 弟子 達に 與 へられた いろんな 手紙 を 見ても 到る 處 にある。 

蓬 里 雨 夫は贊 成です。 

東洋 城 寺 E 君の 面白い ミ言 はれた の は 句の 價 値に 觸れ ない 程度に 於て 認めます。 句 はお 話に な 

りません 0 


寅 日子 先生の 時鳥の 句に は 呼びかけた 樣な句 や 鬼に 角パ— ソナル な 句が 多い が、 事に よる ミ先 

生が 最初に 作った 句が 是で あつたので、 其 響が 先生の 頭の 中の 何處 かに 固定して 殘 つて ゐて、 他 

の 句に 影響 を 及 ほした ミ いふ 樣な事 はない もので せう か。 

蓬 里 雨 さあ、 夫 はさんな もので せう： 

東洋 城 先生 の 時鳥 觀が かう いふ 風 だ つたの ぢ やない か， - 

蓬 里 雨 先生の 時鳥に 對 する 實感 がさう だったら 後の 句に も 續き得 るんだ が、 此揚合 時鳥 は單な 

る 道具に 使 はれて ゐる。 

寅 日 千 さう いふ 風に 先生-か 時鳥 を 道具に 使 ふ ミ云ふ 無意識な 習慣の 樣な ものが 是れ から 始まつ. 

たで はない かミ いふ 想像が 起 るが、 これ は餘り 穿ち 過ぎ るか もしれ ません。 

蓬 里 雨 ー體 畔 鳥に 關 する 先生の 句は此 次の 「閒 かう ミて 誰も 待たぬ に 時鳥」 でも、 又は 子規の 

落第 を 慰め S 時の 「鳴くならば 満月に なけ ほ 7.- ミ ぎす」 でも、 ^鳥に 對 する 先生の 實感 がなくて 

歴史 ミ其 歴史からの 特別な 感情 ミが ある 丈なん だから、 夫で 感じが 大抵 同じ 樣な ものになる のぢ 

やないで せう か。 

寅 日子 僕 も 夫 はさう 思 ひます。 
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東洋 城 兎に角 先生の 俳句の 歴史の 第一 頁ミ して は 面白い かもし れんが、 句ミ して は此上 研究す 

る 所 もなから う。 


叩か れて晝 の 蚊 を 吐く 木魚 かな 

蓬 里 雨 此句は 正 岡 家の 『承 露盤』 二十 八 年の 部に 這 入って ゐる。 是は 想像で あるが、 子規が 松 

山へ 行って 先生に 俳句 を 作らせた、 其 時分の 句の 中から 子規が 選拔 した ものが 此 『！^ 露盤』 に 載 

つて ゐる 句なん だら ぅミ思 ふ。 尤も 先生が 句 稿 を 子規の 所へ 送って 子規が 夫 を 失く した ミ いふ 話 

も あるから、 此句は 或は 其 失 はれた 句 稿の 屮 にあった もの かもしれ ない。 句 稿 を 調べて 見る ミ、 

句 稿の 第一 は 十月に 送られて ゐる。 是は 木枯の 句で 始まって 二十 句 許 冬の 句が 列んで ゐる。 ぁミ 

十五 句 許 秋の 句で、 其 次に 夏の 句ミ 春の 句 ミが五 句 許 ある。 句 稿の 第二 は、 今朝の 春で 始まって 

十六 句許舂 夏の 句が 交って ゐる。 次に 鹈 飼で 始まって 十三 句 夏の 句 か ある、 次が 七 句 許 秋の 句、 

次が 五 句 許 冬の 句で ある。 第三 は總て 秋の 句、 第 四 は秋ミ 冬の 句 計で 春の 句が 二 句 交って ゐる丈 


であろ。 第五 は 春の 句が 十 一 句 夏の 句が 十 一 句 あ-、〕 は 悉く 秋 冬の 句で ある。 六 七 八 は 悉く 冬の 句 

であろ。 卽ち句 稿の 第 六 あたりから 先生の 句に 現 はれた 季ミ其 句作 當 時の 季 か 略 一 致し 始める 

譯 である。 從 つて 若し 此句が 失 はれた 句 稿の 中に あった もの だミ する ミ、 其 句 稿 は 句 稿の 六 wis 

の何處 かに 這 入る ものだった に 違 ひない。 11 木魚が 本堂の 薄暗い 處に 置かれて ゐる。 晝の御 勤 

をす る 僧 か 或はお 寺 を 見物に 來た者 か、 鬼に 角 一人 か たかだか 二人の 人間 か、 その 木魚 を コッコ 

ッミ 叩く。 する ミ其屮 から 蚊が 飛 出して 來 るので ある。 是は 私に はさう も寫 生よりも 理知の 働き 

で 作られた 句の 樣な氣 がする。 目の つけ 所が 非常に 面白く 且つ 景色 も 相應に 浮く けれ さも 何-、， "な 

く 際さい、 其 意味で 作られた 樣な 感じが 何處 かに あるから であろ。 併し さう いふ 點も 先生の 特徵 

の 一 つになる のぢ やない かミ思 ふ。 前の 「歸 らう ミ」 の 句に 働いて ゐる 理知が 此虚 では かう いふ 

風に 形 を變へ て 働いて ゐ るの だ 見る 事 も出來 さうな 氣 がする。 

柬洋城 小宮 君の 言 ふ 樣な所 もないで はない-/ 思 ふ。 夫 は 叩かれて ミ いふの や 吐く ミ いふ 言葉 か 

ら 出て 來るミ 思 ふ。 そして さう いふ 言葉 は糙 にいい 事で はない。 併し、 此句 はすこし 辯 護の 餘地 

が ある ミ思 ふ。 今 言った 樣に 叩かれて や 吐く ミ いふ 事で 組立 てられて ゐ はすろ が、 晝 の蚁ミ 言つ 

て來た 所に 全然 考へ 丈で 作った のでな く、 いかにも まざ まざ ミ 實 在の 蚊が 見える 樣な氣 がする。 
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此 句の 覘 つた 所に は靜な 寺屮の 光景の 中に 小さい 蚊の 見える 所が あるば かりで なく 其 他に、 木魚 

の 中から 意外に 蚊が 出た ミ い ふ 輕ぃ 滑稽 味を感 f  - る. - 

寅 日子 僕 は 滑稽-、. - いふ 感じ はない つ イン テレ クチ ユア ルミい ふの は、 さう 云へば さう 思へ ない 

事 もない だら うが、 僕は此 句に 對 して は 非常に 鮮明な 實感 があって、 其 感じ を 非常に 而 白い ミ思 

つて ゐた. - 尤も 此 句の 面白味 を 取 立てて Sfj ひて 說明 すれば 色色に 說 明され る" 例へば 木魚 も 蚊 も 

孰れ も 音 を 聯想させる もので ありながら、 句の 效 5^ は 却って 本堂な さの 周 圜の靜 な樣を 暗示して 

ゐる。 夫から 木魚-、〕 いふ 樣な 大きな 間の 拔 けた 物ミ 小さくて 鋭い 蚊-、 J の コ ン トラストから 來る 一 

種の 興味 も 感じれば 感じられない 事 はない. - 又木 魚の ポク ポクい ふ斷鑌 的な 音ミ 蚊の 弱い 連續的 

な 音 ミの對 照 も 面白い ミ云 はば 云 はれる かも 知れない。 併し さう いふ 分析な さする 前に 直接 强ぃ 

印象が 私に は 浮びます、 そして 其 印象の 感じ は 寧ろ 眞面 E な、 そして 淋し みのある もので ガラン 

ミ したお 寺の 本堂の 特殊な 氣 分が 强く 浮んで 来ます- 從 つて 滑稽 ミ いふ 感じ は 起り ません。 

蓬 里 雨 その 本堂の 氣分 もさつ き 言った 樣な 景色 を 描いた 上で 感じる のです が、 松 根 君の 說 明し 

た樣な 叩かれて …… 吐く ミ いふ 一 種の 因果 關係 的說 明の 言葉に 續 いて 木魚 かな ミ いふ 言葉の ある 

所に 厥な 感じの する 所が あるか 7,- 思 ふ。 夫から 木魚が 妙な 恰好で バクリ V>  口 を あいて ゐる、 そい 


つが ボカ， ネカ 叩かれる-、 ヽ 其 口から 蚊 を 吐く-、】 いふ、 そこに 先： は 一種の 滑稽 を 見出して るろ 樣 

な氣 もす る" 僕から いふ-、，"、 さう いふ 風に 滑稽に 見ろ 所に 厭味が あろので す" 松 根 君 は 外の 言葉 

を 使へば 可い-、) いふが、 併し 此處 では 夫が 眼目なん だから、 言 菜が 違 ふミ、 先生の 考へ たもの ミ 

よ で 違った ものになる 3 僕 は 此句を 夫 程 惡ぃ句 だ ミは思 はない、 又 隨分目 附所は 面白い- ヒも思 

ふが、 惜 いか な 失 を 目附た の は 先生 の 純粹な . ォェ トリ— ではなくて、 外に 先生の. 1 ンテ レクトの 

働きが 加 はって ゐるミ い. ふので す。 

寅 日子 成程 目附 けたの は實際 先生の イン テ レクトであった かもし れんが、 さう-た ミ しても、 出 

來 上った 此 句に は， ネェ トリ— が 勝って ゐる ミ 僕に は 感じられる。 义 滑^-、) いふの も、 先生が 夫 を 

目附 けた もの ミ して 强 ひられる 氣 はしない。 滑稽が あるなら それ は 其、 物が 始めから 自然に 備 へて 

ゐ るから だ-、 ：- いふ 氣 がする。 兎に角 僕に は 其 他の 色色の 詩趣が 強く 利く ので イン テ レクト も 滑稽 

もさう 氣が附 かないので せう。 

柬洋城 無論 僕が 滑稽-、) いふの も i„i (滑穆 が 主要部で はなく、 寺 W 君の 言 ふ 如く 異實の 光景 其 者が 

主で は あるが、 さ こかに 滑 穆の氣 分を藏 して ゐるミ いふ 位の 意味です。 

蓬 里 雨 併し 叩かれて ミか 吐く-、. "か、 此處 では 木魚な 或 意味で 人格化して ゐろ。 そこに 失 自身が 
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滑稽な のでな く 作者が 滑稽に 見て るる ミ云 ふ 證據が 可也 明白 に 上って ゐるミ 思 ふ。  . 

寅 日子 さう もい はれる でせ うが、 木魚 を あながち 滑 種な もの ミ 見ないで 夫 を 例へば 一種の 魚 見 

た樣な もの ミ 見て、 夫が 蚊 を 吐く ミ at- れば 滑稽の 感じ はなくな り はしません か。 これ は 唯 だ 先生 

の 例の 巧な 言 現 はし-、 - 見れば 見ら るる かミ 思 ふ J —— 尤も 僕 は滑稳 ミ 見 る の を惡 い 7.1 いふので は 

ありません。 唯 だ 夫 だけに 見る の は 惜し い ミ思 ふので す。 

東洋 城 木魚 は 魚ミは 思へ やせん、 魚板なら 鬼に 角" 夫から 木魚 自身が 滑稽な のでなくて 作者が 

滑稽に 見た ミ いふ 說 もさう か-、〕 思 ふ。 木魚が 滑稽 だ、、〕 いふ 事 は、 矢 張 木魚に 對 する 人が 滑稽に 見 

るこミ であるから。 前に も 言った 樣に、 滑稽 は 補 情で 主 耍な點 は 光景 氣 分に あるの だから 滑稽た 

けに IK^ る惜さ ミ いふ、 r 二 はないで せう。 

蓬 里 雨 僕に は 併し 此句 はさう しても - 滑稽」 をより 强く 感じさせる。 

寅 日子 兎に角 此句も 先生の 所謂 レ トリックの 一 例だミ 思 ふ。 さう いふ 事 を 意識して 作った かも 

しれない。  . 

蓬 里 雨 僕に は、 木魚の 形が 先づ 見える。 夫が 叩かれて、 吐く もの は 蚊 だ-、) いふ 所に 滑稽 を 感じ 


柬洋城 略筆の 俳畫を 見る 樣な氣 もす る 


短夜の 芭蕉 は 伸びて 仕 まひけ り 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 九 年 七月 子規に 送った 句 稿の 中に ある。 此 年の 六月 九日に 先生 は 結婚して 

るる。 その 前前 月、 卽ち 二十 九 年の 四月に 先生 は 松 山中 擧 から 熊 本の 高等 學 校へ 轉 任して 來た。 

さう して 先生 は 松 山で 虛子ミ 一緒に 四月に 句 を 作った きり、 此七 =：： 八 H の 句 稿までに 作 句が なか 

つたら しい。 此 時に 四十 句 許 送って ゐる のが 熊 本へ 來て 始めての 俳句で ある。 此 時分 先生 は 熊 本 

の 光琳 寺 町に ゐた。 光琳 寺 町-、〕 いふの は 光琳 寺-、】 いふ 寺が ある 事から 起った 町名ら しい" 同じ 町 

の 15 に 「涼し さや 裏 は 鐘う つ 光琳 寺」 ミ いふ 句 か ある。 又 「涼し さや 門に かけた ろ 橋 斜め- ミぃ 

ふ 句 も 同じ 句 稿 にある。 先生の 住んで ゐた 家の 前に 小さ な 流が あ つて 夫に 小さ な 撟が懸 つ てゐた 

んぢ やない かミも 想像され る。 もう 一 つ 想像 をめ. ぐらす-、〕、 此光辦 寺 町の 先生の 家の 庭に は苗蕉 

があった のぢ やない かミ いふ 氣 がする。 此句、 此 句の 一句 前に は 「筋 違に 芭蕉 渡る や 蝸牛」 ミぃ 
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ふ 句が ある。 次の 月の 句 稿に も 「床に 達磨 芭藤 涼しく 吹かせけ り 1 ミ いふ 句が ある。 是 等が 必し 

も 先生の 家の 庭に 芭蕉が 存在して ゐた事 を確證 する もので はない が、 存在して ゐたミ 想像す る 事 

を 決して 否定す る もので はない。 —— 芭蕉の 嫩葉 がすう.、) 伸びて ゐる。 いつの 間に かすうつ ミ伸 

びて 了って ゐる心 持ミ、 トロ トロ ミ した 7.- 思 ふ-、. - いつの 間に か 夜が あけて ゐる 夏の 夜の 感じ ミ、 

その 二つの 機微の 繁 がり を スラリ -、〕 言 ひ 放って 非常に 素直で 上品で 爽か である。 短夜の 感じ、 芭 

蕉の嫩 葉の 仲び た 感じ、 凡てが 感じに 飜譯 されて、 夫が 隨分ス ツキ リミ 出て ゐるミ 思 ひます。 

東洋 城 僕 は解釋 はさう 思 ふが、 何だか 物 足らない 句 だ ふ。 何 か 前 g でも あり 寓意で も あつ 

たので はない か V> 思 ふ。 小 宮 君の 樣に 言へ ない 事 もない が、 夫に はさう も 力弱い。 何 か 或 特別な 

場合に 先生が 特別な 感じ を 持 たれた 事で もあって 夫が 一 枚の 紙で 隔てられ でもして ゐる樣 なしつ 

くりし ない 所が ある 句 だ ミ思 ふ。 さう いふ 句 外の 何者か をのけ て 見る ミ 一 向にっまらなぃ|^1-凡な 

句で ある。 そして 其 或 特別な 事 は 何にも 想像し 得ない。 

寅 日子 此 句に は、 いかにも 夏の 夜 明の 心 持が ス ラスラ ミ よく 出て ゐる。 そして 其 心 持 は 何-、】 な 

く 淡い 果敢な さミ いふ 心 持で ある。 —— 此 感じが さ こから 來 るか V  J 考 へて 見る ミ、 しま ひけり-、) 

いふ 輕く投 出した 調子から 來 るので はない かミ思 ふ、 さう いふ 調子の 句 は 先生に 澤山 ある" これ 


も 一 つの 特色 かもしれ ぬ。 夫から 小宫 君の 說の樣 に 芭蕉の 葉が 伸びて ゐ るの を 見て、 それが 一 夜 

の 内に 伸び 盡 した ミ 感じても 別に 差 支な いか もしれ ない が、 併し 又 かう いふ 解釋が あり 得 はしな 

いか ミ思 ひます。 卽ち芭 蒸の 卷 葉が パ ラリ ミミけ た， - 卷 いて ゐ たのが 伸びた ミ いふ 意味に 取られ 

はしない かミ いふので す" 

蓬 里 雨 卷 いてる たのが ほさけ たミ しても 可いで せうな。 

寅 日子 伸長の 意味の 方が 詩ミ して は 面白い かも 知れない。 

蓬 里 雨 下 五に 傻 さが ある ミ いふ 御 說は贊 成です、 夫で 全體が 非常に 生きて 来る。 

寅 日子 松 根 君の 物足りない-、〕 いはれ ろ 所が 或は 僕. か 果敢ない ミ 感じる 所ではな いでせ うか、 僕 

は 其 物 足らない や うな 所が 短夜の 感じ 調和す る か ミ 思 ふ が。 

蓬 里 雨 松 根 君の いふの は 夫 ミは違 ふでせ う。 

東洋 城 僕の 物 足らない ミ云 ふの は、 一 體芭蔡 ミ いふ ものが 芽から 育って 玉卷芭 蒸に なり、 夫れ 

がすん やん 生長して やがて 卷葉を ほさいて 廣葉 をな す、 夏の 芭蕉が 已 にさう いった 風に 夜の 間に 

も 仲び て 了 ふ 心 持 を 持って ゐ るの を、 特に 又 夜の 短 かさに 因って 伸び 盡すミ 重ねてい ふ 事が、 蛇 

足の 樣な、 知って 居り 感じて ゐる事 を 又 人から 重ねて 感じろ ミ壓 つけられる 樣な、 說明 的な 所 を 
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いふので す。 短夜の ミ 出て 來る 時分 は 何事の 新たな 刺戟 を 呼び 起す かミ 思って ゐる うち、 失が 芭 

であった ので 何だか 當り 前の 心 持に なって 來 た-、】 ころへ、 夫が 仲び てし まひけ りミ又 更に 芭蔡 

當然 短夜 當然な 事が 出て 來る、 そこが 物 足らない ミ いふので す。 だから 何 か 前置が あるか 寓意で 

もあって、 文字の 示す 以外に 別 境の 動き 来たる もので も あるの かミ 訊いた のです" つまり "萌易 

い 一夜に して 伸び 切る」 ミ いふ 事 は芭蒸 —— 初夏の 芭蕉 其 ものの 題感の 中に ある 事 だから、 短丧 

のミ； g 夜み 主 匾に提 さけ 來っ て それに 答へ る もの-、 ：- して、 芭蕉 は 神び てし まひけ り は餘り 薄弱な 

い つ そ 無意義な もの. た-、 >s ひます。 

蓬 里 雨 失 は 君、 理窟 だよ" —— 此句は 「晝の 蚊」 の 句に 比べて 段が 違 ふミ思 ひます が、 いかが 

です。 

寅 B 子 僕 も 前の 句 ミは句 品が 丸で 違 ふミ思 ひます。 前の 句の 長所 は 蕪 村な さの 樣な 長所で、 さ 

うい ふ 意味で は 矢張りい ぃミ思 ひます" 併し 此句は それ-、〕 は 丸で 違った 天地、 卽ち 巧み ミか レト 

リツ クミ か を 離れた 情緒の 世界に 入って ゐる。 かう いふ 相違 は 認めます が、 此句を 前の 句ミ 比較 

する の は 少し 無理な 樣な氣 がする。 11 此 句の 世界 は 謂 はば 芭 IS?; 翁の M 界だミ 云 はれる かミ S ひ 


滿潮ゃ 涼んで 居れば 月が 出る 

蓬 里 雨 是は 同じ年の 八月の 句 稿の 中に ある。 濱邊へ 出て 涼んで ゐるミ 潮が 11 ちて 來て 何時の 間 

にか ひた ひた ミ港 へて 了 ふ。 其 時 海の 向う から 二 ユウ ッミ e: が 出る。 —— 是は 一寸 迷った のです 

が、 満潮の 揚 4 口に は 海岸で は 月 はもう 出き つて ゐる V.- いふ 樣な； a?!' はない もので せう か。 私 は此句 

は實 怒から 生れた ものに 違 ひない-、 一思 ふので すが、 事實上 あり 得ない 事だった ら 少し 闲 る。 實際 

満潮の 港へ に 涼んで るる ミ其處 に 月が 出る-、 ：- いふの は、 何んでも ない 樣で 實に而 白い。 

寅 日子 日本の 太平洋 岸で は 一 般に 月の出る 時刻 7〕 満潮 ミが 大體 一 致して ゐ ます。 そして 満月の 

時 は 平生に 比べて 潮が 一 番 高い、 夫で 潮 かいつ もより 高い 時に 満月が 出て 来る、、 3 いふの は實 際の 

景色で せう。 解釋に 就ても 小宮 君の 云 はれた 通り ミ思 ひます が、 夫 を もつ ミ 敷衍す ろ 積り で 言つ 

て 見る ミ、 此 句に は 作者の 虚心坦懐が 自然に 流出して 居る。 虛 心の 人の 前に 自然の 大きく 美しい 

現象が ひミ りで に 浮き 上つ て^て ゐる。 其 處には 細工 も 何もない 爲に 却って 涼し さが-^ めら れて 
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お る-、) 思 ふ。 此句ゃ 前の 句の 樣 なの は 實際ー 服の 淸涼劑 の 感じが ある。 

蓬 里 雨 夫で 安心し ました。 11 是は松 山 近海での 經驗 か-こも 想像して ゐ たんです が、 太平洋 海 

岸が さう だミ する ミ、 太平洋 海岸でなくて も、 松 山 近海で も 大差 はない 譯 でせ うね。 

寅 日子 瀨戶 內海ミ なる ミ さう だか 保證 が出來 なくなります。 —— 一 體 かう いふ 句 は 今時 通用す 

るで せう か。 

蓬 里 雨 非常に 通用し なくて はならない 句です。 非常に 大きな 自然 を 非常に 大きく 掴んで ゐる。 

尤も 大まか だから 今の 人に は氣に 入らない かも 知れない。 

束洋城 此句は 大まかな ミころ がよ い。 言 ひたい 事 をす つかり 其 儘 一一 一一！： つて 了って 少しも 巧み も 曲 

もなければ 腹藏 もな く 明けつ 放しで ある。  , In..  _  _  It  — 


五月雨 や 小袖 を ほ， ミく 酒の しみ 

蓬 里 雨 此句は 明治 三十 年 五月 二十 八日の 句 稿に ある。 明治 三十 年 五月-こ いふ ミ 先生が 結婚して 


丁度 一年になる。 此句稿 は 手紙の 眞 中に 拉 ベて 書いて あろ もので、 手紙の 始の 方に 「小 子 因 例 如 

例 碌碌 昏昏たり 詩臈 枯れ 碟池 蕪す 時に 句 あり 皆 句 を 成さす 嘆息」 -、〕 あろ。 すこし 俳句が 作れな く 

なった ミ いふ 心 持の あった 時分の 句ら しい。 —— ジ メジ メ ミ 幾日も 績 いて 外 を 五月雨が 降って ね 

る。 宴會 にで も 行って 著 物に 酒 を こ ほした。 夫を翌 U 一  日 知らす に 押入に 仕舞 ひ 込む かして ゐた 

らしみ になって しまった。 夫 を 早く 洗 ひ 張に でも やらなくて はならない ミ いふので 細君が ほさい 

てゐ る， - 徵 でも 生えて ゐる しみ 7 一外に 降り 續く 五月雨 ミ、 二つの ものの 感じが 非常によ く 抱き合 

つて ゐる。 その 小袖 を ほさいて ゐる 光景 も 五月雨の 屮の 一 つの 事件、、) して 面白い 事件で ある。 さ 

うして 酒の しみの ついた 小袖 を ほさく ミ いふ 樣な 事件に、 家庭的な 事件に、 先生の 注意 か 向いて 

ゐる點 も 僕に は 面白い。 小袖 を ほ、？」 くミ いふ 事に は 世話女房ら .，：>  い 感じが ある。 其點を 作者が 認 

めて ゐる樣 な 所に 特別の 感じ か ある。 

東洋 城 此女は 世話女房で なくても 外の 種類の 4^ でもよ い。 是が 春雨でなくて 五月雨で ある 點は 

或變陶 しさが あって 春雨よりも 新ら しくなる が、 僕 は 其し みは 小宫 君の いふ 樣に 昨今の もので は 

なく 寧ろ 少し 時 を 隔てた 以前の しみ だミ する、 其方が 餘 計に 五月雨に 調和す る。 で、 何 かその 著 

物-たけで なく 外の 物 も 一 緖に ほ-?」 きもの をして ゐる 時、 ミ或 小袖に しみが あって 夫が 始は 何のし 

一九 七 


一九 八 

みだ か 解らなかった のが、 やう やう 酒の しみ だミ 解った の だ-、〕 する。 かう いふ-、〕 いかにも 無精ら 

しいが、 其 時には 目に 立たない 程の が 暫く：：； f 舞 はれて あり、 夫が 梅雨 頃の iES- であるから いつの 間 

にか、 ない ミ 思うた しみが 出た ミ いふので、 さう 取る 方が 女の 無精 さよりも 五月雨の 五月雨ら し 

さがよ く 出て いい ミ思 ふつ そして 昨日の 宴會の 酒の しみ-た ミ 春雨な さに も 折 合 ふの みならす、 五 

月 雨より 养 雨の 方の 感じに 餘計 調和す る ミ 思 ふ。 尤も そんな 事實の 詮馨は 枝葉の 問題で は あるが 

より 多く 此 句の 感じ を受 入れる のに は 其方が 味が 深い ミ いふ 迄 だ。 

蓬 里 雨 其し みは 始 から 酒の しみ だ-、〕 解って ゐ るので ある。 日 を 一日- /,- 限る 必要 もない が、 宴會 

の 席に でも 行った 後 其 儘 仕舞 ひ 込んで あつたが、 あ、 あれ を 取 出して 早く 洗 ひ 張に でも やらな け 

れ ばなら ない ミ いふ。 時日 は それく らゐの 時日 だ -、，- 思 ふ。 さう しなければ 酉の しみ ミ いふの が活 

きて 來 ない。 

寅 日子 小宮君 は 作者が 細君 を 見て 作って るる 7】 解せられ た樣 だが、 此句 だけで 見る ミ、 作者が 

常人の 女に なって 詠んだ ものの 樣な氣 がする。 —— 酒の しみが 小袖 を ほさく 原因になる か 小袖 を 

ほさく のが 酒の しみ を發 見す ろ 機会！： になる か ミ いふ 問題が あるが、 一 體の 句の 調子から はしみ が 

出来た から ほ、 》J くミ いふ 風に 僕に は 思へ る。 — 好き 嫌 ひ をい ふ-、 ヽ 僕 は此句 は餘り 好まない 方 


です。 

東洋 城 文字の 上から はさ ちらに もミれ るから、 より 自然にし てより 味の 深い 方に 私 は 7】 るので 

す 0 

蓬 里 雨 作者が ほさく 女に なって ゐるミ いふ 事 は、 私 もさう だら ぅミ思 ふ。 さっき 言った の は 創 

作 心理の 方面からの 說 明でした。 此處で 私が 言 ひたかった の は、 先生が さう いふ 所に 興味 を 持つ 

たミ いふ 點に あるので す。 —— 酒の しみの ついた 著 物 を ほさく ミ いふ 事-こ 五月雨 7】 はよ く ありさ 

うな 事 だが、 其 酒の しみの 黴臭くな つて ゐる樣 な 感じが 私に は 非常に 潑剌 -、』 來 るので すがね。 

東洋 城 僕は徽 臭い ミ いふ 事に 迄 は絕對 に觸れ ない、 觸れ たくない。 只 眼に 「ものの しみ」 を兒 

るば かりだ。 前に も 言 ふ 通り 酒の しみ は 小袖 を ほさく 原因ではなくて 云 はば a 月 雨の 情調の 一 點 

だま 思 ふ。 夫 か ら 小袖 を ほへ ごいて ゐた ら酒 のしみ が 出た ミ いふので も、 もす ， し 緻密な 感じの 經 

過 を もつ ので、 ほさき かかった ほさき ものに、 ふ ある ものの しみ を目附 けた か、 夫 は 酒の しみ 

だ ミ 段段に 映 じて 來る S です。 
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成 道 寺 

若葉して 手のひら ほ、 ごの 山の 寺 

蓬 里 雨 是は 前の 句 V.- 同じ 句 稿に あろ もので、 前書が ある。 熊 本の 事 だから 寺 田さん が 御存知 か 

も 知れない が、 此 句から 見る ミ、 此成 道寺ミ いふの は、 一寸した 山の 屮腹か 何 かに ある 樣な氣 が 

する。 其 山 一杯の 木が 若 薬して、 非常に 旺 な活活 した 眼の 覺 める 樣な綠 で 山 全體を 包んで 了って 

ゐる。 此成道 寺- /,- いふの は 可也 大きい 寺で はない か ミ 思 ふ。 大きい 寺に も 拘らす 山 一杯に 若葉が 

芽 を 出して 了った もの だから、 寺の 屋根 か 極 ほつ ちり ミ しか 見え なくなった。 夫 を 手のひら ほさ 

ミ いふ 言葉 で いかにも 小さく 見える 事 を 極めて 端的に 首 ひ 現 はして ゐる、 同^に 又 其 手のひら ほ 

さ-、〕 いふ 言葉で 若葉しての 若葉が いかにも 旺盛に 廣縻ミ 空間 を 占領して ゐ るの を 現 はして ゐる. - 

面. s い 句 だミ思 ふ。 

寅 日子 成 道寺ミ いふの はよ く 知りません。 —— 私は此 手のひら ほさ ミ いふ 形容から 餘 りはつき 

りした 印象 か 出て 來 ない。 若葉の 屮 から 一寸見え るミ いふ 意味に は-、〕 れ るが、 此 手のひら ミ いふ 

文字 の 呼 出す 感じが 若葉 -、 >  も 山の 寺 も さ こか 調和し 難 い 唐突な 點が ある。 寧ろ 直に 生きた 手が 


見えて 却って 夫が 邪魔に なろ。 

蓬 里 雨 手のひら ほさの ミ いふの だから 全然 大きさの 形容な のでせ う。 

束洋城 手のひら ほさの-、) いふ 言葉 だけ に 就て 言 へば、 掌中の 天地な さミ いふ 其 掌中 ミ いふの ケ 

俗語に 飜譯 したので せう つ 

寅 日子 夫 は 其 通りです が 手のひら ほさ-、， - いふ 言葉が 實 際の 大きさの 漑念 を與へ る爲に は、 もう 

一 つ 距離の 觀 念が 必耍 になる。 19^ に角此 句の 場合に 此 形容の 示す 大きさの 感じ か、 さう も 僕に は 

あまり ほんやり し 過ぎる。 さう いふ 隙間が ある もの. たから 手のひら ミ いふ 言葉の 別の 妙な 感じが 

出たり すろ のか もしれ ない コ 又手リ ひら ミ いふの が 地面の 大きさ を 現 はすの か 建物の 一 部分の 面 

を 示す のか も 分らない、 夫ゃ是 やで さう も 大きさ を 形容す る 首 葉ミ して は餘り ほんやり し て效カ 

が 薄い。 

蓬 里 雨 私 は是は 作^が 或 距離 を 置いて、 その 山 を 見て ゐる もの-た-、〕 思 ふ。 若葉が 兩 方から 寺の 

星 根 を 包んで 寺の 星 根の 所が へこんで 見える" 其 大きさが 丁度 手のひら ほさの-、) いふ 形で 一 番鮮 

かに 出ろ、 其 位な 距離で 山 ミ寺ミ が 見られて ゐる V  〕 思 ふ， - 

東洋 城 僕は此 手のひら は 夫 程六ケ 敷く 用 ひた もの ミ思 はぬ。 極 俗に 使 ふ單に 極小さい ミ いふ だ 
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けの 意味で、 形の 大きさ やせ、 模樣 にまで 使った もので はない ミ思 ふ。 —— 夫から 句-、』 して は 未成 

品の 樣に s ふ。 —— いつもの 僕の 切 字の 問題 も 添うて，" 

蓬 里 雨 若葉して で； W 字 は 結構 出来 上って るる。 


夕立 ゃ犇く 市の 十 萬 家 

蓬 里 雨 是は 『承 露盤』 明治 三十 年の 部に ある。 先生が 奥さん を 連れて 熊 本から 東京へ 三十 年の 

夏 休に 歸 つて 來た 事が ある。 其 時 先生の 爲に 子規の 家で 何度か 運座が あったら しい， - 是は 恐らく 

其 時の 句の 一 つ だら ぅミ思 ふ. - 句 稿 か 別にない。 11 是は 夕立 ミ いふ 題が 出て 夫に 應 じて 作られ 

た 句で あるに 違 ひない。 例へば 上野の、 西鄉の 銅像の 立って ゐる 高臺に 立って 下の 町 を 見下ろし 

てゐ る。 其 時に 丁度 夕立が 來たミ する" 其 時の m の 下の 町め 騷ぎを 想像して 作った のが 此 句だミ 

いふ 氣 がする。 作 *; に は 或 感じが ある、 其 感じに ふさ はしい 形容詞 を 持って 來て夫 を 表現しょう 

7J して ゐ るの だが、 其 表現 は 併し 景氣は 非常に 可い けれ さも、 其 實失は 何だか 景氣. たけで 中味 は 


夫 程の 味がない、 ミ いふの が此 句で あろ。 さう して 是は 先生の 藝 術の 中に 出て 来る 一 つの 癖-、) か 

弊-、 - かいふべ きもの だら ぅミ思 ふ。 つまり 先生が リアリティ に 的確な 表現 を 求め よう ミし て 非常 

に ：！ マン チックな 描寫を 試み、 其 結 實は 非常に リアリティに 遠ざかって ゐ ろので ある" 

束洋城 いかにも 夕立の 烈しく 凄し くやって 来た 所、 其 激しい 夕立の 雨の 下に 都 會の梅 比した 家 

家が 犇き 合ふ樣 にして ゐる 所がよ まれて るろ。 但し 犇く …… 十离 .：：^ ミ いふ 言 ひ 現 はし 方 はかの 白 

髮 三千 丈の 樣な いささか 誇大な 形容であって、 調子の 方， か 內容に 勝って、 味の 非常に 鋭敏な 所 は 

幾分 減殺 せられて ゐ はしない かミ思 ふ。 其點で 似た 句 -朝懸 や 霧の 中より 越後 勢- ミ いふの も 同 

樣の 1® じか な い で もな く、 要す る に 、 惡 い 句で な いが 多少 調子 を つ け 過ぎ て 眞實咔 に 遠 ざ かり 掛 

けた 點に 難が なく もない" 

寅； n 子 犇 く-、 > いふ 言 葉 は 印象の -ぉ いうまい 言葉 だ-、) 思 ふ" あちこちで 戶を しめたり 何 かすろ 色 

色の 音が 感じられる。 此句は 新 俳句 時代の 或 タイプ を 代表して ゐる、 併し 大した 深味 は 感じられ 

ない" 

東洋 城 僕は犇 くに は 音 其 者 は な く  、 十^35家が 相 互 に 犇犇 ミ せり 合うて ゐるこ V:- の 形容 だ -ー )f 

てゐ た。 寧ろ 音 もな しに、 音 は 夕立の 飛び 来る 音ば かりが して、 家家に この 猛烈な 襲撃 者に 封し 
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固ま つてし んミ 鳴り を しづめ 身 を 以て 守る ミ い ふ 風に。 

蓬 里 雨 市 全體に 動いて る 人人が 夕立の 爲 右往左往 する、 夫が 犇く" たミ 思って ゐ ます。 

香港より 

阿呆 鳥 熱き 國 へ ぞ參 りけ る 

蓬 里 雨 是は 先生の 洋行 中の 句で 明治 三十 三年 九月 十九 日の 日記に 「微雨 尙 止ま 卞 …… 天 漸く 晴 

れん ミ すし - あり、 其 あ-、) に 此句か ある。 其 次に 「稻 妻の 碎 けて 白し 波の 上」 ある。 船 は 其 日 

の 午後 四時 頃 香港に 著いて ゐる やうで ある。 香港に 著く 前に 此句は 作られた ものら しい。 香港 か 

ら (多分) 子規の 所へ 葉書 をよ こした、 夫が 『ネト ト ギス』 に 載って ゐる。 日記に は國へ ぞミぁ 

り 『ホ トト ギス』 には國 にぞミ ある。 文法 上 はに がいいの だら うが、 僕 はへの 方 を-、〕 りたい。 此 

句 は 阿呆 鳥に 呼びかける 樣な心 持 か あるので はない か-. こ 思 ふ。 此 阿呆 鳥 は 船の 後 を 追 ひかけ て 日 

本からで もつ いて 來 たもの の樣な 親しみの ある 感じで、 呼びかける ミ いふ 7：> 少し 强 過ぎる かもし 


れな いが、 鬼に 角， 倚 もお 前 も 遙遙 ミ 熱い 國 へ^た もの だな あ、 ミ いふ 樣な、 前に も 後に も 可.^ 

の 旅程な 控へ てゐる 寂しい 心の 感慨 を 阿呆 鳥に 託した ミ 云った 心 持で あろ。 

寅 日子 僕も餘りたしかな^^^-は云はれなぃが、 船に ついて 來 るの は あれ は鷗 ではない かミ思 ふ。 

併し 實際 か鵠 でも 夫 を 阿呆 鳥だミ 思った のなら 夫で 差 支 はない。 

蓬 里 雨 歐洲 航路の 方 は 知りません が、 亞米利 加 航路 だミ、 自分の 乘 つてる ろ 船し か 通って ゐな 

ぃ廣ぃ 海の 中 を 幾日も 幾日も 阿呆 鳥 か 後な つけて 來るミ いふ。 私に は 夫が 頭の 中に あった もの だ 

から、 前の 樣に考 へたので す。 する ミ是も 本當は 阿呆 鳥で はない のか もしれ ない のです ね。 

東洋 城 僕 は 阿呆 鳥 をい ふミ 熟い 處に 急に 現 はれた 樣な心 持で、 此 阿呆 鳥-、 3 いうた の は 其 熱き 國 

ミ いふ 事の 代表的 の 景物の 樣な 風に して、 甘： 〈熱き 國の 心持感 じ を 培す た め 又 光景 氣分を 出す 爲 に 

枕詞の 樣に ad かれた のか ミ 思うて ゐた。 阿呆 鳥ミぃ へばす ぐ熱帶 V) いふ 事 を 思 ひ 出す からか もし 

れ ない。 

寅 日子 僕 も 阿呆 鳥 は 寧ろ 熟き 國の 同格の 樣な 意味に 解釋 して ゐた。 又 さ こミ なく 一面から 其 阿 

呆 鳥が 自分 だ ミ いふ 心 持 もす こし ある。 兎に角 阿呆 鳥 を 見かけて 愈 熟い 國へ來 たな ミ思 つたの-た 

らう、 又 阿呆 鳥-、. - いふ 言葉が 特別な 異國の 情調 を 浮ばせろ 效果が ある。 さう して 例の 樣に ぞ參り 
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ける-、】 投 ゆて 了った 中に 自ら 覊 旅の 情が 浮んで 而 白い。 

蓬 里 雨 へぞ參 りけ るミ いふの は、 投 けた 樣なミ は 丸で 反對 に、 非常に 感慨が 籠って ゐる樣 に 思 

寅 日子 形式 上で は輕ぃ 意味の 言葉ではありません か。 

蓬 里 雨 遙る 逸る ミ 熱い 國へ來 たもの だな あ、 ミ いふの ぢ やな いんです か。  • 

寅 日子 來た さ 一一 一 C ひ 放 つた だけで 何も 云 はな いの を投 けた -、〕 云 つたので す。 

蓬 里 雨 僕に はぞミ ける-、， -は、 言 ひ 放った のでな くェ ムファ サイズした もの-、. - しか 思 はれない。 

夫が 阿呆 鳥 に 向って 行く のです。 

^^洋城 投 けた 投げない の點を 除いて 他 は 寺 E 說に贊 成します。 此句は 端的な 句 だ ミ 思 ふ。 —— 

阿呆 鳥が なに ミ なく 先生 自身 だ V〕 いふ こ ミには 全 然關係 をな くしたい。 

蓬 里 雨 田舎者が 東京へ 出て 來て 椋鳥 V.- よばれる ミ いふ 意味で、 作者 自身 ミ 阿呆 鳥 ミ を關係 させ 

たくない。 

寅 日子 香港 近くな つて 始めて 大きな 珍ら しい 鳥 を 見て 夫が 阿呆 鳥 だ-、 ふか、 或は 人から さう 

敎 はろ。 ァレが 阿呆 鳥 か 遠方へ 來 たな、 ミ思 ふ。 夫に は 無論 感慨 は あるが、 夫が 何氣 なく 投 けて 


云った 言葉の 底に 籠つ てゐ， 0 の で はありません か" —— 僕 は 阿呆 鳥、、】 い ふ もの ミ 作^の .21 偶の 心 

持 ミ を 結んで も 別 に 惡 い -、. - 思 ひ ま せ ん。 

蓬 里 雨 さう です かね。 夫 は 阿呆 鳥-、】 いふ 「音」 を考 へる からで はない のです か。 私 は 鳥 その も 

のば かり を考 へたい。 

柬洋城 へ ぞ參 り け る は 感慨で はなくて 與趣だ -、 ) £-5 ふ。 

^^ハ日子 何處 か太郞 冠者 を 思 ひ 出させる が、 夫で 居て 充分に 羈旅の 調が 出て るる。 

東洋 城 熟き 國ミ いふ 熱き は 勿 論 季節 の 言葉 の 暑い-、 - いふ 意味の 據充で あらう。 


雲の 峯雷を 封 じて 聳えけ り 

蓬 里 雨 是は 明治 三十 六 年 七月の 『ホ トト ギス』 に 出て るた-、】 思 ふ。 そして^^か夏十句だか雲の 

峯十句 だかの 內 にあった。 此 隣に 「舟此 日 運河に 入る や 雲の 桌」 - 、- いふの が あろ。 何だか 矢つ 張 

此句も 其 姉妹 篇の 樣な氣 がする。 非常に 廣ぃ 景色で ある。 廣廣 した 景色の 向う に 物凄い 樣な雲 
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の峯が もり 上って るる。 その 雲の 峯の powerful な 所 を 雷 を 封 じて ミ いふ 言葉で 形容した ので あ 

る。 雷 を 封 じて 聲ぇ けり、 峯 だから 聳えろ、 神經 質に なれば、 其處に 妙な 引つ かかりが ある ミ云 

へない 事 もない が、 さう でな く 入道雲の 樣な ものが 重り 合って すうつ V,- 伸びて ゐる、 夫 を さう 言 

つた 7」 見て、 峯 だから 聳える 杯-、) 考 へろ 考へ 方に は拘 はらない 方が 可い。 是は 前に 舉 ゆた 「犇め 

く 市の 十 萬 家」 ミ いふ 句に 似通った 所が ある けれ さも、 こちらの 方に は餘 程實感 があって、 そし 

て 自然現象の 旺な感 が 可也 强く父 的確に 出て ゐる V- 思 ふ。 

東洋 城 全然 同感です。 小 宫說の 樣に犇 めく 市の ミ よく 似た 形で 實は すっかり 違って ゐて、 此雷 

を 封 じて ミ いふ 主 觀 的な 言葉で 現 はされ てるる 所， か、 非常によ く 全體の 景色に カを與 へて ゐるミ 

思 ふ 0 

寅 日子 僕 は 雷 を 封 じて ミ いふの は實 際に 雲の 峯の 塊の 中に 雷 を 蔵して 居て、 夫が 今にも 發 現し 

さ うな 狀態 にあろ もの ミ いふ 風に 解して るた、 そして 靜 かな 雲の 中に 非常に 強烈な もの が 籠 つ て 

ゐる ミ いふので 雲の 峯の 重重しく 壯大な 感じが 一 層强 めら れる樣 に 思 ふ。 雷雲な かう いふ 風に 云 

ひ 現 はした の は 非常に 巧みな もの だミ 思って ゐ ました。 

蓬 里 雨 雷 を 封 じて ミ いふの を 本當に 包んで ゐるミ か、 本當に 包んで るない ミ かいはな くっても 


よさ さう に 思 ひます。 何しろ 大きな もくもく  V〕 した 雲が 幾重に も 重なって るろ 感じが、 お 儘で 雷 

を 封 じた 感じ を 持って ゐ るの だから。 

寅 日子 さう です か。 僕 はさう いふ 重疊 した 雲の 事は考 へやに 兎に角 一 つの 纏った 塔狀の 雲を考 

へ て 居ました。 

蓬 里 雨 僕の 描いて ゐ るの は 澤 山の 雲です。 だから もし 本 當に雷 を 封 じて るる V〕 すれば、 夫 は 十 

重 二十重に 封 じて ゐる 事になる のです。 

東洋 城 僕 も 雷 を 絶した 樣な氣 だった。 つまり 雷が 幾峯立 粒ぶ 雲の そなたに 封 じ こめられて 金 縛 

りに でもな つて ゐる樣 に。 

寅 日子 僕 は 所謂 キ ュム ロニ ン -ハ ス (積亂 雲) の 定型 的な の を 想像す るので す。 夫で 封 じて-、. -ぃ 

ふの は 例へば 『ァ ラビ ヤン ナイト』 にある、 壺の 中の デ モンの 如く、 又 『弓 張 月』 の 石棺の 中の 

虬の 如く 其 雲 自身の- 2： 部に 封 じられ て 居る ミ いふので あります" 從 つて 遠方から 遠卷 にして 居る 

ミ いふ 氣が しない ミ ぃふ譯 なんです つ 

蓬 里 雨 さう 云 はされ るミ、 こっち は 一 たまり もな いんだが、 雲の 峯.、 J いふの は必. 1^ 雷雲な ので 

すか。 私の 樣な， ヰシ ヨン は 許されません かね。 
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寅 日子 いや、 一般に 雲の 峯 7〕 云へば 寧ろ 普通の キュム ラス (積雲) を 云 ふので せう が、 唯だ此 

虛 では い P ミぁ るから 僕に は 雷雨の 雲-、〕 一 途に思 はれる-、】 いふ だけで、 君の 樣な解 釋に反 

對す るので はありません つ 併し 唯の 雲の 峯 では 霍を封 じて 居る 感じが 薄く はありません か 

蓬 里 雨 いや、 雲の 峯の 魁偉な 形が 直ちに 雷 を 聯想させる のです" 

寅 日子 夫 は 矢 張 雲の 峯の， S に 雷が 居る 事 を 想像す るからで はあり ませ， ハカ 

蓬 里 IS さう でよ ない， - さうなら 封 じる ではない。 封 じる ミ いふ ミ何 だか 幾重に も 雲. か 重なって 

身動き もさせない 樣 にして ある 感じが あります。 


したたり は齒 桑に 飛び散る 淸水 かな 

蓬 里 雨 是は 明治 四十 年の 句で、 此前 東洋 城の 出題した 淸 水の.：？ ミ 同じ ゲル I ブの 中に ある.^ 此 

句 はさ こか 山の 321 の 上からで も 水が. ォ タリ. ホ タリ ミ 小さな M みに 滴れる、 其 小さな 四んだ 處を ミ 

りまい て 齒朶が 生えて ゐる、 或は 水の 滴って ゐる 崖に も 生えて ゐる、 其 崖の 地 は 水苔 か 生えて ゐ 


る樣に ドロ ドロに 眞黑 になって ゐろ、 そこへ 淸 水が 滴れる、 滴れ 乍ら 齒朶 に餘沫 が-、) び 散ろ" さ 

うい ふ 所 を 詠んだ もの だら う" 是 はいい 句で ある。 淸 水の 如くに 新鮮に 其 滴りの 如くに 港 刺な 感 

じがす るコ 

束洋城 僕 は 清水 は齒朶 のない 處 にした たって るて、 其 石な り 地な りへ 落ちる 淸 水の 滴りが 側の 

齒朶 へ はね 返 る の だ ミ 思って ゐた。 

蓬 里 雨 崖なん だから 高い 處 から. ホ タリ. ホ タリ -、) 凸凹 をった つて 下 へ 落ちて 來 るんだら う， - 

寅 日子 落ちて はねる 水滴 だ か淸水 自身が 齒朶 にか かるの だか 此れ だけで は さ う も 解らない ミ 思 

ふ。 併し 如何にも 涼し さうな 感じ はよ く 出て 居る-、 一思 ふつ 尤も は-、】 いふ 所から 考 へる ミ、 何だか 

主な 部分 かあつて 其 滴 り は齒朶 にミ いふ 風 に も 思 はれる。 

蓬 里 雨 さう する-こ 別に 何 か 主な 流で も あるので すか. - 

寅 日子 さう-ちゃな いか-、) S-5 ひます-か、 、ごうで せう. - 

蓬 里 雨 も 一 つ 「したたり は 襟 をす くます 淸水 かな」 ミ いふの が あるので すが、 是は 下に 溜って 

ゐ る の を 飲む ミ 上 から 滴り が 襟 へした たる-、 一い ふので せう。 夫-こ 同 じ樣 に、 主な 水 は 下に 溜って 

ゐ るか 滴る の は 上の 崖から、 例の 苔で も 生えた 地. つた ひに 次第に 落ちて 來 ろつ 其 落ちる 時齒朶 を 
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打つ-、) いふの ぢ やないで せう か。 —— 鬼に 角淸 水が したたる 處に 齒朶か 生えて ゐる 事ミ其 齒朶カ 

始終 ぬれて ゐるミ いふ 事が 此 場合 は必. 要なん でせ う。 

東洋 城 そんなに むづ かしく 考 へなくても 文字通りに 淸 水が ある、 その 淸 水の 滴りが 淸水 以外の 

齒朶の 方まで 飛び散る ミぃ へばい いで はない か。 

寅 日子 「若草 や 水の 滴る 蜆 籠」 ミ 同じ カテゴリの 句で あらう。 —— 「汗 を 吹く 風 は齒朶 より 淸水 

かな」 ミ いふの も あろ。 —— 飛び散る がよくき いて ゐる。 


その 七 (寺 田 寅 彥沙) 一 


獨 居の 歸れば むつ ，と 鳴く 蚊 哉 

寅 日子 獨 居の 家へ 歸 つて 来る。 おそらく 暮れ かかった 蚊が 出る 時刻の こミ で、 入口 を 明けて 這 

入る ミ 一 時に 煩の ま はりへ 蚊が 寄って 來て 鳴き 立てる" つまり 荒涼な 陰氣な 慰藉の 無い やうな 

生活に 疲れて 歸 つて 來た獨 り 者の 侘しい 氣持 がよく 出て るる。 そして 蒸し暑 さうな 心 持 も 言外に 

出て 居る。 むつ ミミい ふ 形容 は 蚊の 聲- 、一して は 可笑しい 樣 であるが、 さう いふ 心 持は實 際で ある 

- 、-思 ふ。 顏屮へ 蚊が ぶっかって 來 るので、 思 は や 口 をつ ぶって 呼吸 をつ める 其 enervation のた 

め に 連續 的な 蚊 の聲が さう いふ 風に も 感じられ るので ある。 
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蓬 里 雨 む つ ミ ミ いふ 言葉 は 蚊の 鳴き 聲の 形容で ある ミ いふよりも、 寧ろ 這 入 つ て來た 人が 自分 

の 顔に 受ける 觸覺 若く は壓覺 おく は 温覺の 記述-、〕 見る 方が よく はないで せう か。 

寅 日子 さう 云っても いい 7,- 思 ひます。 鬼に 角此 むつ ミミい ふ 言葉 は此 句の 內容を 支配して ゐる 

ミ 甲 5 ひます。 

東洋 城 同じむ つ ミも讀 む 時の 息の つき 方で 「歸れ ばむ っミ」 ミ 「むつ ミ 鳴く 蚊」 ミ いふ 樣に、 

耳に 入る 聲ミ顏 にぶ つ か るの ミ掛り 方が 違 ふ。 

寅 日子 さう です か。 併し さう はっきり 切り分けなくても よくはありません か。 

東洋 城 兩方 一緒にします か。 

寅 日子 さう です。 主になる もの は聲 ゃ觸感 から 來る氣 持な の だから。 

束洋城 さう もむ つ-この 聯想が 惡ぃ。 「むつ ミ して 歸れば 門の 柳 かな」 のむ っミ. か 直に 動く ので。 

蓬 里 雨 「むつ して 歸れば 門に 靑 柳の」 -、〕 かいふ 端呢も ある。 併し さう いふの があって 此句は 

一 層 面白い-、) 思 ふ。 むつ 7,- して ミ いふ 言葉 は 同じ だか、 言って 居る 事 はすつ かり 違って ゐる。 

東洋 城 先生が 一寸 巫山戯た 所ではな いかね" 

蓬 里 雨 夫 は 君が 端 哏の方 を 强く考 へる からだら う。 


寅 日子 僕に は 少しも 巫 山 戲たミ いふ 點は 感ぜられない" 非常に 眞 面目で 沈鬆 だミ思 ふ。 

東洋 城 事柄 はさう いふ 所. たらう が、 端 吸の 聯想が SfJ い。 

蓬 里 雨 ここに 詠んで ある 事 をよ く 味って 見る-、〕、 端 唄の 聯想 は、 よし 出て.^ て も、 直ぐ 消えて 

了 ふ 位眞 面目な ものが ある v) 思 ふ。 

東洋 城 獨居 ミ いふ 事 も 强ち獨 身 生活-、〕 限らな くミ もい い。 

寅 日子 獨身 生活の 人の 方が 同じ 藩 暗い 處へ這 入って 來て 蚊に 鳴き 立てられる にしても 感じが 强 

く はない か-/) 思 ひます。 

束洋城 獨 居ので 何もかも を 利か さう、、， "せす、 も 少し 暗ければ 喑ぃ、 ^しければ 侘しい-、. -言ふ 風 

情の 當然 出る 樣 にした 方が いい" つまり 其 光景が 自ら もつ ミ 充分に 描かれて ゐる 方が いい。 外 か 

ら歸 つて 來 たばかりの 時ミ 場所、、， -に 於て、 卽ち 外から 內へ這 入らう ミ して ゐろ 際に 獨 居の ミ いふ 

思 入れ は 不自然 だ。 

寅 日子 むつ ミ 鳴く 蚊 かなで 侘しい 光景 を も 現 はし、 獨 居の は 其の 背景で あらう-、 ふ。 

蓬 里 雨 此句は 先生が 熊 本へ 行って、 始めて 子規に 送った 句 稿に ある。 廿九 年の 七月で ある。 先 

生は此 年の 六月 九日に 結婚した" 下らない 空想で は あるが、 は 結婚 後先 生が 結婚 前の 事み」 思 ひ 
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返して 作った ので はない か-、 一 も 思 ふ。 

寅 日子 先生が 歸 つた 時 奥さんが 一 寸 買物に 出て るなかった 時の 心 持ミも 想像され るか も 知れ ま 

せん。 

東洋 城 實 際の 經驗 より 寧ろ 想像に 成る もの だら う。 


据 風呂の 中 はしたな や 柿の 花 

寅 日子 太き な 楝の樹 の 蔭に 風呂桶が 据 ゑて ある、 おそらく それに 這 入らう ミ 思って 見る ミ、 中 

に 柹の花 か 一杯に 落ちて 浮いて るる。 柹の花 は瓣. か 厚くて 何-こなく ごそごそして ゐ るから、 それ 

ではした ない ミ いふ ー；吕 葉が よく あてはまる、 がそれ が 不快な ミ いふ 意味で は 勿論ない。 此 句は耍 

する にさう した 野趣 を 表 はした ものである。 又 別の 解ミ して、 風呂桶の 方に 水が 少しあって 其處 

に ふやけ 朽ちた 株の 花が 溜って 居る の を 見た のか も 知れない。 風呂に 水で も 汲み込みに 行って そ 

れを 見つけた-、〕 したら 或は その 方が 面.； n いか も 知れない。 


東洋 城 僕 は 水が 汲んで ない 慮-、〕 思って ゐた。 水 を 汲み込まう ミ した 時、 呂 桶の 底に 一 ー 寧ろ 

其から からに 乾いた 板目に 芥の樣 に柹の 花が あつたの を 見て、 淸 潔な 水を满 ふべき 風呂で あるか 

ら ミ 感じ、 同時 に 叉 小 さい 花に 何か懷 かしい 樣な氣 が したの か、、) 思うた 。 

寅 日子 水はなくて もい いが、 僕 自身の 經驗 から は 水が あった 方が 秭の 花の 感じが 強い。 

東洋 城 抻の 花の 感じの 上から 水の ない 乾いた 風呂の 底に したい。  • 

蓬 里 雨 は t たなし-、 > いふの は-ごう いふ 意味です か。 

寅 日子 取り付き はがない ミか、 淺 間し ぃミ か、 いろんな 意味が あらう ミ思 ひます。 

東洋 城 はしたなし ミは ある まじき 處 にある まじき 物が あった 樣な心 持-た。 

蓬 里 雨 さう も 私に は此 はしたな しが じゅ つ ミ こない." 

寅 日子 はしたな しが 柹の 花に は 最も 適當 ではない でせ うか。 

蓬 里 雨 据 風呂に 這 入らう 7,- して、 不圖 湯の 中に 姊の花 か 浮いて ゐ るの を 發見 する。 其 處には 寧 

ろ 野趣 掬す ベ きものが ある 氣 がする。 その 野-、， "趣，、 -を はしたな やで 現す の は さう か -、. ひます。 

少 く-こも 私 丈に は、 惡ぃ 意味の 野 丈し か 感じられない。 九州の 方で ははした なし を 日常 會 話に 使 

ふ。. 「そんな はしたな い 事 をす ろ もの では ない」 な-ご ミ よく 祖母さん に 叱られた 記憶が あ る。 其 

ニー 七 


二  l< 

^い. i^,^ いは 行儀が 惡ぃミ かさ もしい ミか、 さう いふ 道德 的の 意味 を 持って ゐ ます。 

寅 日子 なる 程、 柹の花 は 行儀が 惡ぃ 花で せう。 それ を はしたなし ミ言 つて 非難した やうな 言葉 

ミ しても 面白味が ある。 

蓬 里 雨 はしたな やの 道德的 意味が 寺 E さんに は輕く 響く らしい が、 私に は隨分 重く 響く。 せ；； 處 

から 見解が 岐れ て來る ものら しい。 

寅 日子 さう らしい。 

蓬 里 雨 はしたな や は 恐らく 先生が 苦心した 所 だら う-、〕 は S ふ。 苦心の 跡が 見える。 併し 跡 か 見 

える 丈で、 私に は 其 苦心に 和 應 する 效果が 現 はれない 氣 かします。 苦心が 戶迷 ひした のぢ やない 

か-、) 思 ひます。 

束洋城 はしたな や は 一向 差 支へ ない、 こんな 處 にあった ミ いふ 樣な處 を 面白い ミ思 ふ。 湯殿の 

窓 か 入口の 處へ柹 の 枝が 出て 居て それが 窓からで も 風呂の 中へ いっか 落ちて 居た。 夫 を 水で も 汲 

み 込まう ミ して H 附 けた ミ する。 前に 肯 つた 樣な柹 の 花に 對 する 心 持 を 中心に して その 風呂桶の 

す. ぐ 前に 姊の 木が あって 靑靑 ミ 若葉 を つ け 其 間に 白 い 花が 見え るな さ、 あたりの 初夏の 背景 もい 

いで あらう。 


蓬 里 雨 柹の花 は 重い からさう 方方へ は 飛ばない." I 夭から 此 處の据 風呂-、】 いふの は 湯殿の 中 

にある もの ぢ やない よ。 野天に 置いた 風呂 だよ。 

寅 日子 僕 も 此れ はさう も戶 外の 樹 蔭の 据 風呂で ない ミ困 るミ思 ふ。 

東洋 城 ^Isi ミ いった からって 戶外ミ は 極らない。 湯殿の 內 でも 軒下で もよ い。 僕の 鄴 里の 家 

の 湯殿の 風呂桶の 屮へ はよ く柹の 花が 散り 込んで ゐた" ミ にかく 柹の 花が さう 當然 散り 込む ミ 思 

はれる 場听 でない 方 か 自然. た-、) 思 ふ. - ありさう もない 處の ありさう もない もの、 ミ やや 意ダな S 

が 寧ろ 句の 骨子 をな して ゐ るの だから， - — 柹 の花ミ いふ 花 は 其 花 自身で は 別に 妙 も 佳 もない が 

_ いかにも くっきりして ゐて其 頃の 周圍の 狀-汉 -、〕 共に 一 種の すがすがしい 夏の 氣分を 出して るる。 

先づ もって 据 M 呂の 感じ、 次に 据 風呂の 巾 を視き 込む 樣な心 持、 それに 今 云った 樣な楝 の 花ミ疊 

んで來 る 間に さこミ なく 或 初夏の 氣 分に 漬かる のが うれしい。 はしたな や はさ こ 迄も此 一 句に 大 

切な 言葉で ある。 II 氣 持の いい 句 だ。 此 句の はしたな やに 道德的 意義な さは 微慶 もない、 只 棟 

の 花の 情調 を 活かす 爲 である。 

蓬 里 雨 先生の 句に 「据 風呂に 傘 さしかけて 春の 雨」 V.- いふ 句が ある。 是は 「神の 花」 の 翌年 卽 

ち 明治 三十 の 句で あるが、 此据 風呂 も 野天に 置いて ある 風呂で ある 事は惜 かで ある。 「柹の 花」 
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の. ミ 同年の 二十 九 年に 「据 風呂に 風 ひく 夜 や 1^ え 返る」 ミ いふ 句が ある。 是も 野天の 風呂で あ 

るに 違 ひない。 

蓬 里 雨 4-^-したなゃミぃふ句は、 屮 にある 柹の 花で はなく、 据 風呂の 屮が はしたな いので 其 巾 

に 柹の花 は 散って ゐ る-、  >  か、 又は 其 近く に^いて ゐ る-、) か、 鬼に 角、 屮の はしたない 据 風呂が 秭 

の の 近 旁に ある 事 を よんだ もの- 、一 も 解せられ る。 さう する ミ 底に 水が たまって ゐるミ しても、 

苦しく は 一 湯が 沸かして ある ミ しても、 兎に角 その 水 又は その 湯が 埃で さろ さろ になって ゐる 

樣な 所が 想像され る。 さう 想像す るミ、 私の 理解す る 意味での はしたな やが 活 きて 來る。 さう 解 

して はいけ ない. たらう かつ (附記) 


埋もれて 若葉の 中 や 水の 音 

寅 日子 山腹の 道 を 歩いて ゐる、 眼下の 〔4" の兩 側から 若葉が 押つ 被 さって ゐる、 その 奧に 谷川の 

音が a える、 、、- いふ 風に も 解せられ る。 併し 又す ぐ 道端に 一寸した 灌木の 茂みが あって、 その 若. 


葉の 下に ちょろちょろ-こ 小 流れの 音が 間え ろミも 解せられ るつ 私 は 後の 解の 方が 埋もれて に は 寧 

ろ 適して ゐろミ 思 ふ。 要するに 此句 では 埋もれて が 主要な 部分に なって ゐる： 夫 程 非常に 佳い 句 

ミも思 はない が、 氣 持の 惡 くない 句で ある。 尤も 若葉 ミ いふ 言葉に 重き を 置く ミ 自然 前の 解の 方 

がいい やうで ある。 

東洋 城 水の 音 は 川な のです ね。 

寅 日子 そのつ もりです。 

東洋 城 水の 音-、】 いふ-、 -瀧 でもい い、 何 ミ きまらない。 

蓬 里 雨 此處 では 併し 瀧ぢ やない。 

東洋 城 僕に はずつ も漠 7〕 した 句で ある。 埋もれて に 苦心 は あるが、 その 苦心が 水の 音で 流れて 

しまった 樣な氣 がする。 

寅 日子 若葉 ミ いふ もの か マツ シ I ブの 感じ を與へ ろ もの-たから 水の 音が 埋もれる ミ いふ 言葉 か 

よく 利いて ゐろ -、•- い ふだけ です。 

蓬 里 雨 僕 は 寺 田さん の 第 一 說に贊 成す る。 

寅 日子 若葉の 感じに 重き を 10 くので すね。 鬼に 角 あまり 完全な 句 だ ミは思 はれま せんね。 
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蓬 里 雨 さう です。 運動して ゐる もの を 迥轉の 緩漫な フィルムに 撮った 樣な 感じが します。 

寅 日子 耍す るに 感じの 度合が 强 くない、 焦點か はっきり ミ して ゐ ないで せう。 

束洋城 句境ミ して 立た う-、 ：- した 處には 何 か あるか もし れんが、 吐き出す までに まだ 充分 氣か籠 

ら なかった のです ね。 若葉の 中 や 水の 音で は 聊か 出し 拔 かれる。 含蓄 も 餘韻も 何もかも 言つ ちま 

つたので 筋 書ば かりの 句に なった のでせ う。 

蓬 里 雨 筋 書ば かりの 句 だ も 思 はない。 


鞭 鳴す 馬車の 埃 や 麥の秋 

寅 曰 子 麥 秋で、 あちら こ らに 刈入れ をして ゐる。 多分 暑い 日の 午後の 景 であらう。 そこ をガ 

タ！ if 車が 通って 行く、 馬の 蹄から 埃が ゆるやかに 煙の 樣に 上って ゐる。 鞭の 音が 靜 かな 四隣に 響 

く。 それ を 傍 觀者ミ して 寫： iH した もので あらう。 此 鞭の 鳴ろ 音が 此 景色の 感じ-、〕 非常によ く 調和 

して ゐる 7.- 思 ふ。 
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束洋城 此鞭は 馬の 尻 を はたいた s です か。 

寅 日子 鳴らす 丈で いい ミ思 ひます。 

束洋城 麥 秋に 馬が 埃 を あけて 行く ミ いふ 句 は 陳腐 だが、 鞭 鳴す は 一寸 新しい。 

寅 日子 風が ちつ-、. - もなくて、 { や- 氣 かし いん-、，" してる る 日 を 思 はせ る。 

蓬 里 雨 日 は カン 力 ン してね る 方が いい。 麥 秋に 馬車-か 埃 を あけて 行く ミ いふ 事 は 夫 程 陳腐で な 

い 息 ふ。 さう して 僕 は鞭嗚 すが あるので、 反って 此 句に 不満足 をいだ く。 

.W 〈日子 さう いふ 譯で  

蓬 里 雨 私の 方の ffl 舍には 乗合馬車 ミ いふ ものが 此頃 兒當ら ない。 其せ ゐ かも 知れない が、 此鞭 

鳴す が 妙に ハ ィ カラに 閗 こえて 一 寸景 色に そ. ぐ はない 氣 がする。 私は此 馬車 は 人を乘 せる ので は 

なく 荷物 を 載 せる 馬力-た ミ いふ 風に 解釋す るの だか ら. - 

寅 日子 m 舎 道で 馬車 ミ 云へば 人が 乘 つて ゐる 馬車 7> 思 ふ 方が 普通 ぢ やないで すか。 

蓬 里 雨 處が 私の S 含で は 人を乘 せない 方が 普通です" もつ ミも 此處 では 人の 乗って ゐる 馬車 ミ 

しても かま はない。 唯 だ 鞭 鳴す ミ云 はれる-、 ヽ 私の 眼の 前にう かんで 來 るの は、 王侯 貴人の 箱 馬 

車 かなん かで、 主人 を 待ち あぐんだ 御者が 徒然の 餘 りに パチパチ 7-- 鞭 を 鳴らして ゐる 所で ある。 
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「鞭 鳴らす 晏 子の 御者の 日永 かな」 ミ でもい ふやうな 句が 何處 かにあって、 然も 夫が 先生の 句集 

め 中の 何處 かに ありさうな 氣さ へ して、 夫が 私の 頭の 屮に しっかり 根 を 下して ゐ るせ ゐ かも 知れ 

ない。 —— さう いふ ものです かな。 

東洋 城 麥 秋の m 舍は麥 の 成 熱 や 麥の取 入れで 見る 限り、〉」 こも かも 同じ 樣で 人人 忙しい 中に も悠 

長な 感じが ある、 □ も 暑く 時候 も悠 い、 その 麥 秋の 中 を 長長-、〕 街道が 通って るる。 街道 は 續く日 

和に 暑い 日 を 照り返して ゐる。 固よ" 乾き 切った 土 は 砂埃で 道 は モク モクして ゐ よう。 是 等は總 

て 夏の 日の 何もかも を 倦まし 眠らして 了 ふやうな 遲鈍 さで ある。 そこに 鞭 鳴す で 鞭の 不意の 劇し 

い 音を點 じたの がー 寸眼覺 める ばかり だ、 ミ、 IG^ 角に のろのろ 歩いたり 行き 止まって るた 馬が、 

ビクリ ミ して 忽ち 靳け 出す。 其 結果 車 は あの 一 一寸 も 三寸 もの 深さに 積った 砂埃 を 蹴散らし てきし 

り 出す ので 埃が パ ッミ 上って 漆濛 i つづく。 そこに 鞭 を 加へ れば其 時 だけ 急に 走り .£ しぢき 歩み 

を ゆるめて しま ふ El 車馬が よく 見えて、 夫を屮 心に 麥 秋の 穩 かな 情景が 躍如 ミ する ミ思 ふ。 鞭 鳴 

すミ埃 ミ の續き 方の 思 ひ 切つ てゐ るの は 其 間の 消息 をよ く傳 へて ゐろミ 思 ふ。 

蓬 里 雨 麥 秋の 情景 は 君の 云ふ樣 な- 「何もかも 倦まし 眠らして 了 ふ 樣な遲 鈍な」 感じで はない ミ 

思 ふ。 從 つて 鞭 鳴す が 「不意の 劇しい 音を點 じ」 て 「眼 を覺 ます」 やうな 感じ を與 へる ミは思 は 


ない。 


顏に觸 る る 苗 蕉 涼 しゃ 籐の 寝椅子 

寅 日子 支那 風の 家の 緣 側の 廻廊の 樣な 所に 籐の 寢臺を 置いて 自分が 寢てゐ る。 ^力 下から 苗 ise 

の 葉 か 差し出て ゐて それが 折折 顔に さはって ひやり ミ する、 恐らく 葉の 匂 ひもす る。  比 句よ 

確か 先生の 好きな 句だった ミ 記憶して ゐる、 又實際 先生の 好き さうな 句です。 家 は 支那 風で も寢 

て 居る 作者 はや はり 先生であって、 そして 浴衣の 胸 を ひろけ 手足 を だる さう に投け 出して ゐる ミ 

、 J ろが 私 に は 思 ひ 浮べ られ る。 

東洋 城 別に 難はありません。 

蓬 里 雨 此 句で 支那 風の 景色 を 想像な さいます か。 

寅 日子 先生の 早稻 S の 昔の 緣侧も 甲》 はないで はない が、 それよりも 寧ろ 支那 風の 景色 を 思 はせ 

られ る。 -)」 うい ふ譯 だか それ は 解りません が。 
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蓬 里 雨 貴方の 所に ある 津 田の 揪石 先生 閑居 讀書 之圄が さう 思 はせ るの ぢ やないで せう か。 

脊子 さう かも 知れません ね。 

蓬 里 雨 私に は 支那 風な イリ ュ I ジョン は 出て 來 ない。 すぐ 見えて 來 るの は 私に 一番 親しみの あ 

る早稻 S 南 町の 先生の 書齋 の南緣 です C 

黄 日子 先生から はじめて 此句を 聞いた の はたし かに 熊 本であった、 併し 熊 本の 當 時の 评 井の 家 

にかう いふ やうな 場所はなかった、 芭蕉 もなかつ たし 籐椅子 もなかつ たし、 庭に は 殆んさ 何もな 

ぃミ 云って いい 位であった" 庭の 向 ふの 建 仁 寺 垣に 朝顔が からんで、 それが 枯れても その 儘に. か 

ら がら になって るた やう に 記憶し てるます。 それ は 10^ に 角 此句は 先生 から 特に さ うだ ミ 云って 示 

された 記憶が あるつ だから 少 くも 當時先 生の 氣に 入った 句で はない か 7.- 思 ふ。 此句 にも 多少 感覺 

的な 處が あり はしません か。 

蓬 里 雨 あります。 

寅 日子 視覺 觸覺の 外に 嗅覺も ある。 

^里 雨 僕 も 佳い 句-、〕 思 ひます。 隨分爽 かな 感じに 充 ちた 句 だ-、 一思 ひます。 


I 


雲の 峰 風な き 海 を 渡りけ り 

寅 日子 此句は 三十 六 年の 句であって …… 

蓬 里 雨 いや、 これ は 三十 三年 洋行 中の 句です。 十月 六日の B 記に 「此 二三 日 風波 頗る 穩 なり 今 

朝 は 殊に 靜 かにて 恰も 鏡 上 を 行く が 如し 印度洋 も 存外な 者な り」 (全集、 第 十一 卷ー 一) -、〕 あって 

此 句が 出て ゐ ます。 Aden に 着いた のが 十月 八日の 夜 だから、 是は Aden へ 着く 三 曰ば かり 前の 

印度洋 上の句です。 

寅 日子 さう です か、 僕 は 西洋から 歸 つてからの 句ミ 計り 思って ゐ たか、 それで は 訂正し ます。 

—— 赤道 近くの 海 を 航海して ゐる、 風が ちつ ミ もなくて 水面が ミ ろり ミ ろり ミ 光って ゐる。 恐ら 

く 飛魚 も 飛んで 居た かも 知れない。 遠くの 水平線 上に は 雲の ST か 聳えて ゐる。 さう いふ 光景の 感 

じ を すらり ミ 詠んだ までで ある〕 が此 「渡りけ り」 ミ いふので、 今までに 可也 長い 海上 を 渡って 

來た心 持が 出て ゐる かミ思 ふ。 

東洋 城 僕 もさう 思 ふ。 「渡りけ り」 は 長長 ミ 航海して 來たミ いふ 外に、 まだ これから も 航海して 
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行く-、) いふ、 なんにも な い 洋上 を 渡 つて 行く 心 持 も ある。 

蓬 里 雨 此句を 僕 は 非常に 名句 だ-、) 思 ふ。 すらすら ミ 云っての けて はるる が、 此 景色 は 非常に 大 

きい， - 非常に 大きな 景色が 苦 もな く 充分 此 句の 屮に疊 み 込まれて るる ミ思 ふ。 寺 田さん の 所謂 ミ 

ろ ミろミ した 油の 樣な 海が 前に も 後ろに も涯 しなく すうつ ミ廣 がって ゐる。 その 廣 がりの 中 を 幾 

日 も 幾日も， H 分の 船が 航行す る。 さう して 幾日 航行しても まだ 其 油の 樣な 海は續 いて ゐ るので あ 

る" 風な き海ミ いふ 言 菜から は、 必然的に 印度洋の やうな 廣ぃ 海が 想像され る、 し 

東洋 城 大洋の 眞 屮で實 際に 風が 死んだ ミぃ ふこ -、>  はあります かコ 

寅 日子 それ は 熱帶 の 大洋に は 珍ら しくない こミ でせ う。. 

蓬 里 雨 「渡りけ り」 のけり に は、 寺 田さん の樣な 意味 も あるが、 詠嘆の 心 持 も ある。 渡る 事が 過 

去 だけで はなく 未來 にも 辏く。 卽ち是 は 助動詞の 働き 丈に 限らす に 一 種の 感歎詞の 役目 を も 勤め 

てゐる もの ミ 見たい。 

東洋 城 前置が なく ミも よく 解って 來る 句.：； r 

寅 日子 松 根 君に は 此句は 物足りなく はありません か。 

東洋 城 よく 感じられます。 


寅 日子 是丈 では 熱帶ミ いふ 事が 解ら なく はない のです か。 

東洋 城 句の 文字 ミ して は熱帶 でなくても いいの かも 知れない が熟帶 なら 尙 いい-、〕 思 ふ、 c!^ い 暑 

い 極致の 樣な 感じが します から。 そして 渡りけ りに は 長い 時間 を 感じます。 

寅 日子 一 時間 渡っても 渡りけ り だ-、」 云へば 云 はれ はしません か。 

東洋 城 それ は 理窟です つ 句全體 が、 委しく 云へば 句の 調子が、 より 長い 時間 を 想像す る 方が 連 

當な樣 に 出 來てゐ るので す。 渡る かな ミ 現在に 殺さないで 渡りけ り ミ時問 的に いったの もよ いつ 

後 も あり 先 も あるから いいの だ。 印度洋 か 熟 帶かは 解らぬ が ある 廣ぃ海 を 渡り 鑌 けて るろ 事は充 

分 わかる、 それ を 更に 印度洋 を 毎日 毎日 航海して るる 事に すろ 方 か 働きが ある。 勿論 是か 事實 ミ 

して 洋行の 途中で あり 印度洋で ある-こ いふ 事 は 句 以外の 文字から 極まる のです。 鬼に 角 句 面で は 

e こいつ ミ は 極まらな く ミ も 大きな 感じ を 持 つて ゐ る 事 は 確か. た。 

寅 日子 さう いふ 大きな 感じが ある ミ すれば 此 句の 句 柄が 非常に ェ キ スブ レ ッ シ I ヴだ -、>  いふ こ 

-/J になる。 

蓬 里 雨 風な き 海 を 渡りけ りで、 僕に はすぐ 印度洋が 出て 來る。 

寅 日子 赤道 無風 帶の 光景 ミ 見ても いい" 11 歐洲 航路で 碇泊 地から 碇泊 地 迄の 一 番長 いのは、 

ニニ 九 


io 

コロン ボ から アデンまでの 間で、 その 間 は 殆んさ 陸地 を 見ない、 此句 はさの 邊 での 作 だか 解る ミ 

蓬 里 雨 先生 は 十月 一 日の 晝に コロン ボに 着いて 其 夕方 宿屋で ライス 力 レを曖 つて 見たり なんか 

して ゐる。 出帆の 日 は 書いて ない が 二日の 午後の 樣 にも 想像され る。 アデンに は 八日の 夜着いて 

ゐて此 句 は 六日に 作った の だから、 凡そ その コロン ボ から アデン へ の 途の眞 中頃で 作った もので 

せう. - 

寅 日子 さう すれば 益此 句の 妙味が よく 解る 事になります。 


引窓 をから り，、」 空の 明け 易き 

寅 日子 朝早く 起きて 臺 所の 引窓 をから り V,- 明ける V,- 空が すっかり 明るくな つて 居る。 もうこん 

なに 明るくな つた かミ思 ふ。 このから りミ いふ 言葉 は 引窓の 開く 音に も、 空の 明け はなれた 事に 

も 通じる ので あるが、 此 句で はさう いふ 技巧が 少しも 嫌味 を 感じさせなくて 却って 複雜な 一 種の 


錯覺に 讀者を ひき 入れる。 短夜の 夢の 樣な心 持 を 呼び 起す 樣な氣 がする。 おそらく 此れ は 細工 を 

して 作った 句で はなく 自然に 口 をつ いて 出て 來た 句で はない かミ思 ふ。 

東洋 城 引窓 を あける 拍子 に 夜が 明け る ミ い ふ 事が 際 さい 上に、 音 ミ 空 ミ がから り ミ 明けた ミ い 

ふ其掛 言葉の 樣 になって ゐろ所 か 句の 嫌味 だ。 句の 覘 つた 所よりも 調子の 方が 出 娑婆って るる。 

早くい ふミ 一 寸 した 洒落 を輕 薄な 調子で 詠った 樣な句 だ" 

蓬 里 雨 寺 田さん の 夢の 樣なミ いふよりも、 此 句の 心 持 はもつ 71 はっきりして ゐろ やうな 氣 がし 

ます， - 

寅 日子 空 ははつ きりして ゐ るが、 頭の 中には なんだか まだ 夜が 殘 つて ゐる樣 な氣 がする。 此句 

の 一 寸 見て 解って 解らない 樣な處 が 夏の 夜明けの 心持ミ 一 致す る。 

蓬 里 雨 意味 をた さって ゐるミ 解ら なくなる が、 IB^ に角是 は、 寢 たりない 心 持が して ゐる 所へ 窓 

を 開けて H の 光が ば つ ミ映 つて 來た ミ い ふ處. たらう vs、5 ひます。 從っ て 私 は 夢の やうな ミ いふよ 

り は、 はつ ミ眼. か覺 めた 樣な 感じ を 受ける。 

寅 日子 さう いふ 所 も ありませ う。 

蓬 里 雨 私は臺 所へ 行って 引窓 を 明けた ミか 何ん ミ かいふ 事よりも、 寧ろ 夏の 朝のから りミ 開け 
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た 感じ を 詠った もの だ-、 - したい。 此句は 非常に 巧みで ある。 

寅 日子 巧みに は 巧みで あるが それ は 恐らく 自然に 出て 來た 巧み だ-、) 思 ふ。 

東洋 城 僕 は 捲へ 物だミ 思 ふ。 寢ほけ 眼で 詠んだ 樣 なので はなく 大に當 てて やらう ミ して ゐる樣 

な 句 だ。 

寅 日子 僕 はやつ ばり 感じ だけの 句 だ ミ思 ふつ 餘り 理論 を考 へたら 駄目に なって 了 ふ： そして 此 

句 も 非常に 實感 的な 句で ある。 

東洋 城 僕 は 少しも 理窟 を考 へて ゐ るので はない. - 反對に 實感を ひた ミ吸ひ 取らう-、) して かかる 

から t  ； そ 作者の 調子 づ い た 事 ^ ： 嫌惡を 感じ るつ 

寅 日子 さっき 小宮 君の 言 薬に 日の 光が さした-、〕 いふ こミが あつ.； r か、 僕 はま だ 日の出ない 前の 

事で はない か、/, ひます。 

蓬 里 雨 いや 日の 光 ミ いふの は 太陽の 光ミ いふ 意味ではなかった のです。 空の 明るさです。 

寅 日子 夏の 朝 は 水 蒸氣か 多い から 外の 季節に 比べて 特に 空が 明るい。 此事實 か 可也よ く此 句に. 

生かされて ゐるミ 思 ひます。 


苔淸水 天下の 胸 を 冷やしけ り 

寅 日子 苔淸 水が あろ、 そこで 胸 を 冷した、 其 胸 はた だの 胸ではなくて 天下の 胸で あろ、 ミ かう 

云 ふので ある。 —— 何の 事 だかち っミも 判らない 樣だ が、 併し 實際 そんな 胸が 何處ぞ にあっても 

いいやうな 氣 がする、 又 夫 を 冷した ミ いふ 事が 矢 張 何 かしら 一種の 感じ を與 へる。 强 ひて 具 體的 

な 解 を すれば、 例へば 生が 二三 人 連で 山を步 いて ゐる、 歩きながら 議論で もして 天下の 豪傑 は 

自分 等 計りの 樣な こミを 云って 居る。 夫から つい 道端の 木蔭へ 這 入って そこの 笞淸 水を飮 む、 胸 

がすつ-、， - 涼しくなる、 そこで 其內の 一人が 突然 かう いふ 俳句 を 詠んだ ミ する、 さう すれば 少くミ 

も 連れの 人人に は此 句の 意味 は 自ら 通 やる ミ思 ふ。 或は 叉 例へ ば 本當の 天下の 志士が 唯 一 人山 越 

しなして ゐ るので も かま はない。 つまり 誰か しら 或 人が 淸 水で エル ネ I レンした、 その 人が： 大下 

の 人で あれば いいの だら ぅミ思 ふ。 或は 天下 莴 人の 涼み 場處 である ミ も解釋 される かも 知れない 

が、 さうな るミ 反って ただの 平凡な 誇張に なって 詩 味が薄い ミ思 ふ。 冷す は、 手拭な さを濡 して 

朐を 冷す のではなくて、 水 を 飮んだ 事であって いい。 せ G 淸水は 道端の 崖な さから 垂れて ゐ るので 
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はなく、  . ^しこん もりした 處 にある の だら う。 天下の 胸-、) いふ ものが あるなら それ は 恐らく 熱の 

高い もの だら う。 

蓬 里 雨 松 根 君、 是は 先生が 君ミ 一 緒に 作った 句 だ。 君 はさう 思 ふ。 

東洋 城 當時 別に 何も 言 はれなかった" 天下の 胸って 矢っ張り 豪傑 振った 事 だら う。 

蓬 里 雨 これ は 先生が 『虞美人草』 を 書いて ゐた 明治 四十 年の 夏の 句で ある。 先生が あの 『虞 美 

人 草』 の 屮の宗 近さん の 事 を 頭に 置いて 淸 水の 句を考 へて、 此 句が 出て 來 たので はない か、 ミも 

想像され る。 天下の 朐 なさ ミ いふの はさう も 甚だ 宗近 式で ある。 

寅 日子 成程 さう かも 知れない ミ思ふ 所が 此 句の 何處か にある。 

東洋 城 先生の 淸 水の 句 は 色色 變 なのが ある" 此 「天下の 胸」 は 壯士が 慷慨 悲憤して ゐる 樣な處 

だら う。 

蓬 里 雨 朐を 冷し けりが 面白い。 

凌霄の 花を數 へ て 幾日 影 


寅 日子 多分 大きな 松の 樹に でも 凌霄- かからんで ゐる、 夫 を 毎日 仰いで 見て るら、 幾日 ミ なく 唯 

ださう して ゐるミ いふので ある。 11 是は 七月 末 頃武定 巨口 ミ いふ 人への 葉書に 「貴 句 拜見虞 美 

人 草 御よ み 被 下 候よ し ダラ くになりて 申譯 なく 候」 ミ して 此 句が ある、 多分 武定 氏が 句で も 寄 

越して、 その 句に 凌霄 がよ み 込んで あつたの ではない か-、) も 想像され る。 la^ に 角此頃 先生が 小說 

L2 書き 飽きた 心 持が 他の 色色の 手紙 等から も讀み ミられ る、 その 心 持 を 句に したので ある。 「幾 

曰かな」 ミ しないで、 幾日 影 7> したの も 面白い-/ 思 ふ。 影の 字に はかな 以上の 切 字が は 入っても 

る-、】 思 ふ，" そして アン 二 ユイ-の 心 持 かこ もって ゐ る： 

東洋 城 花を數 へる-、〕 は 何う いふ 事で せう" 

寅 日子 別に 一 ー數を 勘定す るので はなく、 唯 だ 毎日 花 を 見て 過して 居る ミ云 ふので せう， - 

蓬 里 雨 凌霄花 は隨分 長い間 花 が^く。 非常に 澤 山の 花 をつ けて、 しかも 夫が 長い間^き 續く。 

東洋 城 數へ るの は悔日 花を數 へたの か、 凌霄花 は數が 多い から 毎日 見た ミ いふの か 一寸 解ら な 

蓬 里 雨 先生が 西片 町の 家で 『虞美人草』 を 書き出す 時、 僕-三 一 一 重吉 -/.- で 先生の 家の 庭に 花壇 を 

へて 上け た 事が ある。 先生が 『虞美人草』 を 書き 始めてから 殆んさ 書き終る まで、 此 花壇に は 
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花が^い た。 先生 は 夫 を 見ながら、 筆 を 執って ゐ たらしい。 

寅 日子 そんなら、 それにち が ひない。 それ-た V- 「のう ぜん はれん」 卽ち金蓮花の^^-になる。 

蓬 里 雨 幾日 影ミ いふ 言葉の 中には 暑い 日影が 花に ある、 それ を 幾日も 幾日も 眺めて 來た遙 かな 

暑い 「道中」 の 感じが 出て ゐる。 

寅 日子 僕も此 言葉に は 可也 色色な イリ ュ— ジ ョ ンが附 きま-、) つて ゐるミ 思 ふ。 

東洋 城 以前の 家に でも、 松に からんだ 凌霄花はなかった のかな 、空に 凌霄花 を 使った ので はな 

ぃミ思 ふ。 初めは 自然に 松に 絡んだ 凌 霄の花 を 描いて ゐ たが。 

寅 日子 僕 もさう 思って ゐた. - 

東洋 城 私 は 此句は 感心し ません。 

寅 日子 此句は 二十 九 年 三十 年 あたりの ものに 比べる ミ すつ ミ圓 みがつ いて 來て晚 年の 句の 樣な 

味が 出て 居る。 

水盤に 雲 呼 ぶ 石 の 影 すずし 


寅 日子 此句は 四十 五 年の 句-た-、) 推定され ます。 眞 白な 水盤に 淸洌な 水 を 張って 眞黑な 石が 据ゑ 

て ある、 水盤の 底に は眞 砂の ？！？麗 なの もまいて あるか も 知れない、 石の 形 は兀ミ して 高 峯を想 は 

せる 樣な ものである。 それが すっかり 水に 濡れて さながら^の 雲 を 呼んで ゐる樣 で 涼しい、 石の 

陰に はう つす らした 紫色の 影 も ある。 —— これ は 私が 扇に 書いて 貰った 句で あるが、 別に 控へも 

なかった らしい 所 を 見る ミ、 卽與の 句だった かも 知れぬ。 その 扇 は 茨城 縣神 岡の 櫻川ミ いふ 宿 星 

へ 置き忘れて 來 たままで、 その後 さうな つた か 判らない、 或は まだ それ ミも 知ら やに 保存され て 

るる かも 知れない。 

東洋 城 水盤に 石が あって 雲 を 呼んで 涼しい ミ いふでなくて、 其 影が 涼しい ミ はさう いふので せ 

うか。 

寅 日子 眞 白い 水盤に 石が 置いて ある ミ 底の 方に ほうつ ミ した 碧 味が かった 影が ある。 その 影が 

涼しい 感じ を與へ るの かミ思 ふ。 

東洋 城 盆石の 小さい のが 雲 を 呼ぶ ミ いふ 所 も 涼し さう だが、 さう でなくて 影の 方が 涼しい ミぃ 

ふので すね。 

寅 日子 影の 方 も 涼しい ミ いふので は あるまい か。 
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柬洋城 一寸 ごちゃごちゃして ゐる 所があります ね。 影 涼し ミ いふの が 特に 影に 中心 を 移して 了 

つて ゐて 石より も 其 影の 方 に 人の 心 は 赴 か ね ばなら な いから、 影 さ 一一 一 n ひ 乍ら う つって ゐる 影が 判 

ら ない 0 

蓬 里 雨 影-、〕 いふの は 石の 姿 をい ふので はないで せう か。 

東洋 城 つまり 石 涼し-、〕 いふ 風に？  . 

蓬 里 雨 さう だ。 さう して 此 句で 重要な 事 は、 水盤が 白くて 石が 黑ぃ、 さう して 其 石 は 濡れて ゐ 

るミ いふ 事 だ。 石 は 滑らかな 石で はなく、 きざき ざの 多い 石でなくて はならない。 

寅 日子 影 は 成程 さう いふ 意味で せう。 僕の 說明は 取消し ませう。 

蓬 里 雨 雲 呼ぶ ミ いふ 形容 は 先生 獨 得の 形容 だミ思 ふ。 

柬洋城 僕 は 雲 呼ぶ ミ いふ 事 は 夫 程に 思 はぬ、 必 しも 先生 を俟 たない。 此句 もさう 感心した 句-ち 

やない。 


その 八 (松 根豐次 郎抄) 


前書 略 

初秋の 蒸 動きぬ 枕元 

東洋 城 此句は 僕が 『新 春夏秋冬』 の 秋の 部 を 選んだ 時、 先生に 頼んで 序 を 書いて 貰った、 その 

序に 載せられた 句で ある。 序文に は 「麻の 夜着 を 腹の 上に 掛けて、 仰向に 兩手を 合掌して ゐろ所 

へ 東洋 城が 來て、 新 春夏秋冬の 秋の 部の 序 を 書け ミ逼 ろ。 病氣 だから 序 は 書け ない よ、 ミ 云って 

一句 を 口吟む」 ミ ある。 此 前置ミ 併せて 此句を 見る ミ、 先生が 其 時に 病氣 をして 寢てゐ た 樣子ゃ 

それから 寢てゐ る 先生の 氣持 杯が よく 見える 樣に思 ふ。 先生が 寢てゐ る 書齋の 前の 庭に 芭蕉が 靑 
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靑 -、.- 伸びて るる、 夫が 先生 は 寢てゐ るから よく は 見えない が、 不斷に 見馴れて よく 知って るる か 

ら、 長い 夏から 秋に なり かけて 芭 藤が 愈 自分の 時代になる ミ いふ 樣な勢 を 持って 茂って 來た、 ミ 

いふ 樣な 事を寢 ながら 考 へた。 自分 は 病 氣で寢 てゐる けれ さも、 つい 枕元の 庭先が もう 秋に なつ 

た、 秋が 此 芭蕉に 動いた、 かう いふ 心 持が 寢てゐ る 先生に ある 快味 を與 へた。 さう いふ 先生の 狀 

態 を 詠ん-たので、 それが 直接に 序文になる ので はない、 のみなら す 序文に は 「病氣 だから 序 1  乂は 

書け ない」 ミ言 つて 斷 つて 此句を 詠まれた ので ある、 直接に は 何等 本の 序に は關係 はない。 けれ 

さ も 其 場合に 於け る 先生 の 心 持 は、 賴 まれた の だから 何 か 序 を 書 いて やらねば ならぬ ミ いふ 自分 

に 對す る 好意 ミか 親愛 ミ かさう いふ ものが 先生 の 心の 內に 動いて 出來た の だら う V】 思 ふ。 此時は 

實際 病氣で 書け なかった のに は 違 ひない けれ さも、 先生の 序文 は、 正面から 序文に 書いた 樣 でな 

いのが 隨分 ある 樣 である。 そして さう いふ 所に 何だか 正面から 書かれた のより 感じの 深い ものが 

ある 樣に思 ふ。 

蓬 里 雨 是は 先生が 胃が 惡 くて 床に 就いた はじめての 時、 卽ち修 善 寺 大患の 前の 年で ある。 松 根 

君 は 芭蔡は 見えない ミ いふが、 あの 書齋の 先生の 寢てゐ る 所から 芭蕉 は 見える ぢ やない か。 

東洋 城 寢 てて は 枕元 は 見えな いぢ やない か。 


蓬 里 雨 「枕元」 ミ いふの は此 場合 君の 解釋 する 樣な 意味で は あるまい。 僕に は 此句は 君の 考ゝ 

てるる よりもぐ つ ミ實感 が ある、 ミ思 はれる。 芭蕉の 見える 見えない は^ 問趙ミ しても- さ 焦の 

さらさら-、) 戰ぐ 音が 耳に 薄って 來る 所に、 先生 は 秋の 訪れみ 感じた もので あろ ふ。 

束洋城 芭蕉 は立關 脇に あるの だから 書齋に ゐれば 見えな く はない かな あ。 夫から 枕元に あるの 

だから 見えない の-;; r その 見えないで 動く の を 知る 所がい い： 

蓬 里 雨 「枕元」 ミ いふの は、 音が 耳に 薄って 來ろ 感じ を 具象的に あら はした ものである ミ 枕元」 

だから 見える ミか 見えない 7) か 云 ふの は 可笑しい。 —— 夭から 此 句に は 君に 對 する 成 ^ 情が 出て ゐ 

るかな。 

束洋城 あろ ミ思 ふ。 

蓬 里 雨 書いて 貰った からさう 思 ふの ちゃない か。 

東洋 城 夫 はさう かも 知れぬ。 が、 程度 こそち がふ ミも 誰が 讀ん でも 感じる ミ ふ。 

蓬 里 雨 僕 は 此句は 序文の 前置に 關係 なく 生れた もの だら ぅミ いふ 氣 がする。 

柬洋城 「病氣 だから 書け ない よ」 ミ いって 作った の だからな つ 叉假令 そんな 句 案が 腹中に 彷彿 

して 居た-/】 しても、 それが 序 を 書く こミに 於て 引出され たので あろ。 
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蓬 里 雨 僕に は 君、. - 先生 ミの 個人的の 關 係が 此 句の 表な り 裏な りに 出て ゐるミ は 思 はれない。 

束洋城 け れ さ も i5 人的の 心 持が 先づ あって それから 作られた の だから …… 。 

蓬 里 雨 いや、 僕は是 は、 君の 句集の 爲に君 を 頭の 屮に 置いて 作った のではなくて、 芭蕉の 葉の 

戦ぎ に 初秋 を 感じる、 其 デリ ケ— 卜な 音の 味から 此 句が 自然に 生れた、 夫 を此際 序文の か はりに 

使った もの だら ぅミ いふ 風に 解釋 する。 

東洋 城 失で もい い。 少 くも 新 春夏秋冬の 「秋の 部」 に 序す るミ いふ 心 持の 下に 出来た 句 だから 

な。 且 反歌 的に 前文 ミ關聯 して 序の 一句-、〕 して 詠まれた 所に、 普通の 句ミは 違った 所が ある。 

蓬 里 雨 失は此 句の 一 般 的な 解釋に はならない。 寧ろ 先生が 寢 てるて、 少し 病氣か 癒り かけて 來 

た、 そして 外 を 見る ミ芭 蒸の 廣葉. かふら ふら ミ搖 れてゐ る。 夫が 微かな 昔に なって 耳に 響く。 あ 

あもう 秋に なった の だな ミ思 ふ。 病後の 頭の 屮をー 味の 淸涼 かすうつ ミ 通って 行く。 此句は 云 は 

ば病屮 偶成 ミ でもい ふ樣な 句で ある V.- 思 ふ。 

寅 =： 子 此 句に 就て は 矢張り 前置の 文句 をよ く 味って 見る 方が よい ミ思 ひます。 仰向に 寢て、 合 

掌して ゐ るの だから、 先生が 虛心狀 態に なって ゐる。 そこへ 松 根 君が 来て 序文 云云 ミ逼 る、 病の 

爲 にしば らく は あらゆる 用事に 遠ざかって 居た のが、 そこで はじめての 用事ら しい 事が 出来た、 


其 用事 ミ いふの は 句集の 序 を 書く-、〕 いふ こミ であった ノ その 心 持が 句の 心 持-、』 いくらか 通じて 居 

る。 ボン ャリ して 居た のが、 はじめて 氣が ハツ キリす るミ いふ 點で 似て 居る。 さう 考 へれば 序文 

に； x ない 事 はな い ミ 思 ひます。 

蓬 里 雨 僕 は 何も 序文に なろ ならない を 問題に して ゐ るの ぢ やありません。 


阿蘇 戶下溫 泉 

草 山に 馬 放ちけ り 秋の 空 

東洋 城 此句 は、 前置に ある 場處は 知らないが、 あろ 木の ない 草ば かりの 山へ 馬 を 放った、 する 

ミ 馬が 草 山の 上に 立って ゐ るか 歩いて ゐる、 其 上に は 晴れ晴れ ミ した 秋の 空が 廣 がって ゐる、 ミ 

いふ 句で ある。 此馬は 耕作に 使った の を 用が すんで 野へ 放す ので もい い、 小 尾に ゐ たの を 野へ 放 

すので もい い、 兎に角 今迄 繁が れ てゐ たの を 放 たれた 自由の 心 持の 上に 秋 天が ある ミ いふ 句で あ 

る。 いかにも 高い 處に 馬が ゐて、 放 たれた る 馬ミ いふ 心持ちが あって、 晴晴ミ した 所が ある、 無 
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論 秋 天 の 晴れた 高さ は 格別で あるが。 

蓬 里 雨 馬 放ちけ り は 誰が 放した の だら う。 

東洋 城 それ は 判らない が、 1: る必耍 もない。 

蓬 里 雨 次ち けり は 放した 人の 心 持 ミ も 見られ はしない. たらう か。 

束洋城 いや 放って あるの を 見た の だ。 

蓬 里 雨 戶下 温泉-、) いふの は 僕 も 知らないが、 此 時の 連れの 句 を 見る ミ、 さう も此 温泉 は、 杵 間に 

あ る 樣な氣 がす る。 從 つて 此草山 は戶 f 温泉から 、ご , 〕 か餘所 へ 行く 途中の 事で はない か-、) も 思 は 

れる。 連れの 句に は 「温泉 湧く 谷の 底より 初 嵐」 「谷底の 温泉 槽を 出る やう そ 寒み」 「女郞 花土椅 

を 二つ 渡りけ り」 杯 ミ いふの-か ある。 


別る る や 夢 一 筋の 天の川 

柬洋成 先生が 『思 ひ 出す 事な 一』 の 中に 「何-、.. いふ 意味 か 其 時 も 知らす、 今でも 分らない が- 


或は 仄に 東洋 城-、 1 別れる 折の 聯想が 夢の 樣な 頭の 屮に這 入って 忧惚 ミ出來 上った もので はない か 

、、- 思 ふ」 ミ 書いて ふられる が、 此 句の 感じ を 味って 見る- 、-、 修善 寺での 病中に、 ふミ ある 1^,^ じが 

湧いて その ある 感情が.：？ に 表 はれた のが 是 であるら しい。 別る る や-、， "いふ は 別離の 事實 を其處 に 

詠った の だ、 夢 一 すぢミ いふ は 別れる 時 別れた あ- の 心 持を敍 したので ある" 恰度 其 時分 は 秋 隣 

ミ いふ 時候であった からして、 床の 屮の 先生 は、 外の 句で も 秋 を 詠んで るら れる樣 に、 切りに 秋 

計り を考 へられて ゐ たから、 薄 ほんやり した 天の川に 對 して、 實に 一 すぢ の夢ミ いふ もの 及び 其 

夢の 末. か 流れて 天の川に なった ミぃ ふやうな 形容 を 以て、 其 別離の 情 を 表 はした もの か ミ思ふ - 

一 口にい ふミ、 人 別れた、 その 別れた 人に 對 する 心 持 は 夢. 一す ぢで 連る、 その 心の 連り は 夢の 

末の あの の ほんやり した 天の川みたい な もの だミ いふ 句で ある ミ思 ふ。 先生の、 東洋 城ミ 別れ 

た-、〕 きの 心 持 かも 知れぬ ミぃ ふこ V】 は、 先生が 重患の 起ろ； から、 修善 寺へ 行く の も 僕- 、一 一緒で 

あつたし、 發病當 時 も 其 側に は 僕ば かりだつ たし、 又 修善寺 へ ミ決められたのも自分が修^^4;リへ 

行って ゐ るから ミ いふ 樣な譯 だから、 後に 病 篤き に 及んでも 其 朦朧 ミ した 意識の 中に、 可也 多く 

の 僕の 印象が もらつ いたりし たので はない か。 卽ち夫 程 ひさく 顏られ ない 前の たしかな 僕の 印象 

が 頭の 弱られた 後に 形 を 定めす 薄 ほんやり うつった のか も 知れぬ。 事實 問題 はさて 置いて 此句は 
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請んで、 何ミも 言へ ない 味 を 感じる。 

寅 日子 先生 は 天の川-、〕 いふ ものに 特殊の 感じ を 持って ゐられ たらしい。 例へば 四十 二 年 八月 九 

日の 日記に 「夜 天の川 を 見る」 ミ いふ 事が 特記され て 居る。 —— 此句は 松 根君ミ 別れた 時の 氣分 

も あるに ちが ひない が、 其 外に 可也 複雜な 心 持が ある。 生死の境 を 越えて 來た 後の 心 持に は 恐ら 

く 何 かしら 別離の 後の 感じ ミ似 たもの が あり はしない か。 例へば、 病後に 考 へる-、〕 病氣 前の 自分 

が 別の 自身の やうな 氣 がして、 その 別の 自分 ミ 別れて 來 たやうな 心 持が する かも 知れない。 此れ 

は 想像に 過ぎない が、 兎に角 この 「別る る」 に は 一寸 說 明の 出來 ない 複雜な 味が ある。 

蓬 里 雨 修善 寺の 樣な 擂鉢の 底みたい な 所で 天の川 を 見る ミ 非常に 印象が 強い。 當 時の 先生の 日 

I!5T】 を 見る ミ、 先生 は 大病になる 前 は 夜よ くお もて を 歩いて ゐる。 だから 天の川の 印象 は 特に 濃厚 

に 頭の 中に 疊み 込まれて ゐ たらう ミ思 ふ。 此句は 「天の川 消 ゆる か 夢の 覺 束な」 ミ心 持が 似通つ 

てゐ る。 別る ろゃミ いふ 言葉に は 寧ろ 天の川が 檩澉 7) して 消え かかる、 その 天の川に 別れて 行く 

ミ いふ 心 持が あり はしない か。 夢 一 筋ミ いふの も 其 縹漱ミ して 消え かかって ゐる 天の川の 中に 夢 

が 流れ込んで 一 緖に涫 えて 行く ミぃ ふやうな 心 持を感 する， - 

寅 日子 さう いふ 感じ も ある。  これ は實に 古今に 通じた 名句で ある。 


蓬 里 雨 さう です。 是は幽 幻體の 極致 だミ思 ひます。 裏に は いろんな 事實が あるか も 知れない， - 

併し 此 句へ 出て ゐる もの はェ— テ ル だけです。 

寅 日子 これ は 或は 穿ちす ぎる ミ言 はれる かも 知れない が、 僕に は此 句で 所謂 「則天去私」 の 私 

VJ 別れた 心 持 を よんで 居る やうな 氣も する。 

蓬 里 雨 此 所に は暖ぃ 愛情. か ある。 然も その 愛情が 非常に ビ ュ I ァな ものに なって ゐる。 かう い 

ふ 感じの 散文 は 一 寸書 けさう もない。 現に 先生の 小說 にかう いふ 感じ を 持った 敍述の 箇所 はない 

樣 である。 此句は 人間でなくて は出來 ない、 併し 又 人 問であって は出來 ない。 

寅 日子 人間-、. 一夢 一筋で つながって 居る の" たらう。 

蓬 里 雨 是には 色が ある、 仄かに 紅い 色が ある。 

東洋 城 別る るゃミ いふ 事に は 非常に 現實を 感じる。 

蓬 里 雨 僕 は 夫 を 感じない。 

東洋 城 さう かな、 僕 は 別る るゃミ は、 人 は 定めぬ ミも 誰れ かに 別れる ので、 其 別れた 心 持が 夢 

1 筋の 天の川 ミ 伸びて 行って、 其 伸びて 行く- ころ はいつ かしら 夢にも 天の川に もな つてし まふ 

ので ある。 
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璧雨 僕 はさう は 思 はない、 此句は 夫 匿 實に卽 して はゐ ない，、」 思 ふ。 あんまり 髮に卽 しす 

ぎき 此句 の樣 な 味 は 出て 来ない。 勿 f さって 行く ミ奥」 は 事實. か あるに は 違 ひない が。 

東洋 城 迪ろ 奥に 事實が あるので なくて、 迪り 行く ミば 口に 事實が あるの だ。 誰か 人に 別れる，、， 

"きっかけが 次第に 夢に、 いっか 天の川になる 所が 妙 だ。 

寅 日子 此句 はミて も本當 の解釋 は出來 ない な。 

蓬 里 雨 さう です ね j 

^^」子 き 句の ュ - 一." クな 到着 點 はかう いふ ものではないです か。 

蓬 里 雨 俳句に 限らない、 東洋 霧の i は此處 にある 樣な氣 がします。 固形 P 一  つもな く" よ 

つて 純猝 に氣體 になって 了ふミ いふ 樣な …… 

寅 日子 是は やっぱり それだけの 體驗 がなくて は出來 ない 句で せう。 

蓬 里 雨 作^の 住んで るる 世界が 非常に 鮮 かに 出て るる： 


釣, のうなる ばかりに 野 分か， j 


東洋 城 此句は 鐘樓に 釣鐘が つて ゐた、 其 處に野 分が 吹いて ゐ、 そして 其 釣鐘. か 重重しく 懸っ 

て ゐろミ いふ 光景で ある ご 是は 非常に 動かない 靜 かなもの ミ、 突 拍子に 激しく 動く もの ミの コン 

トラスト であるつ 野 分の 中に 一 つの 動かない もの を點 じて その 激し さ を 出して ゐ る，" . ^ろば かり 

にミ いったの は、 鐘が 打 たれて 鳴る ので はなく、 鐘 自らが 鳴り 出す 心 持 を 言うた ものである。 外 

から 打 たれねば 鳴らぬ もの を 鐘の 方から 唸る- 、.- 云うた ので 野 分の 激し さ を 思 はせ る。 此句は 佳い 

句で ある ミ思 ふが、 似た 樣な句 か 人の 句に も ある。 同じ 釣鐘 を 使った 句に 「木枯 や 釣鐘ば かり 吹 

き あまし」 ミ いふの. か ある。 I 方 は 木枯、 一方 は 野 分で、 一方 は 鐘-たけを 動かぬ もの ミし 他方 は 

鐘 さへ も 動く ミ する 所がち がふ。 子規に 「椎 の實の 落ち やなりた る 嵐 かな」 ミ いふ 句が ある。 是 

は 鐘で はない が 同じく 强ぃ 風で、 一方に はない 音 を ある 樣に 聞き、 一方 はあった 音 をな くして 了 

つて ゐる 0 

蓬 里 雨 此句は 先生が 釣鐘 を 見る か 何 かして、 其 時 吹いて ゐ ない 野 分 を 聯想して 作った 句 だら う 

ぐ〕 いふ 氣 がする。 釣鐘 を 見て 作った にしろ、 野 分 を 見て 釣鐘 を 配した にしろ、 ミ にかく 僕 は此句 

に 先生の 巧み を 感じる。 この 巧み は 先生の 文 孝に もよ く ある。 一方から いふ ミ是は 先生の 獨特で 

は あるが、 併し 僕は此 種の 巧み を あまり 好まない。 是は 「瀧に 燕 突き らん ミ して は 返る」 ミー 
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寸 似た 處が ある。 

寅 日子 此 句に は 寧ろ 二十 九 年 三十 年頃に 作られた 句の 樣 な-、) ころが ある。 

蓬 里 雨 是は 先生が 東洋 城ミ池 上へ 散歩した 時卽ち 三十 九 年の 句です" —— 君 等 は 其 時何處 かで 

釣鐘 を 見たん ぢ やない か な。 

東洋 城 此句は 可也 先生 は 得意. た つ た らう ミ 思 ふ 0 

蓬 里 雨 かう いふ 句の 出來た 當座 は 得意 になりたがる もの だよ。 

寅 日子 かう い ふ 句に は 前 に 類例が あり はしな いか-、) い ふ 恐れが ある。 

東洋 城 蒹 村のに -木枯 や 鐘に 小石 を 吹き あてる」 ミ いふの が あるが、 それ ミ もち. かふ。 


秋の 川眞 白な 石 を 拾 ひけり 

東洋 城 此 句に は 阿蘇内牧 温泉-、) いふ 前書が ある。 此 場所 は 僕 は 知らないが、 場所 を 離れて 觀て 

も、 秋の 川で あるから 穴 H も 澄み 水 も 綺麗な 樣 な氣. かする。 石 を 探した もの か、 その 逯を 逍遙して 


ゐて 拾った のか、 さちら でも 秋の 川から 眞 白な 石 を 拾った 所がす がすが しく 心地よ い。 巳に 秋の 

川で あろ、 而 して 眞 白な 石 を 拾った、 それ はいかに もい い 心 持で ある。 それでる て 特に 順序立て 

た樣な 痕跡 も殘 さない 所が 巧みに 絕 した 句で あろ" 大した 道具がなくて 大變 いい。 先生の 句の 中 

でも 一 流の ものである。 

蓬 里 雨 是が 一流の 句 かな。 

東洋 城 一 流 だよ。 淸冷 秋水の 如く 純白 白 石の 如き 句 だ。 

蓬 里 雨 さう かね、 君 は 感じが 主にな つてる るの だね。 

東洋 城 事柄 を土臺 にして 感じ.. か 噴き 上が るんだ よ。 

蓬 里 雨 僕 は、 例へば 內牧 温泉なら 內牧 温泉 を 立って さ こかへ 行く、 其 途中に 廣ぃ磧 があって、 

水 か 少し 計り 流れて ゐる樣 な處を 通りかかる、 其處に 白い 石. かあつた から 一 寸氣に 入って 夫 を 拾 

ひ 上 ゆた、 ミ でもい ふ樣 な、 一種の 紀行 句ミ して 見れば、 此句は 一寸い い-、. -思 ふ。 併し 秋の 川ミ 

か眞 白な 石 を 拾ふミ かいふ 丈で、 旅行 ミ いふ 事から 切 離して 了 ふ V. -、 此の 句に は 或 厭味が 出て 來 

ろ樣に 思 ふ. - 

東洋 城 厭味 はちつ ミ もない. - 旅行 だって さっちで もい い、 寧ろ わざわざ 旅に 出な くもいい。 
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蓬 s 雨 秋の 川で 眞 白な 石 を 拾 ふなん ていふ 所に は 一種の センチ メンタ リズムが あるよ。 

東洋 城 拾 ひけり で 如何にも 眞 白な 石が 掌屮 にある 樣な 所がい いね。 —— 其 石 は 今、 あの 水の 淸 

别な 秋の 川 を 離れて。 只 其 事 だけ、 旅 趣な さ 別に 加 はらない 方が いい。 

蓬 里 雨 卽ち 旅の 興の 一 つ- 、一して、 拾った ミ いふ 事 を輕く 見る 時 初めて 厭味が なくなる。 第一 眞 

白な に何ミ なく 秋の 川ミ いふ もの ミ交涉 を 持たせよう 7】 した 巧みが 見える 3 何-、 -なく 取 澄した 態 

7J らし い 感じ _か ある.^ 

柬洋城 少しも 取 澄したり して はるない，" 

蓬 里 雨 此句 は、 夫 だから、 むしろ 輕 ぃ跌景 或は 鉸事ミ して 見れば 稍 面白い。 勿論 第一流の 句ミ 

は-ごう 見ても 思 はれない。 

束洋城 秋の 川、 異 白な 石、 抬 ひけり だけの 事 だよ。 外に 何も 考 へられない。 

蓬 里 雨 僕 は そこ に 或 厭味 を 感じ るミ いふの だよ。 

東洋 城 秋水の 中に 白い 所が あるの を 見て ゐる事 は縑" ちゃない だら う。 

蓬 里 雨 僕 は 夫 丈の 事 を 見て ゐ ろの だったら 決して 氣 持が 惡ぃミ は 思 はない、 寧ろい ぃ氣 持が す 

る-たらう。 併し 此處に は或咏 嘆が ある、 其咏 嘆か 一 表現す る爲の 巧ら みが ある。 夫が 厭なん だ。 


柬洋城 此 句の 文字が 描いて ゐろ所 はさう 重く はない。 

蓬 里 雨 かう いふ 事柄 を 作者が 重大な 事に 考 へて ゐるミ する ミ、 夫が いけない 事になる。 

寅 日子 此句を見て思出す^5^かぁる。 僕が 先生から 初めて 俳句 ミ いふ ものの 話 を 聞いた 時、 先生 

は 「秋風 や 白木の 弓に 弦 はらん 去來」 を ひき 合に 出して、 秋風の 感じ、 白木の 弓の 感じ、 それ を 

張ろ ミ いふ 感じが、 非常によ く 調和して それで 立派な 句に なって るる-、〕 いふ こ ミを說 明され た。 

夫 は 多分 三十 二 年 六月の 事であった。 11 又 一 體 先生の 句に は 白い ミ いふ 文字 を 使った のが 可也 

多い。 要するに 先生 は 白い もの さ 秋の 季節 ミの 調和 をハ ツキ リ自覺 して 居た にはちが ひない ミ思 

ふ。 さう する ミ此 句に も 矢張り さう いふつ もりが あったら しく 思 はれる。 

蓬 里 雨 僕に はさう いふ 自覺の 見えろ 所がい やなんで す。 

寅 日子 撲は 別に さう いや ミ いふ 程で はない. - 唯 だ 多少 こ-こ さらな 所 は ある。 

蓬 里 雨 それ を 救 ひたいから 輕く 旅屮の 小さい 一事 件 7) したいの です。 此 句で 此 事件 を HM く 見る 

ミ、 昔の 『明星』 流の、 春の 野に 出て 蓳を 摘む ミ 同じ 事に なろ 傾きが あります。 

寅 日子 救 ひたくなる 程の 句で せう か。 

蓬 里 雨 私が さきに^した 樣な 句に すろ 7)、 ベ タ ー な ものになる ミ思 ひます。 
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寅 日子 一 般には 此句は 唯. た輕 いもの ミ して 通用す る 句で はないで せう か。 

蓬 里 雨 拾 ひけり に は 重大視 を 示唆す る 一 種の 心 持が ある 樣 にも 思 はれます。 

柬洋城 石 を 取って さう しょう-、 - いふので なく 一  寸 拾った 迄の 事であって いいの だが な あ。 

蓬 里 雨 作者 は 夫で いい。 併し 君の 解の 樣に する 7ヽ 讀者 はもつ 7> 何 か を 感じなければ いけない 

事になる ので はない か。 秋の 川ミ 白い 石ミが 調和す る-、】 かしない 7.- かいふ 事 も 其 一 つで ある。 

東洋 城 秋の 川 を 見た 丈で いい 心 持に なって、 そこで 眞 白な 石 を 見て 拾った-、】 いふ、 それ 丈に 見 

れ ばいい の-たよ。 秋の 川、 眞 白な 石 …… 云 はば 是 だけで いい。 抬 ひけり は、 秋の 川、 眞 s な 石-、) 

いふ 人間 外の 世界 ミ 人間で ある 自分 ミを 一 枚に する きっかけ 位な もの だ。 用が 濟めぱ 消えて 了つ 

て もい い 位に 輕 いの だよ。 

蓬 里 雨 さっきの 寺 田さん の 話の 樣な ものが、 松 根 君の 頭の 中に 動いて ゐて、 此 調和 を 重大な も 

の に兒 てるる らしく 思 はれる。 

東洋 城 何等の 重大 も 拾 ひけり に はない。 事に よる-、〕 さきに 表現の 上の 手柄 を說 明した ので、 君 

は 一 圜 にさう いふ 風に 思って 了 ふので はない かな 


傾城に 鳴く は 故郷の 雁な らん 

東洋 城 此句 は實在 的に いふ-た、 場面が I 寸描け ないやうな 句で あるが、 秋、 雁が 鳴いて 空 を 通 

る、 夫れ を 遊女 屋に 籠って ゐる 傾城が 聞く-、〕 する、 する ミ 普段 は 色色な 事に 取 紛れて ゐる 傾城で 

も. 不圖 淋しく 故 鄉の事 を 思 ひ 出す、 さう いふ 傾城の 境涯 ミ、 秋に なって 雁が 鳴く 光景 V 一  を 二つ 

思 ひ 合せた 樣な 句で ある。 で、 是は 作者が 必 しも 廓に ゐ なければ ならな く はない し、 無論 傾城-、 > 

相對 して ゐる 必要 もない 7) 思 ふ。 或は 靡の 近所 を 通り 合した-、〕 か、 又は 近所に るた V) か、 或は 何 

かの 事で その 人の 頭が 傾城の 方に 向いて ゐたミ いふ 場合で あっても いい- 、-思 ふ。 只、 雁が 鳴いて 

空 を 通ろ の を そこに 聞いて ゐ ろの だ 7 一思 ふ： 尙此句 は 自分が 赤 坂 にる た 時、 三 高 俳句 會 をして 先 

生 も 來られ て 作った 其 時の 句で ある。 當時 僕のう ち は 溜池の 藝者 町が 近くて さう した 空 氣がぁ つ 

たので、 先生の 考 へが 自然 さう いふ 處へ 行った のか も 知れない" 其 時 僕 も 「雁な くや 田町藝 者の 

腹 は 金」 V:- いふの を 作った から。 —— 空想 を實 在に 見せた 樣な 句ミ思 ひます。 

蓬 里 雨 此 時には 三重 吉も 出席し たんだね。 何しろ 「おいらん 憂 ひ 式」 の 連中が そろって ゐ たの 
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だからな。 

東洋 城 此句 は只會 揚が 花柳の 巷に 近かった せゐ だよ。 

蓬 里 雨 なに 此句も 「おいらん 憂 ひ 式」 だよ。 

束洋城 むしろ 錦繪 式、 草双紙 式 だね" 尤も 傾城 だから 華 魁 式 かもしれ ない が。 此 時には 樂 堂- 

句 之 都なん かも ゐ たつけ。 

寅 日子 僕 は 先生の 句の 巾で 此れな-?, -は 3 おも 好まない ものの 一 つです。 


たのまれて 戒名 選む 鷄頭 かな 

束洋城 これ は、 僕が 母の 戒名 を 先生に 頼んで 捲へ て 貰った 時、 いろいろ 戒名 を 書いて 寄越され 

た 手紙の 端に 書かれて あった ものである。 お 寺さん でもな い 所 へ 行って 戒名 を賴む 杯-、】 い ふ 事 は 

一寸 變な ものだった、 變 つた 事 を 頼まれた ミ いふ 先生に も 妙な 氣持 があった 事で あらう。 そこで 

自分の 選む ものが 戒名で ある、、〕 いふ 事 を 感じて 出來 たのが 此句 であら ミ思 ふ。 鷄頭 は何ミ なく 佛 


臭い 所が あるから 鵡頭を 配され たの だミ思 ふ。 鶏頭 を せられた のに は 外に も、 明治 大帝 崩御の 

時 「おかくれに なった あ 7) から 鷄頭 かな」 V- いふの が ある。 

蓬 里 雨 此 句は惡 くない， - 明治 四十 四 年 十二月の 句 だ。 

寅 日子 別に 異議はありません。 


能 もな き 溢 柹共ゃ 門の 內 

東洋 城 ^13柹-、)ぃふものは餘り人に大事がられなぃけれさも、 見た所 は 赤くて 旨 さう で、 累累-乙 

生る、 謂 はば 見かけ 倒しの やうな 所 を 巫 山戲て 「この 能な し 共め. か」 ミ戲談 の樣に 言った ので あ 

ろ。 併し さう けなす 中に も、 夫程^^ぃのを平氣の平左で公然且平穩に如何にも旨さぅに赤赤-、〕照 

つて ゐる 無頓着 さ を 面白く 思った ので 「造柹 共 や」 •、.- 言った の. たらう ミ思 ふ。 さう して 是は 自分 一 

の 門の 內だ らう。 その自分の門の內に^^柹がぁっ，て實が澤山に生ってゐる、 夫 を 見て、 例へば 自 

分の 子供 等 を く ざな 奴ミ いふ 樣に 柹共 や」 ミ言 つたので ある。 併し その 愚弄し 揶 撮す る樣 
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な 心の中に も、 寧ろ 其處に 却って、 さう いふ もの を 憐む樣 な 心 持も仄 見えて ゐる。 此句を 讀んで 

思 ひ 出す の は 『三人 片輪』 -、〕 いふ 狂言で ある。 『猫 も ミは又 違った 心 持で 別の 意味 や 筋の ない 唯單 

純な を かし さで ある。 此句も 先生に して 初めて 出 來る樣 に 思 ふ. - 

ハ HI 子 門の 内ミ いふ 下 五が 動き 易く はありません か。 少し 輕く なり 過ぎて は 居ません か。 

東洋 城 是 以上 細工して はいけ ない。 

蓬 里 雨 先生 は 他所の 家の つもりだった かも 知れない よ。 或は 塀の 上ミか 門の 上ミ かから 柹の木 

が 顔 を 出して ゐる いふ 樣な。 

東洋 城 僕 は 夫 は反對 だ、 自分の 門內の 前庭に 澀楝が ひよこり ある ミ いふ 事で、 此句は 非常に 生 

きて くる 樣に思 ふ。 

蓬 里 雨 僕 は 自分の 門の 内に する ミ いふ 事に 別に 反對 する ので はない。 唯 さう 自分の 門の 内 だけ 

に 限る 必要 はなから う -、， "いふの-た。 

寅 日子 松 根 君 は 「春の 江の 開けて 遠し 寺の 塔」 の 寺の 塔 を 非難され たが、 その 寺の 塔 はしつ か 

り 決まって ゐ るが、 門の 内に は それ 程の 必然性がない 樣に思 ふ。 先生 ミ して はも 少し 旨い 言葉が 

あつたか もしれ ない ミ思 ふ。 


東洋 城 裏庭なん かの 一 寸 見渡される 樣な處 にある よりも 門の- s の 限られた 處 にある-、〕 いふ 點に 

注意され たので はなから うか。 實際門 内の もの はき まって 見える よ。 

蓬 里 雨 門の 內 から、 垣 乂は塀 越しに^ 柹が 出さば つて ゐる。 此能 なし 共め がミ云 ふの だミも 解 

せられる。 寺 田さん は" 例べば 塀の 上 7,- でも すれば いい ミ 仰 有る のです か。 

寅 日子 門の 內 にある 事が いけない ミ いふので はない が、 門の 內が 此處 では 少し 說明 的に なり は 

しない かミ いふ だけ の 心配で す。 

東洋 城 漉秭は 門の 内に あるの だミ しない-、〕 きまって 來 ない。 そして 門の 內だ から 特に 面白い。 

蓬 里 雨 君の 解釋 にす るミ、 作者 はさ こに ゐ るの.：； r 

東洋 城 夫 は 門の 前から 見た ので も 門內を 歩いて ゐ るので もさ こで もよ い。 それよりか 此句は 幾 

らか姊 に 呼びかけて ゐる樣 な 所 はない かね。 

蓬 里 雨 さう いふ 所 は ある。 併し 夫 は 何も 自分の 家の 柹 でなくて もい いぢ やない か。 門の 内ミぃ 

ふのに 對 して、 必 やし も 君の 言 ふ 樣な揚 面が 出て 來 ないから、 夫で 寺 田さん の樣な 非難が 出て 來 

るので はな. いか。  . 

寅 日子 併し 鬼に 角當時 は 先生 得意 の 句だった でせ うね。 

i 九 
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ぶ洋成 さう-たつ たらう V) 思 ひます— 

蓬 里 雨 是は 子規の 『承 露盤』 の 中には 入って ゐる。 是も やっぱり 作って 得意になる 種類の 句 だ 

ね。 寫 生で 固まった 一 派の 人に は 一 寸眞 似の 出来なかった 句 だら うな。 


床の 中で 楠 緒 子さん の 爲に手 向の 句 を 作る 

有る 程の 菊拋げ 入れよ 棺の中 

東洋 城 前書 を 讀んで 見れば 句 は 自ら 解る ミ思 ふ。 人の 死に 封して 悼み ffi" ふ 句で、 恰度 實 際なら 

ば棺の 前に 行って 花を捧 ゆる ミ いふ 事 を 極端に 現 はした 句で ある。 棺の屮 へ は いろんな もの を 詰 

る、 其 詰る 屮へ花 を 詰る 事 は 好い 感じの する ものであるが、 殊に 菊で あるから 高い 優れた 心 持 力 

する。 ^：ぃ^！^^を入れて埋めるミぃふ所に、 死 荐に對 する 追悼に 無限の 情味が ある 事ミ、 詩的 

である 事ミ がよく 生きて ゐるミ 思 ふ。 季節 も 恰度 秋だった の だが、 單に秋 だから 菊ミ したので は 

なく、 作者の 眞の 感情-か 菊でなくて はならなかった の だら う。 有る 程 は そこに ある 丈-、) か 庭に あ 


る 丈、、) か 取れる が、 もつ ミ 大きく 世の中 ぢ ゆう-、 -か 秋， ちゅう ミか 凡そ ものの 全部 ミ いふ 樣な 意味 

が ある ミ思 ふ。 で、 此 句に 就て 少し 考 へる 事が ある。 此揚 合に 作者 は 病 氣で寢 てるた、 さう いふ 

時に 懇意の 人が 亡くなった ミ いふ 心 持、 それから 死者に 對 する 特別の 情緒、 そんな ものが あった 

ミ思 ふ。 此 場合、 又 菊 抛け 入れよ ミ いふ 事 は 菊に 關 して ゐる 事で は ある けれ さも、 同時に その 二 

つの 心 持が 此 句に 大變投 け 入れられて ゐるミ 思 ふ。 故人に 對 する 作者の 尊敬-、〕 いふか 好感-、) いふ 

かさう いふ 樣な もの ミ、 夫から 同じく 病中に 聞いた 死で は ある けれ、？」 も、 さう いふ 死に 對 する 怖 

れか 一概に 出ないで、 さ こ 迄 も あはれ な 心 持が 此 句の 土臺を なして ゐろ樣 に 感じられる。 さう い 

ふ點に 於て 非常に 情味に 富んだ 句-、〕 思 ふ。 さう して 此 種の 追悼の 句-、) しても 模範的な よい 句ミ思 

ふリ 

寅 日子 進化論 や コスモ ゴ 一一— の 事を考 へ て 居たら なんだか 心細く 詰らなくな つたから わざ-、〕 氣 

分 を かへ て 此句を 作った ミ 『思 ひ 出す 事な さ』 に は 出て ゐる。 それで 有た けの 菊 を 投げ入れろ-、 > 

いふ 言 菜に は 何處か 捨鉢な やうな 所 も あり 又 一 方で は 超越した 所 も ある。 

東洋 城 言 ひ 方に は 一 寸投け 遣り-、. - かやけ 氣 味な 所 も あるが、 夫が いっそ 痛切 味 を 感ぜし める。 

寅 日子 ミり 方に よって は 他所 他所し い 所 も ある。 

一一 六 I 
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蓬 里 雨 超越 ミ いふの は、 ごうかな。 私 は 寧ろよ つ ほさ 人間的な 所が ある 樣に思 はれる。 さう でな 

ければ、 ある 程の なさ 7:- いふ 言葉 は 出て 來 さう もない。 

寅 日子 腹の 屮で强 く 思って ゐるミ しても、 形の 上で は 寧ろ 輕く 現した やうな 所が あり はしない 

です か。 

蓬 里 雨 是 はま-、. "もに 押して 行って 居る もの だミ思 ひます。 形の 上で 是は輕 いでせ うか。 

寅 日子 直接の 表現 は それ 程 熱烈で ない ミ思 ひます。 表面 はさら りミ して ゐ るが 中味 は 深い もの 

ミ 感じられる。 試に 此屮 味の 通り を 直接に 現したら 變な 厭味になる の だミ思 ひます. - つまり 西洋 

風の 露骨な 表現で なくお 洋風な 表現. た-、) いふので す。 

蓬 里 雨 私 は 表現 か隨分 熱烈た-、 一思 ひます、 さらり ミ なんかして ゐ はしない。 「棺 にも 菊投け 人 

れょ あらん 程」 い ふの が此 句の 初 案.、】 して 前に 出 來てゐ る。 再 は 初 案 ほ 、ご 露骨で はない が、 

併し 表現の 傾向 は 同じです。 

寅 日子 此 前の 「お死にた か」 の句ミ 一寸 似た 所が あるが、 あれより 此方が 遙に 成功して ゐる。 

蓬 里 雨 「お死にた か」 より は 「おかくれ になった ぁミ から 雞頭 かな」 の 方が まだ 此句 に似て ゐる 

VJ 言 ひたい。 「お死にた か」 に は 他所 他所し い 所が ある。 「おかくれに」 の 方に は、 もうす こし 咸、 む 


情が 直接に 出て ゐる。 此句 では 夫が 更に 直接になる。 勿論 道具 を 使って ゐる事 は 三つ ミも 同じで 

は あるが。 

柬洋城 僕 は 十：： {n だから 「お死にた か」 で、 楠緖 子さん-たから 「菊 抛 入れよ」 だ ミ 主張したい。 

寅 日子 かう いふ 場合の 俳句が 外觀 的に よそよそしい 形式になる の は 致 方がない 事だミ 思 ふ。 よ 

そよ そしくな くして、 深い 悲みを 直接 露 はに.？ にしたら 結果 は 却って 悲しくな いものに なり はし 

ません か。 

蓬 此句 では 感情の 一 切が 有ろ 程の 菊 を投ゅ 入れろ ミ いふ 事に 集中して ゐろ。 

寅 日子 菊の花 を かりて 托して ゐる處 を 形式的に は よそよそしい ミ 云へば 云 はれませ う。 それ は 

俳句に 共通な 事で は あるが。 

蓬 里 雨 よそよそし さ を 感じる 感じない は、 其 句が 純粹 に象徵 的な ものに なり 得て ゐら かるない 

かで きまる の. たミ思 ひます。 私が 「お死にた か」 で よそよそしい-、 一 云った の は、 先生が 道具 を 使 

つて ゐるミ いふ 意味での 非難ではありません。 道具が 充分 象徵 になり 切らない からです。 
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釣臺に 野菊 も 見えぬ 桐油 哉 

東洋 城 此 句の 委細 は 『思 出す 事な さ』 の 初めに 書いて あるから 別に 解釋は 要らない-、〕 思 ふ。 只 

先生-か 釣 臺に乘 つて 汽車から 病院 迄 歸る其 途中、 外 は 雨が 降って ゐて 桐油の 屮 でむし むしして ゐ 

て 可也 不快. た つたら う ミ 思 ふ 事 や、 汽車で 運ばれて 來て さう いふ 窮屈な 思 ひ をした 事 を實際 に敍 

したの だら う。 その 蠻陶 しい 樣な 感じ を、 可憐な^ 菊、 夫 も 今し方 汽車 中に 居た 時は窮 であり 

ながら も 大勢の 迎 への 人人 7〕 同座しつつ、 時^ 枕元の 野菊に 眼 を やって ゐた。 さう いふ 光景に 引 

替て此 今釣臺 の 下に 擔 がれて 行く 實 際の 蠻陶し さ が 感じられる -、」 思 ふ 。 尙此實 際の 蒸 暑 ぃミ か、 

匂 ひ ミかは 勿論で あるが、 夫から 人が 見えなくて 僅かの 間で は あるが 生きた 人間 を 扱 はれる のミ 

違った ある 感じ、 も 一 つ は 束 京へ は歸 つたが 其 儘 直ぐ 病院へ 行く ミ いふ 感じ-か、 せ；、 運ばれる 問の 

心 持に 重なって ゐ た." う-こ 思 ふ。 さう いふ 心 持. か あの 野菊 さへ 見えない ミ いふ 一 種の 淋し さ を か 

うい ふ 所に よく 流し 出して ゐ る-、 5 心 ふ。 で、 是はその時に自分が^£くはしてゐたからさぅ感じる 

のでなくて、 句から さう いふ 心 持が 受 入れられる もの- 、一思.， r 實際 桐油が 先生の 顔に 掩 はれる 樣 


なの を 見て ゐた 自分 は 妙な 感じ. かした から、 乘 つて ゐて 被った 人は餘 けいに さう いふ 感じが した 

らう ミ思 ふ。 

蓬 里 雨 此句丈 見て、 ある さう いふ 醫陶 しい 心 持が 出る かな。 

束洋城 句-たけ 見たら 解らん だら うな。 

寅 日子 前書がなければ 野菊 は 寧ろ 道 傍に でも あるの を さす か-、) 思 はれる。 釣臺も 一 寸 わかりに 

くい かもしれ ない。 

蓬 里 雨 停車場から 病院 迄 行く 間の 先生の 苦し ぃ醫陶 しい ミ い ふ 心 持. か 見える かね。 

束洋城 釣 臺に寢 て 運ばれる 上に 桐油が かぶされ てゐ るので 當然 病苦 も 解る ぢ やない か。 

蓬 里 雨 それ は 前書で は 分る。 併し 此 句に、 此 句の 方から、 苦しみ や 暑苦し さ を 喚び 起す ものが 

あるか、 ごうか ミ いふの だ。 想像 は出來 る。 併し 作者が 如何に 感じて ゐ るか ミ いふ 暗示 を與 へろ サ 

ム シ ン グが此 句に 出て ゐ るか、 ごうかが 問題なん. た。 

東洋 城 野菊 も 見えぬ 桐油 いふから 分る-、 -思 ふ。 人の 顏も 見えぬ、 何も 見えぬ、 その 屮に 先刻 

の 野菊 も 見えぬ。 ミ いふ 所に そんな 心 持 は ある ミ思 ふ。 

蓬 里 雨 前書 ミ 俳句 ミは 連句の 樣な もの だ ミ する。 する ミ 俳句 夫れ 自身 も 面白い が、 前書が つく 

. 二 六 五 
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さ 其 俳句の 味 は 更に 複雜 になる。 處が此 句 は、 繪は 先き に 前書に 描いて 了って、 あ ミで此 處ーじ は 

輪廓 だけし か 害いて ゐ ない-、 ：- いふ 風に なって ゐ やしない か。 

寅 日子 多少 そんな 所があります ねノ耍 する に 全く 成功した 句 ミは思 はれない。 そして 僕 は 「も」 

の 字に 少しば かり 厭味 を感 やる。 

東洋 城 實際は 汽車の 中で 途中の 出 迎人ゃ 何 かで 可也 窮屈に なって 隨分 厭だった ミ 感じ、 釣臺の 

屮 では 幾分 仲び 仲び した 樣に 思った、 が、 先刻の 汽車の！ S 立 袋に 挿して あった 野菊 を此時 不圖思 

ひ 出した ミ い ふ樣な 所な ので ある。 

寅 日子 野菊 はで はいけ ません か。 

東洋 城 夫程大 S にも 考 へなかった でせ う，^ この も は輕ぃ 情味の やうに 動いて くる ミ思 ふので す 

が、 はミ かの ミ かにす る 7.- 餘り 重大 に なり 過ぎ る感が ある。 

蓬 里 雨 併し ここで は 野菊が 重大に なって ゐ るので はない か。 

柬洋城 さう でもない. たらう、 野菊 V  ニ緖に 外の もの も ある 樣に思 ふ。 

蓬 里 雨 さう した 場合 野菊 さへ も 見えない ミ いふ 風に 解す る 方が 寧ろ 自然 ぢ やない かね。 


その 九 (小 宮豐 隆抄) 


吾戀は 闇夜に 似た る 月夜 かな 


蓬 里 雨 是は 明治 二十 四 年 七月 二十 三日に 先生が 初めて 作った 俳句のう ちの 一 つで あろ。 手紙の 

末に 書いた 句 は 前に 一 つ 二つない でもない が、 俳句 を 作る 氣で 作った ミ でも 云 ふ樣な 俳句 は此グ 

ル —ブの 俳句が 初めてで ある。 11 それで、 是は 少し 立 入り 過ぎた 想像の 解釋 になる が、 當時先 

生の 心の 屮に對 象の ある ラヴが あった、 先生 は その ラヴの 心 を 此處で 表現して 見よう ミ した、 夫 

がかう いふ 形式に なった ので はない か-、， -も思 はれる。 作者 は此 句で、 ごうい ふ 風な 事 をい ふつ もり 

であった のか さう も 私に ははつ きりし ない。 が、 先づ これ は 月夜の 句 だら ぅミ思 ふ。 夫で 月夜 は 

一一 六 七 
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月夜 だが 名月の 夜の 樣に 縹渺ミ 明る い 月夜 ではなく、 月 は ある けれ さ も 雲が かけて ゐ るか 何 かで 

暗い 月. f ^である。 尤も 暗い ミ 云っても 眞暗. た -、.- いふので はなく、 奧には 月. か あるの だから、 何處 

やら ほうつ ミ 明るい。 自分の 今の 戀も份 度 それ-、) 同じ だ V,- いふ 樣な事 を 言 はう ミ したの ぢ やない 

か 知らん。 此曰 作った 外の 句 は 大抵 自然 を 主 ミ して よんで ある。 處が、 是丈は 主 觀が其 儘 詠み だ 

されて ゐろ。 其 點で此 句 は 此グル I ブの 中で 一 寸 毛色が 變 つて ゐる。 

東洋 城 是 はさう いふ 風に も 解せられ るが、 又 非常にい い 月夜で、 そこに 自分が ゐるミ して、 そ 

の 明るい：！： にか か はら や 自分の 心の中 は 非常に 煩悶 か 何 かがあって 暗い、 其 暗い 原因の 煩悶 はつ 

まり 戀た、 ミ いふ 風に もミれ る。 

蓬 里 雨 さう する ミ閣 夜に 似た るの 「る」 の 字の 始末 はさう つける。 

東洋 城 月 は 明るい が、 主觀 的に は 暗い ミ いふの だ。 

蓬 里 雨 ああ さう か、 月夜 も 暗い ミ いふんだ ね。 

東洋 城 吾 戀の心 は 月夜 も尙 闇夜の 樣に、 月が 明るい ままに うつらない ミ いふ 樣 にも ミれ る。 併 

しさう ミ る ミ 、 俳句 ミ して 寧ろ 陳腐で 厭味が ある-、 一思 ふ。 その 厭味、、， "いふ 點 から 言 ふ ミ 小せ の 

解の ヶが 厭味が 少 くて、 そこに 一種の 感じが 殘る樣 に 思 はれる。 その か はり さう いふ 解釋 にす る 


ミ いふ 事 は、 句の 表現が 不完全なん だから 少し 無理の 樣な氣 がする。 自分の 戀の覺 束な さ を 明く 

してし かも II" い 月の 樣たミ いふ 風に 形容す る 事 はいいが、 さて 其實 際に 立って ゐる 月の 景色 VJ し 

て 、 實 際の -h うい ふ 月夜 の樣 か-、 >  い ふその 月夜の 感じが 小宮君 自身 も 言 つて ゐる樣 に はつ きり し 

ない。 小 宫君は 此句は 戀を主 IS! ミ した 句で ある ミ いふ 意味で、 先生 自身の 事實 上あった 戀か何 か 

であったら ぅミ まで 想像して ゐ るが、 事に よる-、 旮疋は 反て 月が 主題であって、 あろ 事實 上の 月夜 

の ある 感じ を强 める 爲に、 戀を 形容に 使った 言 ひ 方で あるか も 知れない。 又も 一 つ 夫-、) 少し 違つ 

て、 「吾戀 は」 ミ いふの は 今 言った 樣な ある 月夜の 感じが 非常によ くそれ が 非常に 好ましかった 

爲に その 好まし さ を 誇張して 「吾戀 は」 ミ いったの かもしれ ない。 さう いふ 風に 色々 に考 へられ 

るが、 結局 何 かっか まへ た 所が ありさう に 見えて それが 解らない 句の 樣に思 ふ。 

達 里 雨 君の 第一の 解釋 の、 いい 月 を 見て ゐ ながら も 自分の 胸に いろんな 煩悶が あるから、 その 

月が 闇に 見える ミ いふの はさう かな。 闇夜に 似た る は 月夜 そのものの 形容な の だから、 吾戀 は-、. - 

いふ はだけ では 月夜が 闇夜に 見える ミ いふ 意味 を 表現す る 事 は 出来さう もない。 もう 一 つの、 是 

は 月夜の 句で 戀の 句で はない かも 知れぬ ミ いふ 說 には贊 成しても 可い。 闇夜に 似た る 月 を 見て そ 

れが 自分の ラヴ ミ 同じ だミ 感じる の だから、 自然 ミ 人間 かこ こで は 一 つになる、 自然が シムボ 
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ル になって ねる ので ある。 さう いふ 意味に なって 可い ものなら、 是を 月夜の 句 だ ミ する 事に 少し 

も 異存 はない。 もう 一 つ、 君 は 月の 句ミ して、 是を 秋の 句 7> して 見よう ミす るが、 先生 は 恐らく 

月の 句、 從 つて 秋の 句ミ 意識して 作った ので はなから ぅミ いふ 氣 がする。 ある 月の 夜の、 月が 出 

てるるべく して 然も 薄暗い、 四季に かか はりの ない、 廣ぃ 漠然-、) した 意味の 月夜 を 詠んだ もの だ 

らう. ちゃない か。 それから 吾戀 はまい ふ 事 を 闇夜 に 似た る 月夜が 僕 は 好き だ ミ いふ 風 に も 解 せ ら 

れぬ事 もない けれ さも、 此揚 合さう もさう は解釋 したくない。 

東洋 城 此句は 結局 本當は 何の 事 か 解らない つ 今小宫 君が、 秋の 月ではなくて 雜の 月で ある 樣に 

言 はれた が、 極く はじめの 頃の 先生の 句の 事で あるから 或は さう かも 知れない つ 併し 秋季の 句ミ 

して 見ろ 事が 出來 るから 秋季-、〕 して 同時に 我我の 扱って， 0 る 俳句 ミ してい ま 上の 樣な事 を 述べた 

ので あろが、 若し 雜の 月で あり、 そして 夫が 戀 心の シ ムボ ル である-、) いふ 事に 止めるならば 自分 

は 俳句 ミ して 扱 ひ 兼ねろ。 假り にさう 扱っても 純然たる 月並の 句 だミ思 ふ。 

蓬 里 雨 君が 俳句-、】 して 取扱 ひ 兼ねる だら う 兼ねない だら ぅミ いふ 事 は 實は僕 は 初めから 問題に 

して ゐ なかつ.； r つまる つまらぬ も 問題に してろ なかった。 唯 かう いふ 句が 先生の 初めの 俳句の 

ダ ル I ブの 中に ある-、 - いふ 事、 さう して 此 句の 中-」 先生の アツ フ ェ.' ャが 盛り込まれて ねろ 樣な 


氣 かする-、) いふ 事、 さう いふ 事が 先生 を 研究す る 上に 何 かの 意義 を 持ち 得 はしない か-、】 思って 提ー 

出した までで ある。 僕が 鷗 ろに しか 解釋し 得ない 所 を， 此處に 持ち出して もつ ミ 適切に 明瞭に 解 

釋が つけば ありがたい ので、 句の 善惡は 此處で は 大した 問題に はなら な い。 

寅 日子 僕は此 句の 出来た 事情な さは 知らないから 唯の 句ミ して 大變 違った 解釋 をして るた。 月 i 

夜の 晚に 自分の 戀を思 ひ 出して、 そして 明ろ い 月に 對 して 自分の まるで 見當 のっかない 樣な戀 を 一 

自ら 嘲り 又 憐んだ 樣な心 持、 多少 自分の 戀 を客觀 して 超越して ゐる やうな 心 持に 解釋 して、 それ 

である 意味に 於て 輕ぃ ュ— モ ァを 感じて 居た。 

蓬 里 雨 超越して ゐ るので すか。 

寅 日子 超越して ゐ る-、) いふの は 自分の して 居ろ 戀を 自分から はなれて 客觀 的に 見る ミ いふ 點で 

す， - つ まり 俳句 的の 見方 だ ミ いふ 事になる かもしれ ません。 

蓬 里 雨 . その 嘲って ゐる 方をミ つて、 憫む 方-たけをべ ト —ネン して 貰 へれば、 贊 成します。 此句ー 

は 自分 を客觀 しょう ミ はして るるが、 然 かも 夫が 充分 出 來てゐ ない。  „ 

寅 S 子 客觀 しきれなくて 一 種の 泣き 笑 ひ を 含んで ゐ るの かも 知れない。 

蓬 里 雨 それなら 贊 成します。 11 此 年の 七月 十八 日の 正 岡 子規 宛の 手紙に 「ゑ ゑミ もう 何 か 書- 
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く 事 はない かしら、 ああ さう さう、 昨日眼醫^！？へ ぃった所が、 いっか 君に 話した 可愛らしい 女の 

子 を 見た ね、 —— 銀杏 返しに たけなが を かけて 11 天氣豫 報な しの 突然の 遞适 だから ひやつ ミ驚 

いて 思 はす 顔に 紅 i 架 を 散らした ね、 丸で 夕日に 映 f- る 嵐 山の 大火の 如し 其 代り 君が 美 ましが つた 

甲斐 iS 屋で 買った 蝙蝠傘 を ミられ た、 夫 故 今日は、 炎天 を 冒して これから 行く」 (全集、 第 十二 

卷  一二一一  三) ミ ある。 

寅 日子 それ は 先生の 幾つの 時だった らう。 

蓬 里 雨 二十 五です。 女 は 十七 八ら しく 見えます ね。 

寅 日子 今迄 出た 解釋の 他に も 一 つかう いふ 解 を もち 出す 餘 地が あり はしない か、 夫 は 吾 戀を戀 

人、、 ：- 解く、 そして 少しお さけた 眼で 其 戀人を 見て 居る ミ する。 今此 處で會 つて ゐる 相手の 顏は炭 

圑に眼 鼻の やうで ある 闇夜の やうな 顏 である ミ いふので す。 

蓬 里 雨 さあ、 夫 はさう です かな。 

寅 日子 若し 此 句が 滑稽 俳句 集に でも 出て ゐるミ したら、 さう ミられ る 事が あるか もしれ ない。 

此れが 和歌 だ-、】 さう いふ 可能性はなくなる が、 俳句 だから 問趲 になり はしない でせ うか。 

蓬 里 雨 さあ。 


柬洋城 闇夜に 似た る 月^ かなで あるから それ は 無理 だな。 

寅 日子 僕 も 別に 此解を 主張す るので はありません。 

柬洋城 さう いふ 事 實は而 白い ふが、 句の 上からで はさう だか- 


名月 や 故 鄕 遠 き 影法師  一 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 八 年 十一月 三日 子規に 送った 句 稿の 中に ある。 二十 八 年の 十一月 ミ いふ ミ 

先生が 松 山に 行って 一 寸 半年 許り、 子規が 先生の 下宿から 束 京へ 立って 凡そ  一 月 許り 立っても 

ろ 事になる。 此 句の 前に は 「い たづら に 菊^き つらん 故鄉 は」 ミ いふ 句が あります。 —— 明月の 

晚に 下宿の 自分の 部屋の 中で ほかん ミ月を 眺めて ゐて もよ し、 或は 松 山の 郊外で も 散歩しつつ ほ 

つねん ミ月を 眺めて ゐて もよ し、 鬼に 角 作者 は獨り ほつ ちで 门に對 して 何ミ なく セ ンチ メンタル 

になって るる" そして 月が 作った 自分の 影 を 眺めて、 形影 相 すろ 樣な心 持で、 遠く離れて 來て 

ゐる 故鄉を 淋しく 思 返す。 さう いふう そ懇 けな 心 持が 此 句に は大變 よく 出て ゐ る-、. -思 ひます。 先 一 
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生 は 思 ひ 切って 束 一；： 小 を 去った ので は あるが、 やつば り 思 ひ 切れ や、 頻に束 京へ 歸 りたかった もの 

らしい。 「菊の 待 ゃ故鄉 遠き IS ながら」 「获に 伏し^に 亂れ. 里 は」 . 1— 先生の 故 綁に關 すろ 句に 

は、 凡て 心の底に 淚を 一杯た めて ゐて 詠んだ もの W 樣な氣 を させられろ 所があります。 此 句の 出 

來た 前後に 子規へ 送った 手紙に も 東京へ 歸 るの が樂し みだ、 -、】 いふ 樣な 事が 隨分 出て 來る。 11 

此句は 先生 を 知る 上から いっても 面白い し、 句から いっても 僕に は丽 白い。 

束洋城 僕に も 此句は 面白い。 名月の 下に 影法師. か 見える 樣な 所の、 影法師 を 描いた 所 は 一 種の 

餘韻を 持って ゐる。 

蓬 里 雨 味 は 漢詩の 味ぢ やない かね。 

東洋 城 影 だけ を 描いて、 人間 を 現 はした 所 を 面白い ミ思 ふ。 

寅 日子 和歌な さに も かう いふ のが あり はしない かな。 

柬洋城 影法師 を 見て ある 考を 起す ミ いふ ミころ は 新ら し • ぃミ思 ふ。 


白露 や 芙蓉した たる 音すな り 


蓬 里 雨 是は正 岡 家の 『承 露盤』 の 二十 八 年の 部に ある. - 多分 子規が 松 山に ゐる內 に 作られた 句 

だら う-、) 思 ふ。 —— 此句 では 芙蓉した たる V- いふの がいかに もフ レツ シ ュな 感じ を與 へろ。 僕 は 

白い 芙蓉の 花の 花片に 露が 一 杯 置いて、 一 而に 花. か 濡れた 樣に なって ゐる所 だら う-、 一 m-vv- 非常 

に爽 かな 秋の 朝の、 世界 屮 がしん-、 一して ゐ る-、. 一い ふ樣な 感じ. かよく 出て ゐる。 僕に は、 事實 さう 

いふ 音が した かしな かつ たかは 此際 問題で はない。 場所 なぞ さう でも 可い が、 例へば 禪寺 かなん 

かの 塵 一 つない、 眞 白な 砂 を 敷いた 廣ぃ 庭に 此芙蓉 が^いて るるの だ-、) いふ 風に も 想像され る。 

可也 淸淨な 感じが あるの だから。 これ も 僕の 好きな 句で ある. - 

寅 日子 是は音 だけ を 聞いて、 其れ を 芙蓉が したたって ゐ る-、 > 感じら のです かつ 或は 芙蓉に 露が 

したたる の を 見て、 そこから 音 み- 感じろ のです か。 

蓮 里 雨 僕の 解釋は その後の 方です. - 禪 坊主が 線香の 灰の 落ちる 音 を 非常に 大きな 音ミ して 受取 

る 樣な事 を 云 ひます. - 此處の 滴る 音 も 線香の 灰の 落ちる 音ミ 同じ 音な の-た ミ思 ひます。 

束 作 城 小宮 君の 音 は 形容なん だね" 

蓬 里 雨 さう. たつ そしてし たたる は 其のぐ つし より ミ 置い て ゐ る 露の 垂れて ゐろ 處を见 て ゐ ろの 

ぶ 一 、> 
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寅 日子 何だか 分らぬ が 或る 音が した。 それ を 聞いた 時に 音が 閒 えて 芙蓉. かした たるの. た-こ 感じ 

た-、) して は-ごうで すか。 

蓬 里 雨 したたる は 見て ゐ るので、 一昔 は 寧ろ 心で 感じて ゐ るの-た ミ思 ひます。 — 露. か 一 ばいた 

まって ゐる 「秋の 朝」 が 非常によ く 出て ゐる。 

0^ 日 子 露 は 寧ろ 葉 先 からした た る 方が 事實ら し い 。 

蓬 里 雨 白露が 庭い つばい に 置いて ゐる。 夫が 芙 i 容 から 垂れよう が 何から 垂れよう が、 それ はら 

つ-、」 も關 はない。 唯 私から いふ ミ露 にう る ほった 芙蓉 の 花 丈 を 見れば 夫で 可い のです。 

東洋 城 白露 ゃミ いふ 時に は 眼 に 見える 方が 自然 だ。 

寅：：： 子 音が さきに 來て もよ く はない か。 

東洋 城 併し それでも、 A 露 を 眼に 浮べて ゐ なければ ならぬ。 

寅 日子 小宮 君の は 露 を 置 いて ゐる 芙蓉 を 出發點 ミ する し、 僕 は 露の 音 を 出發點 にしたら さう か 

- 、一い ふので す、) 最後に 出來 上った 世界 は 同じ だが、 そこへ 行く 道筋が 違 ふだけ か-、〕 思 ふ。 

東洋 城 僕 は-ご う し て も庭屮 の 露 を 眼で 見る： —— 白露 ミ か 芙蓉 V.- かいふ だけで は 槪念だ け で 、 

その 白露な り 芙蓉な り を 何等かに 依って 一 つの ものに 規定せ ねばならぬ。 それ を 僕 は昔卽 ちした 


た る 音 すなり でき まる 7 > する。 その に剌戟 される ものがなければ ならぬ。 

蓬 里 一 それ は 眼 • た" 

東洋 城 さう： 

寅 日子 音 を 聞いて それが 芙蓉の 露の 音 だ-、) 感卞 る爲に は、 其 前の 豫備 知識 V) して は 露の 芙蓉 を 

先づ 見て 居なければ ならない 事 は 勿論です。 僕 は唯此 「句の-せ 界」 が開展 した 願 序が さう だった 

らう- 、一い ふ を考 へて 見たかった のです。 

東洋 城 ミ にかく 一寸 巧みな 句です ね。 


日の 入 や 秋風 遠く 鳴つ て來る 

蓬 里 雨 是も 『承 露 |5_严』 の 二十 八 年の 屮 にある。 是も 多分 子規が 松 山に るる 頃に 作った <T たらう 

ぐ-思 ふ。 若し 是.. か 先生の 松 山の 下宿で 作った 句た-、 - する ミ、 あの 上野-、】 いふ 家 は 町の 屮で、 その 

後が 山に なって ゐ たの ぢ やなかった かミ いふ 氣も する 3 其 山に は 芒 やなん かが 生えて ゐる。 秋の 
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夕日の、 光がなくて 色 だけ ある ミ いふ 樣な 日影が、 其 山の 傾斜に 一 面に さして ゐろ。 せ、 處へ さあ 

つ ミ 風が 吹 いてく る 樣な所 を 詠んだ もの だら う ミ 思 ふ 。 遠く 鳴 つて 來るは ご をつ ミ 鳴って くろ ミ 

いふ 樣にも ミ れ るが、 私 は 夫 程 猛烈な 響ではなくて、 遙な 所から さあつ ミ 鳴って くる ミ いふ 位の 

淋しい 音に したい。 若し さう いふ 解 釋-か 許されない ミ すれば、 此 句の 價 値が 一寸 落ちる かもしれ 

ない- > 

柬洋城 此音も 前の 「fi 露」 の 様に いっそ 消して しまって はいけ ないか。 

蓬 里 雨 いや 是は 消す 譯には 行かない。 さあつ-こ 鳴って くる 所. たよ。 

東洋 城 ー體 秋風の 感じ は、 秋の 魁の 様な 又 秋 その 者の 樣な氣 がする。 秋風が 遠くから 鳴り を. K 

てて 來 る-、. - いふ 事 は 卽ち秋 その 者が 遠く か ら くる、、 广 いふ 事で、 風 その 者が 速く 吹 いてく るに は 違 

ひない が 同時に 秋が 來り 迫る ミ いふ 風に もしたい。 遠くからの 風 は ご をつ-、. -閒 える からね。 

蓬 里 雨 僕の 解 釋.. か 一 般 的に 通 ffl しない-、〕 なれば、 此 句の 面. m 味 は 多少 減る わけ だ。 

寅 日子 非常に 寫實 的で うまい 句 だ ミ思 ふ。 晴れた 曰の 夕方で、 それ迄 はちつ-こも 風がなくて 靜 

かで ある。 日が は 入り かかって 急に ま はりが 淋しくなる、 同時に 遠くから 風の 音が 聞え て 其れが 

段段 近付いて 來る。 さう いふ 日が 黉際 によく ある-、〕 思 ふ。 小宫君 も 山を考 へられた が 僕 も 山裾 を 


考 へる。 さう いふ 地形が 此 風に は必耍 なやう に 思 ふ。 そして 「來 る」 ミ いふ 言 薬が 今迄 風が なか 

つた 事 を 暗示す る。 

蓬 里 雨 遠く 鳴って 來るは e うです かね。 此處に は 「あれ あれて 末 は 海 行く 野 分 哉」 の樣 なェナ 

ジ I が あり はし ま せんか。 

東洋 城 僕 は 風が 遠く 鳴って るるので、 こちらの 方へ はま だ やって 來な いの だ" それから、 僕 は 

日の 入 やで 山より は 非常に 廣ぃ 野原 か 何 か を 聯想す る。 

寅 曰 子 音 はさう いふ 風に 見えます か。 

東洋 成 笑に は 音 は， 中 やつ ミ 遠い 所に あろ、 鳴って 來るミ はいうても 音 そのものが こっち へ ひ 

來 るではなくて、 來る にしても まだ 餘 程遠く > 聞 えても まだ 幽かな 程度で、 むしろ 音より は 音 を 

想像す る 程 草 や 木の 動きが 見え、 更に 次第に 音 もこ ちらへ 傳ひ來 りつつ ある さまに その 遠くの 草 

木-か 一??" 一  ぃ听 でさら さら-、) 動いて ゐる、 - 、- 兄る までで ある。 

蓬 里 雨 僕 は 風が もう 目の前に やって 來てゐ る 様に-思 ふね パ  • 

東洋 城 身近 かに 來ては 居らぬ。 そして 日の 入 ゃは尙 落陽 を 見て ゐ るの だ。 

蓬 里 雨 僕 は：；！ の は 入った 所 を 思. 弋 
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寅 日子 笑ば 日の入り を 見送って から 少し 時が 經っ てからの やうな 氣， かして 居た" 其の 方が 實際 

の 場合が 多 いやう に S ふ から。 

船後屋 温泉 

ひやひや ，、ノ 雲 、が來 るな り 温泉の 二階 

蓬 里 雨 是は 明治 二十 九 年 九月 二十 五日に 子規に 送った 句 稿の 中の 句で ある。 二十 九年ミ いふ ミ 

恰度 其 六： =： に 奥さん を 貰 はれた 年で、 此 夏休みに は 先生 は歸 京し なかった。 正 岡 子規 宛の 手紙に 

「小生 當夏は 一 週間 程 九州 地方 汽車 旅行 仕 候」 ミ 書いて あろ。 博 多 公園、 箱 崎 八幡、 香椎、 太宰 

^、  二日 市、 梅林 寺 其 他の 句が あるから、 さう いふ 所 も あるいた ものら しい。 或は 奥さん-二 ー緖 

だった かも 知れない。 - 、一に かく 此 句が 最後で 家へ 歸 つたの だ ミ 想像 さ れ る つ 船後屋 温泉 の 位置 は 

知らないが、 恐らく 箱 根 の樣な 山の 深い 高い 處 にある の-たらう。 ひやひや ミ- 二い ふ 言葉が いかに 

も空氣 を 肌- - 感じさせる 樣な所 を 持って ゐて、 非常に 印象-か 鮮か である。 僕の 好きな 句で ある。 


寅 日子 雲.. か實際 二階へ は 入って 來 るので せう か。 

蓬 里 雨 いや 雲が は 入って 來 るので はなくて、 二階の 向う の 方 を往來 してる るので せう。 雨上り 

か な ん かで 霧が 始終 往來し て ゐる樣 な 所 だ ミ 思 ひ ます。 

東洋 城 實際 山の 深い 處で 雲が やって 來 たやうな ので はない かね、 赤 城 山へ 行って ゐた 時よ くそ 

れに 似寄りの 光景 を 見た。 

蓬 里 雨 僕 は、 雲が 部屋の 屮へは 入って くる-、 -迄は 言 はない 方が よく はない か-、 STr 

寅 □ 子 鬼に 角 は 入って くる 檨な心 持. たけ はなければ、 ひやひや ミミい ふ 感じが 薄い。 或は 少く 

も來 さうな 感じ はした のでせ うね。 

蓬 里 雨 僕 は 此間箱 根の 底 倉へ 行って 蔦屋に 泊った。 恰度 雨の 日です ぐ 目の前の. うの 山 を 見て 

ゐ るミ、 霧-、〕 も 雲ミ もっかな いものが 頻に 動いて ゐる。 僕 は 今 それ を 聯想す る。 僕に は 二階へ は 

入って くる ミ なる ミ、 もう 夫 は 雲ら しくない ものに 考 へられる J 僕 はこれ を 雲-、 一眺め てゐ たい。 

寅 日子 要するに 雲の 去.^ する の を視て 居た 時に 肌に しめつ ほい. S 氣を 感じた の を かう 表現した 

も の ミ 思 はれる。 雲 ミ 観て 居 る 自分 ミ は 略 同じ 高さ にある やう に 感ぜ られ る。 

東洋 城 ひやひや-、 いふ ミ 雲が 自分の 所へ やってくる やうに も 思 ふな。 そして その 方が 面白い 
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一 0  ふ 0 

蓬 里 雨 僕 は さう ミ i はない。 目の前 を去來 すれば 夫で 充分 ぢ やない かな。 

東洋 城 それから 「船後星温^E水」 ミ いふ 前書が ある けれ さも、 箱 根 あたりで あっても いい-、〕 思 ふ 

ね 0 


內 君の 病 を 看護して 

枕 邊ゃ星 別れん，、」 する 晨 

蓬 里 雨 是は 前の 句- 、- 同じ 句 稿の 屮 にある。 さう して 此句は 旅行の 句の ゲル —ブが 濟んだ 後に か 

いて ある. - 奥さんが 病氣 をして、 先生 は その 枕元に 坐って ゐる。 それが 恰度 舊曆七 八日の 曉で 

あった-こ いふので ある。 ただ そこへ 星 別れん V  J する ミ いふ 樣な 言葉 を 持って 來 たもの だから、 傳 

說の 持って ゐろ 特別な 感情から、 この 枕邊に 坐って 奥さんの 病氣を 守って ゐる 先生の 心 持が 大變 

によく 出て るる。 秋の 初めの しら しら 明けで、 感じの 上から いふ ミこれ から 明るくな らう ミ する 


一方に は ラム ブの灯 も 消えよう-、) して ゐる。 はっきり 明るく ならない 曉の心 持-、 一、 牽牛 織女が 此ー 

曉には 別れて 行かう ミ して ゐる、 さう して 彼等 は 又 一年の 間は會 ふこ ミ-か 出來 ない、 さう いふ 心" 

細い 樣な又 ほつ ミ すろ 樣 ない ろ んな 感情 ミ が 星 別れ ん. たす るミ い ふ 言葉 の 巾に は 籠 つて ゐて、 充ー 

分 複雜な 情愛が 出て るる。 只の 明け方でなくて 星 別れん ミ する 晨ミ いふの で 人 isir か餘 程複雜 に な 一 

るので ある 0  一 

東洋 城 句の 表面 をた さる 7  >、 奧 さんが 寢てゐ る 枕 逢で 二 星が 別れ を惜 んでゐ る-こい ふ 風に なつ 一 

て、 看護して ゐる人 は その 中へ は 入れなくて 解釋 せられ やしない か。 作者 はさう いふ 所 を 客觀し 

たので はない か。 

蓬 里 雨 單 にさう いふ 所 を客觀 したので はなくて、 此 句の 中には 枕元に 坐って 夜 を あかした 作者. 

の氣 持が 充分 籠 めら れてゐ る- 、-思 ふ" 星の 別れ ミ いふ 傳說 を、 作者 は 作者 流に 特別に 體驗 して ゐ 一 

る J 其 心 持が 星 別れん ミ する 晨で 象徵 される。 

東洋 城 枕逄 やに は 假令 事實上 そこに 侍す る 人 を 挾んだ、、 > しても 全體の 上で は 人 はは 入らない 方 一 

がよ い。 作者 其 人 は 前書の 方に 置いて、 句 は 句全體 がその 人の 心境で あ もの ミ する。 夫婦の 契 一 

り の 愛情な さ か ら は 寧ろ 隔 つた 病の 狀 態の 人の 枕 逢に 天の 星の 戀、 それ も戀の 別離の 情み」 すぐ に ， 
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接せし めた こ 7> を切實 に E、5 ふ 3 

寅 日子 前書に よって 考 へて みる-、 ヽ 枕 逢 ゃミ いふ 言葉 は、 作者 自身の 位置 を 指示す る もの、、〕 思 

ふ、 此句 は實に 味の 深いい い 句だミ 思 ふ。 


某 は 案山子に て 候 雀 、ご の  • 

蓬 里 雨 此句は 明治 三十 年 十月 正 岡 子規 宛の 句 稿の 中に ある。 此 年の 夏休みに 先生 は奧 さん を 連 

れて 東京へ 歸 つた。 さう して 奥さん は 其 儘 東京に 殘り、 先生 は 一 人で 東京 を 立って 九月 十日に 熊 

本へ 歸着、 此句稿 は 熊 本へ 歸着後 子規の 所へ 送った ものである" 句 稿 を-見る ミ 汽車の 中の 寫生句 

だミ 推定され る ものが 大分 あるつ 其 ゲル— ブの 次に 此 句が ある。 從 つて 是は熊 本へ 歸 つて 來てか 

ら の句ぢ やない かミも 想像され る。 此 句の すぐ 前に は 「恐る恐る 苗 蕉に乘 つて 雨娃 J ミぃふ 句 か 

ある。 此句の 次に は 「雞 頭の 陽氣に 秋な 觀 やらん」 「明月に 夜 逃け せう、、〕 て 延ばした る」 「鳴子 曳 

く はた だ 返 屈で 困る 故」 ミ いふ 様な の も ある。 其 他 二つ 三つ 外に 滑稽な 句 も ある。 11 この 某 は 


案山子に て候ミ いふ 言葉に 案山子の 本質が 出て ゐる 樣な氣 がすろ" 案山子が 搔樓を 着せられな が 

ら 厭に 四角張って 田の 屮に 立って るる。 當人は 甚だ 誠 古 張って るるの だ. か、 はたの もの は 一向 其 

存在 を 認めない。 某 は- 、一 雀に 呼びかける 所に、 H 、はたから 存在 を 認められない 所 を 認めて 貰 ひ 度 

ぃミ いふ 心 持が 大變 よく 屮：： てゐ る-、) 思， r 元 來僕は 先生の 滑稽の 句 は餘り 好かない けれ さも、 此 

句 は 滑稽 の 句の 內 では 非常に 成功した もの、 ヌ- いふよりも 僕の 好きな 句 で ある。 

東洋 城 僕 も大變 面白い 句ミ思 ふ。 小宮 君の 解に 蛇足 を 加 ふるなら ば、 案山子 は 笠 を 着て 弓 を 張 

つて 小鳥. か 近よ つて 來る ミ そ れ を 撃 つて やらう、、 - いふ 風に 搆 へて ゐる。 處が 案山子 は そ の 實 魂が 

なくって 弓 を 張 つてる る けれ さ も 矢 は 放て ない。 そこ で 最初の 內 怖が つて ゐた雀 も 遂に なすな き 

，ら の <n 思 つ て 平氣で 近よ つ て來た 、 e うかす る そ の 案山子の 笠に -こ ま る 樣な所 迄 行く、  ^ ミ も あ 

る J それで 弓 を 射る ものが 射らないで 射られる もの-か 弓 を こ はがらない-、) いふ 樣な 所に 一 種の 情 

調が 出る。 間の ぬけた 併し 實際 その 頃の 田畑の 自然の 情景で あろ。 そこで 面白い。 その 面白い 可 

笑し い 情景 は 射手で ある 案山子が 獲物で ある 所の 雀に 向って、 某 は 案山子に て候ミ 能が かりで い 

つた 樣な 所に たまらない 面白さが ある。 是は 先生の 絕 品の 一 つで ある ミ思 ふ。 

寅 日子 案山子 は 自分の 意志に さからって 案山子に されて ゐる、 そして 自分の 無能 を自覺 して ゐ 
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る、 併し 役目 だから 何の 恩怨 もない 雀に 敵意 を 表 はさなければ ならない。 そして 雀に は 嘲られ も 

してる る。 さう 云 ふ 自分の 意氣 地ない 立場 を 自ら あはれ み、 又 11 時に それ を 雀に 訴 へて ゐるミ い 

ふ 樣に思 ひます。 

蓬 里 雨 哀れ は 感じます。 が、 訴 へる ミ いふの はさう です かね。 

束洋城 もつ 5 超越して ゐる。 

寅 日子 無 ii 表面から は訴へ はしない 寧ろ 威張って ゐる が、 心の 巾の 弱味 を 言外に 露出した 口調 

が ある。 例へば 或る 場合に 舉 校の 敎師が 自分の 監督して ゐる 生徒に 對 して、 此れ ミ 同じ やうな 心 

持を感 やる 事が ある V.- 思 ふ。 耍す るに 非常に ュ I モア に 富んだ 句で ある。 

束洋城 その ュ I モアの 出て 來 るに は、 呼びかけたり 殿 V- いった 所. か 助けに なって ゐる。 人に よ 

るミ いや" た-、〕 いふ 人が あるか も 知れぬ が、 さちら も 人間で ない もの 同志であって、 つまり 非人情 

であるか らちつ ミも差 支へ ない。 そして 結局 は 見て ゐる 人， の 心 持が 非情の ものに うつって るるの 

だ。 そこに 此 句の 奥深い 所が ある。 

蓬 里 雨 先生 の 感情が 切實 に 動いて それが かう いふ 風に 溢れ出た からい いの だら う。 

寅 日子 僕 は、 先生が、 a: 分 自身 を此 案山子の やうに 感じられた 事が 時時あった らう ミ いふ 樣な 


氣が します ね。 

蓬 里 雨 時時 は 誰でも さう いふ 氣 がする だら ぅミ思 ひます。 併し 案山子が 自分の 意志に 反して 案 

山 子に された の だ-、〕 いふ 解釋 は、 面白い に は 面白い が、 少し 人間に ひきつけ 過ぎて るる-、 S- ズ〕 ま 

す J 

寅 日子 併し 一寸 そんな 氣 もしゃし ません か。 

蓬 里 雨 僕に は、 先生が、 自分 は據 なく 敎師 をして ゐる ミ考へ る 事 も ある 樣に、 案 山..^ 自身が 亦 

據 なく 案山子に なって ゐ るの だ ミ考へ てるる の.；：、 -、〕 は 思へ ない。 

寅 日子 僕 も それ 程に は 思はなくて もい い。 

束洋城 「姥捨 は あれに 候 V ケ 案山子 哉 一茶」 ミ いふの が あるが それ ミは段 違 ひで あろ。 f- っミ 

突 込んで ゐて 却って それよりも 輕ぃ。 一 茶の 句 は 景色 を さし 示して るる、 先生のに は 景色な さよ 

り もより 以上の ものが 主にな つてる て それで 問 接に 景色 も 浮ぶ。 

蓬 里 雨 併し 先生の 句は是 丈で い いぢ やない か。 

寅 日子 此 句に 景色が あるで せう か。 

束洋城 案山子-、】^ ミ相對 する ii に その 背景が 生じ、 その 背景が 表 V) 一  枚に なって ゐ ます。 
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鳴き 立てて つくつく法師 死ぬ る日ぞ 

蓬 里 雨 此句は 明治 三十 年頃の 句で ある。 是 はっくつく 法師が 夕方に なって 鳴いて るる 所 を 詠ん 

だもので ある。 つくつく法師の 聲 はいかに も哀 調 を帶. ひて、 細い けれ さも 一 -、 > 向に 人に 迫る 所が 

ある。 それ を 今 口が 死 ぬ 日 ミ 定 め られ てるて つく つく 法師が 鳴き 立てる の-た -、> 云 ひ 切つ て 了った 

ものであるつ 芭 蒸に 「やがて 死ぬ けしき も 見えす 蟝の聲 」 ミ いふ 句が あるが、 是は 恐らく 蟬が全 

然違 ふ。 嬋は違 ふが、 「死」 ミ いふ 事 を 聯想の 中心に して 鳴き 聲の 上で 嬋の 本質 をつ かみ 上け て 

ゐろ點 が、 甚. たよく 似て ろる。 さう いふ 方から 考 へても 面白い ミ思 ふ。 まったく あのつ くつく 法 

師の 鳴く 所を閒 いてる るミ、 いかにも 今日 を 限りの 命 だ V- 定められ てる る 事 を 自分で 意識して な 

き 立てて ゐる樣 に 思 はせ る處が ある。 

寅 日子 ；て いふの は や- う い ふ 意味です か。 

日で あるから だ ぞ、 ミぃ ふやうな. 說 明-、 1 感歎 ミを 籠め た 首 葉な の だら ぅミ思 ひます。 


東洋 城 今日 こそ、 ミ いふの-たな。 

蓬 里 雨 生きて ゐられ るの は 今日 一日 だ ミ 思って、 つくつく法師が 自分の 持って ゐる歌 を 皆 歌つ 

て 了ば う v> する ミ いふので せう。 

東洋 城 つくつく法師 は 死ぬ 前に 殊に 忙しく 鳴く もの. たさう です。 も 一 つ 短命な もの-たさ うで、 

生れる 迄に 三年 かかって 生れる-、 ニニ 日で 死ぬ ミ いふ 事 をよ くい ふが、 事實の 上で もし まひ 方に な 

るミ 一 生 懸命に 鳴く ので、 今 大變に 鳴いて ゐ るの は 期に 近いから だ ミも思 ふ。 生き死にの 問題が 

あるの 7>、 其上ぞ はっくつく 法師 を さし 示して るるの だけれ さも それ-、〕 同時に 死ぬ る 日だミ いふ 

听に 日の 短くな つて 行く 時候 的な 淋し さも 動いて ゐるミ 思 ふ、 その 兩 方が 心 持に あるので す。 芭 

擦の 句が 出た が、 蟲が違 ふば かりで なく 句 境 も 違 ふ。 

蓬 里 雨 先生の 句 はっくつく 法師の 鳴き 聲を 詠んだ もの だが 芭蕉の 句 は 衣 蟬か何 か ああい ふ、 が 

ちゃが ちゃした 騒騒しい 蟬の 鳴き 聲を 詠んだ ものである。 

寅 日子 僕は此 句に； 1 それ 程 深い 意味 はない か-、  >  思 ふ。 是 はっくつく 法師の 鳴き 聲其物 を 表 はし 

たもので、 句の 全體の 音の リズムが 作者の 興味の 中心に なって 居る ので はない か V- 思 ひます。 法 

師の 「し」 が 死ぬ るの 「し」 につな がり、 最後の 「ぞ」 が 「ほう」 に對 して 居る 樣な氣 がする。 
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蓬 里 雨 失 程まで 先生 は 「詩人」 かな あ。 

寅 日子 併し 「散る 紅葉ち りり ちりり ミ ちぢ くれて」 ミ いふの が ある 位 だから、 さう いふ 事に 與 

味 を もった 時代 も あ •  るのぢ やないで すか。 

蓬 里 雨 此 句が 音調に 興味 を 持って 作られた ミ いふ こミ には贊 成しても 可い のです が、 其 音調ば 

かりに 先生が 興味 を 持ち、 夫に 磨き を かけて 此句を 仕立てた、 從 つて 此句は 云 はば 音調 だけの も 

のだミ する 事に は贊 成し かねます。 つくつく法師 のせ はしな く 鳴き 立てる あの 哀調 を帶 びた 聲の 

感じが 主にな つて、 此 句の リズム は 自然 それから 出て 來 たもの だミ思 ひます。 口調 はいいに は 違 

ひない が、 口調 丈が 夫 程 主にな つて ゐるミ する の はいけ ない 樣 です。 

寅 日子 さう でせ うか。 それにしても 此句 はっくつく 法師に 對 すろ 同情から 出發 した もので はな 

ぃミ思 ひます。 

蓬 里 雨 同情 ぢ やない が、 其 矚き聲 が 先生に 與へ た イン プ レツ シ ヨン から 出立して ゐ るので せう。 

寅 日子 明治 二十 八 年の 作に 「秋の 蟬 死にた くもなき 聲音 かな」 ミ いふの • か ある。 

蓬 里 雨 先生 一は 蟬が縑 ひだった 樣 だから 「死に 度 もな き」 の 方に は 多少 非難の 意味が あるか も 知 

れ ない。 —— 松 根 君の、 三日に して 死ぬ、 ミ いふ 樣な云 ひ傳 へが ある ミ する ミ、 ぞ はもつ ミ 決ま 


つてく るね。 


秋風の 一 人 を 吹く や 海の 上 

蓬 里 雨 是は 明治 三十 三年 九月 六日 寺 田さん 宛の 端 書の 末に 出て ゐる。 先生が 洋行す る畔、 汽船 

の 出發が 早くな つたので 東京 出發の 汽車の 時間が 早くな つた-、〕 葉書に かいて ある。 此句は 寺 田 さ 

ん ばかりへ 宛てた のか-、 一思ったら、 奧 さん も 此句を かいて 貰って ゐる。 結局 先生 は 此句を 寺 W さ 

んミ 奥さん ミに殘 して 行かれた 事になる。 是は 自分が 船に 乘 つて 大海 を 航海して ゐ る有樣 を、 旣 

に 立つ 前に 想像して 見て、 肉 身の もの や 親しい もの やに 別れて 獨り ほつ ちで 船の 上に 立って ゐる 

自分の 何-、. - なく 心細い 樣な 感じ を 詠んだ もの だミ思 ふ。 一 人 を 吹く や 7〕 いふ 一 人ミ いふ 首 葉が 非 

常によ く 利いて ゐる" 是迄 大勢から 包まれて 生活して ゐた 人が、 急に 其 大勢から 離れて ほつつ り 

ミ 一人で 船の 上の 簞 調な 生活 をす る。 其 處には 心細い 便りない 淋しい 活か ある。 さう して 其 一 

人 を 取り 卷 くもの は 秋風で あり、 海の 上で ある。 一 體 旅立ちに は 普通の 人 は 勇み立った 景氣の 好 
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いもの を 作る のが 型の 樣 になって みるのに、 .是 は 道具 立の 上に は 特に 淋しがらせろ もの もない け 

れ f, いかにも 淋しい 心 持 を 誘 ふつ 先生の 感情が 偽ら やに 出て ゐるミ 思 ふ。 

東洋 城 つまり 留別の 句 だね。 是は句 だけ を 思 ふ-、」 船 上の 樣だが _リ 

蓬 里 雨 だから 今 言った 樣に船 上の 自分 ミ いふ もの を 陸上に るて 客觀 して 作った もの だ Vs-Yr 

束洋城 無論 實際 船の 上から 出した ものより 此の方が いいの だね" 明日 こそ は、 ミ いふ 氣 かあつ 

て 0 

蓬 里 雨 此.？ を 作る 時には、 先生 は旣に 自分 を 旅人-、 - して 見て るるの だ。 

柬洋城 今 別れないで、 別れて しまって 明日 はさう いふ 風に 淋しいだ らう ミ いふの は 漢詩 や 何 か 

にもよ く あるね-つ 味 は 違 ふが さう いふ 所から 出て ゐる樣 だね。 

寅 日子 先生が 出發の 際に、 いよいよ 船が 動き 初める V) 船 上の 人も棧 橋の 人 も、 互に ハンケ チゃ 

帽子 を 振り か はして ゐた、 此時 同行 G- 藤 代さん-、) 芳賀 さん ミは 矢張り 多くの 人ミ 同じ やうに 帽子 

を 板って ゐた" 先生 は それらの 人-、 一 少し 離れた 處の 漏の 鐵柱 にも たれて、 ぢっミ した まま 顏も動 

かさないで 立って るた、 その 時の 姿が 今でも はっきり 眼に 殘 つて ゐる" 其 時の 姿が 此 句に その ま 

ま 現 はれて 居る。 足踏み をしたり 踊る やうに して 帽子 を 振って 居る 人 も ある 屮に、 先生 だけが 唯 


ぢっミ して 居た-、，"、 少 くも 僕に はさう 思 はれた。  」 

東洋 城 是は 手紙 を かく 時に 作られた の だら うか。 

蓬 里 雨 さう でなくて 前から 作って あつたの かも 知れない。 前から 旅の 淋し さ を 先生 は 切に 感じ 一 

て ゐた樣 だから。  一 

.  一 

寅 日子 淋し さ を 思 ひ 切る 爲に 作った のか もしれ ない。 


繪所を 栗燒く 人に 尋ねけ り 

蓬 里 雨 明治 三十 四 年卽ち 一九 〇 一 年の 日記に 「朝 D 三 Ich に 至り ； Picture  Gallery を 見る 此 

逢に 至れば さすがの 英國も 風流 閑雅の 趣な きに あらす」 ミ して 此 句が 書いて ある。 繪 所-こい ふの 

は ダリ ッ\4^ の ギヤ レ リ ー の 事 だら ぅミ思 ふ。 ギヤ レ リ I を繪 所-、 >  いってい いか 惡 いか は 知らない 

が、 前の 文章から 推す ミ 鬼に 角 先生 はさう いふ 積り に 使って ゐる樣 に 見える" 倫敦の 市中 を 出 離 

れた 所で、 東京なら 一寸 赤 坂の 東宮御所 見たい な 場所 を 聯想す る。 そして四ハ，^:見附みたぃな處に 
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燒栗屋 が 店 を 立てて ゐて、 それに 先生が ギヤ レリ I はさ こだ ミ 尋ねた。 さう いふ 景色が 僕に は 浮 

ぶ。 栗 を燒く 人に 尋ねた-、 - いふ 事 は 何でもない 様. たが、 そこに 一 種の 味 か ある。 丁度 是は津 田 青 

楓 かフラ ン スの 風景 を津田 一 流の 南畫で 描いて ゐる樣 な 味で ある。 云 はば 是は 西洋 館の 屮 から 俳 

句をミ り 出した やうな ものである。 其處に 一 寸 面白味が ある。 

東洋 城 前 m はの 「此邊 に 至れば」 云云 は ギヤ レリ I の 風景 を 描いた のかね" 

蓬 里 雨 ギヤ レリ— の ある 近邊 なの だら う。 此 Dulwich  7〕 いふの は 倫敦の 郊外. ちゃない だら う 

か。 

東洋 城 それから 栗を燒 く-、) いふ 樣な事 は 西洋 ミ して は 一 寸 想像 かっかな いが、 辻 見たい な處で 

見す ほらし くや つて ゐ るの だら うか。 

蓬 里 雨 四 谷 見附の 樣な處 で、 裏店 住 ひ をして ゐる やうな もの を 相手に、 伊太利 人 か 何 かが 栗 を 

燒 いて 賣 つて ゐ るの だら う。 

寅 日子 僕 はさう いふの をゥヰ ンナの 夜の 街で 見た。 クリスマス ッリ ー なんか を賣 つて ゐる廣 場 

の 隅であった かさう に、 うま さう にやって ゐた。 その 景色が 出て 來る。 

東洋 成 「栗 を燒く 伊太利 人 や 道の はた」 ミ いふ 句が ある。 これ を 見ても 栗 燒きは 伊太利 人に 多い 


樣に思 はれる。 そして 日本-、 > 伊太利 ミ 似た 所 も 栗が 調和す る 樣に考 へられる" 是は 前置で も.：？ で 

も ギヤ レリ— の 中には 觸 れてゐ な いんだね。 

蓬里兩 さう の やう だ。 

東洋 城 前置の 「英國 も 風流 閑雅の 趣」 V 一言って あるか、 日本に 似て ゐ る-、：〕 ろが あり はしない 

かね 一 

蓬 里 雨 別に 日本 に似てみ なくても い いぢ やない か。 

東洋 城 栗 を 燒く人 か ゐたミ いふ 事が 故鄕の 方へ 先生の 心 を 動かして ゐる. - ョ I 口 ツバに ゐてョ 

I  口 ツバ の 味がぬ けて ゐる 7- ころが あるね。 

蓬 里 雨 さう だ、 栗燒 く人ミ いふ 事 は 先生に は 重大だった に 違 ひない： が、 此燒 栗屋は 西洋 趣味 

に 本 趣味が 加味され てゐろ わけ-た らうつ 

東洋 城 翁 所-、】 いふ 樣 な 言葉の 可也 十 ：1 い 日 本 語で あ る V】 ころから 兄ても、 西洋 に H 本が 加味され 

たミ いふより は、 西洋で □ 本 趣味に 逢 著した ミ いふ 意味に した 方が 前置- /.- も 一 致す るな-し 

蓬 里 雨 それ は 夫で もい い、 唯 僕 はさう まで は 言 ひたくない。 
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曼珠沙華 あっけら かん，、」 道の端 

寅 日子 曼珠沙華が 道端の 芝草の 中から 獨り抽 き 出て 咲いて 居る さま を かう 言った 迄で ある" あ 

つけら かん-、， -は 普通 さう いふ 意味に 使 はれて 居る か、 字引 を しらべても よく 分らない が、 鬼に 角 

此花か 白 日の 下につつ 立って ゐる、 それ を 人が 見る ミ 手 持 無沙汰に 見え るが 併し 自分で は 平氣で 

超然 ミ 突っ立って 居る その 樣子 を 言 つた もの ミ思 はれる。 先生の 借辭の 巧妙、 語彙 の 豊富 な 事が 

此 時代から 旣に窺 はれる。 恐らく 曼珠沙華の 句-、) して 古今 獨步の もので あらう、、 一思- r 周 園の 光 

景 な、； J を かりやに 花 其 物 をし つかり 捕へ てゐる 0 


東洋 城 此句は 今 寺 田 君の 言 はれた 通り ミ思 ふ。 あっけら かん ミ いふの は 「呆然 自失」 ミ いふ 檬 

な 事. たらう。 だから 配合 も 周 園 も 別に 言 は す に 唯. た 曼珠沙華 その物 を摑ま へ る ミ い ふ こ v> に 句の 

目的 はあった ミ思 はれる。 今 言 はれた 樣に 曼珠沙華 は 葉が 無くて 長く 突立った 室の 上に 大きな 花 

がいきな り 著いて、 然 かも その 花が 馬鹿につ よい 目立た しい 色で あるから 非常に 人の 目に はっき 

りする 0 で、 突っ立って ゐる其 有樣を 人間の 呆然 自失して 立って ゐるミ 言った やうな 心 持に 思 ひ 一 

合せて そこ を あっけら かん ミ いふ 形容 をした もの か ミも思 はれる。 併し その あっけら かん ミ いふ. 

表現が 當 つて ゐ るか-ごうか、 曼珠沙華 其 物の まこ ミの欲 はれよりも 作者で ある 人間の おもわくの 一 

方が 主にな り强く 出て ゐ るので は あるまい かコ 夫から あっけら かん ミ いふ 言葉 は、 さちら か ミぃー 

ふミ、 一 つま か 一人 V.- かいふ ものの 孤立の 場合の 感じで、 多數の 時には 餘り 感じられない 言葉で 

ある。 然るに 此花 は殆、 ご 一 本 立で 生える こ-、】 はなく、 常に 群生す る ものであるから、 よけいに 此 一 

あっけら かん ミ いふ 形容 は 折 合 はない。 

寅 日子 僕は此 曼珠沙華 は澤山 群生して 居る ので はない、 一本 立って ゐ るの だミ思 ふ。 

東洋 城 たった 一 本 生えて るる ミ いふ 事實を 聯想し にくい 程數 本-、) いふより は 十 數本數 十本 一 緒 

に 生えて ねろ のが 普通.：； r 
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寅 日子 それ は事實 であっても、 別に 差 支 はない。 

蓬 里 雨 君に は あっけら かん ミ 感じられ ないから、 夫で 此句は 面白くない ミ いふの か。 

柬洋城 まあ さう だね。 あっけら かんで は 曼珠沙華が 活躍し ない。 此 語に 外に何か 深い 心 持が あ 

蓬 里 雨 あっけら かん ミ いふ 所に 先生の 發 見が あるの だよ。 あっけら かん は 君の 解釋で 結構ち や 

ないか。 夫が 先生の 表現したかった 所なん だら う" 11 君 は其發 見に 價植を 認めない ミ いふ 譯な 

ん， たね。 

東洋 城 一 口に 言へば さう だ。 

寅 日子 の此 句み-いい-、， -思ふ 所以 は、 かう いふ 風に 言 はれて はじめて そこに 新ら しい 曼珠： ^華 

が 生れる からで ある。 ウイ スラ I が繪を 描いて はじめて テ I ム ス河 VJ いふ ものが 生れた ミ 同じ 樣 


蓬 M 雨 北 九州の 田 舍 では 此花を 「手 腐れ 花」 ミ 云って ゐ ます。 僕から 云 ふミ、 さう い，^ 名 力 現 

、 、 、 、 

はして ゐる樣 に、 此 花に は 何よりも 先に 或 毒毒しい 感じが ある。 換言す る-、)、 此 花に は あっけら 

かん 丈で は 現 はす 事の 來な いものが ある ミ思 ひます。 


寅 日子 それ は 色色の もの を 持って 居 ませう。 併し 一 つの 句です ベての 曼珠沙華の もって 居る も 

の を 出して くれ ミ いふの は 少し 無理 ぢゃ ありま せんか。 

蓬 里 雨 夫は無！^に違ひぁりませんが、 あっけら かん ミ言 ふより 前に、 少くミ も 私に は、 もつ ミ 

重大に 感じられる ものが 此 花に は ある。 夫が 言って 貰 ひたかった のです。 

寅 日子 僕 は 自分で 明白に 認め 得なかった もの を はっきり 見つけて 賀 つたので 満足し ます。 

蓬 里 雨 あっけら かん ミ いふ 感じ は、 寧ろ 色を拔 いた 形から くる 感じが 勝って ゐる 樣な氣 がし ま 

す。 私 二， は 夫よりも、 もつ ミ、 ング 二 フ イカ ン 卜な ものが ある 害. たミ思 はれる のです。 

寅 日子 此句は 要するに 矢 張 『新 俳句』 時代の 句 7】 して 其 積で 見る のが 穩當 ではない でせ うか。 

此 頃の 句から 苗蕉 な-?」 の もって 居ろ 樣な もの を 求める の は 無理で せう。 

蓬 里 雨 いや、 貴方の 標準が さう いふ 所に あるの なら、 夫で いいのです。 此 句に は、 內 からでな 

しに 外から 眺めた、 ゥヰッ チイな 所が ある。 

東洋 城 曼珠沙華 ミ いふ 花 は、 單 純に 形 丈 を 見て ゐても 重苦しい 所が ある。 も 一 つ、 小宮 の 手 

腐れ 花 -、.- か 其の 他 死人 花 ミか言 ふ 位 暗い 心 持 を 呼び 起す。 形 を 見て 美しくても 、ごこ か 暗い 心 持 を 

ぬく 事が 出來 ない。 つまり これ は あっけら かん ミ いふ こミの 表象の 爲に 曼珠沙華 を 履うた-、. - いふ 
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方で 曼珠沙華 其 物 を 掘む 7> いふ 方で はない らしい。 

寅 日子 僕の 頭に は 夫 程 い トラ ディ ショ ン がない から ：：： 0 

東洋 城 トラディション を 別にしても 此 花の 餘 りに 赤 過ぎら 色 其 者が 直に トラディション による 

結果、、】 等しい もの を 誰も 呼び 起す のが 普通た，、， 思 ふ。 夫から 新 俳句 時代 云云 V- の 御說に 就ても 自 

分 は 割引 を 仕兼ねる。 

寅 日子 僕 は 此句も 先生でなくて は 言へ ない 事 を 云って 居る. ヒ思 ふが、 ごうで せう。 

蓬 里 雨 先 牛： に はかう いふ 種類の 警句で、 割に 物の 表面 を 滑って 行って 了 ふ 樣な處 が ある。 II 

ミぃ ふさ 百 ひ 過ぎに なるなら、 少く  7) もさう いふ 風な 傾向が ある ミも 云へ 乙 程度の、 隙が ある ミ 

いふ 氣が します。 

寅 日子 夫 はさう かも 知れません ね。 


盛り 崩す 碁石の 音の 夜寒し 


寅 日子 碁-かおし まひに なって 碁石 を かたづける、 其 音が-チヤ リダ ャ リ-、 > 響く、 それが 夜寒の 感 

じ を 喚び 起す ミ いふので ある。 唯 夫 丈なら ば此句 は 隣室で 他人が やって 居る 音 を 聞いて 居る ので 

も 別に 差 支 はない。 併し 自分で やって 居る 音ミ する 方が 感じが 直接に なって 来る コ 打って 居る 內 

は 碁に 熱中して 居る、 そして 夜が 更け 夜寒 さの 次第に 加 はった こ、、 一に 餘り 注意し ないで るるつ そ 

れが 一 局 終って 碁石 を 崩す 音から はじめて 夜寒 さ を 感じる •、) いふ こ、、 一 も 極めて 自然な 事ミ思 ふ。 

基石の 「音」 は 又 石の 冷めたい 手 觸りを も 聯想させる、 聽感 から 皮膚へ 來る 句で ある。 此句も 明 

か に 作者の 實感 から 來 たもので ある 事 は 疑 ひな い ミ 思 ふ 。 「昔 の 夜寒し」 も 惡ぃ事 はない ミ 思 ふ 0 

音が 夜 を 思 は せ 夫が 寒 いので ある" 

東洋 城 盛り 崩す ミ いふの はさう 言 ふ 事です。 

寅 日子 碁盤の 上 になら ベて あるの を かため て 堆積し て 局面 を 崩す の だら う V】 思 つ て 居た のです 

が、 よく は 分りません。 併し 此 言葉が 面白い 言葉 だ-こ 思 ひます-) 夫から 下 五 は 「よろ 寒し」 だら 

うか 「夜寒し」 だら うか。 

蓬 里 雨 よるで せう。 

東洋 城 よるに しても よに しても 「^|1寒」 卽ち 秋の 句ではなくて 「寒さ」 卽ち 冬の 句で ある。 
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寅 日子 さう してです か。 

東洋 城 夜寒 は 「よさむ」 で 「夜 を 寒し」 「夜る 寒し.」 は 「寒さ」 ミか 「寒夜」 ミか言 ふ 冬の 方に 

なる のです。 一 は 「夜寒 さ」 で 一 は 「夜が 寒い」 です。 

蓬 里 雨 「夜 を 寒み」 ミ いふの が ある。 

東洋 城 夫 は 「夜寒」 の 場合に 使ふ樣 だ。 

寅 日子 夫 は 困った な、 僕 はこれ は 秋の つもりで、 夜が 更けてから 碁石 を 崩す 頃に 少し 寒くな つ 

て來 るつ もりだった が。 

蓬 現 雨 先生 は 「夜寒」 のつ もりで 作つ たんだら う。 

東洋 城 この 盛り 崩す 碁石の 音の 音 はさう しても 耳に 聽く のでせ うね。 

寅 日子 さう です。 

東洋 城 碁石の 音に つけて 夜寒 さ を 感じる のなら つまり 「音の 夜寒 哉- でい いこ ミで せう。 

寅 日子 夜 ミ寒ミ を 別に 離して はいけ ません か。 

束洋城 夜 ミ寒ミ を はなす 7〕 冬になる ん です。 

蓬 里 雨 松 根 君 は 寒夜の 方が いい ミ思 ふの かね。 


東洋 城 いや、 「夜寒し- ミ いへば 「寒い 夜. た」 ミ いふ こミ 「夜寒」 ミ いへば-夜 寒さ」 になろ の 

は 昔 か ら 言葉 の 使 ひ 方 に 秋 冬 の區別 をつ けて あるの をい ふので す。 碁-、 -ぃふ もの は 年 屮季を 分た 

ぬ もの. だから、 ー體 秋で も 冬で もよ い。 此處 では 冬に きめて あるから 冬-、 一して、 冬の か乂が 更けて 

碁石が 崩 されて さらさら V ) 音が する： 秋で はない からもう 蟲の音 も 何もない 極 寂 か な 夜 に 突然 碁 

石 を か き 集め る 音が サラ サラミ 崩し 込まれる の は 寒 い で あら う。 併し 碁 を 打 つ て 碁石 を 崩す 7.- い 

ふ 事が 餘 りに 普通 事で あるから、 さう 特別に ひきつけられない。 特に寒^^-、ーぃふ感じを强く與へ 

る 所 もない つ 

寅 日子 僕に は、？ P つも 夜寒でなくて は 感じが 乘ら な いつ 冬 だミ 宵の口  V - 夜 更ミの 温度の 變り が そ 

れ 程逆轉 しないから 面白くない。 

東洋 城 で も 冬 に 讀 ん で あれば 秋 に はなら な いぢ やない か。 

蓬 里 雨 僕 は、 碁石の 音-、 一い ふミ、 も 一 つ 前の 季の、 夏の 涼しい 夜 を 勝 想す る： 打 水で もして 燈 

影の 映って るる 庭 を へ だてた 向う に、 御 隱居樣 でも ゐて かう いふ 音 をた てて るろ 所 を。 

寅 日子 夫で は 夜 谅しぢ やありません か。 

蓬 里 雨 さう です。 だから 此句 は、 僕の 持って ゐる 碁石の 音の 感じ V) そぐ はない 所があって、 其 
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意味で 不満足 なんです よ。 

束洋城 つまり 平凡で あり 陳腐な のです ね。 

寅 日子 さう かな。 

蓬 里 雨 僕 は 平凡 だ-、， -か 陳腐 だ ミかは 思 はない。 


蠛螂の 何 を 以て か 立腹す 

寅 日子 螳螂が 鎌 を ふり 上け 首 をね ぢ曲 ゆて しゃち こばって 居る。 一 體何を 怒って 居ろ の だら う 

V J いうた 迄で ある。 蟲 のこミ だから 夫が 果して 怒って 居る の だか、 X- うだ か 科擧的 に は 不明 で あ る 

が、 人間 か 見る-、〕 夫が 怒って 威張って ゐる樣 に 見える。 螳螂に、、〕 つて は 生死の 大事で あっても、 

見て ゐる 人に は 滑 精で ある。 其 滑稽な 感じが 此 句の 鹿爪らしい 措辭 によって 強められて 居る、 此 

句の 内容 は 寧ろなん でもない が、 唯此 句に 用 ゐられ た詞の motteka  rippuku  -/) いふつ まった 音の 

反覆が 螳螂の 姿勢の 形容 ミ して ふさ はしい もの-た ミ思 ふ。 11 かう いふ 句 を もし か外國 語に でも 


譯 する-、， -殆ん 、ごノ ン セ ン ス になる だら う VJ 思 ふ。 

束洋城 贊 成です。 其 姿勢 もさう 思 ふ。 其 上 螳郷が 不意に 敵に 構へ て 鎌 を 振り 上 ゆる 上け 方、 其 

時の 彼の 心理-、〕 いふ やうな ものが 手に-、〕 る樣に 見えろ 樣. た。 

蓬 里 雨 僕も贊 成です。 併し 此句 は單に 口調 丈で はなく、 意味の 上で も 大事な 點を摑 へて るる -、.> 

思 ひます。 此句を 讀んで 私 はかう いふ 光景 を 想像す る。 I T 先生が 窓の 下の 机の 上に ランプ を 置 

いて 本 を 請んで ゐる。 そこへ 軒から か何處 からか 螳螂が ひよ つくり 飛込んで 來て 本の そばに でも 

ミ まる。 ミ まる や 否やぐ ぃミ肯 をね ぢま： t て 鎌 を 振り 上け て 身 構 へ をす る。 それ を 先^-か 靜 かな 

心 持で、 お前 は 一 體何を そんなに 怒って るるんだ ね、 ミ 心の 屮で^ 螂 によび かける。 —— 

{£ハ 日子 さう かも 知れない。 併し 始螂が 何 を 怒る か，/) いふ やうな 考へは 先生が 新ら しく 見つけた 

ので はないで せう。 

蓬 里 雨 さう でせ うか。 僕に は 先生の 發 見の 樣な氣 がします がね。 單に 螳螂が 怒る ミ いふので は 

なく  、 其 怒 つて ゐる 螳螂 に對し て 或 特別な 感情が 動いて ゐるミ いふ やうな 意味で 。 

寅 日子 僕 は 矢張り 此 句で は主ミ して 口調に 重き をお きたい。 

蓬 里 雨 此 句の グ ル— プに はさう いふ 調子の 句が 多い 樣で はあります。 
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寅 日子 兎に角 此頃は 言 ひ 方 に 特別の 興味 を 持 つてる た -、) いふ 事 は 確かです ね。 

束洋城 小宫君 は 場面 を 描く-/〕 いふが、 僕 は 場面 は 出て 來 ない ミ 思 ふ。 又 此句を 通しての 先生 は 

あらう が、 此 句の 中に 先生 は 這 入れない。 

蓬 里 雨 僕に は 何處ミ なく 先生が 這 入って 來る 所が ある。 其 慮が 叉 僕に は 面白い。 一方から いふ 

ミ、 其 處が又 僕 を 前の 樣な 空想に 導く 所以になる。 松 根 君が この 句 を 見て 場面 を 想像せ す、 曼珠 

沙 華の 句の 方で は 曼珠沙華 丈 を 見る 事 は出來 ない ミ いふの はさう いふ 譯 かな。 

東洋 城 蛸 螂の句 は 單に蛸 螂の擧 動な り 心なり 螳瑯其 ものに 留 るが、 曼珠沙華の 句 は 一 寸 でも 道 

ぐ〕 か 道の端 ミ かいふ 外 景-、 ) 共に して 背景に 俟 つもの が ある ミ いふの-：;, r 小 i 呂君は 特定な 一 螳螂の 

舉 措に 先生の 同情が 動いた かの 樣に言 はれた 樣 だが、 もし かう いふのに 失が あった ミす ろなら 前 

の 曼珠沙華の 形 に も 先生 の 同情が あ ろ -、〕 一 百 はね ばなら ぬ。 景物 の 事 ミ雖 底な り 芯に は 同情が あ つ 

てこ そ 詩になる の-たからな。 

蓬 里 雨 夫 は 無論の 事 だよ。 唯 併し 感情の 出ろ 出ない は 言 ひ 現し 方 如何によ る譯 だ。 

寅 日子 さう する V.- あっけら かんの 方 はつ まり 言 ひ 現し 方が ま づぃミ いふ 事になる のです か。 

蓬 里 雨 いや、 さう いふ 譯ぢ やありません。 あっけら かんの 方 は、 私 7) 作者 7) の 間に 感じ 方の 相 


違が あろので すつ 

寅 日子 僕に は此 言葉に 一種 孤獨な 淋し さが ある。 

東洋 城 孤立 的の 意味 は ある ミ しても あっけら かん 7> いふの は 僕に は 悄然 ミ いふより 白晝 且つ 公 

然に ほかん 7  - して ゐる 事で、 寧ろ 痴呆 性の 方に 近い ん ですからね。 

寅 日子 そこに も 哀れが あり はしません か。 

東洋 城 それ は 場合により 觀方 によって は。 但し 此揚合 は 哀れ ミ いふより 可笑しかないで すか、 

多勢が ほかん ミ してる て。 


阿蘇 巧 牧溫泉 

秋雨 や 杉の 枯葉 をく ベ る 昔 

寅 日子 秋雨で 甓陶 しい、 宿屋で 泊って 居る 室が 臺 所に でも 近い 所に ある。 其處で 杉の 葉 をく ベ 

て 焚く 首が パ チパ チミす る。 恐らく 其 佗しい 烟が臺 所から 其 室の 逢 迄 も 迷って くるの だら う、 少 
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くも その 香 はする だら う。 旅屮の 秋雨の 佗し さがよ く 出て ゐる。 —— くべ る 7,1 いふの は 火の 中に 

新たに 燃料 を 挿入す る ミ いふ 事で あるから 燃える 音 ミ は 違 ふ ミ い ふ 議論 も あり 得 る V) 思 ふ。 又 ，ご 

うして それが 「杉の 薬」 だ-、.. いふ 事が 分る かミ いふ 難詰 も出來 るが、 僕 はそんな 穿鑿な 必要-、〕 感 

じない 位 凡ても 實感 的に 受け入れる 事が 出來 る。 

束洋城 前置で は戶 外の 事 だか 戶內の 事た か 解らない。 が、 それ はま あ 其 温泉宿に ゐるミ して、 

さて さ こへ くべ てゐ るの かそれ が はっきり しない。 室に 爐 があって そこで 燃す のか、 土 問に ある 

雜 釜に でもく ベ るの か、 宿の 居室が きまらない 上に 焚く 所がき まらなければ 昔 を 呼ぶ のに 闲難 を 

感じる。 夫れ からく ベ る 音 V,- いふ-、〕 燃える 音 か、 眼前な のか 隔 つた 所な のか ミ いふ 事 も はっきり 

しない。 假に 逗留 屮 である 自分の 二階の 下 か 隣の 爐で でも 何 か パチパチ 燃して ゐ るので、 あれ は 

杉の 葉 だな ミ、 ある 豫備 知識から さう 感じた ミ しても 其 温泉に 於け る 自分の 位置に きまらない 11=- 

が ある。 かう いふ 前書で かう いふ 句に 於て は、 多く 作者 自身 折く べつつ ある 場合に のみ 正確で あ 

ゝ、、 0 

るが くへ る 音-、. - いふ 所 を 以て 見る ミ さう も 眼界から も 遠く 他听他 11=- しい。 

寅 日子 僕に はちゃん 7,- 場所が きまって ゐろ。 夫 は 貧しい 宿屋の 十； 間にある 竈 だ、 先生 は 前に 夫 

を 見て 知って ゐ たの だら う。 


東洋 城 土間の 寵. た v.- いふ こミ、 先生が 前に 知って ゐ ろ-、】 いふ こ-、】 は、 前置から も.：？ 其 ものから 

も、 ごちら から も 化な い。 

蓬 里 雨 僕 は 寺 m 說に 全然 贊 成します。 此 句の 次に 「秋雨 や 薺麥を ゆでた る 湯の 臭 ひ」 V〕 いふの 

が ある，」 是も此 句 7】 同じ 感じで ある。 同じ 宿屋で 詠んだ ものに 違 ひない。 さっちに も 佗しい 感じ 

がよく 出て ゐる。 

寅 日子 く ベ る に は 動作 も 伴 つ て ゐ て 夫. か いい ミ 思 ふ 0 

1 ffi は 白き： g ぬ梗に こそ あらめ 

寅 日子 趙州 和尙に 「狗 に怫 性が あるか」 ミ 聞いたら 「ない」 ミ答 へた。 また 別の 人が いたら 

「有る」 ミ 答へ たさう である。 叉 雲門ミ いふ 坊さんに 「什麼 是佛」 V) 閒 いたら 「糞 かき ベら」 ミ 

答へ たさう である。 何の 事 だか 私に は 分らない、 が 併し 此句は 鬼に 角 さう いふよ く 知られた 問答 

の やうな もの を 背景に 置いて 見なければ ならない か ミ 思 ふ。 併し 作者が 本當 にこん な 公案に 對し 
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て 居る ミ きに 恰度 白 桔梗の 花が 目に付いた ミか、 夫 を 見て 悟った ミ かいふの ではなく、 寧ろ 逆に 

花 を 見て 居る うちに、 ふい ミ此樣 な 公案が 頭に 浮んで、 卽與 的に かう 詠んだ もの だら う-、〕 思 はれ 

る。 大した 深い 意味 はっけない 方が いい か-、〕 思 ふ。 唯 俳句 ミ して 見た^に 白 桔梗の 感じが よく 出 

れば それでい い。 此句は 夫 程 佳い 句 ミは思 はない が、 先生の 句の 一 つの 顯 著な タイ ブミ して 提出 

しました。 

蓬 里 雨 此 句に は 「歸 源院卽 事」 ミ いふ 前書が あります ね。 

寅 日！ 十 歸 源院ミ いふ はさ こで せう。 

東洋 城 歸源院 は 鎌 倉に あるが、 圓覺 寺の 方 か 表 鎌 倉に あるの か は 一 寸 解らない。 

蓬 里 雨 『門』 の 主人公が 出かけて 行く 鎌 倉の 寺に 「 一 窓 庵」 V- いふの が ある。 一 窓庵ミ いふの は 

假名なん だら うが、 或は 歸源院 かも 知れない ミ思 ふ。 —— 『門』 の 中には 「山門 を 入る ミ、 左右 

に は 大きな 杉が あって、 高く 空 を 遮って るるた めに、 路が 急に 喑く なった。 …… 山の 裾 を 切り開 

いて、 一 二 丁 奥へ 上る 樣に 建てた 寺-た ミ 見えて、 後の方 は樹の 色で 高く 塞がって ゐた。 路の 左右 

も山鑌 きか 丘 緩き の 地勢に 制せられて、 決して 平で はない 樣 であった。 其 小高い 處處 に、 下から 

石段 を疊ん で、 寺ら しい 門 を 高く 構へ たのが 二三 軒 目に 着いた。 平地に 垣を繞 らして、 點 在して 


ゐ るの は、 幾ら もあった。 …… 一窓 庵 は 山門 を 這 入る や 否 や、 すぐ 右手の 方の 高い 石段の 上に あ 

つた。 丘 外れな ので 曰當 りの 好い、 からり ミ した 立 關 先を控 へて、 後の 山の 懷に 暖まって みる 樣 

な 位置に 冬 を 凌ぐ 氣 色に 見えた。」 (全集、 第 四 卷九ニ 六 I 七) な、？， -ミ いふ 描寫か ある。 

寅 曰 子 その 寺の 庭に 白 桔梗が あった わけで せう か。 

蓬 里 雨 ええ さ うぢ やなから うか ミ 思 ふので す。 —— 是れは 明治 三十 年の 九月 初めの 句なん だか 

ら、 先生が 奥さん を 伴れ て 鎌 倉へ 行って ゐた 時に 作った もの-たらう むひます。 當時 材木 座に は 

奥さんの 里の 中 根さん の別莊 かあつた やうです。 

寅 日子 此 句のに は 桔梗の 「屮 に」 の 意味 だら うか。 

東洋 城 佛性卽 白き 桔梗です ね。 

寅 日子 その 方が いいやう です ねリ 

蓬 里 雨 解 釋は寺 田さん の 通り だら う-、) 思 ひます。 

東洋 城 僕 は 好きな 句です。 

柬洋城 此間鎌 倉の 例 會の時 行って 見たら 歸源院 は 圓覺寺 内の 一 塔 頭で、 先生が 參禪の 時下 宿し 

て 居られた 寺 だ V,- いふ 事であった。 此 寺は洪 鐘の 上り口 ミ拉ん だ 所に 上り口が あって、 すこし S 
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る やうに して 坂 を 上って 行く ミ 門が あり、 門の 內は 平で、 長 庭 をな し、 鳌が 走って ゐて その 左右 

に 草木が ポ ッボッ ある、 その 屮にニ 株ば かり 大きな 桔梗の 株が あった。 花 は 過ぎて ゐ たから 色 は 

分らない-か 恐らく それ は 白い ものであるの だ らう" そ の 前庭の 楚を 行き 盡 す 所 に 立關が 橫づ け に 

あろ、 方丽、 、一 拉んで 内庭への 枝 折戶が ある、 荒れて はゐ るが 昔 はいい 庭だった らしい。 (追記) 


釣瓶 切れて 井戶 を^く や 今朝の 秋 

寅 日子 一寸見る ミ わざ ミ 作った 句の やうで も ある、 從 つて 多少 際さい 所に 厭味 を 感じられ るか 

も 知れない 3 併し これ は 恐らく 實 際の 經驗を 句に した もの だら ぅミ 私に は 思 はれる。 自分が 汲ん 

で 居た 釣瓶. か 切れた ので もよ し、 又 切れた から 取って 下さい ミ いふので 行つ て^いて 見た ので も 

さう でもい い。 唯 井戸に のしかかって 深い 底の 水面 を靦 いた 瞬間に 何ミ なく ひやり 5 淸 涼の 氣を 

感じた。 そ れをか う 言 つたので あろ。 意味 は 唯 夫 丈で あるが 此 句に は何ミ なく 意味 以外の 暗示が 

ある。 釣瓶の 切れた ミ いふ 些細で は あるが 多少 異常な 出來 事が 何 かしら ominous な 響 を もって 


居る，^ 其れが 季節の 變り 目に 當 つ た ミ いふ 事が 何 ミ なく 象徵 的に 聞え る。 しかし これ は 恐らく 教 

丈の 妄想 かも 知れない" 

蓬 里 雨 贊成。 此 句の 前に 「七夕の 女 竹 をき る や 裏の 藪」 「^洗 ふ盥に 立つ や 秋の 影」 「柄杓 もて 

水瓶 洗 ふ 昔 や 秋」 なさ ミ いふ 句が ある。 是 等の 句 は 先生の 居られた 家の、 井戸の ある 裏手の 寫生 

であるに 違 ひない。 此句は 先生 自身が 視 きに 行って、 井戶の 底の 喑ぃ屮 にぎらり ミ 光って 居る 水 

に 今朝の 秋ミ いふ 感じ を 持 たれた もの だ ミ 思 ひます。 釣瓶 か 切れた ミ いふ 事 をつ け 加へ た點に 一 

寸 厭味 を 感じさせられろ 多少の 物物し さが ある けれ、 ども。 

東洋 城 日常の 事の 中で も 釣瓶が 切れた ミ いふの は 一 事件. たから、 與 味、、 > いふ 程で はない が 自然 

人 を井戶 そのもの へ 引きつけ 易い。 

蓬 里 雨 其 點を强 くす る-、〕 紙 味が 際立って 來る。 一 I これ は 先生が 坪 井に 居られた ミ きの 句です 

ね。 此井戶 は 母 星ミは 大分 離れて ゐて、 云 はば 裏の 畑の 中に ある さいふ 風に 想像され ますが、 >h 

うでせ う 0 

束洋城 厭味 は 感じない、 是 はものの 覃 なる 原因に 過ぎない から。 僕 は 井戸屋形はなくて 自然 井 

戶の 底の 水面へ 靑靑ミ 穴モか 映って みたり する-こころ ミ思 ふ。 
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蓬 里 雨 九州の 井戶は 大抵 4; 戸屋 形が ある。 井戸屋形が あれば 勿論 空 は 映らない" 今朝 § 秋 ミぃ 

つたの は、 ああ 秋が 來 たな-、〕 感じた 其フ レッシュ な 秋に 對 する 感じの み を 表現した の だ.、 > 思 ふ。 

東洋 城 さうな るミ よけい 靑{ 八 モか映 つて ゐるゃ うな 氣が す る 。 

寅 日子 井戶の星根はぁっても：^^-戶の底は明く光ってゐる笞です。 —— 自分が 汲んで 居た 釣瓶が 

切れ た ミ する ミ少 し强 過ぎ る 、奥 さ んが 呼び に で も來 たの だミ いふ 樣にミ つた 力が いいで せう ね.^ 

蓬 里 雨 さう です。 さう いふ 想像 を逞 うして、 私 は此處 にも 先生の ドメ スティック • ライフの 一 

片が渗 み 出て ゐ るんだ なミ、 獨 りで 面白がって ゐ ました。 

東洋 城 釣瓶 きれたん で 井 戶を視 く、 で ゆったり して 來る。 此 句の 場合 若し、 釣瓶 きれてで なし 

に いきなり 井戶を 観く であ つ たら、 それ こそ 際さいで あらう。 

蓬 里 雨 いきなり 井 戶を視 くがいい なんて、 そんな 事 僕 は 云 ひ はしない。 

倫理 講話 

かしこまる 膝の あたりや そ ぞろ寒 


寅 日子 熊 本 高等 擧校 秋季 雜詠 二十 九 句の 一 つで ある。 舉 校の 講堂で あり 同時に 柔道の 道場で あ 

つた 瑞邦 館に； t 時 倫理の 講話. かあつた" 椅子 杯 は 一 つもなくて、 みんな 緣な し疊の 上に 洋服で か 

し， 〕 まって 坐った ものであるつ 尤もう しろの 方に 坐って 居る 生徒 等の 中にはら くに 膝 を 崩して 居 

たの も 多かった らうが、 演壇 の 左右に 居拉ぶ 先生方 はさう も 出来ない ので 隨分 窮屈な こ-、 一で あつ 

たらう ミ 思 はれる。 中にはし びれ を 切らして 立て なくなって 轉. かった 先生 もあった 事 を 記憶して 

ゐる。 これ 丈で 此 句の 意味 は 充分に 說 明され るミ思 ふ。 洋服に づ ほんで 緊縮され た 膝の 逢の そぞ 

ろ 寒 • か 特別に よく 利く の はこれ が 「倫理」 の 講話で あるから だ-、) 思 はれる、〕 先生が 手 を 拱いて か 

しこまって 居られた 顏を 今更に 見る やうに 思 ふ。 

柬洋城 僕 も 好きな 句 だ - 柔道の 疊の 上に 坐ったり する のだミ 聞く ミ 尙 面白い。 

蓬 里 雨 寺 ffl さんの 解釋 でもい いが、 もう 一 つ， 學生 がさう いふ 風に かしこまって やらり、 、.-；^ ん 

で 坐って ゐ るの を、 、 J ちらから 見た で もい い 7- 思 ふ。 

東洋 城 膝の あたり ミ いふの は 頗る 感覺 的で、 他から 見て ではなく 全く 自分の 事 だぜ。 

蓬 里 雨 他人の だって 感覺的 だよ。 僕 は 生徒 を 詠んだ もの して、 五 高 生活の 一 片 がよく 現 はれ 

てゐる 0 'うに 思 ふ。 
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東洋 成 4^ か.^. s;^ ぃミ いふ-、】 ころ は隨分 切寶ぢ やない か" そして 又 同時に これが 大變 一句に ゅミ 一 

り を與へ てゐ る。 

蓬 里 雨 自分が 寒さ を 感じる の も 可い、 併し 寒さう に 感じる ので も 可い。 

寅 日子 僕 は 生徒 席から 見た 先生の 姿 を 思 ひ 浮べ る 方 だから 此 膝-、 一い ふの が單數 になろ。 

東洋 城 小宫 君の だミ 倫理の 先生が 生徒 を 見下ろしての 事になる ね" 併し これ は、 ごうも 自分の 事 

だよ。 畏まって ゐる 7〕 からだ ぢ ゆう 寒くな つて 來 るが、 たう-、〕 う 膝の あたりが 一 番 寒さ を 感じる 

そこが. i か.^. いだつ 餘所 目に i か.^ かい ミは あまりに 立 入りす ぎる 事に なって わざ-、〕 らしい 

寅 日子 夬 はつ まり さちら でもい いぢ やないです 力 

丄 

物理 敎室 

南 窓に 寫眞 を燒 くや 赤 靖^  一 

寅 日子 これ も 前-こ 同じ 雜詠 中の 句で ある。 物 画室 は 本館から 離れて 寄宿 舍の 東に 建った 煉瓦 一 


造りで ある。 せ、 南の 窓の 閬 によく 寫眞 の燒 枠が 出して あった 0 窓閫は 白い 石で 出來て 居た つ、 う，， 

思 ふ それに 秋の 日が かんかん 照って 居た 光景 は、 今でも 頭に はっきり 印象され て ゐる。 赤 睫 給 

も 恐らく 始終 來て 止まって 居たら ぅミ思 はれる。 先生 は 平生は 餘" 學 校の 中 を あろき 週ったり し 

なかった やうに 覺 えて るるし、 又此 窓の 邊迄來 る 用事 は餘 りなかった らしく 思 はれろ から、 或よ 

此雜詠 を 詠む 爲に、 特に 材料 を 探して 歩いて 居る 中に 得た 卽景 では あるまい か，、， 臆測す る 0 句，、， 

して は に 說明も 要らない が、 併し 可.^ 印象の 强烈な そして 動かない 句た，、， 思. V」 寫眞の i? 枠-二 

赤蜻 給の 取り合せ は いづれ も 秋の 日光 を 眼前に 漲らせる 丈の 效 力が ある。 さう 平凡で も あろまい 

マ J 思 ふ Q 

蓬 里 雨 贊成。 

東洋^ 寫眞 を燒く  V- いふ やうな 事 自體雅 事に 屬 せぬ もの を 持って 來て、 非常にう まく 成功して 

るる Q 

.M 日子 建物の 壁 は 赤 煉瓦で、 窓枠が 少し 靑味 のかかった 白い 石で 出來て 居た，、， 記憶して 居ます。 

蓬 里 雨 夫 を 聞く、 こ尙 いい。 秋の 日の かんかんして ゐろ屮 に 羽根 を 光らして ゐる赤 蜻餘の 姿が よ 

く 見え る ひ 
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^9^洋城 此^の 句 は 皆い い、 - ごれ も 其 場合 場合が 生きて ゐま す。 

寅 日子 實際 珠玉 を 連ねた やうな 連作 だ" この 中の 先生の 頭 は 非常に 美しく 澄み切つ てろ たんで 

すね。 

秋の 江に 打 込む 杭の 響かな 

寅 日子 是は 大患 後絕 えて 居た 日記に はじめて 自ら 書き付けた 三 句の 中の 一 つで ある." 前に 松 根 

君の 出された 「別る る や 夢 一筋の 天の川」 の 次に あるの が 卽ち此 句で ある。 『思 ひ 出す 事な-ご』 に 

は此 句の ぁミに 次の 樣 にかいて ある 「是は 生き返つ てから 約 十日 許りして 不圖 出來た 句で ある. - 

澄み渡ろ 秋の 空、 廣き 江、 遠くより する 杭の 響、 此 三つの 事相に 相應 したやうな 情調が 當時絕 え 

やわが 微かなる 頭の 中 を徂徠 した こ 7- は 未だに 覺 えて るる" 秋の 空 淺黃に 澄めり 杉に 斧、 是も同 

じ 心の 耽り を 他の 言葉で 言 ひ 現 はした もので あろ ノ  ， ) れで 見ても 此 句が 本當の 祌來 によって 出 

来た 事が 明らかで ある。 生死の境 を 通り越した 後の 名狀 の出來 ない 透明な 靜 寂な 心地が 此 「秋の 


江」 であるか ミ 思 ふ。 その 靜 かな 廣廣 V 一した 心 持の 中に、 非常に 强く欽 い 白熱 的に イン テン スな 

響か 光 かがして ゐる. - それ は 何だかよ く 分らない が、 思 ふに 夢の やうな 天の川の やうな 渾沌た る 

心 持の 中に、 一 步一步 確 實に輕 つて 來る 「生命」 の 響き、 或は それに 對 する thrilling な歡喜 ミ 

言った やうな もので は あるまい かミも 想像され る。 また 次の やうに も 言へ る。 卽ち この 大 m5 の爲 

に 「以前の 先生」 が 一 咭 消えて し. まって、 今度 氣が 付き 始めた 時には 唯 秋の 江の やうな 背景が め 

るば かりで ある。 その 江から 響いて 來る 杭の 音に つれて 「大患 後の 先生」 自身が、 段段に 近よ つ 

て來る やうな 氣 がする。 —— 作者 や 事實の 背景 を拔 きにして 考 へて 見ても、 此句は 矢張り 圖拔け 

ていい 句で ある ミ思 ふ" 前にあった 「春の 江」 の 句で 「寺の 塔」 が焦點 であれば、 此句 では 「杭 

の 響」 がさう である。 併し 前の 句が 靜的 であるに 反して 此句は 動的で ある。 そして 遙 かに 象徵的 

の 暗示に 富んで ゐるミ 思 ふ" 

東洋 城 秋の 江ミ言 はれる ミ、 廣ぃ空 廣ぃ江 をす ぐ 描く、 が. すぐ 其 あ ミへ打 込む ミ來 るので、 

其 打：;^」 む-、) いふ 鋭い 併し 極小 さな 部分に 關 する 言葉に 受繼 がるる に 至って、 秋の 江 丈で は、 その 

ものが 非常に 廣 さが ありすぎ て 少し ほんやり する 所が ある。 

蓬 里 雨 是は 「秋の 江に」 で 切れ るんだ。 秋の 江 を わたって くる 音 を 聞く の だよ。 
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東洋 城 ナニ、 「秋の 江に 打 込む」 ではなくて 「秋の 江に …… 響かな， -ミ いふの かい" 寺 S 君 もさ 

うです か。 

寅 日子 僕に は それ はさ ちらで も 結局 同じで ある。 さう い ふ 事が 問題 に なるやうな 句ぢ やない 

思って ゐ るつ 

東洋 城 併し 言葉の 運び 方 そのものに 就ての 曖昧模糊 は 困る。 

蓬 里 雨 「秋の 江に 於て 杭 を 打 込む 響きが 閒 えて ゐる」 ミ して、 君 は-ごう 思 ふ。 

束洋城 う もさう は 7 一れ ない-^ さう 採る V3 句の 運び 方の 上に 大分 無理が 當る。 

i„ ^里 雨 ^しさう いふ やうに ミれ るに は 外に も澤山 例が あるよ： 「晝顏 に 米つ き 涼む あはれ なり」 

「蓬萊 に 聞かば や^ 勢の 初 便」 のに. たって 同じ やうな 働き 方 をして ゐ るの. ちゃない 力 

東洋 城 それ ミは 少し 違 やしない か、 「晝顏 に」 「蓬萊 に」 の 方 はに を さう-、〕 つても 聞く  V 一い ひ 涼 

^ ミ い ふ 動詞 vi ハに そこにに は 片付いて ゐる。 が、 此 句で は 秋の 江に のに がすぐ 次ぎ の 動 を 飛 

ぴ 越して 遠い 名詞に 結びつく つ II 夫 は 無理 だ。 此 句の 場合の 「に」 は 「秋の 江の 中へ」 ミ 「秋 

の 江で」 ミ いふ 二つの 解が 出て 來 るが、 つまり 秋の 江に は 打 込む ミ いふ 動詞に 屬 する もので 響-、) 

いふ 名詞に 屬 する もので ない-、〕 思 ふ，" 


蓬 里 雨 僕 はに で 秋の 江が 響に 屬す る な ミ云 つて ゐ るので はない。 に は 秋の 江に 於て-、 > ぃふ樣 

な 意味になる ミ いふの だ" 

寅 日子 此句は 秋の 江ミ いふ ものが 大きく かぶ さって ゐ るの. たから、 江の さ こに 打 込まう ミ いい 一 

ぢ やありません か。 秋の 江 ミ いふ ものが ェ I テルの 樣に 一杯に SS 漫 してる る。 僕に はに いふ 文； 

字が 瞹昧 である 爲に、 先生の 言 はう した 心 持が 反って よく 出て ゐる"  一 

東洋 城 にで 切れる ミ いふ 小宮說 では 岸に 杭 を 打 込む 事實 例へば 或 河川工事 ミか 護岸工事 ミか を, 

前から 熟知して ゐ なければ ならぬ し、 に を 秋の 江 一一 一打 込む ミ を 結ぶ もの ミ はする が 其 秋の 江 ミ は 

水で も 岸で も 江の さ こで もい いぢ やない かミす る 寺 田說で は 打 込む 杭の 響 力な ミぃふ 强ぃ嚴 しい， 

活力の ある 敍法 なり 言葉な り を 無視し なければ なるまい。  - 

蓬 里 雨 第一 此處に 夫 程 活動的な ミころ. か あるかな。  一 

寅 日子 唯 茫乎ミ した 所に 或る 手 ごた への あろ ものが、 はっきり 現 はれ 近よ つてく るミ いふので 一 

すつ  1 

蓬 里 雨 此音ミ いふの は 非常に 澄んだ、 朗らかな、 云 はぱ靜 かさ を もつ ミ 煮つめたり 煎じつ めた 一 

りした やうな 意味での 音な ので、 是が 先生の 生活 活力が 段段に 强 まって 來ろ事 を 示唆す る もの だ； 

ミニー 


至 二 

ミ いふ 風に は、 私に はミれ ない。 

寅 日子 先生の やうな 火 m. にか かって 危機 を 通過した 人に は、 夢見る やうな 心 持の ぁミに 恐らく 

" ) んな 不可 3.3 議 な咸、 ：- じ. か 湧いて くる もの. たらう ミ思 ふ. - さう いふ 不可思議な 事 實を此 句 力ら 敎 へ 

られる やうに 思 ふ， - 

蓬 里 雨 ある 處女が 肺病に 罹って^ きして 死に さう になった、 夫が 治り かけて 來 た-、 一き、 其顏に 

は、 人 を 誘 ふやうな あらゆる 血の 氣. かなくな つて 了って、 污點 も穢れ もない、 神樣の 色の やうな 

蒼 白 さ. か 流れて ゐた 事が ある" 私 は 此句を よんで 其顏の 色な 聯想す る" 打 込む 杭の 響 も 神韻 縳渺 

ミ いった やうな 響に して 了 ひたいの です。 

中 ：！ ハ 日子 秋の 江に 打 込む 響は稻 妻の やうな もの だミ思 ふ" 

蓬 里 雨 稻 妻の やう だミ 困る ミ いふ 氣 がします。 私 は 夫を靜 かな 山で 鳥が なく やうな 意味の もの 

：考 へた、。 l. ；^^ 1^ も も、 一度 は 目に 見 耳に 聞き、 見たり 聞いたり した ぁミ では、 一度に 

それ 等の ものが みんな 消えて 了って、 さう して 氣分 丈が 残る のです。 靜な氣 分 丈が。 

寅 日子 此句 はー體 批評なん かする 限りで ないか も 知れな. - 


迎火を 焚いて 誰 待つ 招の 羽織 

寅 日子 此句は 『思 ひ 出す 事な、 ご』 の 第 十七の 結句 ミ して 出て 居る。 それで 此句を 正當に 解釋す 

ろ爲 には此 文せ f 全體を 句の 前書 ミ して 兇なければ ならない。 II 此 一文の 要旨 は 次の やうな こ-、， 

らしく 私に は 思 はれろ 3 「自分 は 死者の 靈 魂-、】 人間 ミの 交通 はあり さうな 氣 もす る。 しかし 從來 

の スビリ チズ ムに關 する 學 者の 說な， ご を 請んで 見ても、 一向に 取り止めがなくて き ミニ ミ」 な 

もの：^ I つ.^;、：？ い。 併し さう か-、 一 云って 此れ を 否定す る譯 にも 行かない。 却って 心の底に はさう 

いふ 不思議 を 夢見ん-、) する 心 持が 可也 ある S  11 最後の バ ラゲ ラフに はかう あろ， - 「余はー度^^ 

/f^. さう して 死んだ 事實を 平生からの 想像 通りに 驗 した。 果して 時間 ミ 空 問 を 超越した J 饼 

し 其 5^ 越した 事が 何の 能力 を も 意 ゆしなかった.^ 余 は 余の 個性 を 失った。 余の 意識 を 失った。 た 

ナタ つ た 事 丈が 明 な！ Si りで ある" -.ご う して 幽靈 、、，- なれよう.^  S うし て 自分 より 大きな 意識 ミ冥 

<! "出来よう。 臆病に して 且 迷信？ iJ き 余 は、 ただ 此不可 思議 を 他人に 待つ ばかりで ある。 I 先 

は 寧ろ スビリ チズ ムを 信じたかった やうに 私に は 思 はれる。 幽靈 になり 度かった ので ある。 併し 
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誰れ も それ-か 可能. たミ いふ 事 を立證 して くれる 人がない ので ある。 11 句の 解 はかう である。 前 

述の やうな 解けない 疑 を 抱いて 居る 人が 魂 祭りの 晚に舊 習 を 守って 迎火を 焚く、 何ミ なく 改まつ 

て 客で も迎へ る やうな 心 持で 紹の 羽織で も 著 込んで 居ろ つ 待って 居る 內に 誰れ かの 魂が ひよ つく 

り やって 來 さう でも あり、 又.^ さう にもな く 思 はれる つ さう いふ 場合の 不思議な 心 持が 此 句に 遺 

憾 なく 言 ひ 現 はされ て 居る-、) 思 ふ。 前書な しの 普通の 句 V.- して 見ても 一 種の 果敢な さや 哀れ さが 

籠って 居る。 そして 矢張り 讀む 人の 心 を も 幽冥の 境に 引き寄せる やうな 强ぃ 暗示の 力が ある， - 

蓬 里 雨 是は自 稱の句 ミ すべきで せう か、 他稱 の句ミ すべきで せう か。 

寅 日子 自稱の 方に 解し ました。 

蓬 里 雨 私な 他稱 G 句に して 解釋 したい ミ 思 ひます。 

束洋城 僕 もさう-：; r 

蓬 里 雨 自分 は スビリ チズ ムを 信じたい が 信じられない つ すろ-、〕 眼前に 紹の 一 ^織な 著て 迎火を 焚 

いて ゐる 人が ある" あの人 は あんな 身 装 をして 一 體誰を 待って ゐ るの-たら うか、 ミ 作者が 考 へる 

のです つ その 方が 心 持が 複雜 になり はしません か J  . 

東洋 城 向 ふの 人 は そ れを 心得て やって るる ミ い ふ の か。 


蓬 里 雨 心得て やって ゐ る、、 一しても 可い。 さう いふ 所 を こちらから 見て るるの た。 

寅； n 子 さう する、、， スビリ チズ ム に對 する 主觀が 稀薄に なり はしません か。 

蓬 里 雨 信じたい の だが、 信じられない ミ いふの だから、 其 主觀は 無論 不鮮明な のでせ う。 

寅 日子 人の 心 持 はずい ふの だら うか ミ いふので は 心 持が 少し 藩くなる ミ思 ふ。 自分が や 

つてる るの だ-、. - 感じが 痛切に なろ。 

蓬 里 雨 併し 先生が 迎火矣 いて、 一 體俺は 誰 を 待って ゐ るの だら う S いふ 風に 感じて ゐるミ 解 

をす るの は、 少し 工合が わるく はありません か。 

寅 U 子 誰れ かしら 待つ やうな 氣 がする、、. -ぃ. V たけの つもりです。 

蓬 里 雨 先生の 態度 は、 自分で 紹の 羽織 を 著て 迎火を 焚く 所 迄 は 行かない ミ思 ひます。 . 

寅 日子 僕 は 前の 文章 を此 句で 非常によ く 受けて ゐるミ 思 ふの だが …… 

柬洋城 夫り やさう です。 それ だから 他人. かやって ゐ るの を 見たら 痛切に 慼 やる-ちゃありません 

か。 

寅 日子 それで は 批評 的に なり はしない か. - 

蓬 里 雨 批評 的に 見ろ ので はなく、 純粹に 批評 的に なり 切れない 心 持で 見ろ のです。 

li 
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朿洋ぉ さう いふ 宗敎 的の 信 條に片 づけない 人が、 一方に それが 出 來て迎 火 を 焚いて ゐる人 を 見 

て 寧ろ 羡ま しい ミで も 思 ふやうな、 少 くも ゥン あれ. たな ミ思ふ 所が あり はしません 力 

蓬 里 雨 此句を 自稱の 句 だ ミ すれば、 少 くも 先生 は 頭の 巾で は紹の 羽織 を 著て 迎火を 焚く 笞 でせ 

ラ. - 

寅 日子 僕 は 先生が 本當に 著て 居ても 一 向 差 支 へ ない ミ思 ふが。 

束洋城 だから、 つまり 他人 を 描いて 自分 を 描いた こミ になる のぢ やないで すか。 — 誰 待つ 紹 

の 羽織の &i は， W 分の 著 心地 ぢ やなくて、 眼で 見る 他人 著 用の 絡の 羽織なん です よ" 

蓬 里 雨 「誰 待つ」 ミ いふ 言葉 は、 俺 は 誰 を 待って ゐるミ いふよりも、 あの人 は 誰 を 待って ゐ るの 

だら ぅミ した 方が いい-、〕 思 ふが な あ。 

寅 日子 さう 云 はれる ミ 一 言 もない. かさう いふ もの か 僕に は他稱 にす るミ 批評 的な 感じが して 困 

る" 

蓬 里 雨 批評 的で あっても かま はな いぢゃありません か" 此處 では その 批評 的で ある 事. か 卽ちト 

ラ.. チ ェ ディなん だから ^ さう して 作者 は其ト ラ. ヂ ェ ディ を 意識して ゐ るので す、 

東洋 城 本文の 方で 自分の 心 をドシ ドシ首 つて 來 たの だから その 結末へ 來る 一句 は、 する りミ自 


分を拔 いてし まって、 寧ろ 完全 に 客觀的 に そこへ 物 を 描いて しまった 方が 且つよ くし まり 且つよ 

く 本文 を 活かす ので ある。 換言すれば 本文の 方が 心 持に 大分 込み入った 所が あるから、 句の 方に 

は 明瞭に そこに さう いふ 心 持に 在る 普通の 人 を投け 出した だけの やうな のがい い 位 だ J かく 全く 

自分 以外の 人 を客觀 的に 扱 ひながら、 裏に、 底に、 その他 人が 實は 自分の やうに 遠く I つて 來る 

-Z .-  .5 ろが 妙な ので ある。 11 此句を 始め かう いふ 種類の 句の 先生， S S 味 は 格別で あ る 。 
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その 十一 (松 根豐次 郎抄) 


むつ かしゃ 何もな き 家の 煤拂 

東洋 城 年の 暮 になって 方方で 煤 掃 を 始める。 此.？ の屮に 出て るる 家 は 小さな 家で、 又 貧乏で あ 

るか 風流で あろ か 知らないが、 一向に 調度 類 もな く、 簡易な 生活 をして ゐる 家で あるら しい。 道 

具 V:- 言へば 朝夕 使 ひ 馴れて ゐる物 位、 是ミ いふ 大切な もの もな く、 改めて 年に一度の 大掃除 をす 

る 必要 もない やうな 境涯の 人の 家で ある。 けれ さも 隣近所で 始める ので、 まあ 家で もしなければ 

いけない V 一い ふやうな 譯で する 事 はする、 さう いふ 境地に 安んじ 甘んじて ゐる 人が 取 掛れば 直き 

濟む樣 な簡單 至極な 煤 掃 をす る 7.- いふ 心 持が 此 句に 盛つ て あろ ミ思 ふ。 道具が な い の に煤婦 をす 


る-、 は 面倒臭い 無駄な こ v.- である ミ いふ やうに 鳥渡 閒 える かもしれ ない が、 此 句の 境地 は必 しも 

さう でなくて、 寧ろ さう いひながら も、 何もない けれ、 ご 矢張り 煤 掃 なす る 其 事 に は 好感 を 持つ ミ 

いふ や うな 心 持が 主 になって ゐ る氣 がする。 さう いふ 心 持 をむ つかし や-、〕 いふ 言葉で 現 はし て ゐ 

るの だ ミ思 ふ。 一 體む つかしい ミ いふ 言葉 は、 其 言葉 自身の 意味 は 困難な ミ かうる さい ミか而 倒 

臭い ミ かいふ やうな 意味の ある 文字 では あるが、 此 句に 於て は此 言葉 通り の 原意 の 單 純な 意味 丈 

でない 心 持が 流れて ゐるミ 思 ふ。 

蓬 里 雨 此句 は、 外側から 11 もつ ミ 適切に いふ ミ 机の 上で 考 へた 煤 掃で、 餘程 實感に 乏しい や 

うな 氣 がする。 君 はさう は 思 はない か. - 

東洋 城 僕 は 自鉸だ V.- 思 ふから、 又ぐ るりの 家が みんな やって ゐる 世界の 中に ゐて、 7) 思 ふから 

さう は 思 はない。 尤も 敍 法の 上で は主觀 的に 運んで ゐ るので、 境遇な り 場面な りの ひっかかりが 

乏しい-こ 思 ふ 人 も あるか もしれ ない がね。 

蓬 里 雨 かう いふ 句になる 迄の 先生の 頭の 働きが まざ まざ VJ 見える やうな 氣 がすろ。 —— 煤 掃の 

句 を 作らう 思 ふ。 ま づ煤掃 をば たばた やって ゐる 所が 目の前に 浮ぶ。 併し 若しなん にもない 家 

だったら さう だら う、 さう いふ 家で は煤據 をす るに も 困る. たらう、 V,- 先生が 考 へる。 その witty 
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な 思 ひっきが 一寸 面白い やうな 氣 がする ので、 そこで 先生 はかう いふ 句 を 作った、 ミ しか 僕に は 

考 へられない。 なん なく 制作 心现 のか らくり. かす つかり 見え 透く 感じが あ る 。 

寅 日子 事赏 はさう だった のか も 知れない が、 此れ を覃 なる 句ミ して 味 ふ 場合に は 作った 心理 迄 

立ち， 入る 必要 はない かもしれ ない。 —— 貧乏な 男が 是 から 煤 掃 を やらう-、」 しても する 事の ない 手 

持 無沙汰な 心 持 をむ つかし や ミ置 い た の が 可也 面白 い -、  >  思 ふ " 

蓬 里 雨 併し 其 面白さ はさ it の 面. C "さなん ぢ やありません か。 

寅 日子 一 寸 ほから 興じた 氣 分が あるか 7) 思 ひます。 

蓬 里 雨 此句を 作った プロセスが 私に は 前に 述. ベた やうに うつって くる 丈 それだけ、 此句は 外側 

から 張附 けた 句の やうに 私に は 感ぜられます。 そして 此句 をミ りまい てゐる 前後の 句 を 見れば さ 

ぅ考へ る 方が 寧ろ 自然の やうに S はれます。 

寅 日子 此 句の 出 來た頃 は 懸命に 題詠 もやって 居られた から、 さう かも 知れません。 

蓬 里 雨 此 句の 前に は 「長 松 は 蓄麥が 好きな り 煤拂」 ミ いふの が ある。 此 句の 次に は 「すす 拂承 

塵の 槍 を 拭 ひけり」 V.- いふの-か ある。 

Kyr^ おそらく 小宮 君の 言 はれる の は 事實だ らうが、 唯の 句 ミ しての M.W 味 は 感じられる。 君 


は 此句は 厭です か。 

蓬 里 雨 積極的 に 厭な 句 だ -、 - は 思 ひ ま せ んが 、 元 來煤掃 の 句な さ-、〕 いふ もの は餘 程、 ごうかした 句 

でなくて は太抵 つまらな いものな のでせ う。 

寅 H 子 夫 は 題詠 だから 仕方がない。 

蓬 里 雨 題詠-、〕 して 贊成 なさる のなら、 僕も贊 成して いいのです. - 

寅： n 子 此頃は 鬼に 角うまい 物 を 見つけよう 見つけよう-、. - して ゐられ たので せう からね。 

蓬 里 雨 芭蕉が 「手帳の 句」 だミか 「算用 を 合せた.：？」 だミ かいふ 事 を 言って るるが、 此 句に は 

さう いふ 所が あ る ミ思 ひ ます。 

寅 日子 併し 君が 此 句に 就いて 首 はれた やうな カテゴ リ— に屬 する 句 は是迄 出た うちに も 隨分ぁ 

り やしま せんか。 

蓬 里 1^ あります。 併し 其 內で是 は 手品の ま づぃ方 だ ミ思 ひます。 

東洋 城 句の 運び 方で 注意 を牽 かれた の は、 巾 七の なき 家の の 所 は 極めてよ くこな されて ゐ るか 

ら 殆さ氣 がっかない かも 知れぬ が 、「家」.、〕 讀む 時、 無一物な 心 持 を 感じる ミ 同時に 又、 そこに 

客觀 的に 無 一 物的な 家 其 物が しか-、〕 見えて 來る" 俺 は 無 一 物た、 無 一 物な 俺の 家 だな ぁミ 感じつ 
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つ 見渡した 所 何もない 家が 動く 氣 がする。 少しく 詳しく 云へば むつ かしゃ 何もな き (家) ミ心持 

ばかりに 運んで 來て その 家 も 心 持の 一部 をな して 了 ふが、 それ -、，> 同時に 此 家が 眼に 映る 家で さう 

いふ 無一物な 家の 有體 さう いふ 家の 煤 拂ミ、 著 著 視界に やがて 身 逢に 蘇って.^ る 所が ある。 それ 

も 一つに は 「なき 家の」 の 「家」 が 桐の やうに 巧みな 働き をす る 所から 來 るの だ。 

寅 日子 むつ かしゃ ミ いふの は 鬼に 角隨分 面白 い 言葉 だ ミ思 ふ。 かう いふ 言葉 を 使 つた ミ いふ-た 

けで も 此句は 成功して ゐる。 

東洋 城 贊成。 Sd かれて 見れば 何でもな いやう だか これ を据 ゑろ のに は大變 だ。 文字 を 繰った 

ので は駄： In だ、 身 自ら その 境 泥に 立って しまって 始めて 自ら 出る こ 7.- だ。 

蓬 里 雨 僕 はこの むつ かしゃに 輕ぃ 落語 趣味 を 感じる。 

寅 日子 僕に は 寧ろ 支那の 詩人な さが 貧乏 を樂 しみ 又 夫 を 誇って ゐ るの ミ 似た 心 持が あります。 


行く 年 や 膝，、」 膝 ぐ」 を 突き合せ 


束洋城 此句も 僕 は 面白い ミ思 ひます。 —— 、ごうい ふ 人ミ- ごうい ふ 人が、 、ごうい ふ 家で、 何の 爲 

にした 事 か は 解りません。 が、 押 詰った 年の 暮に、 いづれ さし 迫った 事に 就て であらう. か、 二人 

の 人が 兩 方の 膝 ミ 膝-、) が 相 摩する 迄 突 合 はせ て頻に 用談 をして ゐる、 或は 相談 をして るる、 7 一い 

ふ 所です。 しかも 膝ミ 膝-、，. を 突き合せての 切迫した 狀態、 それが 暮れて 行く 年の 瀨の 最中で ある 

ミ いふ 事が 面白い-、. -思 ふ。 も 一 つ 突 込んで いふ-、 >、 さう いふ 風に 押迫った、 年の 暮の 差！ 5- つた 形 

其 儘が、 すうつ V,- 後へ 返いて 見る-、，.、 可笑しい 程遠く-ぐるり は靜 かに 穩 かに 平安に 無事で ある、 

ミ いふ 事 を 伴 は す に はるら れ ない。 此：？ も 先生で なければ 出來 ない 句-た-こ 思 ふ。 

寅 日子 夫婦 か 何 かで せう ね。 

城 誰でもい いんです。 其 形 を 見 其 關係を 見る に 在 るんで すから、 人 は 極めない 方が いいで 

せう。 併し 假 にきめ て 見る -、，>  する-、】 夫婦なん かより 商人なん かの 方が 可い ミも思 ひます。 夫婦で 

は餘り €： へ 痛切 になり 過ぎ る やうに 思 は れ ます。 

黄 日子 僕 は 商人-、) は 思はなかった。 併し-ごんな 人 か を 想像し なくち や 感じが のらないで せう。 

束洋城 年の 暮の事 だから、 さう いふ 場面 は そこ ここに ざら にある、 又 一句の 視ひ 所が 事件の 內 

容に 突き進んで 行く のでない から. ^=:;人の如何卽ち場面の人の人格の屮へ立入る必|^はなぃ。 從 
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つ て 讀者 夫夫 の 聯想の 赴く 儘で よく、 一般 に 夫婦 だ ミか 商人 だ ミかを 極める 必耍 はない で せ う。 

寅 日子 併し 具體 的の 場合が ありあり- 、一眼に 浮かな くち や 句-、) して 成功し ない 譯 でせ うね." 

東洋 城 夫 はさう です。 私の も 商人で なければ ならない ミ云 ふので はありません。 只 夫婦 だミ私 

に は 別に、 或 意味に 於て 强ぃ 意味が 閃めき さう だし 或 意味に 於て 温る く 思 はれる のです。 

蓬 里 雨 夫で 寺 m さんの 人 は？ 

.M 日子 僕 は 夫婦 か、 又 夫婦で ない 男女です ね。 

蓬 里 雨 ぢゃ近 松 物 か 何 かに ある やうな？ 

ハ 日子 寧ろ 世帶 染みた ものです。 い. つれ 貧乏に 關 係した^ しい 淋しい ものです。 行く 年に はさ 

うい ふ ものの 方が うつりが いいだら ぅミ思 ひます。 —— 小 宫君此 句に も 君が 前の 句に 就 い て 言 は 

れ たやうな 事が あり はしません か。 

蓬 里 雨 創作 心理の ブ B セ ス が 見え透く  -0 いふので すか。 

寅 日子 ええ。 

蓬 里 雨 私に は此句 はよ く 分らなかった のです。 何-たか 禪 語みたい な氣 がして、 一寸い ぃ惡 いの 

見當 がっかない。 


寅 日子 是も プロセスから いふ-、 ヽ 膝 ミ膝ミ を 突き合せに 興味 を もって 作った 句で、 先生の 中 か 

ら 出て 來た句 ではない らしい。 併し 俳句 V) して 見る 時 は 前の 句 ミ 同じに 此句も 面白い-、 一思 ふ。 

蓬 里 雨 何ミ はなく 是は 前のより はま だいい やうな 氣 がします。 併し 商人 7】 いふ 事 も 夫婦 7> いふ 

事 も 僕に はジ ュ ッ ミ 来ない。 

寅 日子 膝ビ膝 ミ を 突き合せ ミ いふ 言葉 は、 單に 商賣關 係の やうな、 調の 拔 けた 事柄に は 何ミ 

なく 少し 無理な やうに 思 はれます。 

束洋城 膝 詰 談判の やうな 場合 も ある ぢゃ ありま せんか。 

蓬 里 雨 其 意味で は 商人の 方が 可い かも 知れない。 

寅 日子 貧乏な 夫婦 位の 所が 僕に は ナチ ュ ラ ル に へ る。 

蓬 里 雨 男 ミ女だ ミ 聞いた 時には、 僕 は 近 松 物の 心中しょう ミ する 男女 をす ぐ考 へた。 

朿洋城 寅 日子 それでも いいで せう。 

東洋 城 併し 夫婦で は內 的に は 深 剥で も、 外的に は 餘裕が ありすぎ る。 此句は 初に も 言 ふ 通り 膝 

ミ膝ミ を 突 合せての 心の 切迫より もさう した 形の 切迫の 方に 焦點の ある 句 だから、 其 人人の 中へ 

立 入る 必要 はない。 其 形が 讀 者に 現 はれ 來る 程度に 於て 51 面の 人の 確立が あれば いい 譯だ" よし 
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自分 等の 事に しても 一 寸 それ を 自分 離れして 見た-、：〕 ろに 面白味 は ある。 だから 商人 ミ はいって 

も 何も 夫 を 主張す るので はない。 

寅 日子 商人 だ 7- 俳句より 川柳 趣味です ね。 

蓬 里 雨 さう も 僕に は 全體. か はっきり 來 なくて 困る。 

寅 日子 かう いふ やうな 事柄 を あまり はっきり する やうに 言って しまったら 俳句に ならな く はな 

いでせ うか。 

蓬 里 雨 言 ふ 事 はいくら ほんやり して ゐても 構 はない、 飛び込んで くる ものが はっきり さへ して 

ゐれ ば) 所が 僕に は 夫がない。 だから 寺 田 さんがいい-、〕 仰 有れば さう かな ミ思 ひ、 松 根 君が わる 

い ミ 言へば さう かな-、) 思 ふ。 —— 皮肉の 樣だ が、 只是 丈で は寢 首に 感心して ゐる樣 な氣 がする。 

柬&, 城 飛び込んで 來 る-、〕 いふ 點 では 飛込みす ぎる 位 だ。 割って 行けば 隨分複 雜なこ ミ を 端的に 

ほん-、〕 抛け 出した 所 は妙ぢ やない か。 さう して これが 寢 言な もの か。 

寅 日子 此 句に は 可也 デリべ レ I トな 巧みが ある ミ思 はれろ のです が。. 

蓬 里 雨 かう いふ 句 は デリ べレ— シ ヨン が ある- /J 言 へ ば ある。 寢 言- /J いふの が 言 ひ 過ぎなら、 是 

は禪語 見たい な 所が ある。 


黄 日子 夫に は ある 意味で は贊 成です。 夫婦.. か 膝 ミ膝ミ を 突き合せて 何 か 首って ゐる、 夫 を 正面 

から 赤裸裸に 言って しまったら 可也 妙な 厭な ものになる。 そこ を かう いふ 風に 禪 語の やうな 風に 

1 一一 一 11 つたので 俳句に なって るるので せう. - 

蓬 里 雨 膝-、】 膝ミを 突き 合 はして- Q るミ いふ 事件 を 松 根 君 は 商人、 寺 田さん は 夫婦-、】 する。 所が 

僕 は 夫 を土臺 にして 一 つの 鎗を 描く 事が 出来ない" 僕に は膝ミ 膝-、 /か餘 りに 感覺 的に 先き へやつ 

て來 すぎる。 つまり 膝ば かりが やって 來て、 其 膝の 持主が さんな 事 を 思って ゐる のか、 さんな 境 

遇に 置かれて ゐる のか、 さう いふ 事 を考へ る餘 裕を與 へられない，， - 

束洋城 人の 考の內 部に 入って 葛藤の 種類 や 情勢 を 極める ので はない、 端的に 膝の 突き合せ 方が 

動いて 來れ ばよ いの だ。 それ は 行く 年ゃミ 季題に 房って 行く こミに 於て 充分 さうな る。 

蓬 里 雨 僕に は 夫が 房れ ない。 

來洋城 句 調の 上で 當然 房る、 口誦んで 給へ。 君 はかう いふ 調子が 嫌 ひなの だら う。 

蓬 里 雨 いやさう ではない やう-; T 兎に角 膝 7〕 膝 7〕 が 僕に は餘り 見えす ぎる。 夫が 行く 年-、， - 妙に 

對 立して 了 ふ ものら しい。 

寅 日子 行く 年 や ミ いふ 言葉 の 中には 膝 ミ 膝 ミ から 來る 肉感的な も の を 打 f 出す だけ の 特別な アト 
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モス フエ ャ I が あり はしません 力  、、 

蓬 雨 ええ、 夫 は |g にあります。 併し其事が此處の膝ミ膝ミを感覺的に受取る事を^^限するカ 

を ゆって ゐな い 樣な氣 が し ます。 


餅 を 切る 泡 丁 鈍し 古曆 

東详成 年の 暮に 餅が 搗 けて、 そして 夫み-庖丁で 切る、 其時その^^ドがょく切れなぃので、 さう 

でなくても 切りに くい 餅. か 中中す かすか v〕s れ ない。 是 がー つの f  - で t。 夫から 年 If 近く 

なり 暦 もし まひに なって、 もう 此曆は 終って 行く 今年 は 暮れて 行く ミ いふ 歳晩の 心 持が 古 唇に あ 

る、 是か叉 一 つの f. である。 此 二つの 世界 は 全く 別別で ある。 ff0nh 

直接 連絡して はゐ ない つ 力 か 歲晚ミ いふ 大きな 舞臺の 巾に、 其虚に 別の 小さい 二つの 世界 を拉べ 

て 置いて いっかれ が 大きい 籠の 屮に 織り込れ てゐ きい まち 尤 急れ は そ s 丁の 傍 

にさ 曆が ある ミか、 餅 を 切る そばの 注に 古曆. か 張って あっても 少しも 差 支ない し 事實又 さう いふ 


場合 か 多から うが、 それに も拘 はらす わざ ミニつ の 別な 世界に 仕立てよう V,- すらの は  一 .：？ の繁る 

所 の 生 命 か 二 つ の 物 を 拉 ベ て 見 た 所 に な く て 、 餅 の り 心 地庖 丁 の ガ 心 地 ミ 古 曆 に そ ふ 心 持 -、  >  の 

折 合から 來る こ-、. -を 示したい からの こ 7.- である。 是は 連句の 前 句 7.- 後 句 ミ の附 味の 關係 になって 

るる やうな 點か 面白い ミ思 ふつ 

蓬 里 雨 古 はもの ぢ やない のかね。 

柬洋城 もの だよ、 本た から …… 。 

蓬 雨 さう すれば 餅な 切って ゐる 側の 壁に でも ぶら 下け て ある 7) したら さう だ。 

束洋城 それでも 結構- —— 併し 季題 ミ しての 古 曆は 只に 物 そのもの であるば かりで なく 夫に 年 

の暮る るに 對 する 又は 處す ろ 心 持 か 可也 澤山 に 加味され てゐ る。 場合に よって は その 心 持ば かり 

の 事 さ へ ある。 

蓬5|^雨 いくら 季題" たから ミ 云って、 古 曆が心 持ば かりの 事 さへ も あり 得る ミは思 はれない。 心 

持が 主になる 事 はあって も 結局 物 を 通しての 心 持で ある。 僕の 言 ふの は 古 曆は當 然何處 か 其 餅 を 

切って ゐる 近所に 存在して るる もの だ-、 > しなければ いけないだ らう f/; 云 ふの だ. - ^g-丁鈍しははた 

で见て ゐる人 か 言 ひ 若く は考 へ る 言葉 ぢ やない のか。 
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朿详城 いや、 此處は 自分で 切って ゐ るの だ。 

寅 日子 僕 も、 此れ は 自分 だ V,- しない ミ 感じが 薄い。 

蓬歷雨 自分で S, る もの ミ する ミ古曆 の 始末に 困る だら う。 

東洋 城 夫 は 前言った 古 暦の 題感 でよ く 折 合 ふ。 

寅 日子 僕 はかう いふ 風に 考 へます。 新ら しい 曆か來 て、 もう 用の なくなった. W いのは 其 逢の 眼 

の 前に 打 遣って ある。 それ を 現に 見て 居る やうに 思 ひます。 

柬洋城 古曆が 偶然 見えて ゐる事 は 差 支ない が、 餅ミ 庖丁 ミ曆 7〕 を 一座せ しめて 其 配置 分 合 を 見 

るに ある ミ いへば いけない。 ず ひ k^i ぃミ 曰ミ、 卽ち 庖丁の 鈍 さ 加減 ミ古曆 感ミの 接 觸か生 

命で、 其 生命の 湧いて 來る爲 に 必要な 限度で 二 物 を 見れば よい。 

幾 里 雨 餅 を る-、〕 鹿 丁が よく 切れない-、〕 いふ 事 を 作者 はよ く 知って ゐる。 ああ 切れないな -、〕m、5 

つて 作者 は 人の 餅 を 切って ゐる所 を 見て ゐる。 僕に は 奥さんが 餅 を 切って るる 所 を 先生が 側で" - 

てゐる やうに も 思 はれる。 古曆は 新ら しいの ミ 一緒に 其 部屋の 壁に でも 掛 つて ゐ るので ある。 

{5 ハ 日子 夫.. ちゃ 焦點か 散漫に なり はしません か。 

柬洋城 先生 や 細君の 出る 幕ぢ やない がな。 


寅 日子 ミ にかく 此古 暦は漑 念ち やい けません ね。 

蓬 里 雨 さう です， - —— 庖丁 鈍し 7,- いふの は 結局 切れ味が わるい V- いふ 事で せう。 

寅 日子 さう です、 そして 其處 から 來る しい やうな 心 持です。 

蓬 里 雨 僕は此 鈍し を 作者が 鈍し ミ 感じて 見て ゐ るの だ-、. - する のです." 餅 は 女が 切って ゐる 事に 

したい。 そこに 田舍 らしい 5^ しい ミころ-か ある。 11 夫から 理窟 だか 餅 を 切る のにな まくらな 庖 

丁 を 用 ひます かな、 僕の 家ぢ やよ く 研いで やります がね え。 

東洋 城 さっちに しても 切りに くければ いい。 利刀で も 餅は屮 中き りに くいから それ を 鈍し-乙い 

うたので もい いが、 鈍い なら 尙趣 はよ く 出る。 —— 兎に角 泡 丁 鈍し-、〕 古曆 ミ がさり 付いた ミこ 

ろに 捨て 難い 味が あるので す。 

寅 日子 これ は 面白い 句. たミ S ふ。 

蓬 里 雨 「春 はものの 句に なり 易し 古 短册」 -、〕 形式の 上で 同じ 樣な 所-かありません か。 

東洋 城 形式 上 似て ますね。 併し 句 境 は 大分 違 ひます、 こちらに は觸 さへ あります。 

寅 日子 にぶし-、〕 いふ 言葉が 事に よる ミ 少し 說明 的に 感じられる 心配はありません か。 

蓬 里 雨 だから 見て ゐる もの-/. "すれば いいで せう。 

i 


束洋城 ちつ ミも說 明-こ は 忍びません、 それば かりで なく、 いかにも 餅の S りに くい 底 r の！ 2^ の 

鈍 さ をよ く 感じます。 鈍し-、〕 は 3 典に 實感 であり、 其 上 自然に K 實感を 理想化し かけて ゐて、 そこ 

が 下の 古曆 ミ 微妙 に 相 呼應す る の です。 11 小 宫 君の やうに する ミ そこに 或 人 を 置かなければ な 

らす、 從 つて 今の 微妙の はたらきが 出て * ない こ-、〕 になります。 

寅 日子 自ミ 他ミで そこに a える 繪は 確かに 違 ふ" 11 「膝-、〕 膝ミ を」 や 「なにもな き 家」 は 何處. 

から 見ても 單 純な 散文で はない ミ忍 ふが、 そこへ 行く ミこの 「餅み」 切る 应丁 鈍し」 は 餘程プ リサ 

ィ ックな 所. か あり はしない かミ思 ふ。 

西 函嶺 を踰 えて 海鼠に 眼 鼻な し 

東洋 城 是は 海鼠 を 詠んだ 句で は あるが、 彼の 「西 秦嶺を 越 ゆれば 故人な からん」 を 雇って 來て 

秦嶺を 函嶺に した 事-、 55 ふ， - 尙此處 に 眼 鼻な し 7〕 いふの は あの 混沌 ミ して 何 かなんだ か 解らない 

を寫 したので、 かの 「尾 頭の 心 も 7〕 なき 海鼠 かな」 ミ も！？ じで ある. か、 「西 函嶺 を 論えて」 -、〕 い 


ふ 所で 「尾 頭」 の 句ミは 一 轉 して 了って ゐる， - 卽ち 一 方に は その ffi 函嶺 を 越 ゆれば 風物 總て が變 

る-、) いふ 事 及び 一方に は函 根から 東に は 化物が 出ない ミ いふ 事 を 根に して、 鳥渡 .凼 落れ て 見た の 

で、 あの 混沌-、】 した 海鼠の 形容 をい ふに、 江 戶っ兒 か 上方贅六 をのの しる やうな 戲談 まが ひに、 

あんな 眼 も 鼻 も 解らない 樣な もの は 函根か ら こつ ち に ゃゐ やし な い 、 海鼠 だ つて こっちのに はち 

やん-、 一眼 も 鼻 も あら あ、 ミ いった やうな 風に、 眼 鼻の な いのは 函根を 越して 向 ふへ 行った からだ 

ミぃ ふやうな おさけた 行き方 をも躉 つて、 海鼠の 混沌 さ-、〕、 其 混沌 さに 打 向った 興趣 ミを洩 した 

ので ある。 先生 は 江 戶っ兒 であった から いくらか 上方 をのの しる 心 はないで もなから うが、 ここ 

に は 夫 は强く はない 方が いい。 句 を 作る 前に は 多少の 動力に はなって はゐ るか もしれ ぬが …… 。 

寅 日 子 海鼠-、) いふ ものに は 眼 鼻がない、 だからお 化けで ある、 さ-つい ふ ものが 斶 西に 居る、 一 fi 

いふの か、 又は 函嶺 を 西に 輪え るミ 海鼠 に 眼鼻か なくなる ミ いふの か。 

束洋城 後の方で せう" 

蓬 里 雨 僕 は 別に 言 ふ 事 はない。 此 句に は、 善い 意味に も惡ぃ 意味に も、 先生の 江 戶っ兒 らしい 

所が 出て ゐる。 

東洋 城 服 鼻な しミ いふの も -眼も 臭 もない」 ミぃ ふやうな 俚諺 を 厘って 來 たもの らしい いふ 
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こ-乙 を 言 ひ 添へ て 置きたい。 


一 東の 韻に しぐ るる 愚 庵 かな 

東洋 城 是は 彼の 有名な 愚 庵で、 愚 庵の 庵 は 京都 淸 水の 上り口、 東 山 通 を 五條 坂へ 出ぬ けよう ミ 

する 逢に あった。 門 辦ミて もない 閑雅な 洒落れ た 數寄屋 風の 一 構で 表の 壁の 外に 數 竿の 什が 植ゑ 

られ てあつた ミ思ふ J そ f J に俗屋 に し て 僧で 居り 僧で あって お 寺で な い 生活 をし てゐた 愚 庵 其 人 

は 寧 問 も あり 識兒も 高く 又 頗る 詩歌に も 秀でて ゐた。 ゐる 人は此 達人で ある、 ゐる 所は此 風雅で 

あろ、 そこに 名物の 柬 山の 時雨が さつ ミ其 草庵に かかって 來る、 其 人が 其 居で それ を 詩歌に 諷詠 

する。 今方に 愚 庵 か 「一 東の 韶」 に 時雨れ てゐ る、 ミ いふ 光景で あろ。 要するに かう いふ 場所で 

かう いふ 人が 家の 中に あって 折 柄の しぐれに 一 詩 を 念じて ゐ る-、〕 いふ 事は大 變に氣 持が いいので 

蓬 里 雨 「一束の 韻」 ミ いふ ものに は、 何 か 特別な 感じが あるの ぢ やない か。 それが わからない 


ミ、 さ、 つも 1 寸 困る。 

寅 日子 是は 作者が 愚 庵の 所 にゐ るので なしに 唯 遠くで 想像し て 云って ゐ るので せう か。 

蓬 里 雨 さう でせ う。 此 時分 は 子規 ミ愚 庵-、】 は 交通して ゐ たんだから、 先生 は 子規 を 通じて 愚 毎 

に 親しみ を 持って ゐ たので せう。 

東洋 城 想像で 云って ゐ るので せう。 場所 はまこ-、】 に 時雨に ふさ はしい だ „ - 

寅 日子 「韻」 ミ いふ もの はくり 返す もの-たから、 時雨 か 反覆す るミ いふ 意味 を 持たせた ので はな 

いだら うか。 

束洋城 別に さう でもないで せう。 

蓬 里 雨 一 東の 韻 をな してし ぐれて くる-、】 も 7- れる。  - 

寅 日子 意味 はよ く は 分らない けれ も、 何 ミ なく 面白い 句 だ 7> いふ 氣 はしません か。 

蓬 里 雨 僕に はさう もよ くわから ない。 

寅 日子 僕に は 一 種の イリ ュ— ジョンが あります、 此 句から 愚 庵-、， - いふ もの を 想像 させられる も 

のがあります。 

蓬 里 雨 一 束の 韻 ミ いふ 事が よく 解らない から 一 寸 困る。 若し イリ ュ— ジョ ンが ある、 こする ミ、 
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僕に は 寧ろ 音の イリ ュ —ジョ ン が S て來 る。 

束洋戒 僕に は 句 調 かいいので、 すつ ミ 昔から 此 句が 頭へ は 入って ゐ たのです。 その後お 都へ 行 

つて 其 草庵 を 兌て、 成る 程 たびたび しぐれて 來さ うだな ミ强く はせられ た" それから 此句 はす 

つ ミ 好きな 句 のうちに されて ゐ たのです。 

寅 日子 例へば 「鉢 叩」 の 句 を て 知らない 鉢 叩きが 見えて くる やうに、 此句を 見て ゐろ ミ^ 雨 

れてゐ る 愚 庵が 兄え る やうな 氣 はしません か。  . 

蓬 a- 雨 兄え て來 ないでも ない. か、 それ 程强 くない。 一 15- の 韻 V) いふ 事が 一定の lg をく り 返して 

詩 を 作る こ ミミして、 其 詩 を 作って ゐる 所へ 時雨が やってく るの は 分る。 若く は 一束の 韻 をな し 

て 時雨が 來るミ いふ 事 も 分る。 併し 夫 を 何も 愚 庵に 限る 事 はない やうな 氣 がする。 

寅 日子 柬洋城 それ は 愚 庵 7〕 いふ ものに 親しみがない からでせ う "僕達 は 先生 や 子規から 愚 庵 

の 事 をよ く 聞かされて ゐ たかに 其處 から 色々 な ものが 出て 來る らしい。 

蓬 里 雨 愚 庵に 關 する 知識 は 僕に は 全くない。 


_=巴 蒸 忌 や 茶の 花 折つ て 奉る 

束洋城 此句は 別に 仔細 はない" 今日は 芭蔡 忌で ある ミ いふので 芭 慕の 像 前へ 庭 か 畑 かの 茶の 花 

を 折って 奉つ た ミ い ふ ，3 である" 芭蕉 忌の 頃 は 花 7 一  い ふ 花も少 く、  乂芭慕 其 人 に 淋し い 佗しい 感 

じ もす るから、 花ミ しても さう 華やかで なく 色"、) しても 目 だた しくない 茶の 花 を 上け たミ いふ 夫 

丈の 事で ある. - 格別に 優れたい い 句、、〕 いふで はない が 正直に 芭蕉 忌の 心持ミ いふ ものが 伴うて る 

るの かいい -、) 思 ふ。 他の 人の 忌よりも 芭 蒸の 忌で ある f 】 - 、一に 茶の 花 は ふ さ は し い。 芭 蒸-、) いふ 人 

の 味-、 -茶ミ に 通 ふ 所が ある。 

蓬 雨 僕 は此句 も餘り 好かない， - さう も 妙に ミ りすました 所が ある。 —— もつ ミも此 時分-、〕 し 

て は 調って ゐるミ は 云へ る 、f5 も 知れない" 

寅 日子 別段 言 ふ 事 もありません。 

日に 映ず ほ うけし 芒 枯れな、 が ら 
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東洋 城 是は花 芒が 穗を 開いて、 穩を 開いた 儘 冬に なって 枯れて 了った。 そこへ 强ぃ 冬の 日が さ 

して ゐるミ いふ、 さう いふ 眼前の 光景で ある。 なまじ 秋 さかんな 花 を 持って ゐた 芒が ほうけ なが 

ら 立って るる ミ いふ 事が 大變 淋しい。 そこへ 冬の 日が 遠慮なく 當 つて ゐる。 あら はに 枯れながら 

立って ゐる 芒の 上に 曰が あたって ゐる V) いふ 事に 一層 「冬」 が 現 はれて ゐるミ 思 ふ。 ここで 芒 か 

日に あたる ミ 言はなくて、 日に 映 じて ゐる 7.- 言った の は、 一 層此 場合 芒 をつ かんで 來てゐ るミ思 

ふ。 —— 明るい つよい 日ミは 言った が 夫 は 枯れた 芒に 對 照しての 事で、 ぞは ほうけ て 枯れて ゐる 

ので あるから、 全體ミ し て は 矢 つ 張 冬 の 日の 薄い 光り だ ミ思 ひます。 

寅 日子 日に 映す の此 太陽 は眞 上で なく 寧ろ 低い の だら う。 芒 は日ミ 自分 ミ の 間にある， - 芒の 穗 

先き が 向 ふから 來る光 を 受けて 强く かがやいて 化え る、 それ を 言った もので はなから うか。 

蓬 里 雨 私 もさう だミ 思って るます。 

東洋 城 成程、 さう でせ うかね. - 併し 必 やし も 日 を 向 ふへ やらなくても いいで せう ね。 

寅 日子 日が 向 ふへ 行って ゐ ない 7> 穗先 きが 餘り强 く は 光らない。 —— 此芒 は穗か 散って 了って 

るて はいけ ないで せう。 それで は 映す が 利かない。 

蓬 里 雨 廣 野に 枯 芒か澤 山 立って ゐる所 を 夕方 遠い 所から 見ろ、、〕 狐火の やうに 見える。 是 は小濱 


温泉へ 行って るた 時の 寫生 らしい. - その ト  1 の 句に 「温泉の 山 や 蜜柑の 山の 南側 ■』- 海 近し 寢鴨 をう 

ちし 筒の 昔」 「天草の 後ろ に 寒き 入日 かな」 な、〉 r、】 い ふ の が あるつ —— 小高き 丘 の 向う が 海に なつ 

てるる、 その 向う へ 日が 落ちる 時 丘の 芒が 曰に 映 じて ゐ るの だ。 

寅 日子 枯れながら VI いふの は？ 

東洋 城 枯れな がらに 風情が 出る。 まざ まざ 7 一 枯れた せ」 ミ 日の 光 -、- の接觸 に、 ある ものが 出て 來 

る。 おし 枯れながら がなかったら 「芒」 の 存在 か 非常に 薄くな つて 了 ふ。 

蓬 里 雨 僕 も 枯れながら はいい ミ思 ふつ 「立 枯れ」 7^ いふ 言葉 か ある、 さう いふ 心 持が 此 枯れな が 

らには ある。 

^9^洋城 若し 平談に 言へば 「枯れながら も」 だ、 「枯れつつ」 ではない。 

寅 日子 「枯れて あるが 併しながら ：：： 」 ミ いふ 意味に も ミられ はしない だら うか。 

蓬 里 雨 そんな 心配 はない ミ忍 ひます。 —— 日に 映す- 、- いふ 日 は 夫 程强く はない ね。 

東洋 城 いいや 日は强 いよ、 枯 野に 封 比して。 殊に 漢語 調で 言ったり した 所 は …… 

蓬 M 雨 いくら ぴかぴか光っても 盛ん. ちゃない からね。 

货ロ子 枯れて ゐる けれ さも 日に 映 やる、 -、. - いふ 風に ミられ ない 事 もない-、. -ETV か、 併し 矢張り 
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「枯れた まま」 ミ しなければ なるまい ミ思 ふ。 

蓬 通 雨 「枯れつつ ある」 - こすれば いいで せう。 

束洋城 ， ^ の映卞 -、〕 なが ら ミ の 相 往還す る 所に 目に は 見えない が 鵜の やうに ねばり 强ぃ ある 力が 

ある こ V,- を 見逃す 譯には 行かない。 

黄口 子 此 日に 映 や は 新ら しい ミ思 ふ。 


べん ベら を 一 枚 著た る 寒さ かな 

束洋城 是 は、. 冬の 寒い 時、 貧乏人 か 怠け者 か 何 かが 他に もう 何も 著る ものが なく 一  枚き りの 著 

物 を ひっかけて ゐる ミころ である。 ベ ん ベら-、) いふの は 襤褸-、】 いふの か、 柔か もの ミ いふの か、 

まあ 後の方 だ ミ S ふ。 鬼に 角 あ-、〕 さきた つた 一枚の 其 著 物 を 著て ゐる 寒い 時の 姿で ある。 それ か 

ら、 柔 かもの を 一枚の こして 持って ゐる V,- いふ、 多少 それ を ひけら かす やうな 氣持も ある。 是も 

先生の 江戶 っ兒氣 分から、 齊 越しの 錢を 持たなくても 柔 かもの は 著る-、) いった やうな 瘦 我慢 的な 


所 をい つた もの ぢ やない か- ヒ思 ふ. - つ まり 先 牛； も べん へら が 面白 かった ので せ う。 ベ .< ベ ら が 著 

たかった V.- いふ 程で はない ミ して も少く も ベ ん ベ ら に 同情して るた のでせ う， - 

蓬 里 雨 僕 も べん ベら はよ く 知らないが、 柔 かい 娟 物で 然も 夫が 汚れて ゐる ものの やうに 解釋し 

てゐ る。 

寅 日子 べん ベ ら の 說明 は 贊成 で す。 —— ベ ん ベ ら ミ 言 ふ ミ きの 先生 の 發音 を 忍 ふ 出す 、江戶 つ 

兒の 先生の いふの ミ 僕なん かの いふの-、 >  では 大分 感じが 違 ふ. - 

蓬 里 雨 「立ちん ほの 地 駄んだ を 踏む 寒さ かな」 ミ いふの が此 前に あろ。 —— 僕 は 此句を よんで 芝 

居の 蝙蝠 安 を 思 ひ 出す。 安の 人物ではなくて 安の 著て るろ 著 物 及び 著て みる 恰好の 點で、 - —是 

に は 何 かし ら 前書. か ありさ うな 氣も す る な。 

おハ 日子 僕 は 又 浪人 者で 月 代 を はやした 若い 男 を STr それ も 矢張り 芝居で は あるが。 

東洋 城 是も 先生の 詠み さうな 句 だ。 

寅 日子 全く 是 もべ ん ベら V:- いふ 言葉に 興味 を 持って そ 、ヒ から 作った 句で はない-たら うか， - 

東洋 城 江戸つ 兒氣 分の 境涯に も 興味 を 持って るる。 

莲里雨 別段 べん ベら に 興味 を 持って 作った ミ いふ 氣も しない。 夫 程 べん へら はフレ ッシ ュだ ミ 
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も考 へられな いから。 矢張り 松 根 君の 解した やうに 或 人物に 興味 を 持って 作った 方で せう。 此句 

の 次に は 「ある 時 は 鉢 叩かう、、】 思 ひけり」 ミ いふの が ある。 

寅 日子 僕 は此句 か出来た 時、 先生が 恐らく 獨り でく すくす 笑った んぢ やない かミ いふ 事 を 想像 

する 0 

川 ありて 遂に 渡れぬ 枯野 かな 

東洋 城 是は說 明の 必要 もない ミ思 ふが、 枯野を 旅 をして 段段 やってくる ミ川 があった、 川 を 越 

さなく つち やなら な い ミ思 つ て 見渡した が、 そこに は 舟 も 橋 もなくて 渡れな かつた-、〕 いふの ミ、 

も 一 つ は、 さう しても 川 を 渡らう-： 思って 舟 か 橋で もない か-、. - 川上 や 川下の 方へ 行って 見た 力 

さ こに も それが な くて 到頭 渡 る こミ が出來 なかった、 ミのニ 解が あり 得る。 そこで 遂に 渡れぬ は 

复の 解の 方が 適 である やうに 思. T 川 を 中心に した 枯 野の 景色 も あり、， その 景色に 伴 ふ 風情 も 

ある。 5 &には 全體の 上に はな だら かに 侦 はれて ゐ るが、 可也 巧に いひ こなされて ゐるミ 思 ふ。 


蓬 里 雨 遂に ミ いふの は 矢張り 後の方の 意味 だら う。 前の は 問題に ならない。 

寅 日子 僕に 疑問になる の は、 作者が 實際、 その 橋な り 舟な り を 探して、 いよいよ 渡れない-こ 思 

つた その 心 持 を 詠んだ もの だら ぅミ思 ふが、 さう する 7.- —— 何だか 落 付かん 所が あり はしません 

か Q 

東洋 城 私 は 別にありません。 

蓬 里 雨 その 落ちつかない 所 は 渡れぬ ミ枯 野ミの 連接の 工合に あるん ぢ やありません か。 

寅 日子 僕 は 何か此 句に 前書で も ある v.- 落 付きが 出來る 樣な氣 がする。 さう でない-、〕 此句は 或 一 

つの 枯 野の 記載の 樣な 風に ミれ てく るので す。 

柬洋城 夫 はかう 解いたら さう でせ う。 川が あって 渡れなくて 困って ゐる、 その 地 點が枯 野の 平 

面の 上に ある。 さっきから 歩いて 來た 所も枯 野、 川も枯 野、 これから 指して 行かう ミ する 所も枯 

野、 一 切が 枯 野の 中の 事で あるから、 困った ミ いふ 樣な事 は 特に 言はなくて もい い 7,1 思 ふの だが。 

蓬 里 雨 渡れぬ ミ枯野 の 連接が うまくい つてるな いの だよ。 渡 ぬ ミ いふ 作者 ミ枯 野哉ミ いふ 

作者-、. -が 此處 では 別人に なって ゐる。 

寅 日子 さう です。 僕の 落 付きがない 7.- 感じる の は其點 から 來 るので せう。 

§111 
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東洋 城 ；£^;|5^-は全景だょ。 W かいで や，！ 渡れぬ は 添景. たよ。 渡れぬ 枯& かな ミ しっくり 連結 

して ゐるぢ やない か。 

寅 日子 僕 は 「渡れ ざり し枯野 かな」 なら 解る。 

東洋 城 「渡れ ざり し」 だミ それ こそ 記述になる 。渡れぬ で 現在 差當 つて 困って ゐ るこミ になり そ 

れで 生きる の だ。 

蓬 里 雨 枯野 かな ミ いふ 廣ぃ 野の 景色 を 見て ゐる 人が 一人 ある。 それから さう いふ 廣ぃ枯 野の 中 

の 一 部分の、 川 を 渡れぬ ためにう ろうろ して ゐる 人が 別に ある。 

柬洋城 枯野 かな ミ 別に 見て ゐ なくても いい、 枯野 かな ミ 直に 立って るれば いい、 始めから 凡て 

枯 野の 世界の 中での 事な の だ。 川の あった 事 も 渡ろ 渡れぬ ミ いふ 事 も 遂に 渡れぬ 事 も皆枯 野の 外 

へ 一 歩 も 出ない し、 又枯 野の 世界の 存在 以前の 事物 は 一 つもない。  , 

寅 日子 ^^にミぃふ言葉が僕には少し邪魔になる。 さう 受取る 爲には …… 。 

柬洋城 遂に は 最もよ く 働いて ゐる 言葉 である。 且つ 其 言葉 以前 に 川 ありての て-かぐつ-、〕 下 五の 

!^^?|~^-ミ意識の下で冥合してゐる事を看逃がせぬ。 遂にに 至って はこの 大 世界 「枯 野」 の 上に 

於け る 種種の 事 S のす ベて を 引く くり 一 點に歸 して 來てゐ て もろもろの 情景 もろもろの 所作が 皆 


枯 野に 遠り 行く 自然の 流れの やうに なって ゐ る。 

蓬 里 雨 此 句に は 巧みが ある、 然も その 巧み は 一寸 困る 巧み だ。 

寅 日子 此 遂に は 唯の 記載でなくて 體驗 からの 結論で ある。 それ を土臺 にして、 そこで 枯野 かな 

を 持ち出し たので はさう も 落 付かない。 

東洋 城 遂に は 勿論 體驗 であるが、 之 を土臺 にして 枯野 が發 生す るので はない" 反 對に枯 野が あ 

つて 其 中に 川を發 見し、 其 川に 就いて 事件が 起り、 それが 解決して、 元の 枯野 そのものになる の 

である。 だから 土臺 なり 全體 なり は枯 野で 其 一部分た る 川な り 渡る 事な りが そこに 點 じて、 その 

部分. かぐつ ミ突 込まれる から 全體 なり 土臺 なりが 愈 强く愈 光って 來 るので ある。 


風に 聞け いづれ か 先にち る 木の葉 

東洋 城 是は 『思 ひ 出す 事な、 ご』 の 十 一 の 文章の 終りに ついて ゐる 句であって、 奥さんの 妹が、 

函 根で 水害の 爲 めに 流されよう ミ して 危く難 を 逃れた、 ミ いふ 報知 ミ、 草 平 子が 崖崩れで 家が 丸 
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^れ になった のに 身を以 つて 免れた、 ミ いふ 報知 ミ、 二つの 報知が 修善 寺に 病んで 寢てゐ る 先生 

の 所へ 屆 いた。 其 文章の 末尾に は 下の やうな 事が 書いて あった。 —— 「さう して 二人の 安全で あ 

るミ いふ 報知が 著いた ミき は、 余の 病が 次第に 危險の 方へ 進んで 行った であった」 ミ、 そして 

その あ ミ へ此 句が 載って ゐる。 無事な 人が 災難に 遇って 命が あぶなかったり、 その 人が 無事 だ ミ 

閒く 時には 聞く 先生の 病氣が 重くな つて 行く。 さう いふ こミ が、 秋の 木の葉が 先き になり 後に な 

りされ ミ 定め や 落ちて くるのに 似る、 さう いふ 運命 を卽今 眼前の こ ミ で； 詠ん * たので ある。 一本の 

木の 木の葉が ぁミ になり 先き になり 散る 事 は それ 自身 も 知らない、 それ は 風に でも 聞け、 ミ いふ 

ので ある。 風に 閒けミ いきなり 持って 來てゐ る 事が いい。 しかも その 風 はたより にもよ すがに も 

ならない もの だのに、 さう いふ もの を 一 途に恃 む やうに 言うて 來た 所に 人間の 甚だ 小さい 非力な 

ミニろ が 現 はれて ゐて たまらなく いい-、〕 思 ふ。 

蓬 里 雨 是は 今迄の 句-こはま るで 句 柄が 違 ふ。 かう いふの が 元祿の 11 芭 蒸の 句に 迫る 句 だ-、〕 思 

ふ。 かう いふ 句 は 併し 拙く a 姊 似る ミ 月並になる。 

束洋城 併し 風に 閒けミ いふ やうな 事 は 月並の 連中だった ら よう 言 はない ね。 

蓬 里 雨 此 時の 句 は 皆うまい。  . 


寅 日子 うまい を 通り越して ゐ るで せう。 

蓬 里 雨 此處 ではもう 言葉の 一 つ 一 つに 人格の 響が ある。 —— 芭蕉 を崇拜 した 後世の 俳諧 者 流が 

月並に 墮 したの は、 芭蕉 ほさ 言葉 を 人格化す る 能力がなくて、 然も 芭蕉の 型 を模寫 したから なん 

だ。 そこへ 行く ミ あの 蕪 村に はえら い 所が ある。 ちゃん-、 一 自分の 本分 を 守って 自分に 許された 範 

圍 内で 自分に 誠實. た つ たんだ か ら。 

東洋 城 此 句の 如き は 金 甌無缺 だ， - 

蓬 里 雨 此句を 兄て ゐ るミ、 先生の 腹の 中 迄す つかり 見える" 先生の 腹の 屮 から 幾 本 もの 絲が出 

て、 此 句の 一字 一字に 十重二十重にから みついて るる。 それ をた ぐって 行く  V- 先生の 腹の 中へ 自 

然ミ 入って 了 ふ。 

寅 日子 一 般 にめ あい ふ 生き死にの 病氣 をした ぁミ では、 全く 雜念 のない 透明な 心 持に なって い 

い 句が 出 來るも ので は あるまい か。 

東洋 城 併し かう いふ 風に まミ めら れるミ いふの は 平素 永年す っミ 磨かれて 來てゐ ろから. た。 生 

き 死にの 境 を 越した ばかりで はいけ ない。 

寅 日子 それにしても 本 にいい 句 を 作る に は それだけの 深い 體驗が 必要 だら う。 


三 五八 

蓬 里 雨 體驗は 必要. たよ。 セ ン チ メ ン タ ルな人は眞相をっかまへ てゐるミ思って實は^^^^相しかっ 

かんで ゐ ないやう な 事が 往往 あ る 。 


その 十二  (小 宮豐 降抄) 


武 蔵下總 山な き國の 小春 かな 

蓬 里 雨 是は武 藏下總 -、」 いふの が大變 抽象的で、 山な き國の 小春-、 ：- いふの が 割に 具體 的で あろ 爲 

に、 溯って 武藏 下總も 始めて 具體 的に 此方の 頭に 映って 來る樣 にも 思 はれる。 —— ^し 私に よ、 

此武藏 下 總が旣 に具體 的な 景色 を 免せ る。 —— 例へば、 道 灌山か S 端の ステ I ショ ンの 上の 匿の 

あたりに でも 立って ゐて、 筑 波の 方 をす うつ ミ 見晴らす。 さう する ミ、 目の前が 廣廣ミ して 如何 

にも 山な き國ミ いふ 平野が 開展 される。 其 平野 全體に 小春の 日が もくもく  7.- さして ゐ る。 あすこ 

は 千 住-たな ミ思 ふ、 あすこ は松戶 だな 7.- 思 ふ。 —— 何 7  " なく 捕へ 所がなくて ほう ミ して ゐるミ 言 
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へば 言へ るか も 知れない が、 小春 日の 廣ぃ武 藏野を 詠んだ 句ミ して、 此句 は大變 面白い 句 だ-、 > 思 

ふ。 唯-た 此句 は、 少 くも 何處か 高い 所から 武藏野 を 見下ろして ゐる處 だ ミ して 味 ふので なければ、 

或は 机の 上で 作った ものの やうな 感じ を與へ るか も 知れない。 

柬洋城 僕 は 高い 所から 兄た ので はない ミ思 ふ、 自分の 立って ゐる 所で も 山 ミ か 高い 所ではない 

ミ思 ふ。 全然 山ミ いふ 心 持が あって はいけ ない。 此句は 何だか 地圆を 見て ゐる 樣な氣 のす る 句で 

ある。 立場 を さ こ-、〕 決めなければ ならない ミ すれば、 作者 は 寧ろ 武藏 下總の 平野の 一部に 立って 

ゐる。 武藏 -、〕 か下總 かさ ちらかに 限る 必要 もない が、 さう いふ 平野の 一部 (道灌 山より 習 志 野 

の 方 だ) に 立って ゐて、 さう いふぐ るりの 小春 を 見 もし 味 はって るるので ある ミ思 ふ。 だから 僕 

に は 山な き國の 小春-、. - いふ 事が 具體 的で あるよりも、 寧ろ 武藏 下總ミ 指して 來た 方に 巳に 確な 自 

分の 立場 かあつて、 其 上 更に その 平野の 心 持 を 繰返して 山な き國 ミ いったの である ミ思 ふ。 自分 

が 高い 所に ゐては 山な き國ミ いふ 事の 感じが 藩い。 是は武 藏下總 兩國を つらねて 廣ぃ國 原、 そこ 

に 小春日和 がさ こ 迄も廣 がって ゐる V.- いふ 心 持で あるから、 た ミ ひ 少し 位 山が 見えても、 山ミぃ 

ふ 觀念は 皆目なくて 只廣ぃ 廣ぃ國 平ら ミ いふ 事が 見られる。 そして 武 藏下總 -、〕 重ねた 所に も 特に 

それが 窥 はれる- 、，- 思 ふ。 結局 此.^ 境 は、 ある 一 定の 場所に 立って、 一 二 里 四方 眼の II く 限り を始 


め 7,- し、 それから それ へ ミ十里 二十 里 眼の 及ばぬ 所まで すつ ミ廣ぃ 心 持が 延びて 行く ので あるか 

ら>  實際は 或 地點に 立つ ミ しても、 地圖を ひろけ て 山 障 森 壁 を 徹して さ こまで も 廣く夫 を 見て ゐ 

る 樣な心 持で ある。 そ して それが 少しの さはり もな い 樣に思 ふ 0 

蓬 里 雨 其 地 圖を擴 けて ミ いふの は、 結局 僕が 高い 所から 見下ろし てるろ ミ いふの ミ 同じ 事に な 

り はしない か。 

柬洋城 僕の 地圖を 見る やうな ミ いふの は、 高い 所から 向 ふへ 見渡す ミ いふより 空中から 鳥瞰す 

る 方で、 又、 見ろ より は 思 ふ 方 だ。 

蓬 里 雨 あの 邊が 下總 だな、 あすこ いらが 武藏 ミ下總 ミの國 境. たな-、) いふ 風に、 高い 所から 見下 

ろしつつ いろいろ 心 持が 動いて、 見て ゐる 眼の 前の 平野な、 武藏 下總ミ 限定した の だ-、〕 思 ふ。 勿 

論 作者 自身 も 小春日和の 特別な 感觸 を經驗 して ゐ るので は あるが、 然も 見下ろす こ ミ によって 武 

藏 野の 廣廣 した 小春 日 を廣廣 7〕 锅 賞して ゐ るので ある。 

寅 日子 此 逢の 地 ™tl- を 詳しく 知って ゐる 人で、 土地の 大體の 見當が はっきりして ゐる 人で ない VJ 

武 藏下總 V) いふ 言葉の 呼び出す 具體 的な 心 持が 藩い かもしれ ない。 

東洋 城 僕 はさ こらが 武藏さ こらが 下總 指さなくても よい。 寧ろ、 そんなに 人の 指が 指し 人の 
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眼. か 見渡し 得る やうな 狹 小な-大地でなくて、 眼に は 現に 見えて ゐ卞、 高所へ 上っても 眼の 届かな 

い"，^ まで も武 藏下總 一圓、 心 持で 廣 がる。 そこが 僕の 地 31 的. た V スカ 鳥喷 圓だミ いふ 所 だが ね- 

寅 日子 小宫 fi;? ので も廣ぃ 景色 は 見える。 僕 は 細かな 地點は 識別し なくても よい-、 一思 ふ。 唯 見下 

ろした 時に 下 サ、〕 いふ ものが 具體 化された 一 つの 繪 になって 現 はれて くれば それでよ ぃミ思 

ふ" 一 ー點檢 すろ やうな 心 持に ならない 方が 却ってよ く はない か-、 一思 ふ。 

東， 城 武 藏下總 7 一い ふの はさう して も 遠望 して よそよそし くいうた やう な 陵の あ る 言葉 ではな 

く、 身 ま， さま ざ-こ 武 藏下總 になければ なら や、 正に 武藏 下總を 踏んで るなければ ならない。 

蓬 里-. 1- 僕の 解釋 でも 二つの 國の 限界 をつ けよう ミ いふので はない。 廣廣ミ した 平野に 小春の 日 

が 輝いて ゐるミ いふ 所が 眼目なん だからつ 

束洋城 そこ は 同じで も、 それ を ひた ミ 身に 受取る に當 つての 味が、 「見る」 ミ 「居る」 ミ では 大 

變ち がふ。 

蓬 里 雨 俊に は、 さう しても 高い 所に 立って 見 晴す心 持が 大切 だミ思 ふ。 

寅 B 子 僕 も 下ろした 方が 繪 かよく 纏まる やうに 思 ふ" 先づ 一 目に 見てから これが 武藏下 總. た 

く- & ふの V -、 野の 中 を 歩いて 居て これが 武藏 野の 一部 だ-、  >思 ふ 事に よって 武藏下 總の繪 の 全幅に 


思 ひ 及ぶ の-、 - では、 少し 顧 序が ちが ふだけ でなくて， 絹の 心に 訴へ て來ろ 直接な 力に 相違が あ る 

か ミ思 ふ。 

東洋 城 武 藏野武 藏野ミ いはれ るが これ は 全然 武藏 野の 句ではありません、 下總か 夫で は拔 けて 

しま ひます。 武藏ミ 下 總ミは 趣が 大分ち がふ、 その 違 ふ もの を竝 ベて 一 つに して 來た時 は その 1 

っミ は大變 ちがって 來ろ。 此揚合 は 寧ろ 武藏 から 下總の 方へ 心 持が 伸びて 行く ので 下 總の氣 分が 

餘程 仲び 行 かう ミ して ゐ ます。 

寅 日子 さう いふ 細かい 事 は 僕に は 分らない。 唯 ほう ミ した 武藏 野が 出て 來る だけです。 

東洋 城 小卷 日の 下に ある 武總の 平野 (武總 の 平野です、 武藏 野で はない のです) を 確に 體 する 

爲に はさう しても その 武總の 平野の 一 部に 立つ こ-、】 が 必要です。 夫が 一 番 親しくなる こ-、. - です。 

遠く 望んで あれから 先 は 下總だ なぞ.、. -打 見や つて ゐる ミ い ふ こ-、， - は、 武 藏下總 ミ先づ いひ、 すぐ 

山な き國 の-、】 同格に 重ねて 强 めて 來 たのに 封して は、 あまりに よそよそし 過ぎる： 況して それが 

春風 ミ か 秋晴 ミ かいふば つ ミ打展 く 題で なく、 さっち か-、. 1 いふ ミ 身近な さう 廣 くない 世界 を 見よ 

ぅミ する 小春な の-たから、 一 層 さうな る。 

寅 日： 十 僕に は 身近な 景色から 想 ひ 及んだ 廣ぃ 景色で は 感じが 弱くて 困る。 
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東洋 城 輪廓 は 同じで も 內實が 大分ち がふ。 

蓬 里 雨 僕 か m 端の ステ I シ ヨンの 上の 崖 を 例に 持って 來 たの は、 あすこの 展望が 一番 廣 いやう 

に 思 はれる からだ。 何も 別に 田 端で なければ ならない-、〕 云 ふので はない。 高い 所で 見晴らせ さへ 

すれば。 

東洋 城 僕 は 是非に 肉眼の 展望 を 要しない。 第一 此 句で はそんな 二 國を見 別け る 肉眼の 活き なさ 

は耍 しない。 勿論 東京 ミか田 端ミか 限る 必耍 もない し、 さう EM りたく もない。 

蓬 里 雨 君 は、 此 句の 場所 は、 極狹 くても 可い-、 > いふんだ ね。 

東洋 城 さう だ、 そこに は枯 芝が あったり 枯林 があった り、 其 上 そこら 一面 ほかほかした 小春の 

日が 照って ゐる。 鬼に 角 小春の 野で それが 武總の 天地の 心 持 を 持って ゐる 所で あれば いいの だ。 

そ し て 其 人 は 武總兩 國の間 に 立つ か、 さっちから ぅ來 たので もい いが、 さっち かに 立 つ て さ つ 

ち を も 併せ 感じて さ へ ゐれ ばよ く、  に角此 句の 上に は 土臺 にも 眼界に も 山 や 丘 はあって はいけ 

ない の だ。 その代り 「小春の 野 だ」 ミ いふ 感じ は 是非 大 になければ ならない の だ。 

寅 日子 その 「小春の 野」 の廣廣 7^ した 眺めに は 矢張り 少し 小高い 所から 見下ろした 方が 適常ぢ 

やないで すか。 平地 を 歩いて 居れば 一寸した 家 や 木立な さが 點 在して 居ても、 さう いふ 感じ を妨 


E い。 —それ は 鬼に 角 高所から 見下ろす I 形の 高低が 見え なくなって えろ ミ 

事實 はあります。  t  . 

東洋 城 武藏 下總 の實 感-、 4 すいふ 謹の 感じ ミが、 秋晴の やうな， ハツ i はるかす、 いでな く 

itr ぬくぬく ミ その 温 光の 中に 清 力る ミ いふ 方に ある、 き」 が、 大分 兩君 暴った i こ 

自分 を 置く ものら し、。  I 

冬 籠 米搗く 音の かすかな り 

賣雨 これ はたし か、 松 山の 『海 南 新聞』 だった 息 ふが、 下 五 t  ，なって.， てるる。 是 

は 誰が 直した もの かよく 分らない。 然し 『鐘 新聞』 ？ する， 子規が I をして ゐか 

い- は 子 f か 直した もの だ I 像され るつ —僕 は、 此きは 一 村擧 つて 君 籠って ゐ急じ 

て 作者 も I 其 中で 冬 籠 をして るる。 層の 森- 1 てるる 中に、 遠い 所から 米 S く 音が、 さ 

ん こえ 基いて 來る。 ゆったり、、」 して 懶 いやうな、 然も靜さ を i 靜に する やうな、 さう いふ 
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^^い 一 if 曰に 作 #1 は 耳 をす まして ゐる。 さう いふ 境地 を よんだ ものが 此 句なん-たらう ミ思 ふ。 此句 

或は 寫 生の 句 かも 知れない が、 僕 はさう でな く、 冬 籠の 持って ゐる心 持 を かう 云 ふ 言葉で 表 はし 

たもの なの だら う V】 思 ふ。 若し 寫生 である ミ しても、 是は 普通の 寫 生ではなくて、 ぢ つ-、〕 冬 籠の 

感じに 浸って ゐる 人の 寫 生の 句 だミ でも 云 ひたい やうに 思 ふ。 「 一 鳥啼山 更幽」 ミ或 意味で^ 通つ 

た 所が ある。  、 

寅 日子 僕 はかき ミ云 ふ-、)、 外から 見た やうな 感じが する し、 冬 籠 ミ云ふ ミ 自分自身の 事の やう 

な氣 がす る。 從っ てこの 米 搗く音 は な んだ か 自分 の 家の 事で ある や うな 氣 がする。 

束洋城 僕 もさう 思って ゐた。 冬 構 は 他所 目の 見た 場合の こミ も 言 ふが つま り は 冬 構 をす る ， ^ ミ 

を 5a すので あろが、 この場合 は 無論 や^の 方で 寺 田 君の 言 はれる やうに その 米搗き は 自分の 家の 

米搗きの 方ら しい。 

、 、 、 、 、  0 

蓬 里 雨 自分の 家-た V:- する ミ、 かす 力なり が& るたら う  、 

柬洋城 寫實 的に 行く ミ 「さす さす-、〕 米 搗く音 や <^ 齒」 ミ でもす るの だが、 ここに は 音の かすか 

ミ いっそ ほんやり 言った のがい ぃミ思 ふ。 そこに 頗る 冬 籠の 冬 籠らし さが 出て ゐる。 此米を 

つく 音は實 際に かすかで はなく ドス ドス-、〕 可也 强ぃ 響で もよ い" ただ 冬 籠って ゐる 人が ついそ こ 


に搞 パ て ゐる音 を も 心 にもの 遠い 幽な 昔に 聽 いて ゐ るの ぢ やない かミ思 ふ。 音 を 直 叙す る の が 目 

的で なく、 音に よって 冬 籠の 心 持 を 出した の だ。 

寅 日子 米 搗く音 は事實 そ れ程强 いもの ぢ やない やうに 記憶す る 。 

蓬 里 雨 かすかな りミ いふ 言葉から、 僕 は周圍 がひつ そり 閑ミ して ゐる所 を —— 一村 舉 つて 冬 籠 

をして ゐる樣 な 所 を —— 想像す る。 

東洋 城 冬 籠 を村ぢ ゆうの それ ミ する 事 は 無理 だ。 又 米 搗く音 は 長い^ 間連鑌 的の もの" たから、 

別に 「一 鳥啼山 更幽」 ミ云ふ 心 持 は 出ない。 却って、 同じ 調子の 同じ 昔の 高さが いつまでも いつ 

まで も續 いて ゐるこ ミに冬 籠の 長い モ ノ ト ナスな それでも その 閑暇に 馴れな づん でゐる やうな 心 

境が 沿う て、 今 はすぐ そこで 搗 かれる 米搗 の 音 も かすかに 聞く までにな つて ゐ るの. たミ思 ふ。 

蓬 里 雨 心 遠く 聞く、 ミ いふ 意味 を かすかな りで 現 はした ミ るこミ は、 少し 技巧に 過ぎろ やう 

な氣 がする。 —— これ を 若し 冬 構に する ミ、 さう した 冬 構 をして るる 村 を 通る 旅人 か 何 かが あつ 

て、 夫が 通りつつ さ こかの 家の 米 を搗く 音を閒 いた、 -、，- いふ 事になる だら う。 

束洋城 冬 構に した -、.- ころがす-ぐ 村. ちゅう ミ はならない。 假に是 を事實 幽かな 音だミ する ミ、 夫 

は 遠い 所から 傳 はって 來る 音に ならなければ ならぬ。  . 

三 六 七 


ミ六八 

蓬 里 雨 さう だよ。 僕に は 此米提 く 音 は 何 處の家 だか 知れない 遠方から 聞え て來 るんだ。 

東洋 城 さう しても 結局 は 同じ 所へ 落ちる の だ、 冬籠りながら 米搗く 音を幽 なり ミ 心で 味 ふの だ 

からな。 

寅 日子 米 を搗く 音の Ivil^i ぃミ云 ふ 言葉で、 生活 狀 IT か殆さ 休止して ゐる事 を 暗示して 居る 

P うに もミれ る、 少し 謎の やうになる 嫌 は ある 力  

蓬 里 雨 生 ー活を 休止して ゐるミ 云 ふ 事 は 冬 籠の 中に 含まれて ゐ やしま せんか。 

寅 日子 さう です、 それ を 米搗く 音で 表現して 居る やうに 思 ひます。 

束洋城 ^^い 1、 曰-、 ん \きミ 云 ふ 事が 非常に 密接に 關 係し 調和して ゐる、 若し 「米 を 担く かすか 

な 音 や 冬 籠」 になったら さう だ、 小宫 君。 

蓬 里 雨 さう する ミ 趣が 大分 違って 來る。 

日 當りゃ 熟 味の 如き 心地 あり 


蓬 里 雨 緣 側に 出て 硝子 戶越か 何 かに 日 を 受けて ゐて もい いが、 兎に角 冬の 日 南で 日 南 ほつ こ を" 

して ゐる。 する ミ 何だかう だった やうな ぐ じ や-ぐ じ やにな つた やうな、 10^ に 角い ぃ氣 持になる。 ： 

それ を かう いふ 比喩 を 使って 表現した ので ある。 熟姊ミ いふ ものが 眞 紅で-ぐ じ やぐ じ やで うだつ 一 

たやう で、 日 南 ほつ こ をして ゐて感 す る 心持ミ 非常に 大事な 所で 通じて ゐる ものが ある。 此句手 ■ 

際の 句で ある に は 相違な いが、 然も 此處で は 其 手際が 驚く 可く 巧妙に 行 つて ゐる。 

束洋城 日 南 ほつ こ を 冬の 季還ミ して 見ても 此句は 冬の 日 南 ほつ こミ はミれ ない。 柹ミ いふ- /J 秋 

の 心 持な の だから、 此 句で 只 日當り ゃミだ けい はれる ミ、 さう も 秋の 句の やうで、 冬の 日 南 ほつ： 

こで はない やうな 氣 がする。 是が日 南 ほつ こ をす る ミ云ふ 事で ない V.- なる ミ、 小宮 君の やうに 熱； 

柹を 以て 日 南 ほつ この 形容 ミ する こミ も出來 ない。 其點が 自分に は混雜 してく るので、 熟柹の 如- 

き もよ く 解らぬ。 

蓬 里 雨 秋の 綠 側で 本 を 請んで るても 可い。 そこへ 日. かかつ ミ さして、 ほうつ ミ上氣 したやうな 一 

眠い やうな 本なん か 設んで ゐられ ないやうな 氣 になった。 夫 を熟姊 みたい な 心 持に なつた-、」 表現 一 

したので ある。  ： 

寅 日子 僕に は 冬 ミか秋 V.- かを區 別す る必耍 はない。 先生が 此 句の 通りに なって 居た 場合が 眼前： 
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に 浮んで 來 るので、 非常に 面白い。 1. & (さに は 酒に 醉 つた 時の 形容に 使 はれる 成語から 

來る 感じ も 交って 來る やうに S ふ。 

蓬 里 雨 熱柹 臭い 方の 聯想 を 交ぜる よりも、 熟柹 そのもの 丈に した 方が い. - 

東洋 城 勿論 此 ミ いふの は あの 米に 漬けた うまし ではなく 木 生りの もの. たらうな。 

蓬 里 雨 寅 日子 さう だ"  、 

柬洋城 ただ 併し、^, かか •H;, ミ いふ 言葉 は 多く 客觀 的の 形容に 使 ふのに、 ここで は主觀 的に 熟 

か^ 6-5-、、；-^ ミ いふ 虱に 言って 見よう ミ した 所 は を かしい ミ思 ふ。 先生 もよ く 見える、 先生の 腹 

の 中 もよ く兒 える。 其、 點 では ffi 白い が、 句ミ して 出來 上って 居る 居ない は 別問題で ある。 

蓬 里 雨 先生が 熟柹 になった 事で も ある やうな 心 持の ある 所が 面白. 《 

寅 日子 僕 は 先生が 風呂から 上 つてい ぃ氣 持に なつ て 居ろ 所 も 想 ひ 出した。 

蓬 里 雨 是は思 ひ つた 形容 だ ミ ひます。 

束洋城 我我 は 先生 を 知って ゐて 先生 を當箝 めて 兄る からい い. か、 若し ほかの 人が 見たら さう だ 

らラ。 

蓬 里 雨 寅 日子 それ は 無論 分る だ。 う。 


只 寒し 封 を 開けば 影法師 

蓬 里 雨 是は昔 三重 吉が 祌經 衰弱で 廣 島の 近所の 島へ 行って ゐる 時、 壁に 寫 つた 自分の 影法師 を 

線で 輪廓 をミ つて、 先生の 所へ 送って よこした こ-、 一. か ある" その 返事 ミ して 先生の 書いて 送った 

の. か此 句で ある。 此時 三重 吉 はま. た 先生に 會 つて ゐ なかった. - 『千鳥』 を かいた 年で、 手紙の やり 

ミり丈 をして ゐる 時分であった C 其 後 三重 吉が 上京して から、 何でも 先生が 千駄 木から 西片 町へ 

越して 行って からの 事-たった ミ思 ふ、 先生に 三重 吉 がかう 云 ふ 句が ある ミ 云って 話し をしたら、 

先生 は それ を 持って 來 さして、 いきなり 破って 了った ミ云 ふやうな、 妙な 因緣の ある 句で ある J 

—— 手紙の 封み 開く  7.-、 いきなり 影法師が 出て 來る。 然も 影法師 だけで、 外の もの は 何もな かつ 

た 、 それ か 何 ミ なくう そ 塞く 感じられた。 只 寒し ミ云ふ 言葉 に は何ミ なくさう いふ 心 持の 接み 出 

てね る 感じが ある。 さう して 其處 に當 時の 三重 吉に對 する 當 時の 先生 の 感情が 隨分 はっきり 出て 

ゐる やうに も 思 はれる。 先生が 此 句な 何故 破って 了つ たかは 分らない が、 或は その 妙に 感情の 出 

てるる 所、 感 が 出過ぎ てゐる 所が いやだった からだ 7 J いふ やうな 事で でも あるか も 知れない。 
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が、 は-?, -ぅミ も 今此處 ではき めかね る。 一い ミ云ふ 言葉 は 三十 二 年の 耶馬溪 紀行の 屮の 「只 

^し 天 高く して 水靑 し」 ミ云ふ 句に も 出て ゐ るが、 併し 夫 ミ是ミ は 內容が 大分 違 ふ， 

寅 日子 鈴 木 君が 先生の 所へ 最初に よこした 書信の 中に それが あつたの ではない のです 力 

蓬 里 雨 いや 手紙の やり ミりは その 前から あつたの です 

寅 日子 此 影法師 は 其 時 先生の 書齋の 入口 を はいって 突當 りの 壁、 卽ち 先生の 机の 正而の 壁に は 

つ C あった。 これ はさう 云 ふので すか ミ 尋ねたら、 これ はかう かう だ、 ミ 云って 話された 其 時 

の 話の 記憶で はなんだ か 手紙 も 一 緒に 來てゐ やしなかった かミ思 ふが …… 。 

蓬 里 雨 1^ 紙よ， 添へ てなかった 樣な事 を 三重 古 は 云って ゐ た、、) 記憶して ゐ ます" 先 から 三重 吉 

、 つ、 つたの は此 手紙が 五本 目で、 消印 は 明治 三十 八 年 十二月 十四日 ミ いふ 事に なって ゐ ます。 

東洋 城 前後に 手紙が あ るのに これに は繪 だけ ミ云 ふ 事が ロハ 寒し ミ出 たの だら うな 

蓬 里 雨 細い 線で かいてあった やうだった" 一寸 兒て 寒い 感じが あった" 

東洋 城 それが まだ 先生が 三重 吉に 逢った 事の ない 時 だし、 その 書面の 上で 可也 センチメンタル 

な 文字 を澤 山よ こされた その 未見の 人に 對し 先.^ も 亦 幾分 セ ン チメン タルに なった 所が あったら 

うからな。 


蓬 里 雨 さう もさう らしい。 

東洋 城 さう いふ センチ メン タルな 點が あ-、』 でい やにな つて 先生が 破 かれたん だら う。 

寅 日子 或は さう かも 知れぬ。 

東洋 城 句の 由來 をのけ て 平らた く 見ても 贈答の 句、、. - して 面白い ね。 

蓬 里 雨 まあ 戀の句 だね。 

東洋 城 戀の 句まで ミ はいかなくても いささか あやかし が 著いて ゐ るね。 

寅 日子 前書. かなく ちゃ 分らない. か、 併しな くミ もなん かしら 或る イリ ュ —ジョ ン は ある。  

此 影法師 は、 普通の 半紙 一 枚に 細い 線で 綺麗に 描かれて あった。 —— 句 調に 韻 を 踏んで ゐるミ 思 

ふリ 

三重 吉來書 

漱石 先生の 「ロハ 寒し 封 を 開けば 影法師」 の 御評釋 中に 事實の 違って ゐる點 が あり、 又 私 して 

違った 解釋 をして ゐる ミころ も あるので、 一 應ぉ 耳に 入れて おきます。 

あの 影法師 は 私の 休 學屮、 三十 八 年の 十二月 初旬に、 江 田 島の 島つ づきの 能 美 島から 送った の 
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です。 たまたま 炬燒 にあたって 壁に 寫 つた 影法師の 輪廓 を、 人に かき 取って 貰って、 それへ 「炬 

健して 或 夜の 壁の 影法師」 ミ かいて、 わざ ミ 手紙 も 添へ すに 送った のです。 封 を 開かれる ミ ただ 

影法師の みが 出て 來 たので 「ただ 寒し」 ミ言 はれた の だミ思 ひます。 これ は 東洋 城 君の 解 釋のミ 

ほりです。 豊隆！ ^は 私が 『千鳥』 を 書いた 年の 出 來ごミ だミ 言って ゐ ますが 『千鳥』 は 翌三ト 九 

年の 一 月頃から 三月 頃まで かかって 書いた もので、 先生から 『ホ トト ギス』 に 出して 貰った のが 

五月でした。 同年の 九月に 再度 上京して 復校し ました。 その 5、 はじめて 先生の 千駄 木のお 宅へ 

伺 ひ、 虛子 氏-三 一人で 松茸 飯 ミキ ュ ー ラソ— ミを 御馳走に なりました。 今の 松 岡 夫人 筆 子さん が 

ま.. 二， > つか 1 つぐら ゐの 41 ォ です。 つい 近くに 下宿して ゐ たので、 筆 子さん がよ びに 來 ました。 あ 

の 影法師 は その 時 先生に お 目に かかる 數日 前まで 壁に 貼って あった やうに 中 川 君が 話して ゐ まし 

b れを 波ら れ たの は 西片町 時代で はなく、 早稻 田へ 越されてから も. f っミ 後の こ-、〕 です。 た 

しかな 年月 は覺 えません が、 修善寺 大患 以後で ある こ-、〕 は 間違 ひありません" 

或 夜話の 績 きから 「先生の 只 寒し の 句 を 表装しょう かしら」 ミぃ ふやうな こ-、〕 を 言った もの だ 

らう ミ思 ひます。 する ミ 先生 は 「ー應 おれに お 兄せ」 ミ言 はれた から、 後 曰 持って行 きました-" 

そのお 言 築 の 裏に は、 「以前に 蔷ぃ たも の で 字が 拙 い-、〕 困る からな」 ミぃ ふやうな 意味が あ つた も 


の ミ私は 受取りました。 「只 寒し」 に は卽興 的應酬 のうちに、 私の 病弱 寂 居 を あはれ まれた 心 持が 

籠って ゐ るの は 勿論です が、 それ 以外に 東洋 城說の やうに セ ン チメン タルミい ふやうな 感情 はな 

い-、. -思 ひます。 そんな 意味から 先生が あの 句 を 破られた の-た-、」 すれば 「ー應 おれに お見せ」 でな. 一 

く 「いやな 句 だ、 よせよ」 ミ 顔をしかめられ たらう ミ思 ひます。 持って行く ミ、 先生が 御 不在-た 一 

つたので、 奥さんに 預けて 歸 つたので す。 今度 行って 「御覽 になり ました か」 -、) いふ-、 ヽ 先生 は 

倦怠 さう に橫 になって 居られた まま 「あり やい けない、 破つ ちまった」 ミ いはれ たので 私 は 怒つ 

て大に 不平 をなら ベました。 その 時 も、 字が 拙い から 破られた もの-、〕 私 は解釋 しました。 「ぢゃ あ 

罰金 ミ して 又 いくらでも 書いて やる よ」 ミ言 はれ、 「君の 所有物 だから 破つ たんだよ」 さ 一一 一 a はれま 

した， - 「勝手な 時には あんな こ ミを仰 有る」 ミ言 つた まま 佛顶而 をして 默 つて ゐ ました。 併しい か 

にも 殘念 なので 「奥さんに も 任が ある、 なぜ 破らせた のです」 ミ いふ 調子で 少少 奥さんへ も當， 

りつけ たやう に 記憶して ゐ ます。 奥さん は 「見る ミ いきなり 破つ たんです もの」 ミ言 ひ譯 をな さ 

れ、 慌てて 紙屑籠な 探して 下さったり、 その 紙屑 を 買って 行った 男の 所へ も 人 を 派して 探さした 一 

りして 下さった けれどもう 見附 かろ 譯も ありません。 私 は 今 だに そのまま 「字が 拙い から 破られ 

たもの」 ミ 思って 居ります。  . 

三 七 五 


I 一一 七 六 

晚 年のお 得意の 手蹟 ミ ちが ひ、 つつまし く 然も 力んで 書いた やうな、 ミ いはう か、 ミも かく 一 

種の 固い、 强 ひていへば 少しお ぢけ たやうな 所の ある 字でした。 それにしても、 決して、 引き裂 

かねば ならない 程 まづぃ 字ではなかった のです。 私に 取って は 非常に 大事な 記念品な ので、 今 も 

つて 殘 念です。 その 場で は、 後で 罰金 73 して 澤山 かいて 貰 ふつ もりで 不平 をお さへ て歸 りました 

,y、 後に なって 見れば そんな こミを 盾に 取って、 先生 を §5 ひるの も濟 まない ので、 たう-こうそれ 

なり、 罰金の 意味で は 何も かいて 貰 ひませんでした。 以上。 


水仙 ゃ早稻 田の 師走 三十日 

蓬 里 雨 大正 四 年の 十二月 三十日に 例の 瀧 E 樗蔭が 色紙に 水仙の 繪を かいて 賀 つた、 その 自畫贊 

の 句が 是 である。 繪 はたし か 淡彩-たった 樣に覺 えて ゐる" 11 是は、 早稻 m の 師走 三十日に 水仙 

の繪 なかいた、 ミ云ふ 只 其 ありの 儘 を 詠んだ ものに 違 ひない が、 此句 をす っミ讀 み 下して ゐ るう 

ちに、 1^ ミも 云へ ない 味が 何處 からか 出て 來る。 其 味が 何う いふ 味で 何處 にある かミ 色色 考 へて 


見る が、 、ごうも 夫が しっかり ミは 攫め ないやうな 氣 がする。 鬼に 角、 早稻 fflv) 云 ふ-、 ヽ 僕に は 先 

生の 家が 11 先生の 書 齋.. か、 頭の 中に 直ぐ 浮いて 來る。 先生の 書齋に 坐って 居ろ ミ、 庭 を はさん 

だ 往來を 折折 人が がやがや 云 ひながら 通って 行く 足音が 聞え る。 師走の 三十日-たから、 あすこの 

往來 も、 何日 もより 割に 人通りが 多くな つて ゐる" その物 音 を 耳に しながら、 先生. か 閑 かに 書齋 

に 坐って ゐるコ 其 書 齋には 机の 上に、 若く は 壁の 掛軸の 前に、 水仙が 活けて あろ。 先生 は 夫を眺 

めながら 水仙の 畫を かいて ゐ るつ —— さう いふ 光景-か 此 句から 出て 來る もの だから、 僕に は 特に 

此 句が 面白くな つて 來る。 伹し此 句から 誰で もさう いふ 光景 を 浮べ る ， i ミ が出來 る か >. ご う か は. 疑 

問で ある。 併し 此句 は、 何ん にも 知らない 人が よんで 見ても、 恐らく 何ミ なく 面白い 味の ある も 

の だ ミ思 ひさうな 氣 がする。 夫が、 如何にも；！^ 滞な く すらすら ミ 出て 來 てるる 所に あろの か、 夫 

VJ も 此處に 使 はれた 道具 立から 來る のか、 、ごうも 僕に はよ く 分らない。 

寅 日子 僕 も 意味 はよ く 分らなかった が、 兎に角 忙巾閑 あり ミ云 ふやうな 心 持が 出て 居る やうに 

ぱぁ C ま 

蓬 里 雨 忙中 閑に は 違 ひない ミ思 ひます。 

寅 日子 全く 此句 は獨 りで に 口 をつ いて 出された もので せう ね。 
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柬洋城 併し 感じの 上で は、 頭の 屮に 今迄あった ものが やつ ミ絲を 引いて ゐるミ 思 ふ。 水仙-、〕 云 

ふ ものが 寒い 淋しい 花 だし、 早稻 m が 東京の 逢 鄙 な 所 だし、 師走が 年の 一 番 消極的な 時で あるし 

する ので、 それら-か 一 つに 溶けあって、 さう して 順序よ く 出た の だら ぅミ思 ふ，" 

寅 日子 卽ち 水仙が 忙中の 閑で あり、 早稻 田が 又 忙屮の 閑で ある-、) いふので せう。 

柬洋城 僕 は又此 三十日が 殊に 面白い ミ思 ふ、 これ は 二十 九日で も 三十 一日で もい けない からな 

あ。 又 ここに ある 水仙 は 庭に ある ミか 床に あった ものに 違 ひない、 必 やし も贊 をした 畫が 水很で 

なくても よい。 それから 此句 は畫贊 でなくても よい 句ぢ やない かな。 

蓬 里 雨 僕の 說明は 由来に 關 する 說 明なん だから、 是を必 卞晝贊 にしなくて はいけ ない-、， "いふ 意 

味で はない。 句の 味 は 寧ろ 獨 立した 句 ミ して 見た 方が 深 い。 

寅 日子 初期の 非常に 巧妙な 句よりも 却っても っミ 深い 所へ 行って ゐる。 

束洋城 此句を 面白い ミ する の はよ く考 へて 見る ミ、 此句を 讀んだ 時よりも 平素の 心 持が 面白い 

の だ ミ思 ふ。 

蓬 里 雨 手紙の 字の 面白味 ミ 通じる ものが ある やうな 氣.. かする。 

寅 日子 不用意 の 問 に 純 異な ものが 出る の だら う、" 


柬洋城 非常にい い 句で はない が 立 去り 兼ねる 句 だ。 
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初冬 や 竹 伐る 山の 鉈の音 

寅 日子 是 は 先程 小宫 君の 出された 冬 籠の 句ミ 趣の 似た 句ミ思 ふ。 例へば 山 据の村 を 通りかかつ 

た 時に、 近い 山の 方で 忤 を：： る 音が 間え て來 る、 矢 張 「 一 鳥啼山 更幽」 ミ云ふ 趣が ある。 時候 も 

初冬が 一 番 適して 居ろ 樣 である。 色彩の 賑 かな 秋 も 過ぎ 次第に 景色が 淋しくな つて 天地が 漸く 眠 

りかけ て 行く、 さう いふ 時候 だ ミ する ミ、 この 竹 を 伐る 音が 非常によ く 利いて 來て、 閑寂な 山里 

の 趣 を 見る 樣な氣 がします。 此 句の 次に 「冬枯れて 山の 一 角 竹 青し」 其 前に は 「山陰に 熊笹 淋し 

水の 音」 が ある 所 を 見る ミ、 先生が 此 等の 句 を 作った 時、 少 くも 頭の 中で はかう 云 ふ 場所 を 歩い 


てゐ たの だら ぅミ 想像され る. - 

東洋 城 此竹を 伐る の は 何 か 臨時に 必要が あって 一本 二 本 7 一 伐って ゐる のか、 それ ミも竹 を 伐る 

時節で 一 山ミか 一 藪 7〕 か引續 いて 伐って るるの か、 鳥渡 そこの 區別 がっかない。 

寅 口 子 これ は 一 人で 少しの 竹 を 伐って ゐる、 多分 冬 構の 用意に 必要な 竹 を 伐って 居ろ の-た ミ考 

へ たい。 さう でない ミ此 句に はふ さはし くない ミ思 ふ。 

束洋城 竹 伐る 山が 鳥渡 大袈 装に 聞え る、 - ー體： b は その 伐る 時節が きまって ゐる。 4：4 い. i ミぃ 

うて 來 るミ、 さう やら その 伐り 時の 什 山 をい ふやう にミれ る。 さう でな く 臨時に 只 一 二 本 を ぼる 

の だ V ヽ 普通の 言 ひ 方で は 山の 竹 伐る 鉈の音 >ニ い ふ ベ き だからな。 

蓬 里 雨 僕 は 此音は 一 本 だけ 伐って ゐる 音な のだミ 思 ふ。 只 寺 田さん ミ違ふ 景色 は、 私 は 其 音 を 

山の 裾に 住んで る 人が 聞いて るるの だミ する のです。 

寅 日子 さう しても 僕に は 大した 差 支はありません。 

東洋 城 併し 臨時に 一本 や 二 本 伐る の を 竹 伐る 山ミ いふの はち 7) 仰山に 聞え さう だ。 さう も ニー 

本 伐って すぐ 止んで しま ふ 音で なく、 例へば 朝から 晚 ま でミ いふ 風に 隨分 長い間 續 いて 聞え てゐ 

る ものの やうに 思 はれろ。 其 音 を 長く 引繽 くな、 ミ 間くなら-は、 それ. か 通りかかりの 旅人で あら 
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ぅミ山 下の 家の 住人で あらう ミ さちら でも かま はない。 

日子 初冬 ゃミ云 ふ ミ 澤 山の 竹ミ云 ふよりも、 一 二 本 伐る ミ 見た 方が よかありません か。 此音 

は賑 かなもの ぢ やない v,l 思 ふ。 

東洋 城 初冬 や ミ の 調和 は その 方が いい かもしれ ない が、 私の いふの は 竹 伐る 山の ミ いふ 言葉. か 

特別に 竹 を 伐りつつ ある 山ミ いふ やうに きこえて、 永い こミ 山に 音が した それが 竹 を 伐る 音 だ ミ 

いふ こ 7】 になりたい のです。 

蓬 里 雨 お 伐る 山の ミ 云ふミ 僕に は、 その きんきん ミ云 ふ銳ぃ 然し 淋しい 昔が 山に 響いて 聞え る 

方が 却って 强く來 る。 

ia^ 洋城 さう いふ 風に はミれ ない。 ミ いふの は、 始めから 竹 伐る 山ミ 云って、 竹 を 伐って ゐ るの 

を 知って るる やうに 叙して あるから だ。 一 體竹 伐る ミ鉈 の昔ミ は接繽 すべき 言葉で あるのに、 其 

間に 山の 7,- いふ 言葉が 這 入 つて ゐる爲 め 二つ が 離れ てし. まって、 竹 伐 る 山、 山の 鉈の音 ミ 別別の 

境に なって しまって ゐる。 

寅 日子 山で 鉈の 音が して 居る から 山の 鉈の 音で あろ、 それ は 竹 を 切って 居る 音だミ いふので せ 

う。 別に 顏倒 -、} いふ 程の 事で もない-、 -僕は 思 ひます。 


蓬 里 雨 松 山に はかう 云 ふ 樣な什 山 はない かね、 松 根 君。 

雍洋城 松 山- 、一い ふ 所 は 市の 眞 中に 城 山が 一 つ 孤立して ゐる ばかりで、 市の 周 園に やや 離れて あ 

る 山山 は 火山 系の 山で、 多く 地肌の 露な 松 位 生えた 山で 什なん かない。 あれば 城 山 位な もので、 

城 山 だけ は 樹木が 蒼ピ してる るが、 ちょい、、〕 m- いひ 出す 程 著しい 什 藪はなかった。 あった -、.- ころ 

で さ こかの 谷間に すこし 位 あ るか もしれ ない が、 竹 山 ,n い ふ 程で はない。 

寅 日子 先生 は鉈ゃ 斧の 音が 好きだつ たらしい 。「秋の 江に 打 込む 杭の 音」 も いくらか 似通った 所. 

が ある，" 


吹き上げて 塔より 上の 落葉 かな 

寅 日子 風が 渦を卷 いて 吹いて 來て、 木の 枝に ついて ゐる薬 を 落して 夫 を 大空  捲き 上け てゐる 

の を 下から 見て ゐ るの だ 7  5-5 ひます。 實 際は必 しも 塔の 頂上よりも 高く あがらなくても 下から 空 

に 投射して 見る から 塔より 上に あがった やうに 見える の だら う。 落葉の 句ミ いふ ミ、 下に 敷いて 
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るる 靜 的な 句が 多い の だが、 ュ^！は活動的な落葉でぁろ。 11 下に 落ちて ゐる のが 舞 ひ 上がらない 

事 もない けれ さも 枝から 直接の 方. かよい ミ思 ふ。 

束洋城 いや 賨際 かう いふ 事が あります。 下から 見た からでなくても 事實上 塔より 上に あがる 事 

もあります よ。 勿論 それ は 一 旦 地に 落ちた ので はなく 枝 を 離れて 落ちる のでせ うが。 —— 塔 さ こ 

ろではありません。 私 は 先年 冬 上 州の ある 山に 登った 時、 〔合に ちる 木の葉が 峯の 上の 大{ 仝まで 風 

に 榷き上 けられる 壯大な 景色 を 見ました。 これ は 大きな 山の 事 だからで せう が、 平地で も 塔 位 越 

す こ v) はたし かにあります。 

寅 □ 子 枝から 落ちる 途屮 にある 木の葉 も 落葉 ミ いふで せう か。 

柬洋城 さう いふの は 本當は 散る 木の葉-、， - いふので す。 落葉 ミ いへば 「落ちた 葉」 ミ いふ こミで 

「落ちる 葉」 ではない のです。 十：； 人は嚴 格に さう 使って ゐ たらしい のです が、 近代 は 使 ひ 方に よ 

つて は 使 はない こ ミ もありません。 

寅 日子 先生の 此 時分の 句-、. - して は 普通の 句で せう ね。 

蓬 里 雨 わざの 句です ね。 

ハ 日子 明るい 空に 黑點の 動く 印象的な 處 がいい ミ思 ひました。 


蓬 里 雨 はっきりした 繪 は出來 ます。 11 落葉 -、> いふ-、 - 僕に は 地面に 敷きつ めて ゐろ もの 丈し か 

考 へらわない ン 

寅 日子 {仝 を 高く 見 上け る やうな 心 持の あろ 所に 面白味が ある。 

束洋城 塔より 上の ミ丈 でかた づけた ミころ に 其 技巧に ある 弱さ もないで はありません か、 さう 

いふ 景色. も 一 境で せう。 

蓬 里 雨 或 意味で 新しい 所 は あろ。 


うつむいて 膝に 抱きつく 寒さ かな 

寅 日子 是 はさう いふ 風に 膝に 抱きつく のか その 「姿勢」 が はっきり 分らない、 兎に角 寒い から 

自分の 膝に 抱きつく の だら う。 併し 寒さ を 表 はした-こい ふより は 寧ろ 貧し？、 淋し さの 心 持 を 表 

はした 句-、 ：- して 見る-、 ヽ 此 膝に 抱きつく-、， - いふ 言葉 か 可也 はっきりした 「心 持」 を與 へる。 

蓬 里 雨 是は 身體か 寒い ミ いふより は 寧ろ 「心」 が 寒い のでせ う。 
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束洋城 僕 はやつ ばり 身體が 寒い の だミ思 ふ、 此句 を讀ん でい きなり 人に はいるの は 形 だから。 

—— 當然 に 貧し い ミ か 佗し ぃミ かいふ こミ は 出來な い よ。 只 だ そのこ ごみ 加減に な つてお ミ ff* 力 

膝 を 抱へ 込む 樣な 風體 がいかに も 寒さうな ので ある。 

蓬 里 雨 田舍の ステ I シ ョ ン の 待合室で はよ くこれ を やって ゐ ますね。 

寅日+ 成程 これ は 適例 だ V,- 思 ひます。 

東洋 城 膝に 抱きつく  V:- いふの は 本當に 抱きつく のではなくて、 そのこ ごみ ざまの 極度な のの 形 

容ぢ やない-たら うか。 

蓬 里 雨 本？ おに 抱いても いいさ。 

東洋 城 貧乏ら しさ は此 場合のお 助け はする か 主題 は 人のから だ 恰好に 止まろ 方 だよ。 

寅 日子 鬼に 角せ a! 麻銷 沈して ゐる所 だ。 

蓬 里 雨 僕 もさう. たミ思 ひます。  . 

寅 日子 先生 はよ く 貧しい 獨り 者の 心 持 を 詠んで ゐ ますね。 

東洋 城 是は自 稱の句 だら うか。 

蓬 里 雨 無論 さう だら う。 併し 假に 他稱 しても、 落ちて 行く先 は 同じ 所 だね。 


木枯ゃ 海に 夕日 を 吹き 落す 

寅 日子 海岸の 多分 山が かった 所の 冬木立 を 思 はせ る。 木の間から 海が すいて 見えて 居る。 日が 

もう 大方 沈み かかって、 空から 海が 寒さう に 赤くな つて 來乙 、- そこへ 木枯が 頭の 上の 木 を ゆさぶ 

つて 吹いて 通る。 さう いふ 光景の 心 持 を かう いふ 風に 云った ので はない かミ思 ふ。 言 ひ 方が 少し 

仰山な やうに も 思 はれる が、 木 枯の强 い 感じ、 それから 夕 曰の 見る 問に 落ちて 行く 有樣を かう い 

ふ 風に 云っても 面白い かミ思 ひます。 序ながら 僕 は 先生が 落日、 殊に 海に 入る 夕日 ミ いふ もの： 

對 して 特別の 印象 を さ こから か 得て 居られたん ぢ やない かミ いふ 事 を、 先 牛： の 書かれた 色色の も 

のから 見て 推測す る J だから 此句も 少しも 誇張の 心 持 はなく、 本當の 先生の 心 持 を 云った もの-た 

らう ミ 田-も 

、 、 

蓬 里 雨 ^に は.^ 日 も 見え はする が、 夫よりも 重に 其 夕日に 照され た 雲が 見える。 腹 親 をち ぎつ 

たやうな 悸 憎-、〕 した 雲 か。 
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東洋 城 寺 田 君が 「手前の 山」 -、〕 か 「木の間から 見える」 ミか云 はれた が、 それ は 句の 中にはな 

い。 夫 等の ものが 事 實見乙 人の 側に あっても、 人間の 眼な り 心なり は 遠く 海の 果ての 日の 沈む 方 

に 行って ゐ るから、 唯 だ 廣 い 海 だけが 見え れば いいの です。 

寅 日子 僕 は 自分の 經驗 からさう いふ 場所 を 想像した. たけです。 木 を 透して 見た 赤い 海-、〕 空-こが 

浮む。 —— 此句 は、 ごこ か 蕪 村 張-、〕 云った 樣な 所がありません か。 

蓬 里 雨 さう いふ 所 かあります ね。 


燭剪 つ て嘵 近し 大晦日 

寅 日子 大晦日の 晚に 色色 ごたごたして ゐ たのが、 やつ- 、ー總 ての 事が 片づ いて、 そこら 中が 綺冀 

になる、 世の 屮か 森-、 ：> して、 ロハ 部屋に 燭臺 がー っ點 つて 居る、 其 心 を 剪る ミ焰 か眞 白に 見える、 

もう そろそろ 曉が 近い -、.- 思 ふ。 如何にも 冴え 切った やうな、 さ こか 神神しい やうな 心 持が する、 

さう いふ i じ を 云った もの. たらう ミ思 ふ。 、T つい ふ 所が 特別に いい ミ云ふ 事 はむ づ かしい けれ e 


も、 併し 中中い い 句 だ ミ 思って ゐ ます。 

蓬 里 雨 焰が 白くなる ミ いふの は、》 J うい ふので すか。 明 ろくなろ 事です か。 

寅 日子 心が 長くな つ て來る ミ燃燒 か 不完全に な つ て 飼 か 赤くな り 油 烟を上 ゆて ゆらゆら する。 

それが 心 を 3； る-、，" 燃燒 かよくな つて 光が 强く 白つ ほくなる、 或は 寧ろ 白く 感ぜられる、 ，てして 動 

搖 しないで 澄み切って ステディに 燃える。 此心 持が 此 句の 心 持だミ 思 ひます。 11 理窟から 云 ふ 

ミ、 夜中の 十二時に 正月になる の だから、 明 方が 大晦日で は 少し 困ろ が、 少くも東京では^！^か明 

けなくて は 正月に ならない からこれ でよ いのでせ うね。 

東洋 城 曉 近し ミ云 ふまで 夜から 引續 いて 起きて ゐる譯 で、 まだ 大晦日の 用が 片付かな いの だか 

ら、 仕事に 追 はれて 心が 大分 疲れて 來 てるる 所へ、 もう 明け方 も 近い ミ いふ 事が 大變 引き 榮 えて 

明るく、 氣が 澄み 心が 引統 つて 來 るので ある. - 燭の方 も 何 ミ なく 薄暗くな つて ゐ たの を 心 を 切つ 

たので 急にば っミ明 ろくなる、 ミ同 時に、 明け 近い ミ いふ 新年の 喜びが 働く のぢ やない かつ 

蓬 里 雨 此 句の 切れ 字は燭 剪っての てに ある" てで 心 持が 一 寸 休止す ろ。 從 つて 僕 は此處 で燭を 

剪る 事が 一 年の 仕事の 總 仕舞が 一 段落 附 いて、 ほつ V- する 心持ミ 機微に 繁 がって ゐるミ 思 ふ。 併 

し、 寺 m さんの 「神神しい 感じ」 ミ いふの はさう です かな。 
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寅 日子 僕の 「神神しい」 ミ云 ふの は必ゃ しも 「神」 に關 係した 神神し さではありません。 何の 

雜念 もない 澄み切った 淸淨な 心 持 を さした のです。 
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